近 |«: 史上に於てドィッの前弋戰に於ける收北と、ニー..；： -¥ 間 .-. 矜ける後興とは、世紀の驁異士云ふべ 
きで ある。 

筆者は、 當時 聯合 ^ Q :夂 たりし 日本が、 收戰阈 ド f *v ょ $ 神 收され た 航空 機材が、 3:本に到#後陸 
海笊の手で展龊3れた時、親しくその馊付 |: 參觀して、その當時幼稚でぁつたゎが航{ / . 5 ; ^ に比して、 « 
くべき it 步と發 達ぶ りに 感嘆した もので ぁつた。 

そして、 これらの 柙收 ^ 材を、筆者の勤務する飛行溢にも分襖されるに及んで、ーつにはド<ッが四 
而楚歌の裡にぁつて、物资の窈乏にいかに § し 4 だか、代用 ;1/| の使用にいかに科學的 //. 知能 5: 絞ゾたかに 
赞きもし、こハ程の阈ならば、いかに條約攻めにしても必ずいつか再興するでぁらぅ士確信したのでぁ 
つた。 二つに It 、 椒め て此 ：； 細な、 取る にたらぬ 小 部分品まで、 根 こそぎ に、 おょそ 航空 力に 關する 限り 
ー切の物資を沒收丄た英米の貪焚さに少から卡義憤を狨じざるを得なかつた。 

その後、 ド でッ航空エ業レ-海外に柊してその絕滅を防いでゐた時代、ドルエ博士が神门川崎逍船所 
飛行孅エ場に招聘されて來朝し、税しくその講義を聞き、またラハ>ン敎授、ヵ丨>ン敎授などが來钠 



思ふと、物 -^ の ^ £ に泣 ^ を言ふやゥな國民では決して ^: 嗜業が出來ないとオつてょ-からゥ。 

ユンむ|.: 1# 士の業續は今：11術ほ^^るもの /&* ぁり、特にユンヵース飛行機が我國に與へた影 « ゐ 
いかて 找無敵 窣 m 建設に 役立つ たかを 知れば、 彼の 生涯は ひとり ドィッの みで なく H 本に とつても 眉 人 
と 云 ふべき だ C 

女 那布變 常叼 *: 沾 蹤 L た わが 陸： 4 € ® 機 や 海： ^ 攻 艰 機には、 ユン 力！ ス 飛行機 0 設計を 範 としたと こ 
ろ .^ 十くない。 

节 者は、 ユン 力 ース ^,ー三勒水上機ニ裹を、その飛行場に常備して、たへず它朗航空に使用してゐた 
こと衫ぁつたの、ぁの頑丈で、しかも巧緻そのものと云つた « 造にー倍找 1.. みを覺ぇるものでぁるし 

現在の &戰に 活躍して わる ユンヵ ー ス ta は 當時 の涛 式と 似ても つかぬ ^ 銳で ぁるが* どことなく、 や 
はり ユン 勺 1ス博七その人の而影を嗯ぶことが出來る。 

说 ^ 得 興した ド， ッ空 -¥ の咸カについては、ここに » 言を » すまでもな、ゲーリンゲその人の男性 
的 迫力は、 近代に おける 英雄と 呼ぶ に 十分で ぁらっ。 

ここでー ^ 中しておきたいことは、ド<ヅ窣 ¥ の再興冉建のキカとなつたのは、 -^ 年のカにょること 
なの だ。 

凡そ、歷もに见れば、大きい阈家の推進カ、劃期的興隆の源泉カは、すでに靑年のヵにょつてなされ 

' 三 
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し V 、 ド f ツの 根底に 流る る 航空 拽の 1? カは、決して英米のカを以てしても稂絕ヤしできないととを確 
かに 知る に 及んで、 その 再興を 何となく 心待ちした ものである。 

V H て ヘリン 飛行艇が 日本の 空に 雄姿， i 現 《した數年後、日本でも1時ドィツから飛行贴 = 痤'ゲ購八 
して 航爷檢 送 21 g 始しや ぅと 十る 日論見で束半球航空株式合社'か出來ると云ふ啄が航空蜾 ?- 脤」したこ 
とが あ つて’硬式大甩航ネ船について少から卡興味を抱气色ゃと齊物ハ^^たことがあつたぺ/米；！ 
の アクロン、 メー コン、 英國の R l o l ls , 日本の N 三 猇、 SS 一 猇な どの '® ^ 布 故 ;- . 見 M T る ごとに、 
般早次にドィヴ航空荩洱興には飛行船の時代であるまい4、職氣な-がら考へたのであつた。 

しかし、ツェッぺリン伯その人の努カと、生涯の衔鬪《、いつ、いかなる場合」も、靑年に對してカ 
强 *0敎訓を持つてわることは事贸である。 

失望と、 疲勞を 知らぬ 人でなくて は 文化を 進める ことは 出來な い、 大きい 事業を 完 邃 し 得ない。 ツ 
ェ *‘ぺリン伯は、かかる型の人物である。のみならず、伯の衆下から、ドパニェの如き大飛行嗤没計者 
が生れてわることを思ふと、ナチス-ド<ツ《空帘の再 ^ に《、明治中期から、培はれてきた.广の航空 
辩神が脉励してゐることを ?? め ^ いのである。 

元来、 ド f ツは 、日本 i 同様 アル- 11 ユーム KT 銪に惠 まれぬ ^ であるに 拘ら十 、ツェッペリンが 8 ; 合 
金の骨格にカを注ぎ、ユンサース博士が、世界で较初に全ギユラハ£ン製飛行搜の完成者であるこ士を 



挺身すべき 任 ^ 0 里大な る ことを 自覺 せねば ならない c • 

こ ^ 意味で、 ドィツ 空軍 再建の 日まで ツ エッべ リン、 ユン 力 1 ス、 V 1 リングの 三 ^ 物の 生 陡から 
何物 かを 感じ i ことが、 靑年に 何 かの 感銘を 與へ 得る としたならば、 筆者の 光榮 はこれ に 過ぐ る もの 
がない ので ある。 

一一 六 〇ニ年五月、米航3ニ隻擎沈の報を耳にして 



て ゎる 人 化の 改斯然 り、 达武中 興然 り、 明 if ! 維新然 &、また大朿亞戰爭にぉけるハヮィ九軍神、眞珠 
灣空爆 、落下傘 神 兵、 ^ く 十九、 ニ 十の 靑年が 大 S い 力士な つて ゐ る" 

いまや 弋 * 亞戰爭《、同時に建没に向つて邁進すべき炚にあつて、その ^' 仟は、すべて靑年のヵに明 
待され てゐ るので ある。 

ド f ッが穴 -軍再建に先立ち、全靑屮年衧に模型飛行搜、グラ>-ダ丨 &- 通じて、航空機3科乎的趼究と 
その知識.：」钿養に主カを注いできた。 

ナ 4 . K 靑少 年铋航 空 部が、 大戰の 勇士の クリス チャン ゼン 將軍の ,* 下にあつて、ー切をあげて肮喵知 
識の赉成に努ヵしてきたことが、今次の戰爭勃费と共に«阈に殉ナる忠誠の飛行卜、落下伞兵 ^- 生み、 
航穴」 工業の 砟業力 を 世界に 冠 絕する ものたら しめたのに ある。 

我々は、日本民埃の (# 秀性を信じ、日本靑年の活カと « 氣が決してド， -7 靑年に劣るものでないこ± 
S : 確信して ゐる 。しかし 不幸に して H 本は、 ドィッの 如き 窮乏の どん底 まて 普め てきて ゐ ない ばかり か、 
たまじ前大戰に！；勝つた刺にあつて、英米の自由书義思想>輕萌な左 1? 思想の漫满をぅけて、 -?- ,-;' 影響 
が、 今尙ほ 靑年秘 にも 多少 菝滓 i なつて 沈澱して ゐる c i を 認めざる を 得ない。 

溫室育ちの坊ちやんには、大卞老は出來ない。我々 « 、ド|'寿年が、網乏のどん底から立ち上つた 
例を見て、廉まれた日本宵年は.むしろ1倍努カしてょ5以上の世取觀を抱き、大来亞共榮阉の建設に 
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陣容は 整 ふ 
第ニ章肽界冬戰へ. 
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一朝 波 蘭を 擊滅 
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第一 篇軍人 生活 

第一章 彼の 生 ひ 立ち 

ぁる 0 の決心 

『狀 甩はい 令、 何 本 か 新ら しく 呼吸を しやぅ として 
わる やぅ だ j 

久 t ぶ 5 で、 作み なれた 令 V 課 本部の 士 宵 室へ 戾っ 
てきた ^ い士 tr 、 ソエ <v ナン ドは、 まだ 旅 义 もと 
かぬ のに、 じつと 腕ぐ みした ま、、 部厗 中を 步 J 廻 
つた。 

この小さな1大公阀で、眺めてゐた世の中は狹ぃ 
もの だつ た 中は いま、 新ら しく 生わ 變ら うと 
して、 苦しんで ゐるの だ j 



キ獨 り：！ r を 云 ひながら、 トランクを 開けて 澤 山の 
地阏や、本や、秕吿谌を、机の上に投げ川した。 

大ド r ッ聯 邦の m 來る まだ 前、 ゥェルテン ブ只グ 
阈の考 謀 特校 フェル， チ ナン ド. ッェ ッぺ リン 小尉は、 
•« ぼるやぅに，賦洲見學から持つて歸つた資料を漁 
りは じめ たので ある C 
『おい君、歸る匇々大した勉强だな1 
『ぅん、#界はいま面白くなりかけてゐるぞ、どん 
なルノ、べき帘が起るかもしれないと、僕は思ふんだ」 
r だつ て 君. この ゥェルテン ブル ゲは平 和 だし、 伊 

太利と沸蘭西の抗爭に.もまきこまれ十、い、菸しぢ 

やない か』 

『いや、 苕の考 へは 違つ てゐ るょ。 

皆の ま i で、 小さな 領主が、 狭い 土地に、 とぢ こも 
つて {女ね と すごして ゆける 世の中は、 もぅ 過ぎつ i 

三 
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だから、 俟は歸 ってく る匆々 、一: 王 陛下に、 もう 一 
度 \ メリ 力へ 渡らせて 頂きた s と 御 願 ひを して ある 
んだ J 

r 何 だっ て、 アメリカへ 行く。 また 出 褂け るん かね J 
r そうだ、 あの 民改 的な、 大きい 爭ひを 健 地に 見て 
くる ことは、 rf ッ民 族の 將來 のた め、 きつと、 等 
問になる と 思つ てゐ る』 • 

若い フエ' チ ナン ド 少尉の 熟 情は、 どうしても 移 
づて ゆく 世紀，、 區印リ に 立って、 新ら しい 勢力の 湧 
き 上ら 〇 とーて わる 世 ^ を、 見つめた かつた。 

國卫 に も 市 請 丨た し、 故 瑯にゐ る 父に も、 その 決 
心 a ： 打 太 あけた。 常時、 歐洲の 一大 公國の 士首が 、 
渔'.'海ハーこへて、妞設途中の新大陸ァメリカに行く 
な •とは、 _りに も 突飛に 近い ことなので あつた。 
父は货ぃて長ぃ争紙をょこした。 



f 父は 楔の 計 割につ いて 心配して くれて ゐる 」• 

その 手紙を くりひろげたがら、 フエ v チ ナン ドは、 
喰ひ人るやうに讀んで行つた。 

この 手紙には、 大雅次 の やうな ことが # かれて あ 
った。 

—— お前は、 今迄の 經驗 5 ら 、地球の 反 對側で 、 
いま 新ら しい 人類の 削 造が 生れ、 人間の 梢 神が 大き 
S 仕 琪を 生もうと して 苦しんで ゐる を昆 やうと 
云 ふんだ ね。 新ら しい 物を 見て 自分の 敎養 にしたい 
と考 へて ゐる だら 5 が、 しかし アメリヵ 、驚 嘴し 
たり 同情したり する だけ Q fla 打の ない 阈の やつに 思 
へる。報吿にょるとこの內亂は國際法を無視1てゃ 
つて ゐる戰 爭のや 5 であるから、 お前が 見 平に 選ん 
だ？ メリ 力は、 決して 我々 の 抱いて ゐる该 疑を 解决 



し •精神を 高めて くれる とは 思は ない。 

五 



れ るんだ。 馱洲の ¥蹈を見給へ、ぉ瞵の伢太利だつ 
て、 塊 太 利 だつ て" 佛蘭西 だつ て、 ぐんぐん 仲び て 
ゆこうと して ゐるぜ j 、 、 

『や、 君は 怪しからん 难チ云 ふね。 

ぢやこ のゥエ せ ァンブル ダ 大公 國に 忠誠# へない 
と V も 云 ふの かね。：^ N を 見學 VL てきて、 外國か ぶ 
れ をして ゐる やう だね* 君は！』 

犮人たちは、フエルギナンド少尉の話 5: 攻喂しは 
じめ た C 

『い や、 そうは ぞ はん。 

澡 は、 鼢 くまで、 ^ 人と してとの 大公 國に 忠誠で あ 
りたい と 思 ふよ。 しかし、 大ゲル マニア 人と して、 
民族的ながみロ 5: せねば、ゃがて歐洲の强カな國々と 
對 抗 して ゆけなくなる んぢ やない か、 ととう 考へる 
んだよ J 



『僕たちには、 外國の 事情は ょく 分らん が、 ゲル ■マ 
ー1ア節皮の結合と云つたつて、押際は闲難たことぢ 
やな. S かね』 

『いや j フ H ル デナ V ドは、 數枚の 新聞を くり ひろ 
げた。 『ねえ 君、 同じ アングロ. サクソン 民族で あ •り 
たがら、 アメリカでは いま、 盛んに 南北 戰爭を やつ 
とることを聞いてるだらう』 

-=1 うん、新亂で％みた >» ニ 

『そこ だ。 成る 程 アメリカつ て 國は 、新ら しい 國 
だ 。まだ、 しつ かり、 鹣つ てゐる ィギリスの 殖民 地 
の やうな もの だ。 これが、 英怫の 勢力に 操られ、 ベ 
うやつ て戰爭 をして わるが、 これは 君 どう 思 ふ』 
『どう 思 ふつて ？ i 

『やがて、 新ら しい アメリカ 合 衆國が 統一され た 新 
國 {水 LJ して 生れて くる 陣痛 だと 思 ふょ、 僕は。 



『お、 フエ' チ ナン ド 君、 今日は 馬鹿に 元 氣だね J 
『うん、いつか君の敎、てくれた通り、早速手紙を 
11 いたよ 。そ !. たらね。 父は、 庚が 一通り 考へ 直 し、 
父の心配をよくぎ ^; してくれたから、今度は、お前 
の ^ 贤を失 S させち やい けない と 云つ てね、 許して 

くれたよ、 行って'、 るが い、 つて J 

『そうか。 そり やよ かった な J 

『うん-その ^ り、 しつ かりと 昆て くるぞ 。人家が 
新らしく立ち上らうと1てゐる有慊をね』 

1 f そうだ。 しつ かり 勉強して 來た まへ よ』 

かくて 一公 ハ 一一 一年 a < fc 4 l 5 ニ1 _. 年商月三十日、 
靑も 喊你 フエ パ デ ナン ド • ''/ エッぺ りンは 、勇みに 

た び 

勇んで、 大西洋を こへ、 アメリカへの 旅に リヴ アフ 
1ルを出11た -0 



彼の 生 ひ 立ち 

廣い 海は 人間の 心を 洋化す る。 

ガ紀 m を 渡りながら、 フユル ，チ ナン ドは 幼％ った 
日の、 樂 X .S ことを 一 っ 一っ 思 ひ ^. ベた。 

靑々と澄み切つた&らかな湖、コンス々ンッのほ 
とり、 遠く スヰ K W の 山々 の 姿を 湖而に 投げ かける 
ボ ーデ ン湖に 面して、 K い 農園を 持っ 名門 ッエ ッぺ 
リン 家が あった。 

もともと、 '-/ エブぺリン家は、北獨逸メクレンプ 
片グの ,4\ で、 11. | , -( 年 ^ こ、に城を持ってゐた贵疾で 
あるが、 諸$おが興-」する十八 1»»: 紀の末、ッエッぺ 
リン泌のニ人の兄柴“ハン.ヵ|ルと、フエ ;1. ゲナ 
ント.ルドィッヒは、南獨に下つてゥエルテンべ> 
グ太公に仕へ、姑&を授けられ、フリードリッヒの 

七 



これは、 ^ C 老人と しての 佩 ^ ビ、 若い ものへ 對す 
る ふ C ではなし に、 蠢者 であり、 父 
である も 2」て齡せね泛ら義務だと思ふ。 

ー八六三年 _:: ー片ニ十11: 父ょり 
フユ” デナ ンド靳 ¥- u 、 この 芋 紙を ょむ と# 常に 
動かされた。 そして、 また 深い献 ひに 沈む の 巧 あつ 
た。时 (^ :0 七{ぃたちは、 
r おい、 君は 何を そんなに 谢閟 しと るんだ』 
r ぅむ、 M の：， メリ ガ行き の 問題な の だ。 辟は、 い 
キ海の 向 ふ c 新ら 1、阈 で、 民族が 新ら しく &造さ 
れや ぅと 十る 把 £を 知りた いんだ。 そして 僕の 一生 
である 羃 S をよ-'、 見たい の だ』 
rml •が 下りない のかね』 

『そう！：' やない。 侯の 父 は、、 反 釣な の だ。 そこに- 
何，1ぎ-を紙 ^ 0: れまぃと云ふのだ』 



『それ 君は」 

「庚は、— かし、 どう あつても アメリヵの 姿を 見て 
きたい C だょ。 あすこに U 、ま^齡 ^ た人間の熱情と 
衝駙が あるに 違 ひない し、 妒綁 解改 のために 宜言さ 
れた 戰 ひが あると 思 ふの だ。 しかし、 庚は 老 
いた父まで冷しめて、自&の ^ みを達したくはな 
んだ ょ』 

『成る 程ね。 ぢや 、君、 もう 一度、 妹さんに でも 君 
の f 迅を ^ いて賴んでみてはどうだね』 
『有视う。そうだね。もラ一庞手紙を書いてみや 
ぅ』 

フェル •チ ナン ドは、！^ に 自分の 希望と、 父の 意 
昆とに っいての 獻艇 などを 書き送った。 

それから 数日後 

ix 、 君 J 




ったが、このとき受けた宗敎的な感化は、彼の寿審 
1 •代に 大きい 力と なって 現れて きたので ぁる。 宗敎 
家には ならな かった けれども、 彼の 性格には、 宗 
敎 的な 人生 親と、 竭 t 龊を與 へた ことは 否めない 0 
陡の死 が、 若い フェル •チ ナン ドの 悲しみを 見 かね 
た 彼の 父は、 生 M 獨身で わが 子の 敎 W に 常った。 
「私は、父の判斷や忠言を镎重して父の滿足しない 
と 思 ふことは 一切 やらな かつた」 •と 後年 ッェ ッぺリ 
ンは に 讲いて ゐる位 、父子の 情は 濃 やかで ぁっ 
た。 けれども、 た ^ 父 Q 言 ひなり になっ てゐる 窗從 
的な もので もなかつ た 。たぇす 父と ^ 見を 交は し、 
父とザ ^ し合つて自分の意見をやりとげてゆくので 
ぁった。だから、 7- ェル.チナンドが四十八歲になっ 
て、 父が 死んだ 後 も、 「もし 父が ゐたら こんな 場合 ど 
ぅ 云 ふだら ぅか」 と一應 内省して みるの だつ た。 




代に なった。 

その妻ァメりーは、 |^ 怫のク .1 門マヵレ| « の出身 
で、 コンスタンッに キャラ コエ •場を ¢3 む* K エ業宋 の 
令嬢で あった。 

この 品格の あるた% S III 1 に， 一八 一 二八 年 (皇紀 ニ 
叫九八年.)七月八日、ブて，ゲナントが生れたので 
あった C 

父 フリー ドリ ッヒか らは 弘瓛と炱心と義務の覜念 
^ 、母ァメリーからは熱情と’芙に對する柬：びとを 
莩け 、廣い 战⑷ に 出て，： m ^ yj ぅちに 遊び、 持を 作り 
ヴァィォリンを 奏し、 夢の やぅに 串： 脱な 小" 印 時代が 
すぎて&った。 

f そうそう、 揉は 傅 迠師 になら 9 としたんだ つたつ 
け』 

船 上で、 煙 ^ に ® み 去った 欧洲々 陸 S 後方に 向 ひ 



八 

思 ひ 出の 眸 を 向けながら、 1-11 美な 少 •年 時代への 追想 
に 耽った C 

九つに なった とき、 家庭教師 として 迎へた 芯い 副 
M M モーゼ ルの 感化を 思 ひ 出した。 

「ょく 叱られた もの だ。 行儀が 悪い とか、 璆； J が 出 
來ない とか 云っ ては 前 點を っけられた つけ。 だが、 
あの ころ、 ほんとぅに 悚 導師になる つもりを して ゐ 
たもの だ」 

それは、 ツェッペリンが 十四 歲 のとき であっ た 0 
あのく ^ ® で © しかった ®: が 死んだ ので ある。 痛み や 
tsw 亦の 胸は、 かぎりなき 嘆きの 淵に 沈んだ。 そ 
して この 悲しみを、 f 格な 宗敎的 態 lit に 持って行つ 
たので、— 1^! にモ ーゼ”氏の诏化をぅけて、傳染師 
になら ぅと 決心した ので あつた。 

丨かし、父の反對で、それは*消ぇとなつてし圭 



には 堪へら れんの だ i / 
とづエャぺリンは、 1«: 株を昆たい熱望にあふれて 
ゐた e 

何也も上宵に_ひ出たザ|<がぁって、三ャ年間の 
外阈視 察を 許可され た。 

『し 6 ヒぞ 、生きて わる この 目で、 生きて ゐる M 史 
を、 昆 てこら れるの だ！ j 

喜び 均んで、 まづゥ f ンへ赴 いて 强大な 塽太 利 ^- 
隊の 大浪 涔を ^£ 觀した。皇帝に引兑される光熒に浴 
し、 そこから ィタリアに m て トリ エス ト堺港 も a た 
し、 ベニスに も 行き、 更に フランスに 入つ て マルセ 
<ュの港の賑ゃかさに、始めて絢爛たる文明に椅き 
の目を見張った。 

そ L て、 光榮 と采華 を 跨る パリを 訪れて、 若い 胸 
に 一杯、 其 LJ 莪術の 香 $を滿 喫した。 



十ボレ 3ン三训は、快ょくッエャぺリン少尉を招 

ぃて- > 

「俺は、ァレ+ンべパゲ坱に居たころの咋を思ひ出 
す、村パ孤 {1: 孤の結婚式に招かれたこともょく臀‘ぇ 
て わるょ」 と 親しげ に 謂り かけ、 普通では 稃另に 見 
られぬ場所や、贽物なども參觀ぅる使宜を得たので 
ある 0 ' 

それからべ' キー を、 t キリスを 訪れ、 或は 帘隊 
の蛆織 を、％: は % 術と^: 俗を、 心り くまでに 見る こ 
とが 出来た。 

说 れば 3る (1 ど、 |11: 味は ^ 贫にみ % て ^ きつ、あ 
つ t。 吹い 廣. s lir w: がそ こに あつた。 

犯 ^ のゥ エパテンブパゲ公 1^ の狹い此界とは違つ 

て、何か大きく刹き出そぅとするカがあふゎてゐた。 

听から、遠く大西洋の彼方新ん陸ァメリヵでは、 



だから、 父の 意見で も あり、 彼 内 身 Q % ^ _ でも あ 
つたので、 軍人と して その 生涯を 捧げるべく 決心し 
たのであろ 0 

1八孔ー . 年！皇紀ニ五ー三年ン十五谈の彼はスッッ 
トガ "ト砲 エ擊咬 に 人り、 ルド ゥ丫 ヒス ブ ; 1 グ士 tr 
乎抆を卒龙し、 {{. ヶ年の學校生活を終って少射に任 
# 十ると同時に- '7 ェルランブ ;1- グ ^ 八步兵聯隊付と 
なった ので ある。 

璆 生々 活や 軍人生活は 予極屮 凡であった。 しか 
し、 若き 少尉 フェ” ギナ ント •ツェッペリンは、 た 
だ、 それ 丈け で 滿足で きなかった。 

チェ ゲ f ンデ •ノ 弋繆へ行って、機械'1 ^ 、無礫化 
平、 阈民跸 史學な どの ^ 翁を 片つぱ しから 聽講 
t r -啦っ た 0 

可かしら々きな不安を身の內にそくそくとして感 



じる。じつとしておれないやぅな、 |«: 琢の鼓動が、 
はつき りと 聞え てく る氣が してなら ない ので ある 0 

てぅ ど •そのころ ( I 八 一 d 屯 年' タリアは フラン 
スとォ ー スト リー との 間に盼爭が担り つ、 あつた。 
歐 洲 slflf l ' t 何となく 不氣 味に 流れて わる。 

I * どぅも やり切れない 

”トゥ V - ヒ スブ=,ゲ參謀‘本邡 1: 兵科に轉 ^ して 4- 
た洩は、退苘でた全らなかつた。 
r そんなに 君、 あ ^ る .. とはない よ』 友人たち は ® 
め頦に 『この 大公 ^ は、 m w の 1 糾に拎 き 添えを 喰 
はぬやっ « 里な方 ||. をとつてゐる彳だからね。まあ 
落つ いて 幕して ゆく こと だね』 

『さあ、それが咦には堪らないのだょ。 | 1 |:*' 1 巾が、 
今にこぅ、何だか*て直しになるやぅな氣がしてな 
ら ft v > んだ 。その 眞 P 、%- で、 生ぬるく g して ゆく の 



も固くなら卡に心を行ちあけて勘めてくれ」 

と！ ！：くこの^:のチを信賴したので、彼は非常に 
普び、 生来の 道德的 た 眞 •向 目 さで ょくっ とめた ので 
ある。 

だが 恕齡な ことには s ' 贤明 rx 阈王で は あったが、 

力 ー パ 陛下は、 やはり ^ 対 监阈 の阈 王と しての 型 か 
ら 1 $け奶 って ゐな かった。 

殆ど斩問も游まず、此 .^: の動きにも心をとめない、 
闩本で 一 K へば 節 謂 お 大名で あった。 しかし 若い 彼に 
とって肽1は違ってゐた。 

k と 怒濤の 時代 —— そのころ の 獨逸 聯邦は 此の 一 
一^にっ きる ものであった。 

新ら しい 無 產嫩贷 階級が 勃然と L て 頭を あげ 始 
め.さ ^ にドでッの統ー||題が叫ばれ、歐洲の古い 
新 ^< 以、ぃまにも倒れそぅに苦悶する そつ 言つ 



た 時化でぁった C 

ドィッの 靑年た ちは、 

『 ^ 働問題は最も重要な^^ 0 1 勐きだ0いま、で， 

力の 弱 かった 一人一人が 結 ¥3 力す— は當, 

/ 

の 成り ゆき だ J , 

『理 JS としては そぅだ 。だが こ Q jsi 動の 惯値を 生 
私してゆくべキ-嫩纪な指導者がゎるだらぅか』 
『それは 我々 靑年 任 だょ、 を 穷揪 力は 
一部 門 だし 指導力 だょ』 ■ 
と出所泡を飛ばして論じ合ふ姿がみられた。® 
り、 この 時代は もはや® 統を 守っ て ゆく だけでは 過 
して ゆけな くな つて わる。 古い 秩序 はま さに 失は れ 
やぅと し、 しかし 紙ず が 促 沌 として^^の a 透し. 0 
つかない 變 #の 時な 0 だ。 

ッエッぺリン «. 、た !|: 昔ながらの (# 統と、 )» 史 10 



南北 戰爭が 、新 仲 紀 C 陣痛で あるかの 如く 繰り ひろ 
げ-. れっ、 あった C 

國王の 侍從 

ツェッペリンの アメリヵ 滞 fe は、 六 ヶ月 餘りで あ 
っ た。 

こり 間の 槪'! g についてけ'小攪滅に而白く丧くこ 
とは 必 -'8- が * るまいと .0 ふ。初代大 ^ 領リンヵーン 
に# 5?. した後、リー將軍《睜下に加つて、醅兵1!?貧 
に ^ て、 砲火を 浴び、 危配 S - - W ，-- て 行動した 物語な 
どが ^ へられて わる。 

だが、 そんな 小説め いた ホ 柄は # かたくても よか 
らう C あれほど 熱 ® し 胡 待を かけて ゐた南 北戰爭 の 
_で 、ッ工 ッぺ リンが 何. y 称て きた かを 知れば、 
それでょレのだ" 



「社食の動きを常に正しく見て、政治のカ 5: 知るこ 
とが 出 來た J の である。 

だから、 CG 時代の 彼が、 •南北® 爭ノ終 パた 後、 
セント ポ 1= へ 行つ て 初めて 3 拭 用 C 氣球に IE 、 って 
辟へ 坏った & K ' 1 ; も， 決して 後年 飛行船を 發明十 る 動 
機で 4 何でもない ので ある。 

彼は、 もはや 軍人と 1て 1'( 外の 人生は、 考へて fc 
なかった。 ■ 

そこで 南北， 戰爭の 終った 年の 十二月， 歸阈 して宂 
の 術 i (-r に *. る i、 ひたすらに W 務 に 動んだ。 

それから 1- 年後 -' 一十 七 歲 s 若い 中尉は、 突 wr 
ゥエ ;1 テンべ K . 々一^ 力 ー ル 降下 q 侍從 武官に 任ぜ 
られる 光榮に 浴した。 _ 

阚王 |± 、若5ッエッぺ.リンに、 

「わしは 父親が チ 供に 對する ゃ に 話す から、 お前 




丨い苦 閟をつ r けた。 

そのぅちに、 签に ブロ シアは、 ォ ー ス トリ ー と戰 
端を 開く に 至り、 北方 ドィツの 大部分は ビスマルク 
の陣營 に 馳せ た。 ' 

ゥエ ;1 チン ブルダ 國は 、オ ー スト U 1 の 味方して 
プロシ、アと赋辦に敗ぇ、ツエッぺリンは大尉として 
ポ齡 本部 附とな って 出征した。 

しかし、 戰爭の 姑 果は慘 谵たる もので あつた。 ォ 
丨ス トリ ーに して 十ら、 一ヶ月 半で プ ：一シアの軍門 
に ^ ったので あるから、、 ゥエパ テン ブ 外グ ^: は到る 
ところに 慘收を 喫した C 

L かも、 本部の fit ' 揮は なって たかった e 
ツェッペリンは •騎兵- V して 勇敢に も 雨 飛す る彈 
丸ハ下をくぐって 1«: すして紙前に脔闘したが、その 
も 打く 友軍け 敗退 丨或は 退却 I 去った。 



沈澱した 宮廷で \ 形の やぅな ^ 從生活 をす るには、 
餘りに 若かった。 

とりわけ、 社 ^ 問題に も、 政治問題に も、 一っの 
理想を 抱いて わる 彼は、 古い 傅統の 殼を 熱情に 破ら 
ねば 納ら ない 衝勐に 蚯られ る。 

ツエ ャ く” ンの 仕へ て ゐるゥ ェパ テン ブ ;1 ゲ太公 
王 ！ I をは じめ 一一 i 卜 九の 聯邦が、 败 據 して • 



くの哪邦の問に诚がつてゐた。 

『いや、 そぅでない 。ビス W ルタは、 ド V - ッを統 一 
して强ゎな阈 « としてフランスを打钒しやぅム-十る 

だ』 

-方ではこのやぅなビスマパク谍もぁつた。鼠と 
怒 裔の時 代- ド f ッ聯 邦の ト‘を次き荒んでんたの 
である。 



この 概规を 分— スト リャが 卞 •宰 者と なつて ゐ た® r E - JI : に 云へ ば、 私は、 この やっな 新ら しい 時代に 
この 時に べ樓』 頭して きた プロ シヤに は、 ビスマルク は、 1> 體的に物 -|}- を見て、歷史の全過裎ど_察して" 
が、 所謂 「鐵と 血 j を 以て 三 卜 九の 蒙 邦を * とめて 永遠の 1 i nljt を 求めね ぱ たらぬ』 ツェッペリンは 苦® 
一大 ドィツに 把 J しやう として ゐたの だ 0 した。 我々 は大ド f ツ人で あらねば ならない し 、 i 
こうな つてく ると、 ブ U シヤ と、 スト リアは た 全 ド <ツ の 輝 •想を 築いて ゆかね •はならない J とビ 
どうしても 1 ?ダを 免れない。 K , ルタの 持つ 理念には 賛此 して わた。 しかし 『自 
「ビスマルクは ^； 齡だ 、彼は ド ずツ 聯邦を わが 手に 分の^ | 阈 として、 また ^ 王を 愛 十る 點から 云へ ば聯 
扣 ^:; し铲 うと 4- vof 、レ 乾 ： U I 亡0 ^ ぅな、圬、 6> 多 邦分立キ義をとりたぃ，！とニっの相刭ナる惝みに激 



「ビスマルクは 橫楱だ 、彼は ド >- ッ 聯邦を わが 手に 
1 合し やぅと する 野心家 だ」 その やぅな 考へが 多 



りたい is ふ 希 a * と 努力とは 尙失& つて ft な S 。 た 
だ此處 ではもぅ 何事％ 出來な いの だ j と、 かぎ 5 な 
い失璧を抱いて宮廷を去った。 

時に 一八 六 八 年 三月 十四日 だつ た。 

そ £ で、乞ふてプロシァ軍を參觀ナるため伯林へ 
赴くことを志願し、許3れたので四月の初めに、べ 
ル リシへ 赴いた。 

見るもの、聞くもの、そこには新らしく生れやぅ 
i する 力 强い 呼吸が あつた。 

『何 と云ふ小さな考へに囚ゎてゐたのだらぅ。故阈 
0 人々 «、 小さな 古. S 殼に 閉ぢこ もつ て、 ' 髖何 を 
配ぃ で ゐるの だ、 4 うそんな 時代 ぢや ない の だ ！ J 



第二 章 練られ ゆく 人格 

普 佛戰爭 

大きな祖阈愛、大ドィツ阈家を形作るために、今 
は個人を犧牲にして、大きい民紀の結合に溶けこま 
ねばならない の だ。 

ツ H » ペリンは、 故 鄕に あつて は* ビスマルクの 
遺り 方に 反 對し 、聯邦 M 立 主義者でぁった が、 T ル 
リンへ 來て みる と、世界の大勢《、もぅ眼ぎに、《 
っきり として 布 Ki なって 大ド ィツの 誕生の 姿が 浮 
ぴ 上 ¢ 0 、 ぁった。 

『どぅしても、 ビスマルクの 說く大 ドィツ 統 I ST 1 
日 も 早 <货現せねば、ドィツ國民《不幸でぁる』 

士 熟 心な、 統一 論者に ® つた ツェッペリンは、 ■一 ハ 



「こ の. 1 § « 決して*わがゥエパテン-'.=グ阈の帘 
備 /;• 弱かった© ぢやな レ。 柊り っ、 ある 世 ^ の 新ら 
L い動キ - tc K 抗し たのが 間違ひだつたのだ^ 

と ッエ" ペリンは、 ビス > ■パクの 政策に 心を 倾け 
て行った。まだビスマルク (0 戍意を|;解せ*南獨諸 
邦を! |き、ビスマルクと普佛戰爭の扔合その傘下に 
馳せ參 じ やうと あ 約を 結ばう 占つ とめた C 

ッエッぺリンは、國王0&從だつたので、まづ、 
國内は强化十るため微兵制* 5- 敕き、北ド，-ッの聯 
盟に凍絡して、大ドィッ主義に间って阀策を向けヤ 
うとした。 

けれども、 宦 廷に は、 まだまだ、 過去の 夢から 解 
め 切らない 昔ながら の 宮臣が 多く、 中には この 混 亂 
に乘じて勢カを張らぅとする策士ゃ謀跅も少くなか 
つた 0 



その ト、奸心の阈王は悅味の大勢に暗く、新へし 
ぃ改革 5:1 逡巡じてゐ -* 。 

『こんな事ではいけない。』三十歲の若さと、正截齔 
は、阈王配?-に敢て直課を申し -1: げナにゐられなか 
った。 

『£下自ら御所信 & 斷行遊ぱされるか、大臣を'臾迭 
せ &れねば、我》の地位は必卡や危殆に顔しませ 

OJ \ 

と 申し上げた。 

だが、 遂に 國 王の！ ；格は、この若いッエャぺリン 
の持っ世界觏4和.：朴れないものがぁった。 

二三 日の 後、 ッエ ッぺ ”ンに對して「參謀^^技 
i 付 -? 命ズ J 士 云 ふ 冷やかた 擗令が 交 H された。 
r いっか、 私の 考へが 正しかった ことを 阈王 陛下 も 
御 悟りになる だら ぅ。 しか 1私は、有用なだ間にな 



い佌蜾 の 動きを 十分 t 察し、 王子 ハ 師渖た るに ふさ 
ゎしい自らの性麟を陶冶して、！八六九年の :£ 、故 
鄕へ歸ってきた。 

このと き、 彼は、 リフラ ントの アルト シユ ワネ ン 
ブルダ 家の K 爵令瑰 ィサべ ラ. フォン. ゥォルフ 孃 
i 結婚した ので ぁる。 

たまたま、 そ©® 年 七月、 遂に 普佛 戰爭が 勃 發 し、 
ツェッペリン tt 勇躍して 出征した" 

『今 こそ 軍人 として蛆國に殉卡る钬だ。もぅ、ゥエ 
ル テン ブルダ +b ブロ シア もない。 ド >-ツ 民 埃が、 一 
緒に なつて 外敵を. 分碎 せねば ならない J と 決心し 
て、怫蘭西 '!1 に眞向から當って行った。 

£ の 普怫 戰爭に は、 ツェッペリンの# 猛 3を物诸 
る殊勳 が 救々 淺 れてゐ る。 

開 戰匇々 の 七月 二十 三日 シル レン ホフへ 向って！^ 



察騎行て出かけた。 

彼《僅4士官五名、兵七名をつれて、翌朝早く、 
マクマホン 部隊 0 助！ | 5: さぐるため敵を蹴散らして 
^ く侵んし、 ?* の騎兵斥候を|!見した。 

彼 《、巧みに道路を避けて、部落を拔け敵中深く 
シル レン ホフまで 偵察した ので ある。 

15 だッ J 

氣のついた4きは、已に憂¥な敵の& |« 下にあ 0 
たが、货しい对戰0末、馬を飛ぱして突破し、ニ十 
六日01方辛じて歸隊1た0である。戰友 5: 邊く失 
つて、 た vjg り歸 つてき たが、 彼の 痛ら した 偵察は 
有益な も© であり、 彼の 勇敢 さは、 フランス© 國民 
莩 校敎 科 # にまで * き淺 されて ねる ので ある。 

かくして普佛战爭は，五ヶ月にゎたるパリ位 |« 戰 
どな 5、つづいてナポレォン三世の降似となつそ輝 



ヶ月の航粒期間中に、軍茁的にも、政治的にも’學ぶ 
ところが 多 かった Q で、 ssi 歸を 好まな かった。 

ちょぅ ど、. ヘルリンには、 ゥェルテン ブルダ 國王 
の K デ ゥィルへ ル ム殿 下が 紙 ¢5 して ゎたので、 國王 
は、 ッェッペリンを この王世子の货話をしてくれと 
嵌 紙した ので ぁる。 * 

と£ ろが、 この 王子と 云 ふ© が 仲々 難物だった。 
世紀米的な、配響.思想に囚はれてゐて、故國の煩《 
しい 配# から 配 發して ゎる 無氣 力な 靑年だ った。 

ッェッペリン は、 王 チに# 見して みると、 

「佚は 生れた だけで、 他人を 支配す る 描 利は ない と 
思 ふんだ よ。 ^. ©/ などと 云 ふ 疑は しい 榮餐を 避けた 
いん ^ Jl 
と！ I つた。 

r 殿下は、 御 自分で 初が せられて、 支配す る だけの 



御 資格を 得らるべき です ぞ 』 

『そんな 面倒な 努力なん て眞牛 だょ』 
r v > え、 そうでありません。 殿下の やうに 善炱な 御 
性格と、 惠まれ た 艘 泥を 持つ ていら つし やる 靑 年が 
そのやうな|1氣がな、呢歡的な事を御考へになる (0 
はょろしくありません。父陛下も大變御心 18 になつ 
て おられ まする 』と、、他度となく、活動的で、俯カ 
旳で 、そして、 いつも 有用な 人間たら うと 努力して 
己まぬ ツェッペリンの 全 性格を 傾けて 忠吿 したので 
ある。 

この^ 2い 思想 Q 持ち# で t 、 ット 型の 
王子を、 ツェッペリンの 强奴な 意志の 力と、 活励的 
な 贫辦 觀念 とは、 遂に、 性格を ー變 させ、 阈王 にな 
る ことを 承諾す る やゥ になつ た。 

かくて ツェ ッ •< リクは、 ベルリンに おける 新ら し 



るのを 見る i、 後で、 そつ A 士官を 呼んで， 

『君 •君たち 士官は、 3 :家士 同胞の ために t 命を ナ 
てぅる立派な人間だ。だから、兵士が君たちの前で 
おどおどするやぅな事があつては、それは決して兵 
の 敎育が 立派に ゆけて おる 士思 へない からね J 
i 揄した ものである。 

それで、部下はッエッぺリンを菇ひ、彼《、軍の 
敎練 も、 任務 も， 至極 愉快に やつて ゆけた。 
r 楔は いま、 とても 幸福なん だ。 だのに' 僕は、 い 
つも 孤！ ？で、自分の無カを沁々感ぜ卡におれない』 
i 親しい 同僚に ょく 吿白 して ゐた o. 

『そり や 君-あまり 物 布を 理想的に 考へナ ぎる から 
なんだ よ j 

r だって 君， 今年 c 一八 七 一年： > CD 叩 月，！ 制定され 
た ドイツ 帝 s 憲法を 見た まへ。 どうも 供 は、 これが 



全® 民の®^ から 來た ものち やたくて， 少數の 政治 
家の 手で、 作り上げた やうな 氣が する よ j 

と、發布された憲法は、ニ十艽聯斯の代表者で風 
織され る？ f # と、 一般 理擧 による 帝國 謎 # が あり、 
ー兵界说制の陸海辑を皇帝の直龆とし、杓治は各聯 

邦 委任 i し、 パィ エル ン と' ゥ K ル ランプ = ' ダ だ， け 

は、 特 别軍 制を 有し* そ e 他、 阈税 、郵便‘ 鐵 道、 
通：； 3などを統ーした內容について、大ドすツとして 
の、 蹯進 ぶりは 認められる が、 ツェッペリンに は、 
どこか1足.：ぬやうな氣がしてならなかつた。 
r ビス マ < ク 一人の 政治と、 車 隊のカ だけで ドィツ 
が 出來上 つて ゐる やうに 見え るんだ よ。 どうも まだ 
阈民 が夺體 となつ て、 阈民の 意志 •努力を 力強く 結 
びつ ける 熱がない やう だ J • 
『そり や ツェッペリン 君、 そう 念 速には 行かぬ よ" 

ニ 一 



しく プロ シャ 軍の 勝 ^ に 歸した 。 

こ ^ 一八 七 一年 (皇紀 ニ 五三 一年) 一月 十 

八日、 プロシア 王、 ゥィルへ ル ム 一 世は、 ヴェル サ 

ィユ宮殿で、ドィ '7 皇帝卽化を宣言し、こ、に大ド 
ィッ 帝國は 成立した ので あった。 

しかしながら、この統ーは、決して全聯邦を_滿 
に まとめた ものでは なかっ た。 ブロ ^ アの 武力と、 

1 ^ Jc < ょって、 紙 Y された ところに、 いろいろ 不平 
も あれば、 不滿 A 生じた。 

ツェッペリンは、 

『なるほど、 小 阈に は、 夫々 いろんな 不平 も あ 
る だら ぅ。 だが 今は、 すべて の 聯邦が 純粹な ドイツ 
人と して、 大 ドイツ 全！® hi 兀晓 する ために、 最善を 
教 さねば ならない ので ある』 と 熱心に 說いた 。 

け1ども彼の說くところは"餘り理想主義にすぎ 
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る もので ぁった 故'、 聯邦翌 主義者からは、 「莨 際 

に呢せぬ政治家」と冷笑され、またブロシャ政府の 
高官からは、 夢の やぅな 理想 ^ と 呼ばれた。 

『人が 何と 云つ たつて ょい。 

楔は、 自分の 信 チる 通り やつて ゆく の だ。 まづ軍 人 
としての 11 がを 盡す こと だ J 

と、 パリ 開城 後、 ゥェルテン ブルダ 軍が M fe . して 
參 謀 ^ ^ 附 $: 命ぜられる や、 •自ら 乞 ふて、 新 領土 ァ 
ルサス • ji ， •トリン ゲン Q m lr - ストラス ブルダ 駐屯 
軍に 志願した。 

郎ら、 シユレ スゥ ィヒ •ホルスタィン 搶 缺拓 ^- 十 

K 聯隊 第 丑中隊長としてム货馬を野外に飛ばして 
兵 と共に 衡 i し、 武器の 改 fi や、 装備の 改善に 熱心 
さをこめて财んだ。 

部下 Q 士官が、 荒っぽっ く 兵士を S りっけ てね 



獨逸 '/; 降盛の土*を築く人問のやぅに思へる。 

ッ K ， ペリンの 政治的 興味は いょいょ 高められて 
忭 った。 

そこへ、故國から、ゥルム祐ニ十七騎兵旅團長把 
命 •の 報が きたので、 

r ゥルムと 云へ ば 三年 も！# して，， 來た とこ ろ だ、 もと 
0 m 人^ s に 歸れ るぞ j 

i 喜んで、 旅装を と、 のへに かかつ た。 ところが 
折も折、_ぺ /1/ リン駐在 <0 ゥェルテンぺルグ公陡の 
パゥル. ブラィ デン フェルト 氏が 逝去した 0 であつ 
た。 

『公 (€ の後 (1-£ のぁるまで、歸任を昆合せょ』 

と ハ_令がきて、その翌&ー八八七年(皇杞ニ五 
四七年〕更に陡がきた。 

『國壬は贵方の政治的 ^ 腕を御認めになり、正式に 



公® に 士 の 御内 命です が 一 J 
『御信阳は有雉いが、どぅも = 十年こ0方、っづけ 
てきた珉人生诉士別れたくないのでね』 

『御 受け 願へ ません ので ナか J 
『で 《、こぅして下さい。もし诚爭が起つたら、い 
っで も： 4 人 生活に 吳 ると 云 ふ條伴 $>で お受げ したい 
士 思 ひ i ナ 、どぅか 左 樣卸 つたへ 下さい J 

と抗へた。 

こぅして ニ 年間 《、 ャ故な公兜生活をっづけ、そ 
0間 にッ エッぺリ.ノの人格《まナまナ间滿なものに 
陶冶され-行っ たの. は 申す まで もな S 。 

かくて 一八 九 〇乍 1月十ニ日、正式に紀首して、 
夂々に歸國し再び軍人生活に歸るこ4になった。理 
想电淹 者で、 しかも 武人と しての 彼は、 いょいょ 盹 
ST 振って 師 M 長になる 日 0 期待に 胸を 躍らせな が 



十べ て® a ： 設 はこれ からだょ j 
『そぅ、だから僕は、もぅ少し政治的に働ぃてみた 
い と 考 へて to る』 

士 、しみじみ 語る ので あつた。 

けれど '4 ，ッエッぺリンは、決して急進的な極端 
家ではなぃ。どちらかと云へば、保守的で、馗重で、 
思慮 深かった ので あるが、 彼は、 自分の 信じた ci 
に 對 1ては飽くまで*確信を以て评踐に移さねばお 
4 なかった。 

「どぅも奴は時々 |3 やかならぬ言葉を吐くょ、 1« 存 
な PJ 

と俗っぼぃ官吏には煙たがるものも少くなぃ。し 
かし、 國王を 始め， 大臣の なかで 4 二三は、 彼に 信 
*3 を遨ぃてゐたので、特別取制を布ぃて ? | 3 るゥェル 
テン ブ | 1 ^ グ軍を代1表してべルリ.\に公使 |& 5 : 設ける 



や、 彼は 選 まれて その S M K . ついた。 

『成る程べルリルは、い 4 歐洲の動きの中心だ。大 
戰時代 に 來た i きと 何たる 違 ひだらぅ J 

と、贽きの_ 5: 見锻ら十におれなかつた。彼0位 
歷が上ってゐた视りでたぃ。社|<も、軍市も’政治 
も' 一ぜ巧ぺ”リンを中心として動いてゐた。 

敗れた フランスでは、 プ ーランジユ將軍の復娉邋 
勘が行はれ、ロシァと接近しやぅ1暗躍する。それ 
に對して、ビスマメクは縱橫無盡の腕を振つて、歐 
洲の 外交舁 $: 招 ルせ しめつつ ぁつたの た。 

大ド ィツ 主義 

r ビスマルク 士 云 ふ 男は、 大した もの だ j 
とかく批判のぁつたビスマルクのやりロを、々 -!!- 
リンに ゐ て、 具 さに 觀察 すると、 どぅも この 男 こそ* 



『ッェッべリンの指^:ぶ&は確かなものだ。次《師 
*, 長，になるぞ』 

參蕺 して ft たへ ーぜラ ー 将軍 や ホィ ドゥ ック將 軍 
は、眞面目で熱のこ4ったッェッぺリン0指揮、作 
戰に舌 を 指いた。 

r 全く だ、 あの やぅな 男が ならなくて、 誰が 師 M 長 
になる の だ』 

4、 ツエ！； ペリンを ほめた。 

が、 演®: が 終って、 クラィスト 騎兵 31 S の 講評は、 
全く R 對だっ た ol ^ sr ® める ッ H t へ y ンの 指妒 
は 師團 長た る资 格な し i 斷じた ので ある。 
r 何 と云ふこ士だ。何處が惡ぃのだ」 
ツェッペリンは 心外で ならなかった。 
rs や、 君の 軍 布 的 才能に ついては、# ふ ところが 
ない i 思 ふよ j ホイ トゥック 將軍 は、 慰め 顏で 『君 



はべ ル リンの 上！ t 階級に 何 か 反感を 持たれて やしな 
いかな』 ‘ 

『さう です ね。 そう 云へ ば、 いつかの ト •申 ^ が m つ 
て ^ るか もしれ ません j 

『きっと、 そうだ。 君は 餘 o 理想家で、 抨行 1« 情 だ. 
からね。世の中《錐かしいものだ±』 
『或忒そうかも知れません、しかし私は決-て聯邦 
#|一 者ぢや ない のです。 むしろ 大 ド丫ツ の ^ 成を 誰 
ょりも 熱心に 願って ゐるも 0 です が、 ただ その 遣り 
方に っいての 考へ 方が 違 ふんです ね j 

めいれい 

『そうと も 云へ る パ まあ、 兎角 命令を 恃つこ とだ J 
その 命令は 悲しむべき、 免官の 發备 であっ た。 十 
一月 十五 日、 ここに ツェッペリンの 取 人 生活は 終つ 
た。 

こへ て 十二月 二十 九日、% らしい 一八 九 一年を 目 



ら 、尚 狎く ベルリンに 滯 # して わた。 

この！ £會 を 利用して、 彼は、 故國 にと って 重大な 
奶政. 問題の 一っ を ^.. 把し やぅと 思って、 個人の 資格 
で、 皇夼に 對 して 一っの 上申 押を 提出した。 

それは、 

「プロ シ r の監 歡 將軍が ゥェルテン ブルダ 軍隊 士官 
の仟免柊動の權を握っこゐることは不合理である。 
かくては阈王はただの概^者たるに止まり、兩阈の 
,价を ^ するものである」との改軍案であった。 

ッェッぺリンの理想から云へば、これは /§ 然のこ 
とであった が、 この 上申 # を 受けた ブロ シアの 高官 
連は 苦い 顏 をした。 

まして、 ビスマルクを 組 t 、 ド f ツニ代 目の 皇帝 
として 粉 虹に 乘り 出した ばかりの カイゼルは、 見る 
見る 癎癖 の强い 額に 太い 靜脈を 浮べて、 



『何たる 東 だ、 今どきに 聯邦 主義 思想は 呆れた もの 
だ』 

と怒嗚 つた。 

この 印象が、 やがて ツェッペリンの 軍人と しての 
生命に 致. 傷を 與へる もとと なつた ので ある。 

軍職を 去る 

三月に なつて、 がちこがれたザーパブルゲ第ーご十 
旅團 長に 仟 命され た ツェッペリンは、 喜び勇ん 
で 軍務には げん だ。 

『今年の 秋の 大‘斯 は、 ヵィゼル 陴下の 御前で、 し 
つかり やつて みせょぅ』 

と、 熱心な 操 練を つづけた。 

啦は きた。 十一月 二十 三日、 第一 日、 第二 日と 演 
ff はぅ まく 運んで 行つ た。 




第二 篇 飛行船の 發明 

第一章 苦闘の 十 年 

新らしき道へ 

われわれに とつて、 フエ 八* チ ナン ド •フォン •ッ 

K ッ ペリンの 生涯を 語る としたら、 むしん 彼の 軍人 
W 矿の 生活で なければ ならぬ。 

一生を 捧げて、 軍人と しての 道を 步んで きた 彼に 
とつて、 この 献身の 道が 塞され たことは、 精神的の 
死であった。 

r 閣下、 いよい ±御献献でナ &. 。悠々自適って次第 
です か j 

と， £ の功成り名とげた髙宫の餘生を，定めし批 



( D 多く® 将軍たち が 送る やうな 閑！* 野 節を 友 とする 
生® で 萬す もの 士思っ て ゐた。 

だが、五十ニ歲のッエ*ぺリンには、4だ脈々4 
浪打 っ殉國 の 氣慨が ぁった。 長い 規則正しい 笊 隊生 
活で銀へてきた肉體《、まだに衰へをみな.い。 

『まだまだ、 餘生 i 考へ るに 《、 俺， t 身 體も氣 持ち 
も齡されぬものがぁりますょ。もうー働き九 ^1 のた 
めに龜してみたい士考へております』 

と、 きっぱり 答へ た。 

そうだ、 ッ エ，ぺリンの第ニの人^1は、この時か 
ら始まるのである。新らしい努カと、獻,に±つて、 
大ド <ッ闕©ために蛊したいと云ふ熱悄が、帘人と 
して 遂げられな かった 後半生に 於て > 再び 靑春の 意 
氣 をと 5 もどして 起たし めた ので ある。 

祖國 のた め、 社 會のた めに 盡そ うとして、 献げて 



の前にして’陸取时粮ぼ王附將官待遇伯爵フォン. 
ツェッペリンは、 揀備役 k 入と なった ので ある。 
『俺の 生命 UW れで終 6 か。 

e の 世界に 少しで も 有用に' 祖國に ぎ 仕し やぅと し 
てきたのに、もぅその故動すべき場所を失った』 

»? T i して 梁し まなかつ た。 

生涯を かけた 軍人と して® 希 踅は、こ-に空レく 

f た。！ ？： 

だが" S 者よ、 これは ツェッペリンの 人爲 りを 語 
るための,#擊あった。決して彼の使命は終った 
のでは なく、 いな、 むしろ、 こ、 に デェッ ペリンの 
紙 ぜ ^ か、 いよいよ その 輝きを 增して 繰り 展 げられ 
芝の だ 0 



じて おります のぢや J • 
r 餘り 、夢の やぅな 話です だ J 

訪荠は、この勇退した以門の將軍を利用して、何 
か ^ 1 i でもと 心に 描いて 訪れて みると、 空 ^ 飛ぶな 
どと、 氣狂ひ か、 馬鹿の 夢物語り の やぅな 話を 大眞 
IkSir でき かされた ので、 長： 3は無用と匇々に歸って 
しまつた。 

だが、 ツェッペリンの 心の、 內に 描かれた 飛行船 
への 珂紀は 決して 夢物語ではなかった。 

それ も、 今 i 、 きの ふ •に、 ふとした 思 ひっきから 
始まった退役將軍のぉ道樂半分の考へでもないので 
ある。 

彼は、 靑尔士 前 時代、 北アメリカの、 聖 ホー ルに 
わると き、 始めて kf に乘 つて ゐる 。また 一八 七 〇 
竿 (皇 紀 こ 五三 〇 年) 普怫 戰爭に 、パリ 包 圍軍 にゐ 



た 彼は、 佛蘭 西. の 志士、 ガンべ ッ 々•か 紀ポ に乘 って 
パリを,出.レて、外部と連絡ゼつけたこと 5: 坏にし 
て ゐる 0 

けれども" そのころ の ツェッペリンには •氣 球な 
どは、 別に 大して 關心を 持っ て ゐな かつた の だ。 

そのころ の ツェッペリンには、 ただ 赫 々たる 武人 
としての M 途が あった のみで ある。 

しかし、 今にな つてみ ると、 これらの ^ かつた 日 
の 思 ひ 出が 一つ一っ 甦って くる。 

『人間が、 空を 飛びたい と 云 ふ 希望を 持っ たのは、 

1 っ far いっ 頃からで あらぅ。 ず わぶん、 いろいろの 物 
語 や傳說 A 聞かされて ゐ るし •氣球 が 飛んだり， 動 
ヵっきの氣球もポ妒てゐる』と彼は考へた。『だが、 
どれも、これも、まだ 2< 瓜紀なものばか$だ。物の 
»? に 立っ ものは ない j 



きた 五十二 年 Q 命が- g にして、— で斷ち 切ら 
れ、彼のパ也 «: 冇意義に活動しやぅとする意志は抑 
へられたの .-!? あつた0 

それゆ袅に、このま、淺る办乱 *- 無爲にすごした 
くなかった。 

生命® あるかぎり、% 阶と社 钤 のために* 盡くる 
ところた き M をつ づけねば ならない ので ある。 
『では、閣下、ー |3 どぅ云ふ £: と |: なさる御 ->5' へで 

すか、何か車業の方にでも御關係になるとか 』 

f 姒か その やぅな V 老# の餘 暇にやれる仕事などに、 
む ざむ ざ とこれからの ^. ^- < &' .# してしまひたくはな 
い のです ょ j 

『では、 何 か ^ らしい お 仕事を』 

『ハ ハ！ そうです ft . 、 新ら しい 占 云へ •は 新ら しす 
ぎる かも 知れません ね。 飛行船を 一つ 完成したい i 



'ン (0 答には*|^现**訪問 



考へて ?3 ま 十 J 

この意外なッエ* 

客 も 1 いた。 

『飛行船です つて、 あの &業 師の やうた 風船を ね。 
なんだ* そんた ものです か、 ハ ハ、、』 

『いや、 今^^ は 笑は れ ましたね 。或は、 世間の 
人々 ネ笑 ふか もしれ ません。 今日の 氣球 や、 玩具の 
やうた 飛行船を 見 世 もの 興行 半分に やつ とりま 十 か 
らな J , 

『そうです ょ、 邮 で、 立派な 御身 分の 閣下が、 あの 
やうな 槪妈 めいた 薄に 手を 出される ことは 感心し ま 
せんね C 』 

『或は 今は そうか もし れん。 しかしです。 わが 獨逸 
は、 世界 d 配， とならねば な .^ ん 、それには 料 来、 
飛行船と云ふものが必ず軍用に役立つことを私は信 




ツェッペリンは* 古い 日誌を バツ タリ 伏せる と， 
決然 として 大事 業を、 何人も やらな かった 未知への 
范耐を，五十歲をこへて、これから、やり出そぅと 
したので ある。 - 

狂人 扱 ひ 

ッェッぺリンが、飛行船にっぃて抱ぃてゐた關心 
を’^ ||に 移そぅ i したのは、 勿論、 まだ 軍職に ある 
. ころから、* 立 政府に 向って 訴へ てわたので ある。 

それ《ー八八四年(皇紀ニ五四四年〕の秋、フヲ 
ンスの ルナ ー ル、 クルップ 兩大財 が、 飛行船 ラ •フ 
ランス 號を M し、 僅かながら 發動 機の 力で 飛行 
5: した 事が、 驚くべき 二 ュ — Ki して、 俥へ られて 
きた。 

1 居 時、 聯隊に ゐた ツェッペリンは、 



—| ヲ.フランス 5* «成功«、將來1^行船が軍用として 
+? 5> f 役に立つ ものである C とを證明して ^ るのだ。 
それに、わが國はどぅだ？ まだ 繫帘氣 球し かたい 
ではない か J 

と考 へて、 必卡 ¢1 用 として、逋航自由な、大飛行 
船の 松 要が 起って くるに 違 ひない。 今のぅ ちに’ フ 
ランスに負けぬやぅにやらねば—ドィッの队奶のた 
め、ドィツの对ぜのために危いことであると，意見 
書を 書. S た。 - 
『こんな愚にもっかぬ意見を述.へるょりは、自分 10 
部隊の 訓練で も考 へたら どぅ だね』 

上官 tr ffis f K. して くれ a かった。 

だが、 彼は、 飛行船に 對す る信賴 をます ま 十 募ら 
せて 疗 った。 

一八 九 一年* 軍人と しての 彼の 評判は 餘 C ょくな 



そこで、 彼は、 ¥ *f 矿 の 中を， 繰り ひろげて、 古 
い祝郡を探し出した。 

もぅ、 紙は 船 茶色に' 秘せ てね るが、 なつかし い 
ゥルム 聯隊 長になる 前年、 一八 七 四 年 (皇紀 ニ 五三 
四年)の的ぽが出てきた。 

『たしか、 遞信 大臣 ステファン 卿の 話を きいた とき 
に、 嫩撕 をつ けて おいた と 思 ふが …… J 

パラパラと 頁を くつて ゆく と、 三月 二十 五日のと 
ころに、 「遞 相ょり 世界 通信と 航空なる 講演を き i 
て」 と 題して 被 想め いた ものが # きつけて あつた。 
.獻 此 深く 讀み かへ して ゆ ii 、 「飛行船は ]'. 船の 
やうな 大容镇 の もので、 相當 3 荷物を つみ、 且つ 動 
力に よって S L EN ? に 上昇し にり、 下降したり 出 來ねば 
ならぬ。 ガスを 入れる ところは 船の 防水 區 劄の ごと 
く、 孤 かく 數ケに 分けられるべき だ」 と 誌され て あ 



つた。 . ， 

ッ K ッぺ リン^ 抓 抑には、 早く もこの 大飛行 船に 
ついての辦 *1 が組立てられてゐたのである。そし 
て、 一年 後の 一八 七 五 年 四月 四日の 日誌には、 

「 r , 61 ^ は、 明らかに 海陸 速の 不便な ニつ の 地 點間 
を 最も 迅速に 交通し ぅる だら ぅ。 

だから、 建造 費が 髙 くついても、 運航は 結局 安い 
ものになる に 違 ひない」 と 書いて あつた。 

ただの 軍人で なく 龄 #;- ^ 狀態に ついて •深い 關心 
を号つてゐたッエヅぺリシは、そのころから、日誌 
に 書き入れた 1 1! の 中に、 飛行船が、 逮杨 地との 迅 
^ •^ 、前迆部隊とか航齡に使へること^思ひつく 
ま-にぎき 入れて おいた。 

『この考へを、いょいょ賞地に移す時が來たのだ 
な』 , 



■ K . 技術者で ない 君が、 どれ 丈け の 車が 出 ^ ると 云 ふ 

©かね』 

と、 てんで 相手に 3 れなか つた。 

併し、 今や 何人の 罵倒 も、 彼の 熱を 滑す こ i は 出 
來な かつた。 否 > R 對 され、 嘴け られる ほど、 熱は 
ますます 高くな つて ゆく。 

しかも それは、 自分 Q 名# とか、 成功に ょる 報酬 
i かにょ つて 燃へ 上る 4のではなかつた。づエッぺ 
V ン と云ふ一人の人間©、内部生命が、已むに已ま 
れぬ祖國のため、同胞のためにと念願する使命にょ 
つて 燃埦 される 義務の！ § .£-. でぁつ た。 

どんな a 込みの ないやぅ に 見えて ゐる 問題 も、 困 
難にも、屈しなレ把心でぁつた。そのために、五十 
ニの ッ H ッぺ リンが、 改めて 苦惱 i 試煉に 曝されね 
ばなら な. S ので ある。 • 



秀 *. た 考案 

と 6 わけ、 ツェッペリンを 惱 ました ものは 何で あ 
らぅ か 0 

世間の 罵倒 や、 冷笑ではなかった。 
r ィサべ ラ や、 僕は いよいよ 軍隊を やめて、 これ か 
ら 、かねがね 話して わた 飛行船を やつて みや ラと 思 
つて ゐ る』 

と •決心を 妻に 打ち明けた。 

長い 年月を、 ツェッペリンの よき 半身と して 信賴 
と 愛との 變ら ない 忠實 さを 以て、 つかへ てきた 妻ィ 
サベ ラは、 ただ 默 つて 夫の 席大な 決心に 耳を 傾けて 
ゐた 0 

r ただ 僕の 心配して ゐる ことは、 この やぅな 大きい 
仕事を だね、 しかも 全く 新ら しい 技術 上の 事 ばかり 



かった。 

參謀 長* ン H リフ K ン將 軍を 訪ねて 行っ て、 

『閣下 •私は、 かねて 意見# を 差 出して おきました 
飛行船の 事を いよいよ、 本氣で やって みたい ^ 考へ 
るので あります が J と 申 1 ベた。 

『だって 君 君は 今 旅團 長と して、 軍務の ある 身雅 
だ、 そんた 出 來るか 、出来ぬ か 判らん 仕事に 熱中す 
る ことは よくな からぅ J 

『併し、 參謀長 、先頃の 演習 以来、 私の 軍人と して 
の •生命は、 もぅ 見込みがない と覺 悟して おります。 
便々 と 免官になる のを 待つ て おれ ませぬ。 前に 意見 
書を 差 出しました ときは、 ただ 漠然と 考へ てゐ ただ 
けでありまして、 まとまつ た 硏究を する 餘暇が なか 
つたので あります。 

それで、餘申上げると、どぅも氣狂ひ扱ひをさ 



れたそうでぁりますから逮慮してゐたのでぁりまし 
て …… 』 * 

『今 だって、 君. そんな 事を 云 ひ 出す と 精神病院 行 
きにされる ぞ J 

「お 一一 ではぁります が、 すでに、 •フランスでは、 
ラ •フランス 號も献 如して おりまして、 我 國で は』 
『待ちた まへ、 ツェッペリン 君， 君は どうも 物事を 
亂衛 しすぎる や うぢ やょ。 ラ. フランス 號の 速力は 僅 
か 秒速 五 米 五 (時速 十九 米) にす ぎん ぢや ないか、 
それ ぢや 軍隊に 使って、 どれ 丈け の 威力を ® 揮で き 
ると云ふんぢやね』 

r その 點に っいては 閣下、 自分は、 改良し やうと 考 
へて、 ぁの！^ に 手を っけて 形を 描いて みたんで す 
が j . 
r ハ ハー 君、 紙の 上で なら 何とで もなる ょ。 それ 



『それは こぅなんで すよ』 

ツェッペリンは、 袍の 中から、 長い間の 考へを 1 
め あげて、 細かく 書き こんだ ノ ー トや 、闽 配 をい く 
っも 取り出した。 

—一 •ごく、 大ざっぱに 云 ふなら ば、 今までの 氣球 
は、 ガスの 力で 膨ん で氣 球の 形を 保って ゐた 。それ 
だから ガスが 泱れ ると か、 氣球が 破れる と、. 墜落す 
る 外ない ので ある。 

『で、私は金猫の骨組で飛行船全體の形 '|: 作り上げ、 
4 CD 內 部を 數ヶ の區 劃に K 切る のです 。そして、 こ 
の 中に 氣球 sr SIJ 々に 入れて 置く 4 云 ふ點な のです J 
今までの氣球だと、熱に會ったり、纪ぇると、ガ 
スが膨脹し、收 » するときには-別に空氣袋をっけ 
て， 形を 油つ て やらねば ならな かつた。 

「成るほど、ナるとこの氣球室の中で、氣球0膨紀 



に 備へ る考 へです ね J V 

『そうです、 それ 丈け ぢや ぁりません o # g 紙を 繼ぎ 
足し さへ すれば、 大型に 作り 得ます し、 船室 や、 蛇 
器を この 骨 組に と 5 つけれ ぱ 非常に 丈夫な 飛行船が 
出來る のです j 

『判りました。 何しろ 非常に 新ら しい!^ です か 
ら 、一つ 冉で 研究して みませう 』 

ダ -<' ムラ丨 # 社《、そのころ.非常に逸んだ考へ 
を 持つ てゐた 技 up が ゐた ので" i り ぁへ ず ッエ ッ 
ぺリンにょつて持ちとまれた新設化を研究するとと 
になつ た。 

『面白い 考案で、 丈夫に 出來 るに 間違 ひない 。だが、 
そんな虚いものが飛び上るだらうか』 

『いや、 飛べた i しても、 故障が 起つ たら、 そんな 
重い 骨 組の もので 着陸で きる だら うか j 

三 五 



の 多 5事業を、騎兵出身の軍人0古手が，やるのに 
適して ゐる か、 どぅか 士云ふ とと なんだ ょ J 
『それは。 御 心® ない ±思 ひます ね。 そのために 技 
術 者を < お雇 ひに たります し、 專門家 i 御 相談に た 
ればい いのです もの』 

『ぅん、どぅも俺《生れつき樂天家でね。技術は必 
t - ; M 步す るし、 どんな 闲 ■もき つと 解決 Q 道が ある 
>-信じて、.事を而犟に考へすぎるんだょ』. 

『い、 んで すわ、 それで。 それでこそ 貴方は、 どん 
な 闲 »2 が これから 先に 起り ませぅ i も .き つ i 傍目 
も ふらずに、 やり遂げる 事が 出來 るの だ i 信じます 
ゎ』 

『そうか、 布！ |5。俺は決心したょ、きっふ-ゃって 

づ 

みせる ぞ J 

|"ぇ、、贵方は、ゃらぅとする事を、必ずゃり ^ げ 



られ る!^ だと 信じて ゐま すの よ j 
『よし、 ぢや 、俺は 1 速 明日に でも ダイ ムラ ー發動 
機 工場へ 行つ て、 專門 的の 相談を して こやう』 

遂に、 歷 史的な、 飛行船 建造への 第一 步が印 せら 
れたの だ。 

ダイ ムラ ー發動 機 ^ 社を 訪れた ツェッペリンは、 
常時 ガス 機關 の赞造 者と して、 着々 と 成功して ゐた 
ダイ ムラ 丨# W と、 シユ ナイ ダ ー 博士への 協力を 乞 
ふたり 

『いや、 私の 考 へは、 決して 突撕な 思 ひっき ぢやな 
いんです よ、 平凡な ものです。 

今まで、 何人 かの 技術者が 失 收 し、 深山の 人々 が 犧 
牲と なつて 得た 氣 球の 1 W を、 その 研究を 集めて、 
成功 十る やうに 組立て やうに す るんで す U . 
r で、 具體 的に 云 ふと どう 云 ふ 事になります かね j 




ラの 椹 造. 水素 ガスの ^ 生 法な どの 萬 1 の 車を、 進 
めて 一 t った。 

『どぅ だね。 仕事は、 ラま^^ つて ゐるか な J 
ツェッペリンは、 技師たち と 一鍺に なつて、 計 ?? 
尺を 手に して、 設計 闽と 較べて みたり、 始終 二 コニ 
ゴと 、働いて ゐ た。 

彼の _には、もぅ大きい夢想が今にも迓現するか 
の やぅに 思った。 

書 齋に戾 ると、 すぐ、 彼は 故！： のゥヱ ル ラン ブル 
ゲ阈の 首相に 手紙を 認めた。 

揀て多大の御配碓 «: 暘り、數年前ょり航空船の進 
步に關 し、 取 別の 卸關心 を 抱かせられました 事に 
ついて.私は、深く感謝申上ぐるところでぁり4 




『それょりも、 1|-; 姐の强さが耐へられまい。ガス0 
放 似 州 と、船 89 の重3とで、脚ニつに折 1»1 てしまふ 
に 違 ひな. SJ 

『とにかく、！! れた考 へだ J 
『氣違 ひ 沙汰 だょ』 

技 ^ たちから、ごぅごぅと非難と rt 對との 聲ヵ 
研 ち 上った。 

『諸 丑は、 とにかく 專門の 立場から 非難され る やぅ 
だ』 ツェッペリンは、 技術者たち と舍 見して、 冉の 
反對贫 az を 聞いて わたが 『なるほど、 私の 考 へは 素 
人で ある-しかし、 この i sl い大 飛行船が 、まだ 出 
來 -1-.? ってゎなぃんだから.君たちにとっても、ゃは 
り！ |だな の だら う。 やつて みなければ 何とも 云へ な 
ぃぢゃなぃか』 

r 



三 六 

硏究 への I 步 

ツェッペリンは* 毫も 屈せなかった。 

『とにかく， やって みやぅ。 俺の 財產を 、全 鉗 投 出 
すから •研究して 欲しい J 

と、 惜 1げ4なく、全私財を投げ出した。そして、 
ダィムラー纪社から推鹿してきた技師のグ：一スに對 
して、 

「出来る か、 出來ぬ か、 まづ 研究して くれ 給へ』 

と、 ツェッペリンは、 自分の 邸の 一部に、 製作に 
關するあ術者や學者たちの室を作った。 

そして、 この 人々 に ± つ て* ツェッペリンの 考 
に基づいて、 骨 組の 強さ や氣球 や 外被 や材れ 料 や、 そ 
れらの 虚 さな どの 研究が 細く 進められた。 

むづかしい打算が © はれ、發動機の研究、プ 0 ぺ 



» め やう か 

『做！!、 伯爵、 大變な ti になり ました * -J 
いょいょ、チユーディ对 |^ がやつてくると云ふ報 
を 受けた 朝であった。 

技師の |人が、慌だしくッエッぺリンの|屋を叩 
い た。 

『何 だ、 どうしたの だ j 

『ダィ ムラ—# 社の 發動機 工場から、 こう 云つ てき 
たんです j と 一 通の 報 吿軎を 鹫づか みに して 息を， 切 
ら せて わる 0 

『見て下さい、こちらの|^?する東 # では、發勅機 
ニ茶以上積めないんです。するとニ十馬カにしかな 
りません。 

とれでは、 豫定の 四十 五 馬力の 半分に もなら な いん 



「湿つ たな ァ * それは』 

「は ァ 、ラ •ブラン ス猇の秒速ニ十米の = 倍の豫迄 
0 設計が、 見本から 引つ くり かへ つてし まひ まじた 

ょ J 

ri つ 氣球紀 M ずの リー.テ ィンガ ー 氏と 相賧 してみ 
やう』 

と、早 «! 彼0許へかけつけた。 

『で すが、 私には、 こんなな 長 細 S 飛行船が 果 L て、 
それ 丈け の 速力を 出せる かどう か、 疑 ひます ね」 
彼の «? 事はこの通5だつた。 
『そうで，せうか。普通の |81 形0氣球と較べて、私の 
長い飛行船《、遲いと仰言るんで十か』 

『遲いとは媒 «-? できませんが、空氣の抵抗がうんと 
大きくなる やうに 考へ ますね J 



閣下、私の設計 |: 念いでおりまする新飛行船《， 
v > かなる 天候 下に 於ても、 飛行し、 旅客、 ft ；, 物を 
轍 送し うる 計 劃な のであります 。勿論。 これは 地 
ト •と異 り、 極めて 迅速なる 速力を 出しうる こと i 
確信いた して おります。 

併しながら、 私の 發明に つきまして、 各 ザ 而には 、 
极强き s ' i 社 も少 からず 見う けられます ので、 政府 
の 御投 助を 乞 ふに &立ち、世上の非難を打破るだ 
けの 成 校を あげたく、 以て ill 事 上 有用なる 利器 
たらし めん 4努カを怠もぬも©であります。何卒 
# 敬し 奉る 國王 陛下に ょろしく 御 取 成しを 願 ひた 
い ■と存 ず る次笫 であります。 
ぺンを置ぃたッェッぺリンは、僉心の笑みを改ら 
した。彼一流0樂天的な考へから、今にも大飛行船 
が、 « ぎ高く浮み上るャぅに思へてならなかった。 



そこで •も 5 1 通. 參謀嫌 長シ "リフエ ン將 堪 に 
宛ててぺンを走らせた。 

航 T fc 

小官の 目下 設計 致し 居 9 ま -)- 飛行船は、 十二時 間 
分の燃料をつみ、いかなる天候の下でも飛行し、 
五 百 瓧 の 兵士 又は 武器を つみ、 秒速 二十 米の 速力 
で飛行しぅる計劃であります。 

こ0計劃が、果して見込みあ5や否や、軍事技術 
者の 御批！ ：を 仰ぎた く 願 ひ 上げます I 
數日 後、 參謀疎 長から 返事に 接した。 
『プ&シャ氣球1司令官フ+ン. « ユーディ大尉4.| 
檢査员 i して 派 遺す る J is ふので あつた。 

かくして、ッエッぺリンの苦心は、まづ實際の形と 
なつて 现はれ て來 そぅにな つたので ある。 果して、 
運命は順調に迪むであらぅか。 



『ど 0も奶|?|^の方が嵩むゃうでぁりますが J 

『うむ、 判つ とる。 あとで 見る から 置いて おけ』 
r はい、 では 此處 に』 

辦 %が 去って しま ふと、 後に 獨り ツェッペリンは、 
部 ^ 巾を、 あちこちと 步き ながら、 時々 立 止つ て考 
へたり、 配ろ な 啦ド 窓の 方に 投げ かけたり、 限りの 
ない 苦しみを、 所 心で 戰ひ っづけた。 

『 M - 5 E な 本の だら うか、 見込みは ない もの だら うか。 
'う 一 度 リ一デ ィンガ ー 君と 相談して みやう』 

さすが 1 i XI 装の ッ H ッぺ リン も、 全く 參っ てし ま 
った。 

そこで、 翌 so 、 もう 一度ケ ッビン ゲンへ 出かけて、 
リーデ インガ ーと會 見した 。そこには、 澤山の 技術 
者 や、 硏究 家が ゐ て、 折し も當 時硏究 されつつ あつ 
た箕付 の 飛行機の 將來に ついて、 いろいろ 意見を 闘 



はして ゐた 0 

『や あ、 いいと ころへ 來て くれた。 ツェッペリン 
君. 皆と 一緒に 食事を しながら 色々 話を しや うぢ や 

なぃ か』 ™ 
『そうだ。 ツェッペリン 伯から 一っ 飛行 給 0 特色を 
<— *£ *)' たいです ね o gl ( < ® f K どうも 資成 しかね るん す 
が』 

r 僳たち は、 いま 飛行船 か、 それとも 翼 #? の 飛行機 
か と云ふ讁論をしてゐたのですょ』 

ツェッペリンを 迎へ 入れて、 彼等は 愉快そう に、 

|ゃかに話が弾んだ。 

リ ー ディン ガ ー は-この頃， むしろ 飛行船ょりも、 
飛行機に Mr 中して ゐた 。從 つて 話は とも すれば、 ツ 
ェッ ペリンの 考へて わる 飛行船の 缺陷や 困難 さに 話 
が 移って ゆく。 



「しかし、空氣の抵抗は、物體の斷面精の大小で異 
るが、 長さには そんなに 彩 響がない やうに 思 ひます 
が J 

『そり やッヱ ッぺ リン 君' 何 か 空氣ヵ 學上の 計算 か 
P , 申され るんで すか J 

rs や、 街 5 |ながら、今日の空氣ヵ等は、その計谇 
を 正確に する ほど 完成され て ゐま せん。 御 承知の 事 
と ^? ひます けれども J 

r さう でせ う。 だから、 實際に やつて みなければ 判 
らん 享で せう。 少く とも 私は 不適 當だと 思 ひます 

ね j , 

『それに j とリ ーデ インガ ー は、 傍に ゐた ジグ スフ 
H ルトを 顧みながら、 『君の 經驗か ら、 ^ やうな 
飛行船の 操縦は どう だと 思 ふね』 
r さあ、 僕は、 橛行 ^ に 乗つ てみ ないから 何とも 云 



へぬ が、 非常に 蹄 網ぢ やない かと 思 ふね。 第一 そん 
な 長い ^ m が 果して 釣合 ひを とつて 飛べる かどう だ 

か _ 』 

『そうだね。 ツェッペリン 君、 供は、 むしろ こんな 
f + r 撕く餘 りお 勸め しない 方 君の ため ぢやな いかと 
思 ひます がな i 

二人の 技術者は、 眞向か ら反對 の 意見だった。 む 
しろ、 ツ H ッぺ リンに とつて、 同情者で ある この 氣 
球の^^ から、 反 對淪を 聞かされた ことは、 ツェ ッ 
ベリンに とつて、 k りの ない 淋し さで あつた 。その 
上、 歸 ると、 

『伯爵 一寸 お 耳に 入れたい ことが 御座います が J 
w ひに 沈んで ゐる ツェッペリンの 側に 立った 召 
使は •云 ひ 難そう にして 彼の 銀行から 廻して きた 莫 
大な 支拂高 を 手に して、 



ツェッペリンは •もう ー度考 へこんだ 。シユ リ ー 
フュ ス櫓裉 と、 チ ューデ イ 大尉と、 特許 局と へ 飛行 
一 5 贤肌を 思 ひ 切. るから との 斷リ狀 であつ た。 

『だが、 まてよ、 リ ー ディン ガ ーの考 へて ゐる飛 行 
機は或は將珉硬達するかもしれないが、いま0とこ 
ろ そんな 强カな 發 動機が 得られる だら うか。 それ 
から、 その 發動 機で、 飛行船を 作れぬ ことは ある ま 

5 J 

そうだ、 波は 思 ひ 止まつ た。 斷り狀 を すぐ 破り 去 
った。 

チユー デ イ大尉 も そのうちに やつて きた。 

『伯爵、 贵 方の ^ 剷を是 非 W 現して 頂きたいです な J 
f 私 も、 やりたい と 思 ひます よ』 

「やれます とも。 それにつ いて 耳よ 9 な 話を 申し 上 
げやう と 思 ひます』 と、 彼は、 フランスの 陸軍 氣球 



隊が 、シヤ レ ー •ム ートンで评驗したところによる 
と、 輕くて 强カな 發動 機が 出來 たと 云 ふこと だ。 
と i o た。 

しかし、 こんな 發 動機は、 まだ 出来 上つ てゐな い 
し、盯、 0 の顧問技師のグロスは、 

『いくら 計算して みても、 どうも 成功し そう もない 

{ 丨 

と 思 ひます よ J 

『そり や 君 •俺は 素人 だよ。 素人 だから こそ a たち 
技術者のカが入用なのだ」 

『しかし ツェッペリン 伯爵、 私は 技術に 忠 W であ 5 
たいので すよ、 出 來そ 5 もない 仕事を この 上つ づけ 
たくありません』 

『うむ、 判つ た。 君は 餘 9 技術に 凝り 固つ てゐる 
よ。 僕は もつ と 熱中して ほしいの だ。 新ら しい 仕事 
には、 石橋を 叩いて 渡る よりも、 熱情と 活動と が ほ 

四-一一 



第てそんな大きい飛行船を浮ばすだけの ^ 動拽 
が’ 見% 十る 輕 さで 得られる だら うか。 

莫大な 疣 造费が かかる 。果して それで、 ラ. フヲ 
V ス號の 數倍の 性 ^ を 出す でぁらう か、 など と話《 
ますま叶ッエッべリンの氣持ちを沈ませてゆくポり 
でぁった。 

忤の話 が 眠になる ほど 彼 〔心は«入った。自分は 
果して、 出來な い ものを 考へて わるので はなから う 
か、 など と和办が ^ の底から檯ってくる。 

「そう 伺つ てみ ると、 どうも 私の 自信が 溥 r , ^ まし 
たょ C 

或は、 私は 飛行船の 積 造を 思 ひ 切る かもしれ ません」 
『そうなさい。 その 方が、 利 巧です よ C ど ラ も 航空 
の 將漱 は、 翼の ある 飛行機の 研究の 方に 分が ありま 
すよ J 



リィ デ 4 ンガー は ロを & めて、 ッ H ， ペリンに、 
飛行船の 製作を 諦めさせ やうと した。 

皆と 別れて、 一人になる と、 彼は ますます 淋し か 

った。 

理想の 消失で ぁる。 

希望は 絕望 と變シ 、夢想は 崩れ去つ て ゆく。 

『止め やう。 

手紙を 書いて 斷 らう。 そして ：：： 』 

飛行船を思ひぁきられたら、何を一體したらいい 
の だ！ 

熱情の 再起 

机の 上に、 置かれた 三 通の f 紙が ぁる。 

『これを 出して しまつた もの •たらう か、 それとも 

-I 



にお 願 ひして、 どうか 飛行船 建造の ため、 ドィツ 陸 
摩から «<" § を 賜る やう、 ヵィゼル 皇帝へ 御 取りな し 
一 ひたいと 中し 出た。 

國王ば 、ツェッペリンを、 かねがね 信賴 して おら 
れた ので、 すぐ その ^ 績 きをと つたので あつた。 力 
ィゼパ も、 即 E からの 信賴も あるので、 捨てて はお 
けず、 

f 兵 總監フ オン •ハ ーケン將軍を使にして 
『とにかく 追って 沙汰し やう。 何分 仕褀を 盛んに や 
って 置く やう J 
と 傅 へられた。 

『有難い、 これで どうやら 光明が 見えて きた ぞ 
と、 ツェッペリンは 喜んだ 0 
「そうですな。 一日 も 早く 陸軍が 委 を 開いて、 
& 用 飛行船と して 建造を 援助して くれたら いいんで 



すがね』 

『今に 何とか 沙汰が ある だら う。 シユ リー フエ シ參 
謀ぎ も、 フォン •デル •ゴルッ エ兵總監にも粒 
んで ある 。何とか、 話が ある だら う』 

『しか〕 どうも、 遲いで すな J コー ベル 技師は 氣 
が 氣で なかつ た 。 f 娄貞會 に 提出す る 設計 も 計算 も、 
M 旧と なく 檢べて 、いつでも 出せる やうに 準備して 
あるんで すから ねえ J 

かぎりの ない 焦 瓛の うちに、 その 年 も © れて しま 
つ た。 

一八 九 四 年 (皇紀 ニ 五 五 四 年) は 果して 希」 5 f の 年で 
あらう か o 一 月丨 二月、 何の ^? 沙汰 もない 。いな ブ 
P シ ァの糾辦では「あんな氣狂ひ伯爵の發明にかか 
り 合は ぬ 方が ょい」 と 云 ふ 噂 さへ 起つ てわたの だ。 
どこまでも .泥 命は 冷た かつた。 



しい & だからね J 

と、遂にグロス技師を »?: ,して、その代りに若い 
コーべル技師を雇ふことにした。 

一八 九 ニ ^ 五月 一日 — o 

『さあ、， s ょいょ やる ぞ 。コ ""ベル 君 一つ ぉ 飛行 
船に ついて \航扣いてくれ給へ。俺は紀批さへ終つ 
たら、 すぐ 歡恨に とりかかれる やぅに、 マン ネオ マ 
ン で 齡 V ノ ィ ハゥゼン 工場へ、 アル e 一一 ユムの 骨 

組を作つて貨ふ奶げをしてあるんぢや』 

「よろしう ござります 。大いに やり ませう。 一つ 計 
算の方を衡私からゃり直しませぅ0私は必ず成功す 
ると 思つ て ゐ ますよ』 

『有 離 ラ。 この やうな 新ら しい 仕事は、 君の やうな 



四 四 

老ひ たる ツェッペリンと、 若い 技師 コ ー ベ 
ルの、ニ人の理想を造求する心がしつかと結びつか 
れた。 

夜に 入つ て も、 設計 室 は"いつも、明々と燈をつ 
けて、次から次へ、衡¥な壯箅をすすめて行つた。 
『世間の 誰れ が 相手に せなくても、 專門采 が 狂人の 
系だと罵っても、私はどぅ1ッェッゾリン伯0 
熱に 打たれる 全、 必ず 把 功す ると 信じた くなる』 コ 
1 ベルは M 間 の技師 5: 勵まして、仕赛をどしどし迆 
めて 行つ た。 

委員長の 態度 

『カイゼル が、 スツ ットガ ル トへ訪 問せられ る 
さう だ 。これは 願つ て もない 好賊畲 だ』 と、 翌年 九 



若ぃ人に、熱情を倾けてゃって贳はなくちゃなら 



^. ツェッペリンは、 故國の ウ工ル ラン •へ ル ダ 國王 



'策一了含寒告一: 



す ^ ^ 』 




『ッェ，.ぺリン伯《、今迄 (0 準備や硏究に、私財を 
使ひ果して » るか*これ以 -1:: 彼の私財を费はせては 
ならな. SJ 士 把 蟻した が、 その 結果を 待ちに 待つ て 
ゐる ッエ， ペリンの ところへは一向吉報がこないの 
でぁった- 

ニ 萬 ク の 資金 調達 *.- 申請した 手紙 も， 軍務 局 



< 1> *ん くわい • 

の 手で 握りク ぶされ てし まつて、 委 A# では、 七月 



になつ て、 



_n /杼 劃 ハ 軍/要求 二 適 セ サル モノ ト認ム J 



と あつさり 却下され てし まつた の だ。 
r 何と 云 ふこと だ、 何處に 缺點が あると 云 ふの だ J 
ッェッぺリンは«激の極に達した。もぅ、私財は 
とつく に 使 ひ 果して わる。 

r 私に 金が あれば、 立派に 飛行船を こさへ て 飛ばせ 
てみ せ るんだ か。 出來な いなどと ケチ をつ けた 人々 



の 頭上 高く に I j 

しかし、もぅ彼の -^ 許には、そんな費用を出す餘 
你は淺 つて ゐな い。 

「ッヱッぺリン伯爵、ー體、軍部でけ何を枳據とし 

て却下してきたのですか』 

コ ー ベル 技師 も 心 m *t? 1 ならない。 精魂を つくした 
狡計ド化仏があると思へない0いろいろ調べて私る 
と、 委 A # の プレス ロー敎授の靜カ學的計箱にょる 
と、 齡 *K を ぅんと 强く せねば ならぬ し •そぅすると 
丈夫になる 代りに 重くな つて、 辦揚” が 減じ、 軍 ^ 
として、全く響 1- 義になつてしまふだろぅと云ふの 
である。 

r な あんだ。 そんな 事です かい。 そり や餘り 靜カ學 
的な 考へ にす ぎます ねえ J 

「わしも、そぅ思ふ。ね、3丨べル君、この强度計 



そのうちに 三月が 來 た。 

『もう， Si なんだら うか。 陸軍では、 一體 何を して 
ゐるの だ。 飛行船の 意義 も 判らなければ、 ^ 造も理 
解で きぬ 人々 が、 勝手に 私の 計 屬の よしあしを 判斷 
して わる。 そんた 馬鹿げた ことがあらう か」 

と、 ツェッペリンは 閟 々とした。 

だが、 速 制は、 やっと 微笑みを 伯の 上に 投げ かけ 
峨めた 0 

没府で は、 いよいよ 委 貝 # を 組織す る ことに 決し 
た。 これは 全く ツェッペリンの 過去の 華々 しい 經 
歴 、軍人と して c 動 斯や社 會的位 置が、 物を 言った 

の だ。 

そして 數说尉 には、 有名な 物理 學者 のへ ルム ホル 
ツ敎授 を、 委貞に は、 學者 側では、 スラヴ ィ 、ミュ 
ラ！ •ブレス 口ー 、アスマンの 敎授 連と、 陸軍 側で 



は、 氣球隊 のそぅ そぅた る 士官の ニ ー ベル 少佐、 ミ 
1ヒ ャエ リス 大尉、 グロス 中尉な どで あつた C 
これらの 人々 は、 理論の 上から も、 實地 操縱の 上 
から も、 いろいろ 紙!^ 重ねて、 中には 多少の 非難 
や# 議を唱 へる 人もゐ たが、 へ <ム ホ 外 ッ敎授 は、 
r 伯爵、 とにかく 只今 迄 ^ 討いた しました ところで 
は、 この 1 は、 相 常 高く 評 價 されるべき もの だと 
存じます』 

『 有 雉ぅ厶 いました。 これで、 やつと 前途が 明るく 
なつた 氣が いたします』 

「私は 必ずしも W 行 不可能の 琪 でたい と 思 ひます 
ので、 軍部へ 然るべき 補助を 申請いた すつ もりで 
す』 

r 術 ^ ょろしく 願 ひます』 

それから 數ヶ 月、 委 及會 では、 



と、 ッ H ッぺ リンは 或は 怒 S、 或は 說吼 し、 ブレ 

.ス 31 敎 授と論 1 .し、 もぅ 一度 ゥヱル テンプル ゲ國 
■王に訴へてみたパ 

だが 得た も® は、 僅かに 六 千 マ— クの "下 附纪を 賜 
つた だけで ある。 

3すがの樂天家で、强氣のッエッぺリンも、 £ れ 
に《すつかり#つてしまつた。 
r c ぅなつ ては 致し方が ない。 何とかして 漱カ 7?< も 
やつてみやぅ」 

!八九14年(皇紀ニ五五五年)になつて。彼は、 
硬式 飛行船 1 2 趣意！ 5を書いて，世人に訴へ、八 
十 萬 マ ークの 資 仏を集めにかかった。 

ゥェルランブルグの阈王にも訴へ'たし、 »1 友たち 
も盡 力して くれた。 

だが* 結果は どうであった か。 



r そんた 夢みたい な ものが 出来る かね j 
「痴人萝を說く類だね』 

有力者たち は， 一 マ一夕 も 支出し やう i しな かつ 
た。 それ 丈け ではない。 

ツェッペリンが、 町 を步い て わる i 、 スツ ットガ 
ルト 0 人々 は、 

『おい、 見な、 ぁれ だょ。 氣 一 ^ ひ 爺さんは J 
1'うん、いい年をして、つまらぬ道樂を始めたも0 
だね』 

『ぁれで、 於 氣なん だょ』 

と脱ビした。 

集った 0 «、何と>僅か十萬ヤーク。 

• • 

ト ィツ® 會立 0 

r この 十萵ヤ —クを どうし やう j 

四 九 



算に は、 ガスの 內 雕 力を 見 積つ てゐな いぢ やない か 
ねぇ」 

r あつ、 そぅです。 そぅです。 それが 大切な 點です 

ょ』 

二人は 相摊 して 喜んだ。 ブレス ロー 敎授の 指摘し 
た 缺陷 なる ものが、 全く 誤謬で ある ことを 證明で き 
るので ある。 • 

當 時、 _ 理學 (0 餘り進 步 して ゐなか つた 時代 だか 
ら、動いてゐる物视の强さと、動カ举的に計算する 
ことな ど ^ 7 に 入れて ゐなか つたので ある。 

骨 組 だけで 强さを 保たせなくても、 水素 ガスを 張 
ると、 それが 十分 船 晚の强 さを 受持つ て くれる の だ 
から、 ツェッペリンの 計算で よかった の だ。 

「ぉぃ、 3 1 ぺル君.喜べ、喜べ、委总 # をもぅー 
度 開いて くれる ぞ 。今度 こそ 大丈夫 だ』 



と 二人は 大いに 今期 ^ を かけて ゐた 。そのころ、 旣 
に ^. ^ してゐた前の委員長へルムフォル氏も「この 
計刻はぜひ<現させたぃ」と云ひ淺してゐた位だか 
ら 、同情者の フォン •ゴル ッ將 軍から、 きつと いい 
ず亂* か ぁる ものと 待って ゐたの だ。 

が、 可た る こと だ。 又も 拒否 。今度の 理由は、 經 
费と！ ^职價値との間に餘り差がぁりすぎると云ふの 
だった。 

r 貧乏人の 赞 哪 **- を捨ててぉいて、役立っやぅにな 
つたら 取り上げ C 使は ぅと 云 ふの か、 頃 鹿々々 しい』 
「このグぅな新らしい把呢に《、政府がぅんとヵを 
入れて くれな くち や 駄目です J 
r そうだよ、 フランスで は、政府が、大分骨を折っ 



とるらしぃ0ぐづぐづして » ると、先 5: 越されてし 
まふよ』 
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かう かと 喜んでは ならぬ。 

『コ ー べ飧 君. どうやら こ' れで 、少しは 目鼻が つ . s 
てきた ぞ』 

『そうです。 です が、 今まで 紙の 上に 書いて ぁった 
もので さへ、 これ 丈け 苦 勞した のです から、 いよい 
よ W 物を 作る となると、 ますます 困難 さが 加つ てき 
ますよ』 

『 全ぐ だ。 しかし、 どんな 闲雒 にも わしは、 打ち勝 
ってみ せる ぞ 。君 も そのつ もりで やってくれ 給へ』 
『勿論です。 しかし 愉也で 十な、 ド V - ッ技師 te f ¥ の 
決議は I J 

『ぅむ-俺の何ょりぅれしぃ准は、 |6:-. 3|-" を十っかり 
認めてくれたことだ。それに協#の委及伶が、15刻 
评現 を 一一！: 促迭す るた めに、 理布 #• に 力 ?: いれて く 
れる ci だ J 



r 我々 は亩离の味方を得たやぅな氣がいたします 
ね。こんな大苺業は1做人に*ナべきでないから、 
雄 造货を 廣く 一般から 集めて、 我が 航空 H 衆 #:: の 技 
術の 逝 步發 M に 貢献したい i ぁるので すから、 全く 
愉快です ょ。 ぁの 協 ^ の 檄文は、 も 5大分反*を呼 
んでゐ る やぅです ね， | 

『それに 苕*わしの# $1 を調べてくれた委>〇:たち0 
幼 觸れを 見給へ、货に堂々たるものぢやないか-5 
ッエ ッ. ペリンは、 ドィッ 協 泠から 各方 面へ ® 布 さ 
れた檄文を戶にして、 3 1 ぺルと語り合つた。 

麻 身で は，土 木 ：？長フオン.バッハ、參布竹バー 
ズレ ー、プレス；11、スラ1.ヴ<、それに、スチ 
、ル ワルダ ー、 リンデ、 ベ 1女1 ス の |# 敎授と、べ| 
タース幹祺長が立ち、ッエッぺリンの計剌货現に ^ 
立ち、 ^ M の 客 •氣カ 學的問 題の 解決に ついて、 各 分 



八十窩 マ ー クが暫 なと ころへ、 僅か 八 分 3 一では 
どぅに もなら ぬ。 と 云つ て、！^ 1 始め 多少で も M 情 
し て くれる 人々 から 集めた ものを 無 ^ 任に 處瓰 十る 
ことは 出 來な い。 

『ねぇ、 コー ベル 君 •私は、 もぅ 年 もとつ て. ゐ るし、 
ぐづぐづしてゎると漱行紙の出來上らぬぅち扣死ん 
でし まふ O MI とかして やつて みたい と 思 ふんだ が』 
『私 もこの ま i で、 この ^ 計が 坭れ てし まふのは 线 
念で なりません』 

そこで、 紀纪 の嚷 みとして 、ドィッ 技師 協 ^ へ 乎 
紙を出して、ー度この把割を調べてくれないかと援 
肋を 乞 ふた。 

も ラ、 陸軍の 教則 初に ^ みを かける ことは 出來な 
いので ある 。しかるに 、運命と 云 ふ ものは 皮肉な も 
ので、ッェッぺリンの ^ &と入れ違ひに協 ^ 幹带 



B 

長べ ー タース 氏から、 飛行船の 考案を a たいから、 
M を 調べさせて くれない かと 申出の 手紙が 來たの 
である 0 

r これは 面白くな つた ぞ 。わしは、 換羚 とょく 話 合 
つてみ ょぅ j 

と ツェッペリンは 裒び 勇んで、 協 會へ 出かけた。 
俯 吧とな く 交渉し、 話し合つ てみ ると、 さすが" 技 
術 家の 集り だけに 判り も 早く、 意見は、 どぅやら 一 
致 V ‘見 たので ある。 

とき‘ 一八 九 六 年 (皇紀 ニ 五 五六 年) 十二月 二十 
一日。 ツェッペリンが、 飛行船 建造を 思 ひ 立って か 
ら 、早 や 五 年の 1 把が 流れて ゐたの である。 

しかも、 失望と、 闲離 と、 你笑の 莉の 道を、 ただ 
i り- 步み っづけて 來た ので ある。 

が、把齡はやっと、铕がっいたばかりである。ぅ 



だが、 今まで， 何人 4作ったことのたい、1^大な、 

誰も 艿へたことのない愎雜な、との飛行船の植纪は、 
決して 生やさし いもの ぢやな い。 

夜毎に、 机の 前に 屈み こんで 頭を 抱へ、 考へ ぁぐ 
んで、ぺンを放り出す。ころころと轉んで、ぱたり 
LJ 床に 蔣ちた 音に、 はつ 4 して また 考 へを とりもど 
す。 そぅした 苦悩の 日の っづく のでぁった。 

だが、 旣に箔 一步は 踏み出された。 

第二 章 建造と 難 波 

第一 號船成 る 

「ねぇ、近頃' -|||: 肪で*;方0ととを何 -<>: 云ってゐる 
71' 御存じ ？ J 

すでに、昔の廣ぃ邸宅を资妒って、ギールス*へル 



グの友人の居槭の1部へ移つて、つつましやか*生 
活 をつ づけて ゐた ツェッペリン 夫 ^ は、 ある 朝 、 m 
笑みながら、® の 問 ひかけ た it 葉に、 
『わしは知らん>そん知事に斗を傾けてゐる暇はな 
い んだ J 

『そぅですわね、こぅ云つてゐますのょ -; 鉍狂じみ 
た；；：； 大な計 SJi i です つて、 貴方が ほん 4の素だだ 
から とんな 化物を 作 るんだ つて J 
1"その通りだ。粜人だから £1 そ、やりとげるんだょ.； 
『え、、 妾 も、 きつと 成^; する i -(3 じて ゐま すわ J 
寄る 年波に もめげ ず、 改めて 皸 學 、物理 技術を、 
若い技師とー鍺になつて勉强し、一方には、抑ほ彼 
を信用しない祇部や、技 «1 荞と戰ひつづけた。 

一八 九 五 年 (皇紀ニ五五五年)八月三十1 « 叫で 
得た硬式飛行船發明特許(第 0 « =1.九八五八<?猇) 




科にわかれ^、ド<ッの名啓のために傾逾に硏究し 
て ゆこぅと 1K ふの だつ た。 

しかし、 それ も、 所謂、 ‘平卷 の 机上 淪では なく、 

一 步一步 、於 M させる ために 實行述 動まで 各方 面へ 
1 'びかけ て くれた。 ， 
『ドィッ技師脈於どもあらぅものが、取り上げた位 
だから、 或は 見込みが あるか も 知れん』 

『飛行船の 可能性と 云 ふことは 十 ^ 考へら れる こと 
だ』 

と 工業界の ず 志 もこれ に 答へ て くれた。 

一八 九 八 •年の 春， 「飛行船 助成 株式 伶 社」 がどぅ や 
ら奶 立した。 

•とは 云へ、 理紙の ある 人は 案外 少く •まだまだ ツ 
工ッぺ .リン 飛行船に ついて 不 a を 抱いて ゐる 人の 方 
が 多 如った。 



八十 离ャ ークのギ滅纪 (0 半分は、やはりッェッぺ 
リン^: ^ か 引受けねば ならな かった が、 i - ブラ 
丨技師は、製作上の技術問題 4: ー切引ぅけやぅと熱 
のこ もっ た 態度で 茁 起した。 

殆ど 絕 望 かと 思 はれた 多難の 時代は、 ここに 終つ 
た。が、それ ^' 献ず ^ な人々の疑惑と不信に對す 
る 激しい 戰ひで あった。 

それは ま •た 必ずしも 緩り 切った のでは ない。 その 
上に、 これから 谗際 の仕琪 と、 技術と が 格 岡 0 祀手に 
“つてくるのだ。 • 

一八 九九 年、 フリ— ドリ ッヒス ハー フェンの 郊外、 
マンツ エルに 於て、 第一 猇飛行 船の 建造が いよいよ 
始つ たので ある。 

今まで十年問、 «;- の上にぁったものが、ぃょぃょ 
となって 姿を 見せて くるの だ。 



だが、今まで、何人も作つたことのたい、 11 大な、 ダの 友人の 居城の 一部へ 移つ て、 つつまし やかた 生 



ガス 莪を 入れて ある。 

£ れらのガス氣凿は、1狀橫骨の間にあつて、自 
由に 膨脹 收縮 しぅる ので あつた。 

ガスの 容積は 一 萬 千 三百 立方 メー トルに 及び 十二 
トンの挤載カを有してゐる。 

ダィ ムラ ー十五馬カをニ綦備へた堂々たるもので 
あるが、 C の 空の 浮 船 4 も 云 ふべき 大飛行 船が、 追 
て完此 に 近づいて <る士、 

『いょいょ， 完成し ますね。 S つ 飛行し ます か、 仲 
仲の 御 苦心で せぅ』 

などと、今まで、%酷と罵倒した人々が訪ねてき 
たり、 新 昍記 者が 押 かけて きた。 
r 初飛行 のときは1つ大々的に實像したい士思ひ ± 
すが - — — j 

などと、 御 挫 嫌 伺 ひを する 連中 さへ あつた。 






を紙の上から、奶物 — 移3ねば&らぬ。こんな大き 
い 飛行船を 评驗するのには、廣い場所がいる。 

どちらから 風が' 吹いても、 自由に 船® から 飛行船 
sr ^ m " し 飛行 させ、 下降で きる ® い 場所と して 彼 
は、 ボ ーデ ンゼー 湖を 選んだ。 
r ここなら、 いくら 姑 虹しても、 やり直しが 出る か 

ら — ^ V 

かくて、 マンツ ェルの ほとり、 ボ ー デン ゼ ー の 波 
靜 かな •き！^ に H 場が 設けられ、 水. 曲には、 飛行船を 
收 める 廻轉 式の 浮 黯, を錢 でつな いで おいた。 
ゥェスト ファリァ 地方に アル i - ーュム 工場を 持つ 

力 上 •ベル ゲと 懲を して、 アルミ 一 ニムを 講入 
し"！ s に 纪を ついで 工寧を すすめた。 

し 如し、 今度の 戰は 、人が 相手で ないだ けに 始末 
が 悪い。 ®? M の 冬を 迎 へる ころ、 やつと 出來た ばか 



りの. K 配は、 獄 のために 早く も 大當备 り" 

血の 出る やうな 十 萬了ク が、 修理 費と して 消ぇて 
しまつた 0 

肥 «' ^. の方も、コーべル技師の考案した格子*丄の 
梁を 使 ふ ァル. £ニ''ムが思ふやうに手に入ら卞 エ 
漭 は 次 脱に 遲れて ゆ <o 

だがこ九00年(邮%三十 = ¥ )の初めには、 

どうやら 型ら しい ものが 出來て きた。 

BK 1 S から 後部まで K く 二十 W 本の ァル i ュ ム の， 
縱分と、1:じく十六本の環形の楛骨とから成り、全 
? 網 f m 射 5 く 張り S た 船 ssf は 百 二 

i - ' メ —ト へ'^® 十 • 一 メ ■■トル 七で あつた。 

こ G 船 ra Q 下に ば、^ i が ニつ あつて、 そ 品を 
繁の漱 B で 連結して t 、 長ぃ 器が 曲らぬ ゃう 
£ て ある。 i は 木綿で s ’ M 部には 十六 ヶ の 



1 と、 無 遠 ft に、 ただ 好奇心に みちた 人々 が、 て、 = 人の換粧者±共に、ゴンドラ内につツ立つて 
最初の 飛行を まちぅけて ゐたの だ。 ゐ る。 

この日は風が强くて中止されたが、夕方になつて、 『ゎ*-、出たッ、”きいぞ』 • 
a v > だ i * J 豫備試 験を 行つ てみ たと ころ、 モ . 1 タ ー 湖 ^ から、 湖上の 船から、 數千の 見物人が 驚きの 
の 具合 も 上々 だ。 si sr あげる。 

『明 日こそ」、いょいょその日は來た。土曜日の朝、 銳く響 くツ ェッぺリン0飛行1|始 (〇 合圖に船長は 
天氣 は喑れ 、風は な v « 、 繫留綱を放つた。今やぜ 1 ^^百ニ十八メートルの >: 船 
老發明 家 ツェッペリン 伯は、 11 々として ゴンド は、 一メー トル、 一メ ー トルと、 浴び 上つ て ゆく。 
ラ内に上つて、靜かに脫111:して祈輯を捽げた。 お\ ©5 勒大滯行船>遂に飛ぶ0今とそ、歴史的な 
今日 こそ、 彼が 後半 世を 捧げつ くした 飛行！！ が、 船 if あるの だ。 

世界最初の飛行を行ふ最 %, 重ガな、緊漲した刹那な 歡呼 Q ぅちに、 w << l ^f に 浮んで， Q た 飛行船は、 
ので ある。 やがて モータ ーが唸 5、 船首を 風に 逆は せつつ、 U 
r $& を 上げ ッ j 百メ 1 トル stl さに 兵つ て ゆく。 

飛行船 ft 靜かに 浮 格納庫から 1 ； 出された。 氣球の g H 锋 秒八メ ー トル ー 
熟練 1 である フォン •ジ ー グスフ k ルトは 船長 it r あ ツ 、飛んだー j 

五 七 




r 私は 人々 の k 味を あ ふるため にやって わるん ぢや 
ない。國のための眞劍な仕布に努カしてゎるんです 

ょ』 

と彼等の殿 #;<* な關心に冷ゃかに答へた。もぅ、資 

被 t も 使 ひ 果 した。 

果して 一號 船が 飛ぶ だら ぅか、 强度は これで 十分 
だらぅか、 ^*- はぅまく利くだらぅか。 

ッエ>ぺリンの目の前には、まだまだ大きい苦恨 

仏 獻ゲて ゎた。 

飛んだ 飛んだ 

破 掛した 浮 格納庫 0% 现も 出来た。 

一九 00 年 七月 一 H 、 眞 SL の！ s 空に 美しく 輝く ァ 
ルプスの白峯、札^!の軟風は靜かにボ-デンゼーの 

fflli - J -. T s : 拂 ふ。 



すぎし七年間-哪纪と、攻擊のなかにぁって、捷 
まず 屈せず、 ひたすら に 自 S 信念へ 向つ て、 突進し 
てきた ッ エッぺリン老伯が、いまや實物を以て 1«: 
に その！! 钮を問ふのだ。 

い ままで、 僅かに！ 一齡地 i して、 常 豪 階級の 別莊 
地に すぎなかった、 湖畔の 平和 境フリ ー ド リッ ヒス 
ハ ー フ K ンは、紙附記者、ヵメラマン、飛行家、そ 
の他の見物人で、押すな柙すなの人出、百姓' » まで 
客で 一 ぱい だっ た。 

「ぅまく 飛びます かな T J 

『どぅも、ぁんな長いものが空へ上ったら、眞中か 
らポ キリと 折れさぅ だょ J 
『い や、 とんぼがへりを打つてしまふぜ』 

『第 -: ぁんな重いものが揚る皆はな-^僕は、 !! 
落す ると ころの 寫眞 sr i つて おきたい」 



，ツェッペリンの 信念は 小し も拂 がな かった。 材料 
と、もつと强いモーターさへぁれば、きつと悚期し 
た飛行が出來る士確齡してゐた。 
そこで片つぱしから.知人 |: 說气世問に訴へた。 
ドず ツ 技師 M 钤でも 「この 飛行船 は竹 来 もっと 强 
ヵなモ*—ターをつければ、必す成功するだらぅ」4 
の鹿兄を發炎してくれたけれども*もぅ硬際的に、 

一 マ ーク 3 へ 支出して はくれ なかつ た。 、 
r ツェ， ペリンの 發明は なるほど 氣 SS ひでは なかっ 
たが、 まぁ！ 的 & ものとは 云へ ない ね』 

i iff 部で も* 眞 Ifil IE lc 彼の— 發 Mflr lr 考 へて くれる や， 
ぅになったけれども、實路として《- « ぬ小搜飛行 
船の 方を 採用した がつ てわた。 

ツェッペリン tt 屈しな かつた。 

R - 間が、 多少で も 飛行船に 興味を 抱きは じめ たの 



を 知つ て、 紳士 錄 を 繰 り、 进 附を 勧 誘して みた。 な 
げな しの 金を 拂つ て、 郵铊 前納で® 歡用紙まで一一:封 
した 文许 5: 六 离通 も發 送した* 

その 紡 果はど うだつ たらう。 

僅かに 八 千 >: ク 。ひどい のになる と惡 U や 皮!： 
を ^ . s て返遂 してきた の も ある。 
r これは 誰 だら う j 

フランク 7 ルタ ァ •ツァィツ ング新 M «r とりあげ 
てみ ると 「無用なる 努力 j r 未知の 桃戰」 などと ^ 
R、 遠った 題；！ I であるが、 飛行船 反對論 が 揭敕 され 
てゐる。 

「ドク々.—. ィ ー? 誰れだらう。しかし世間の惡 
:«} や 冷笑- ^違つて，この投禅に《、极據があるぞ』 
それは、 氣象亨 J1 •から、 力； ^上 から、 ツエ ッぺ => 
ン飛行 船の 缺 陆を、 はつき り 指摘して ゐる (0 だ。 



ッエッぺリンは、阵から滿ち落つる «? 淚を拭はぅ 
ともせず、 十年 £< -#' 松、この一瞬に溶け去*'、歡甚 
士獻郝 は， 靑 年の やぅに 彼 S を 紅潮 させて ねる。 

みょ， 飛行船は、 舵を まげて、 右 a りに 大きく 旋 
廻し、莆心の移 »5 も何等9^險なく行はれ、世人の 
)&/ がして ゐた やぅに、 折れたり 倒立ち する ci はな 
かった。 

かくて 約 + 分の ^行後*少し舵を报ふた外何の不 
安も* <,, |^^したのでぁる。彼は勝った。遂に夢は 
實現 した。 だが、 眞に r - ち 拔く ためには、 まだまだ 
刺の道 »1 長ぃのだ。 

資金 難 

ついては 十月 十七 日と ニ + 二日に 試 驗飛 行 *: 行つ 
ド合計’一一ー曄間ばか义飛ぶことには確夜な結果 



t r o 

『もぅ 資金が ありませ ん 、發動 捜の クランク 軸を と 
りかへ ねば、 後の 試 配が 出來 ません が』 • 
r それょり 舵の 故障を 早く 直したい もの だ 。秒速は 
IEf 齡な iw ろ、 七 •五メ I トル 位 だね。 初めの 設計 
とは对が開きが大きぃゃぅだが』 

もっと 改造し、 もつ と實驗 してみたい。 だが、 も 
ぅ資妒 金は 淺っ てゐな い。 

こ れでは 、どぅ ナる C 4 も 出來ぬ 。熱心で あつた 
人々 も、 こ 5 なると把迭する熱が冷めて行つた。 

祀 配 凋落の 秋 十 J 月、 大きい 期待に 反して 飛ぶ に 
は 飛んだ が、 思は しい% 果 Sr 見なかった のが 災 を な 
して「飛行船助献僉社 1_ は解散せねばならなかった。 
『拼が去ってまっても、 « 」人でやる。死わまでや 
る J 



ので、 令髖 Qf 造は ずっと 丈夫に なった。 

『八 1度は^:$5 が ぁるぞ 。モ ー タ ー だって 今度のは 八 
十五馬カだからね』 

『そぅです ね。 それに 何ょり 心 强いの は、 今度の モ 
丨 が 輕 いこ とで すょ』 

前の 卜 五 馬力が 一馬 力に っいて 二十- i ハ瓧 もした の 
に、欠纪のは僅か五瓧で出來上ってゎる。だから、 
プロペラの 值 亂も前のゎり三倍も大きい。 

十 1月三十日、第1回0試睽飛行だった。このと 
S は \狀觀を娛った 0 で飛び上ることが出來なかっ 
た。 

『また # ぃてゐる。何4のだらぅ。 <: のにクタ1 
イ i i 云 ふ 男は』 

ツエ ッぺ y ンは 翌日の新附にノ再び彼の第ニ號船 
にっぃて、乎ひど5非難を加へてゐる投書を見て氣 



を 惡 くした。 

5 九 〇 一 年 (明治 三十 W 年) 一月 十七 日、 第二' 
回の 飛行 試驗 でぁる。 

はじめのう ち、 飛行船は 美事に 上# し、 二三 メ — 
トルの 高さに 昇って 行った。 いょ いょ飛ザにとりか 
かる i き、 念に 强 い 所 k が 吹いて 飛行船を 押 流しは 
じめ る 0 運の 惡 5 i きは しかた© ない もので、 一ヶ 
の!！ 動 W が 故 £を 起して しまった。 

象だこ 

迆行ヵを失って漂流をはじめたが、どうにか對岸 
のキスレッグに不^陸した。幸ひど£も破执がな 
かった ので， モ ー タ ー を 修理し V 明日で も 飛んで 戾 
らうと歡留しておいた。 

1 T どうも 風が® った やうです ぜ』 

衣时に&って、風は次笫に强くなり、果ては嵐. <; - 



しかし、 こんな 事で 落膽 して わる 彼で なかっ た。 
f の 竹の すべての 人々 が 彼に 背き、 冷く 當って きて 
も、僅かな一ん、ニ人が、彼に间情の眸を向けてく 
れる 。そこが 世の中の k 白い ところで あるの だ。 

しかも、 この 傲 かな 人 こそ、 何百 离人か 反， しや 
うと、 ッ ェッぺリンを九少けてくれる大きい動カと 
もな ったの だ。 卽ち 一人は、 ァル i 二 ゥ ムェ提 主 
の ヵール •ベルグだった。 飛行船に 入用な 材料を 無 
憤で 姬俯 しゃう と 云 ふので ある。 

もう I 人は、 彼の 歡か りし ころから、 心の 友と 許 
した ゥェルテン ブル グ國 王で ある。 
rMf が 令を 出す ことは 出來な いが、 窗籤を 許して 
あげゃう j 

と、 彼のた めに 一つの 道 を 開いて くれた。 
、どぅゃら'犯^の淵から浮.ひ上らぅとすることが 



:る。 ， 

te た U 第二 號 

『それなら，我々の方も常揸を發行しや5』 

と 他 のドィッ黯が、これに « ってくれた3で， 
嫩组 ±* 1 ?« 四千>1クが集0、.プロシァ政府《 3 ナ 
五 ®: マ ーク を 特別 雀 金から 削いて 支出して くれた。 

この 袖！ iys ? も K ? おれず、？ ながら， 
ガス 製造 用具を 貨して くれた P 
『どぅやら邋が向いてきたぞ。今度こそ成功してみ 
せる o j 

一九 0 3 L 年 (呢が三十八$に «- 新らしい第ニ 
號船の配ポが始まっ气笫ー猇ょりずっと丈夫で、 
技師 デュルを 督勵 して、 管 形の 枠と 山形 の榨を組合 
せた 三角 梁 ？: 使った のと、 船 體の底 に 通廊を 改 けた 



次第に その 眸は 輝いて きた。 

—— そして 破 垓され た 船體 の眞 中に、 すっ くと 靜 
かに 立って、 その後 仕 末を 命令して ゐる人 こそ 老伯 
爵ッエ ッぺ リンで ぁる。 眠られぬ 一夜を 熟考に 熟考 
1: 纪ねて、遂に彼が七年間、紀ヵを擧げて建造した 
ものを、 ^ ここ に陂嫩 を 命令す る决心 *: する £ とは* 
この 老配 にと って、 どれほどの ものでぁる か。 
誰れかその胸中を察し得やぅぞ。 

今ッエ>ぺリンの考へてゐることは何で、ぁるか。 
併し、打ち下ろす斧のー垛1缉が、彼の胸底深く切 
り 込ま ふと も、 ま t 妬の 一挺 一挺が 彼の 心 M S - 切り 
碎か ねば や 4 ぬと しても、 彼は 表 然として 屈せず、 
C れに亂 W して 立ち、 また 冷嘲の 眸の もとに 殺 然と 
してその勇敢なる態度を失はなぃ。ぁ、人間の心の 
いかに 雄大で 强靱で あると 士か。 



これによつて敗上のあらゆ‘るカと戰ふことが出來 
るの だ。 さるに て も 人間の 作つ たも 0 が、 5 ，かに 脆 

设 なること よ、 風の 一吹きで 破 域され るとは^ 

4書かれて、最後に《じめて、ドク « 丨.フ！ゴ 
1 . 工 * ケ. ナ ー と W 名して あつた。 

『お I 、 エッヶ ナー博 士だ つたの か ー J 
エ ッヶナ ー 博士は、 近頃 勞働問 題の 論評 « として 
僉 り 出して きた 經濟卑 者で ある。 しかし、 一面 彼れ 
は、 抓 學 と晳 學を 修め、 流暢な 文章は 一* をな して 
ゐた 0 

咋日までの論敵は、俄ぎ、ツエッぺリンの人格を 
理解し 尊敬して ゐるの だ。 しかも 同じ 町に 住んで ゐ 
たの だ。 

數時間後、いつも》やぅに庭園で植木の手人れ |:. 
して ゐ る |1ッヶナーの許へ、何の知らせもな<，ゾ 



なつて、 飛行船を 弄ぶ。 

急報に ょつ て ツェッペリンが i s ' 1 へ かけつけた と 
*」は、ぁの美しい船和は見るかげもなく揉みくちや 
に 地上に 叩きつ けられ、 無数® 金 S ® 片の淺 骸と 化し 
てわた C 

坑ニ猇鉛の一破 __ C 

「懸 のない ため か、 傾 f 缺 いだの か、 强 風の 中 
で 上昇して 行つ て、^- 靈 な空氣 中で 醬がビ ッチ 
ンゲを 始める。 蛇で 押へ やぅと する ために 餘 計に搖 
れが対 きく. ^ つ ml t が 止る。 今度 q 
S は、 それ 丈け e - 裘。 Sr ,- 造 i ひは なかつ た 
L 、. 不 亂獻 ^.; . も、 うまく やつての けた ぢやた い か」 
ツェッペリンの 歡氣は 決して 衰へ なかつ た。 冷靜 
に、 金想片 S 中に 立つ て、 跡片 づけを 指揮して わた。 

一. もつ と 作つ て やる ぞ』 



と、胡 » , 4 の老人が、作つては « れ、注ぎこんだ1 
は 空しく 消え、 もう 誰れ も 彼れ のために 一. /さ 
へ 出 そ 5とせぬのに、靑年のやう /1 熱情で、 
fml " に考 へね ぱ I 。 望— ぐ 作つ て や 

らう』 

と 善した 。 

莫逆の 友 

r また 惡 口 だら う』 

ニ號 飛行船の 填れた 翌日、 フランク フル タア •ッ 
アイツ ング紀 をと り 上げて みた。 つづけさ まに、 彼 
の 仕 市を 攻够 し、 論說 として、 銳い 筆鋒で 非 ^ を 止 
めぬ ドク タ ー •イ ーは、この亂破を、どラ极つてゐ 
る だら うか 0 

ッ エッ •、リンは、 Tirl ^ T ( 、 讀んで ゆく うちに、 



友、この人ありて£そ、ッエッべリン逝きて後まで、 

大飛行船は世界の空を诚飛したのだ。 

『是非やって下さいょ、私は全カをぁげて « 造費を 
求めて みます』 

と度逋なる辛レ纪策をもぅ一度ゥエルランブルグ 
W 王に 鎚って みた。 プ U シャ 陸軍に も 政府への 斡旋 
を 乞 ふて みた。 贷 鼇發 行が 4 ぅ 一度 だけ 許可に な 
る。とぅ聞ぃて冗氣づいた彼《、 2 1號、第三號船 
の 建造に とりかかった。 一 

第三 號船 成功 

第三猇船《、 1 0 1 年十月に完拟した。 

構迭 « 第 ~ 號と殆ど同じだったが、長レ船妞《、 
高速度を出すと橫に外れ、動搖を始めることが判っ 
きて たので、 船 a w に 大き. s 安定 翼を つけた。 



矢の羽极と同じ ;)?;7 理で、横ゅれや、縱ゅ^|起さ 
ぬやぅニ重の水叩寘と、_直崤をつけたのでぁる。 
『ッ エッぺリン飛行船についてどぅ思ふ？』 
良辦では、今まで、との發明を氣狂ひ扱ひをして 
ft た 人々 までが、 どぅやら 今 《*伯爵の眞剝さに ,1 
かれて きた- 

『十月 九日の め 歐飛行を見たが、素喑しぃ安定だっ 
たょ J 

『十 E の 日には 十二 メー トル 秒の 速力を 出一 たつて 
云ふぢ午ないか、 ^ らは*第ニ猇が壊れて、ナぐ代 
船を挤へると聞いたとき、何て甲：窓地な發明狂だら 
ぅと w -cv 吼って ゐた が、 ぁの 自信の 强 3 には 頭が 下 
るね J - 

冷淡だった堪瓿の內でさへ、このゃぅな同情者が 
k てきた 0 



H ッ ベ y > ，が、 訪 . In .' てきた。 

フロック n ! トを若 て、 絹 憎を 手に した 正式 訪問 
服 姿の 伯爵は、 

『エッケ ナー 先生です ね。 突 1 1に 訪ひ まして j と 鄭 
填に挨拶をした、 

ま :! > か ■伯爵が、 やつて 來 るとは 思 ひがけて ゐな 
かつた エッケ ナー は、 

『植木 いぢり をして ゐた ので、 御免下さい J と 庭の 
一隅に 導いた。 

『先生、 私は、 ，$、 財 鹿を 失 ひ、 人智の 限りを つ 
くして 建造して きた 飛行船を 破 填し、 もぅ 111 しや 
うかと さへ 思った のです が、 今 H - 1 の 新聞に 贵方が 、 
，論調を 改めて 激勵 して 下さつ た。 有難かった で ナ J 
と論越とは云へ、公明正大たこの理解と好意に對 
して、御禮をのべる伯爵を、ェッケナ— »?. 士《、 



六 四 

『いや、そぅ仰言られては恐縮でナ。私の反對は、 

氣象學上の點から中し上げて.*2るんです』 

士答へる。ッエッぺリンは、また、 £ の ^ 明は、國 
家の ため K 、 どの位 *？. 切で あるか、 是非とも 完成せ 
ねぱ&らぬ性質のものであるかについて說明した。 
『もし、 氣象學 上® 缺點が ある やぅなら、 先知、 一 
つ 私 と協カして、そ0點について御敎へ願へません 
か J - 
『いやょ く 判りました。 

承つ てみ ると、 飛行船 _は成功を疑ふ必要《*いと 
思 ひます。 ょろしい、 不柬 ながら 私 も 御 力 添 させて 

U た r 

頂き ませぅ』 

『え ッ 、御 承知 下さる。 これは 有難い こと だ J と、 
改めてニ人は握和を固く交はした。 

昨日までは， 見ぬ 敵、 今日は 心から 和 許す 莫逆の 



飛行に良如した上で找施して頂きたい』 

陸«|3:?は、どこまでも、度 «{ を見た上でとの让 
だった。 - 
しかし、 も 5誰4撕 55* 扱ひはせぬ、氣狂ひ爺とも 
呼ばぬ。 1 軋は 有利に なって 行った。 

勝利 か 

『まだ安心は -¥ いぞ。ニ十四時閗飛行が關ヶ屈ぢや』 
ッエ>ぺリンは、技師 5: «げまして、 ^ 四號船の 
没計士改良に沒頭した。その問にも冬の烈艮は格納 
市を败%し、納めてぁつた1ー1猇船に1ヶ ;1 もかかつ 
て 修现せ ねばならぬ 好 故 批を與 へたり、 このために 
斬 造船の 若手が 遲れた 5、 なかた か 思 ふ栊に #? らな 
かつた。 

|丸〇八年六月ニ十日、【飛行船の将來」4云ふ 



大きぃ問題の運命をかけた-1 2 皿躭、卽ちッェッぺ 
リン 第 四 躭船が 竣工 L たので あ. る。 

航 ? 1 .; «、ずっと大きくなつて _. 离五千立方米とな 
り、 锚 1カも增ぇて十七トンになつた。百五塢カの 
新モ —ター を ニ 竅舨 ぇ、 船硝 下部に 三角形の 龍 is - ' が 
通廊となって、すつと丈夫になったし、安矩鸾や蛇 
の而 W ST 、 前ょり 增した ので、 安定 もしつ か 5 した 
上に取縱性も、ょくなった。 

『この飛«船こそ、我々の遝<§ゼ決するものだ，1 
銀色 美は しく、 尨 允な 姿を 現は した 第 R 胧船を 仰 
いで、 ツェッペリンの 胸中には、 深く 決する とこ 
ろが あった。 この 新造船 こそ、 政府の 耍求ナ る 二十 
四時閗飛行をやりとげねぱならなぃのである。 

もし 成功せ んか、 «- 式大飛行船の將來は、あらゅ 
る 反對淪 者を 沈 默さ せて、 ■隆々 と 興る であらぅ C そ 



故瑯のゥェルランブルダ阈では、 
rc の 新發 明を 素 知らぬ 顏で按 じ 助せ ぬべ ルリ ン當句 
は無能だ』と，也裉さへ新聞に書き立てる对1|だつ 
た。 £ れは政府も默つてゐるわけにゆかた<なつて 
きた** 

とりぁへ卡五十珣マークの飛行船硏究助§獎勵金 
を追加捸筘として决議された？そこで、ボーデンゼ 
沏上に新らしぃ疗格納庫を作り、4ぅー « |73 新造船 
に 软乎することに决定したのでぁる。 
『どぅやらこれで、俺の仕 3» も目 *3 がついてきたぞ |_ 
ツェッペリンは 一屏精 を 出して 働いた。 

W 飛行に ボーデ ンゼ湖 上を三時間でも飛ぶことの 
出来た 三號 船は、. 一九 〇七 年 (明治 四十 年) 十月、 
出来た ぱ かりの 浮 格納 庵から 曳 出され、 八 時間に 三 
苕艽 十 + U メー トルを 悠々 飛んだ ので ある® 



勝てば! 21 —— ッ H ッ . へ リン 飛行船に 對す る纪府 
0 信用は 俄かに 高まつ てきた。 

この 年の 十月、 政 # 5 は， ■.杓 務大臣 を？ f 長と し、 各 
大臣、 參謀紡 長、 技術將 校を 加へ て 飛行船 布 業獎動 
案を建ぼした。 

r ッ エ ッぺ リン 飛行船は 阈防並びに、ドィッエ業蜾 

發展に大いに貢献するものと認める。そこで本 '£ ={ 

# で、 一、 新造船 一 姦の逮 造鈀瞼 費用 四十 茁マ ー ク 

を齡 №1 する、 r c の 新造船と 現三號 船を 二百 十五 

> 

萬 マ！ クで 購入す る。 但し內 五十 萬 マー クは ッエ*' 
ペリンの 功績 と私財を支出したことに酬ゆるため伯 
6? 傾 人に 與 へる。 以上を 提案す る 次第で ありま- KJ - 

ri ri 

滿場 一致で 可決され、 謎 ^ でも 承 私した。 
r 但し j 陸相は 口を 挟んだ。 『飛行船が 二十 四時 間 



r J .; めで とぅございます、财爵 '„ 

「有_ぅ。 £ の日に、この大飛行をやる布を宣言で 
きる のは、 わしの 最も 光榮に 思 ふところ だ J 

七月七^第七十何目の誕生日の祝デ畜は華やか 

た勝利の某でもぁった。 

;年前 4 で、冷笑し、1关し、楮神病院ゅきだと 
筇 っ た人々も*ス -+ ス訪問飛行3成功が1たぴ傅は 
ると、掌をかへナやぅに1彼を贫逬しはじぬた。中 
には、 ぁま OW M なので、 苦笑した くなる やぅな 連 
中 も ぁった が、 七十と S ふ 人の & い 道 ^ 步いて きて 
ぁらゅる苦難と、試煉 ^ -通ってきた伯には、人の世 
の 3? に何の « 抱もなかった。 

ただ ある ものは、 c ： 己の 本分に 忠 过に、 少しで 4 
闽 « に有用でぁりたぃとの念願0みでぁった。 

あらゆる 方面から Itji f - I が 1 k した。 ドイツ 各 种 p ¥! 



妞 、協 會 、大學 から 船 詞を持 って 代表者 •かやって く 
る 。外 k から e ®: 報、 •乎 紙が 山と つまれた。 

都市は爭って、名秘市民に伯を推拽し、民族の誇 
り、 ドィッの 被 &でぁるとして祝ひの言紫を捧げて 
きた。 ゥェルテン ブル* ク阈王 .、 「海 術と 科 ^ のた 
め© 1 ilsrl y として. I 黃金 文化； g - rf f を 授けられ、 勝利© 
榮冠 はしっ か と、ッ1ェッぺリン伯の頭 -1:? に败かれた 
かと a ぇた。 

然 S 、 この撤冠は、果して老伯将の頭上にしっか 
と'把せられたでぁらぅか0 

待望のニ十四時問飛行の日はいょいょ沿る。これ 
さへ 成功したら、 勝利は ッェ* ペリンの ものが。 

伯の 生' 1で、戢も剌的な1瞬なのでぁる。 

八 月上铂.ニ间ぱか5出發じたが、モ丨 -« 1の小 
故 陬 です ぐ 引かへ し、 R 日に なって、 誇ら かに LZ 

六 九 



の 代り、 もし 失敗 せんか。 ひとり ツェッペリン 老伯 
爵が、冷苽と嘲笑3ぅちに鄂り去られるだけでな 
い。 M 防の 利器た るべき 飛行船は 永久に 祖國の もの 
と汉らないであらラ。 

败 |1'1 切小飛行を試みて、性齡の小乎調べを終つた 
网扰給は、泥||と菩 5: 閉ぢて、ゴンドラ |^ に上る老 
们码の i 裡 1 C 描かれた 大飛 ti のた め、 七月 一日の 朝 
空に舞ひ上つた。， 

弋 5 a にも， 喑れゎ たる 紺 畀の空 を かすめ アルプス 
犯狀.内 3 «: 戴く彼方へ、船甘 |: 向けた。 

葉 铯形 の衫 をコンスタンツ、シャフハゥゼンの野山 
に 投じつつ 、ラ ずン河上を飛びっづけて，ァーレの 
伯 f 點 に 現れた。 
f おお、 ルツ エル 市が 兄え るぞ J 
船 上には 歡离 の聲が 湧く。 ここ南ドィッのァルプ 



ス高 原の 空は 晴れ、 避 满客や 觀光 客は、 高胶に三々 
伍々ピク-|ックをやつてゐたのでぁるが*典様な爆 
音が天 0 .1"角からひびいてくる (0 を'斗にして。 

ふ 4仰ぐ空には白銀と輝く 1^ 允な飛行船が、 1& 々 
卸 上に 旋迥 じ っっ、 やがて 東北へ 飛び去って ゆく。 

飛行船の勝利！<5-こそッ文ッぺリン十年の苦心 
は 酬ひ られ たの だ。 かくて、 ホルゲン バス、 チユ ー 
リッヒ &- 捋て、夕方になつてそ0雄姿 ボ L テン ゼ 
湖上に 歸あじ たので ぁる。 、 

かくて十ニ時間飛行：良断した。ッ0ぺリン飛 
行 船の 成功、 この 報 は 忽ちのぅ ちに、 電報 Sr 、 ® 括 
を總概讲させて、 |1|: 3^へ、「新泚紀の # 明の勝利」 
の- 1 ユース i して 傅 へられた。 

次は 二十 四時 間 飛 ft だ。 政府の 要求 *- みた 十 女め 
の 大 凇行 だ。 




船 K tt - 突 嗟に 決心た。 

『着水 用意、 备总持 場に つけ」 

ぁぁ、勝利は、ここで再び1^に包 4 れるのだら 



H 匕ター デン ゲンの 悲 ® 

しかし、不時茬水は堤防に_挟まれたラィンの河流 
上に 巧み k 行 はれた。 
r 大 飛行は 失敗 か j 

人々 は 飛行船が 降りた i 聞いて 心配した が、 数 時 
Rn 後、 修理を 終つ て 再び 夜空に 昇つ て ゆく 勇ま U さ 
に、 ほつ i 射 堵の胸 を 撫で 卸した。 眞 夜中 マインツ 
市の上空にかすかな »< 1 =9? を淺し、動く星か4仰がれ 
ろ光を曳ぃて、歸路にっぃた。 

マ インハイ ム附近 まで飛んできて、 2: の分でゅけ 



ぱ、 成功 疑な しと、 給 上の 乘 灯は’美しいラィンの 
皮氣を見下ろしてゐたとき、 
r 左舷 PI タ ー が i で 十』 
r なに、 又 把 0 ： か J 

早速_べてみると、軸承が賞つてゐるらしくゴト 
ンゴ トン* の 妙な 音を たてる。 

『こり や 一寸した «" 學なぃ』機關長は、疽ちに決 

心した o r メ ー ペル テュルク ハィムに 着陸して、 あ 
す この ダィ ムラ 工場で ^ 換する 外ありません』 
『ょろしい 。そこまで 淺る發 動機で ゆける か」 

『歡 が 可な り 落ちます が、 ガソリンは 十分 ありま 
す。』 

『では j 船長は、®^ 者に 命令した。 『コ ー スをか 
へシュ ツトッ トガル トへ 向け j 

『私邮 しました j 






Ilu g が、 r 钟 G 朝贩を 俗び て 眞卞 W の N の 半 空へ かけ 
叱って 行った。 

HE ざすは、 ラィン川に 沿つ て マィンッに 至つ て 引 
返す齡配'七百キロメート>、ニ十四時間の大飛行だ。 
『成功を 祈ります J 

ー無芾歸つて來るの$心からお待ちしてゎますょ』 
數千の民衆は、仳ぼの ]15 船がスタ|トするとき、 
然 51 し\^^つた。沿道 2 *市民《、朝早くから仕祺 
も手につかず、戶外へ搬吧し、厘上へ登9、ハンヶ 
r - i 持つ て、 » v 备の現 れるの を 今 か、 今 か 4 待ちぅ 
けた* ■ 

村落で さへ、 軒に 阏旗を ひる •かへ し、 敎會觉 の 鈴 
'/., |11 悅贼ると祝 |0 «转 5: 空に向ってぅち嗚らした。 

咖々ニ百十馬カの --6 丨々1はディン，-溪(介ににひ 
tt s - 、 A - ヤ フハゥゼンから’ラィン河に沿ひっっハ 



七 P 

丨セ JI W J -. 方に 來た。 正 午の 太陽は さんさん 士船 «2 
に ふりそそぎ、 飛行は® 調に つづ. S て シュ トラス ブ 
ル ダの 上空を すぎ、 シュバ ィエ ルを 通®'、 夕陽 « く 
ころ、 オッペンハィム 听近までやつてきた。 

『船 取” ガス 爾ヵが 減少して ねます』 

調氣 係は メ—タ ーを見ながら叫んだ。15午ごろ太 
陽杧照されてガスが||脱いたので、船體がぐんぐん 
上昇するため、机當のガスを放出したのが原因で， 
夕方 冷 氣が襲 ふころ になつ て、 ガスが 收縮 しはじめ 
たの だ。 

『水を 衆て い ッ 、砂を 策て い ッ J , 
づフストは投下され船體の降下を防いでゐるとき 
r ぁッ、 1 1? 把の 故障 だ ！ J 
片舷の モ ータ ーは、吹蒗にカを衰へっつある*己 
のま4 飛行す る ci は危險 である。 




見る見るぅ ちに、 飛行船 周 圍 は、 敕萬の 見物人 
が 埋めつ くして しまつた。 

午後になる £ ろ、 南の 風が 次第に ^ つてき た。 南 
西© 方が * つてき た。 黑 い雲 が 湧いて きた。 
r xs 象が 變り そぅだ ぞ 。修理を いそげ』 
r 風が 强くな らね ばいい が I 』 

必死 i なつて 作業が つづけられる。 1 戒の帘 陕や 
警官が松祀となって繫贺索を捤つて、尨大な船髀を 
風に立て值して安全 «-: 保たぅと努カしてゎる。 

風は つのる 一方 だ。 人 と自然4の格閊だ。突如、 
街|1な 1?? 雨が、叩きっけるゃぅに襲ってきた0 
大粒の雨《痛ぃほど群,の頭上から降りっけ、吼 
ぇ狂ふ!£獸のゃぅな突風が、ひ -0 き5なしに、西侧 
から、 吹きつけた。 



し2皿猇の、大きな肢を柙へつけ、押へつけ揉み 
下* した。 

もぅ 人力の 及ぶ ところではたい。 繫索は 、'プ ップ 
ッ 士 切れる。 ごぅ* it 凄く 一陣の 究 風が 唸つ た i 
思. ふ と、 15$ 好な飛行船は忽ち吹き上げられて、百メ 
丨トル位*で跳り上つたと見る間に橫ざまに、地上 
に 叩きつ かった。 一本の 木が 船 體 K 觸れた 。瞬間、 
天も地もー瞬、靑白ぃ允にっっまれ、通然.とした音 
もたて て 水素 ガスは ^ ® した。 

忽ち赤ぃ您|!天に吐き上げ、恐ろしぃ勢で全船 |9 



を创んでし4った。 



C の 義侠 



すぺてが」瞬，ぁつた。 

人のカが、レかに小さく、みぢめなものでぁるか 
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力— ルス ルィエの 上空から、 大きく 左へ 舵を とっ 
て、 船首は シユッ トット ガルトへ 向った。 

風は 次第に 吹きっ のっ て 速度は 減っ たが、 どぅに 
か飛行をっづけて、五日の搬||、シユトットガルト 
の 郊外、 エヒ タ ー ディン ゲンの 野外に 無* 若 陸した 
Co である。 

r お—. &、出てみろょ、 « い飛行船が降 5 るぞッ』 
r ッ エ » ぺ y ンだ T J 

r s: il £ 

近所の 人ぱか りで ない。 シユ トット ガルトから も 
見物人が、 始めて みる ガ飛行 船を 刺で ょく 見やぅ と 
押し±せて<る 0 

念を 聞いて 駔け つけた 軍隊 も、 繫留 索を 掇つ て、 
曉の 南風 そよ かに 吹く 野外に 橫って fo る H 鯨を 守つ 
て 》 た 0 



「發 動拽 0 修理は午前中にすむ害で ^- 。午後はすぐ 
飛び 上って 歸る豫 定で すから J 
落ちっいた0 |)« で、ッェッぺリンは、技師たちに 
修理をまかせ、本部と速絡のため程近いェヒターデ 
ングン の ホテルへ 出掛けて 行った。 

『今夜は凱 ^- をぁげて歸れる。ニ度の不時着陣 « い 
い 經驗に なった。ぁの巨大を飛行船が、このやうに 
手輕く野外へ安全に筘陸できること 5- 货證してやっ_ 
たやうな も 0 だ J 

i ッエ％ ペリンは 極めて 冷 靜が った。 

一方 現 * では、 刻々 と 見物人が 增すぱ かり、 「午 
後は 飛 •ふんだ って さ、 それまで 待って や うぢ やない 

か J 

r そうかい、 そ*' や 是非 見なく ち やならん j 
r 又と. な い 機 # だ。 わしは！ ^當を 持っ てきた ぞ 。 r 



あるまい i 

と、脔岡と配 «?: の中に、ただ將來の希 ^ をかけて 
きた 寧 務 所に 入って みると、 その 机の 上に、 何 か ぁ 
つたら ぅ 0 

『や" これは ッ j •• 
そこには、 山と っまれた 電報が ぁつた。 速達が ぁ 
った。 

『心配す るな、 仕事を っづけょ』 

『資本金は いくらでも 出そう J 
『 {« だが 別送-萬 > I ク lr Jr - iwJ * iT - J 



1瓱、またー通、どぅも杵老伯爵の悲 «1 を慰め、 
按助を 齡ま孜 い獨 逸民 族の 俠氣が 溢れて ゐ る。 

民衆は '> 遂に惭从，見出したのだ。+屈の魂、高 
潔な 人格， V 知つ たの だ。 灰燼の 中から 雄 敬- V 信 賴 ir 



燃ぇ 上らせた の だ。 

ッ エッぺリンの姐阈 *? が、民衆の胸にひびいてき 
た© だ。 

成功から 失 诎へ 、悲嘆から 感 f へ、 あまり 今日 一 
日の藏私の目まぐるしさに老伯の心身は綿のゃゥに 
つかれ 切つ た。 が m 餡 4、 感激とは、 ひしひしと、 
人生 Q あらゆる 試 紱 にたえ て * た 彼の spfc 搖り 動か 



『ょし、 やらぅ 全 國民の 熱誠に 答へ るた めに ー一 J 
折し も、 C の * + 踉的な出來布に夢ではないか4鼸 
けつけてきた部下 (0 1同も'昝方面から询ほ、續々 
と 歡辦の 手 5： さし 仲べ られて ゐ るのを 知つ た。 
r 大平 生た VST % 頭 演說を やつて ゐ * すょ、 ッエ 
ッぺリンを再起せしめょつてね』 
r ^ rtf が お 小 遺を 使は ないで 寄附に きました ぜ J 



Ir 示した 一刹那で ある。. 

|£ けつけたッエッぺリンは、見ょ、累々と朮9合 
ふ 金 妬 片 、燒 けた だれ、 焦げつ くしで めち やめち や 
に 歪み 曲んだ R 體の淺 骸 、まだ 所々 に、 ぶす ぶす と 
m o-f てゐる 餘燼の 中を、 白髟の 頭を 垂れて 靜か に步 
みを 遝んだ 0 



ー言も語らない。だが、念に年を老つたことを感 
じ、 頭の 中は *!? しく亂 れ 、生涯 Q 希望の 消失を 知つ 
た ッェッペリンは、 默つて 踫 を かへ して、 停車場の 
方へ 戾つて ゆく。 

道々、！ の 人々 が、 見知らぬ 人々 が* ロ々 に 悼 
みを のべた。 慰めの 言葉を かけた。 が、 今は 丼に 人 
らな かつた。 

た 

フリ ー ド リツ ヒス ハ ー フェンに 歸 爻 つ くと そこに 



は、 やがて 記 ?% を 作っ て する 飛行船と •ツェ ッ 
ぺリン伯を迎へるための坎旌や綠門が、悲報を知っ 
て急に1辟づけられてゐたが、はがし忘れたか、ポ 
スターが雨にぬれて，風に吹かれてゐるのが一好佗 

しい。 

『 £ の琪 件は!^ 的で ある J この世の人とも思へぬ 
相貌で、 ツ H ッぺ リンは、 力の な い足どりを事務所 
へ 向けた。 r 構造に 缺點は ない。 が、 どんな 天氣に 
も飛べる。目的地にゆける性能れ飛行船 —— それ か 
ら何 4 速い ものだった 加 J 
恐ら''政府は買上げを中止しやぅ、もぅ按助 <(, 5*: 
めまい。 ここまで來て、紀棄せねぱならないのか。 

ツェッペリン 《、 暗！^ たる 氣持で * 車 務 所へ 4 入 
った。 

『C の ^$!から、もぅニ庞±飛行船が生れること (1 _ 



とほめ たたへ、 手づか ら T ; 鷲 動 章た 老们の 胸間に 
飾っ たので ある 0 
輝かし s 勝利、 

上は 桌帝か ら 、下、 民衆からの 誠 美、 湧き上る 俠 

按 i 

『 だが、 わしは これに：^ んじ てゐ ていいだら ぅか。 

レ や、 そんな 褀は R 心の 許さぬ こと だ」 

民衆は、 いっ MIk の髁を 呪 咀にか へる か 判らない 
の だ C 國民的 熱狂が 大きい ほど、 一朝 冷却し 去って 反 

かん &: , I 

くこと も ^ へられる っ 

『我々 は 困窮に 屈しな かった。 同じょぅに この 榮 # 
に^へ ては た r5 ぬ。 

IZ 叫 號の欠 敗は 明らかに、 飛行船 ♦か 天候に 對 す 
る 弱 點を 职配 した もの だ。 これを 改めな. ければ、 ^ 
め讯用には提供できなぃぢゃなぃか。 



我々 は 冷靜 -、謙揲に、技術の改良に努カーやラ 

ではない か』 

老 伯は、 新 # 社 貝を 集めて 熱诚を こめて 說い た。 
そして、 いょいょ « の飛行船時代へ*進 1, やぅと 
する の だ。 J 

第三章戰雲に靳る 

カィゼルの 招宴 

フリ r ドリ ッヒス ハ ー フェンの 工場では、 人々 は 
蟥の やぅに 働いた。 献 1 の 第 叫 號と同 一 ^ 五 號船は 
1九〇八年(明治四十ニ年)の弈に完成した。 

『同じ 作るなら、 全く 新 k 計で やつた みて は』 と I 

七 七 



常 朶から 五 萬、 十 萬と 經った 大口 も ぁる。 數日に 
して、 六 百 二十 餘离マ ークに 上った。 

r c の 金は 一 マ ークだ って 無駄に 使っ ちゃ W 民に 濟 
まぬ、再ぴ失艮をくりかへしては中譯がない.{ 

4政府と折衝して「飛行促進ッて-ッ.：リンル|ル金 
w W 法人」 を 設けた。 このぅち、 三百 萬！ •丨ク で 
フリードリッ、ヒフハーフエンに飛行船製作エ場を作 
り、 £ れを#社にして | ッユッぺリン飛行船製作有 
限 资任會 社 j を 組織した。 

勿論ッユッぺリンは社苌でぁるが、商務參與首コ 
ルスマン氏が人って取締役#長となった。こ0コル 
スマ； \氏の父は&ってッェッぺリンの不遇時瓜ァル 
i -1 ュ ー ム t , 無償に て 提供して くれた •へ ルゲ氏 で 
ある® 

また 往年の 倫敦 ヱヴ ケナー 博士 は、 撕交を結んで 



以來、ツェ，ぺリン0意中の人でぁったが、 *: .说と 
普及 0ため招#れて就任し、デ-:ゥルェ學博上が技 
術 部長の 椅 P にっ. S た。 

轉蝸 esr ここに 新ら しい 啦 1 {1 «; 成った。その上 

齡聪对 K «、 

『ぁれ丈け飛へば立派なものだ。新に第五胧船が出 
來たら購入ナることを約束しやぅ」と述べたし、ド 
ィツ技術 ^ 會では、技%最記メタルを贈朵してきた0 
いや、 もっと 輝かしい 光榮 は、 摩 私， ィゼル 自ら 
十一 H に フリ ー. トリ ク ヒス ■ハー フェンを. 訪閊 して 

いんけん 

親しく ツェッペリン ^ 引見し、 

『君は 世紀の 偉人 だ。 

愛 ^ 的 義務を なしとげる i 云ふ窜 d-y ら硬踐 し、 
梭範を 示して くれた。 獨逸國 民に 代 i て 朕は、 打の 
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した £ とは*伯の铕信 |: いょいょ商めた" 
そして>辂三猇船と共にニ百五十萬マークで陸¥ 
へ 引 波され、 直ちに 第 六 號の— ® 造が 進められた。 

『ゼ 1 {©新迆船でべルリンを訪問しやぅ』 

± 發 表して、 街 H 木け を 喰つ て 御機嫌の 惡い力 ィゼ 
ルに辦_した。 

その年の八月、で出¥^つたし乙第六號はプロぺヲ 
Qil ffilf に 新ら しい ヱ 夫— らして a た Q で、 もつ と 
十分試驗 5: したかつたが、氣の短いヵィゼルから矢 



5 いそ < 

の やうな 催促 だ。 



ょし 行かぅ。 

stf lt とべ ル リンへ 向つ て 出發 し、 途中 豫定の ビッ 
タ ...フェルド uglr ッ K ッ •ヘリンは、 船室に 立 
つて、 晴れの 首都 人り を 空中から、 微笑を 以て 熱狂 
する 市民に 答へ た。 








部で 云 ふ 人 も あった が、 彼は 
r ぃや、 第 四 號は炎 上 したが、 梢 造 的に 娜粒を 認め 
てゐな い C もし 觖點が ある i したら 飛行 中の 動力 學 
的の點だ。それは同じ本のを作つて、もつ士研究十 
べきで ある j 4 
とキ 張して、 疗ら試鼢七研究を茁ねやぅとしたの 
である。 

耵 月 二十 九日、 新造 第 四號は 、行 先き も告 けず、 
北方へ 向っ て 飛び出した。 

『きつと ベルリンへ 来る に 違 ひない j 
こ の 啾が 忽ち 棚って、 •へ ル リンでは、 氣 の速い 都 
# つ 子は、. テルべ. ル ホフ 飛行場へ i つてく る。 

夥しぃ群衆0なかには、何とカィゼル並びに皇后 
が、 皇子、 皇女を 伴つ て 臨場！ て ゐたの だ。 

ic ろが、 もう 來 るか、 來るか i 待って， 2 る 興 稍 



の紀 时 に、 

『ツェッぺリン飛行船《パック 7 ェルトから、引返 
した Ji の- Ml スが贫 た。 — 

『何 だ f もぅ 西 キロ. ほどな のに J 

『待ち：： 木け か』 

と、 不平たら たらで 人々 は 引 描げ て ゆく。 ヵィぜ 
ルの 御機嫌 も！ g る； 斜めだった。 X 
だが、 ツェッペリンに して みれば、 始めから、 ベ 
ル リン 訪問な どを 考 へて ゐな かった し、 多數の 人々 
が テンペルホフへ 待ちぅ けて ゐるこ とさえ 知らな か 
った。 

歸 途ガ ソリンが 缺乏 してゲ r ヒンゲ ンに降 下 し、 
その 際、， 梨の 木に 船 m を 打ちつ けて 破 执した が、 直. 
ちに修理して、翌日無茁歸還した。 

この相常、不安定な天候下に於て野外飛行の成功 



.し • C の 間 デル i ック海 相に # つてみ たが I 向氣乘 

5 せ ぬ樣子 だ J 

C れでは 、折角の 飛行船 も寶 0持ち腐れだ。そこ 
で3|ルスマン取締役はーつ0案を思ひっいた。 

ドィッ 飛 一打船航空輸遂#:! 略稱 デラ— グ I 
を 設立し、 との# 社から 飛行船を 註文し、 航空 船で 
fr 送祺 業を 行 ふと 云 ふので ある。 

勿論、 こんな 各 都市 間の 短. si £ ろで 飛行船で 定 
期航空をやっても營業はならぬが、何しろ全國1 
0ァィドールであるッエ，ぺリン飛|:船に、旅费さ 
へ 拂へば k れる is ふので、 人氣を 呼び、 各 都市の 
市長ニ十七_名が監査役となり、三百萬マークの新會 
社が 出妒た 。 

デ5丨グ0柱文で出來た衝被0放客用飛行船は、 
「ドイツ チラ ン ド」 猇 i 命名され、^ H 容棟一 萬 九 千 



三百 立方 メート 1 
たもので あった" 



百ニ十馬カの發動馊三蠆を使へ 



こ0#社は、デュセルドルフ市0郊外''コル*ハ 
ィムの 森林 近くに 格納庫が 設けられ、 一方、 ボ—デ 
ン湖上 0 浮 格納 床は® 止されて、 フリー ド y * ヒス 
ハ|フエンの野胼に繫留柱を律て、格納庫を設ける 
など、飛行船取极ひ技術も般 ^ してきた。 

かくして、 全 ド f ッ民 衆の 期待と、 新時代の 歡典 _ 
を浴びて、「飛行船時代來る」4新《紙は大々的 *!: 
報じ、 世# 0 眸は 、この E 船の 成果に 向けられて ゐ 
た。 

だが，幸運は長くっづくでぁらぅか。輝かしぃ航 
空 時代は やってきた であらう か。 

慘又慘 巨船の 最後 






V- L 






近代大都市の上空に浮ぷ銀 £0 パ.餘 7tJ L wr. は 人で 
裡れ 、サィレンは ©' , り、 國抹は ひるが へる。 

ヵィゼル《、ッエ*ぺリンを哀殴に招いて1夜の 
盛笈を張つた〇そして宮廷0露兹にヵィゼルと扪並. 
んで 立ち、 熱狂す る 首都の 市民の 歡呼に 答へ *. 。 
r 私は. s ま光榮 の 絕頂に わる。 ます ま 十 灾任の迸と 
た つたこ 4 ST S 免せ ずに おれな. S J 
と 彼は 雜つて ゐ る。 

さて*第六號は、 :. へルリンを时發じ緙途につ5た 
が* ビ .1 ルッ 丫ッヒ 附近まで くると、 新ら しい 銅带 
式 » 说裝瓰が衡れてブ 0 ぺラーが飛んだ。 

そして羽极が船骽を破って、ガスが现れ《じたの 
で、 G むな く 不時着した' 

『 また ェ fe ターデ f 7ゲンのニ©舞をゃるぢゃなぃ 

か j 



_ S 

誰も彼も、非常に心配して11|ロ問吹き荒れる突風 

の中で、空模様を眺めて修理をいそぐのでぁつた。 

しかし、幸なるかな、今庞は無事離陸して*フリ 
I ドリッ ヒス ハー フェンに 歸 りっく 事. が 出來た 。 

I 九 〇九年 は、 どうにか 成功の 記 錄 を 飾って ^ れ 
て 行った。 

デラ ーヴ 出現 

『さて、どうやら飛行船《虹如らしいが ！ ，』 

ッ H ッ ペリン 會社の 幹部では、 會社の « 忽に っい 
て相談をっづけた。 

『いか ■ -飛行船が1£;くても » 手が無くちや、ぁ.1.| 0 . 
建造ハ出來なぃんだ』 

「軍 の® 热は どうなん です J 

『今 0 と こ ろ、 陸軍は、 これ 以 k 浼赶 はな い やう： W 




「べ，迮こそ立派な成辂をぁげる飛れ船を引敁すぞ1 

ッエッぺリン#社で《必死となって，斯造船、第ニド 

ィッチランド號の榜：迭をいそいだ。 

「こう 車 故が つづく と、叉しても世間で飛行船に對 
する 信用が 無くなる から __ j 
r レ や-世間では 、もう 大分 飛行船 S . 性？ i K . っぃて 
疑問を抱いてゐるや0でナ。何しろ1年 !|11 に三狻も 
失〃 つたので ナら ねえ J 

r そうだら う。 だが 1 - 1— ッエ ッべ リンは、 相 變ら 
ぬ冷靜と、樂天的な態度で『我*はそ (73 ために，：：：！身 
で 技術を 疑つ ては なら ない」 

と一府研究に硏究を '(1- ねて、一九1|年三月三十 
日、 第 八 ^ n の 斬 造船が 生れた。 

悲邋の ド丫 ツェラン ド號 i 同型で、 全長 百 四十 八 
メ一トル、三孩の百ニ十馬カ發勦機を有してゐた、 



この飛れ船は’+九月末まで‘ーニ十叫にわたつて、 

飛行 L 、 一 0;失麥しかけた信用 4: 、潲くとり戾しか 
けた。 

が、何たる不幸、格納庳から引出ナとき、誤つて 
扉に 船 髀 を 打ち あてて 大破し、 遂に 解® の 己む & き 
に 至り、 デラー ゲ 钤社は、休業することになつてし 
まつた。 

繼纗か，中土か 

ギラーゲ钤社にとクては、まさに存亡の秋だつた0 
同時に ツェッペリン # 社に とつて、 何度 となく币役 
# 議が開 かれた。 

『我々は、慈再佴类でゃってゐるんぢゃたぃ。技術 
的に 澤山の 疑問の ある 飛行船を、 こ 0 際 斷念 した 方 
が、 よい 士考へ る J 



八 三 



ツェッペリン 伯が 十五 年の 心血を 膝いで きた 愛兒 
は、腿やかに育つてゆくことを、どんなに祈り期待 
L てわたで ぁらぅ か。 

嫩 るに 一九 1〇 年は、 ツェッペリンに とって、 再 
び 悲運と 失望の ^ i でぁった。 

階賞第ニ猇飛行船 I 元 0 L Z 五猇給 は、 この 年 
の 始めに ジー y . ン附 3at で 飛行 練習 中、 天候に 祟られ 
て 不時着し、 A Mf のために 眞 二つに 折れて し * つた** 

つづいて 七月には、 デラー ゲ含 社の 旅客 船 ドィツ 
チェ ランド 號は 、空© 初 旅に； i 福を ぅけて 出發 した 
が、！ s かに 天候が 惡くな り、 加 ふるに モータ ーは故 
障を生じ、强風に吹き上げられたので、已むなくガ 
スを拔 いて 阳下 した。 4 £ ろが篠っく雨が船特を重 
くし、 乘 具 K 必死 となつ て、 パラ ストを 捨て、 お 終 
ひには美しぃ客室内の椅子から机まで収外して投下 



して汴揚カを保たぅ4したけれども、遂に及ば户し 
て、 ハィ リブ バグの 山林 中に 落下して し 4 つた。 

幸 ひ、^!? に 死傷者は なかっ たが ■眞 * になった 
人々 は 生きた 心地 もな く、 樹木© 中に 粉 碎され て ゐ 
る 船體 0 下から 逼ひ 出した。 

デラ ーグ會社では、發端0失敗をとり戾すへく， 
さきにべ ル y ン 訪問に 成功した .^ヱ六號を購人し 
て、組配を長くし、第三のモーターをとりつけ、美 
集に バ ーザ ンパ L r ンの往 衝 に 成功した。 

「ぎ 先き が 5 い ぞ J 
と 喜んだ の も 束の間だった。 

十月 0 中頃、 デュ セルト ルフ格 nc - c - 、 皸 ® a 
の 誤りから だ 咒を 起して？？ 失して しまつた。 

しかし 乘り かけた 1 だ。 デュ ーグで は 直ちに 第 H 

o E b ^ ts A L Jfc 。 



「とにかく、今の4ころで、ド-ッには飛行船の友 
は 一人 も ft ない J i R ' I s #:; 論 银が 叫ぶ士 r たが、 ツ H 
，ペリン® 友は ゐるぞ J と 歡 k 派の 人々 が 答へ る。 
ri にかく、 我々 は 飛行船 そのものに、 尙 U 一抹の 不 
安を 免れない が、 ツ H ッ V リン その 人の 信念 i 、 熱 
に 對して は、 無限の 尊敬を 拂は ねばならぬ。 
そのぅちに、 もぅ 一狻 だけ 柱 文したい 士思 ふ」 
n — ルス マンが 決を 求めた 
C れには 誰も 不賛成を 唱 へたい。 

かくして 、ツェッペリン 第 十號シ ||ワ ペンランド 

谀が 建造され たので ある。 

偉な り 新造船 

シ -1 *7 ベン ランド 號は、 | 九 一一 年 六月 二十 六日 
に 竣工した もので、 全容 積 一 萬 七 千 八 百 立方 メ 1- 



ル、、爷畏 1'3' 四十メートル、發動搜《更に强ヵな&* 
で 合 at ：' 四百 三十 五 馬力に なった。 

そして デラ.- グ # 社では、 前の 苦い &獄に 鑑みて 
1 ^=:な地上操作 5: 安全にするため、デーデンォ11< 
に格納庫を設けて、ここから1航ナる £ 4にした。 

最も 苦手の 天候に っいては、 その 時代は 航空 氣* 
學の發 達して ゐなか ったから 高空の 模抜が すぐ 判ら 
ない。 それで、 夏の 比!： 的 天候に 惠れた を 遇ん 
で 就 «*, - した。 

かくて、 シユヮ ペンランド 號 は、 秒 二十 |メ1 
トルの 高速 力を 出した。 

「ニ 十 年 前 i ユ リーフ H ン將 軍に 約束した スビー ド 
が やつと 出せる やぅに なつた ぞ』 

ッエ， ペリンは、 素志が、 やつ i : 階 程に っいた 
£4 を 知った" 思へ ば 長 5 長い 苦闘の 歲月だ った。 



I •見込みの ない 事； を 繼 S する ことは、 市 業 家と し 
- C 1 ?へられねととだと思ふ」 

と酿 ^ に中止を、 "3 へる一派がぁづた。 

—1 しかし、 我々 は ツェッペリン と共に 進むべき ぢや 
なから うか、 打ち つづく ”¥にも、励播せぬ彼の信 
念、 車 故の. *? 低# に 對 しても、 慰めと 男 氣づ ける 彼 
の態度を思ふと、こ £ で我々は事業を打切るととは 
9做齡，に對して氣の毒で & ら£ 
ijg しう した 0 

—1 しかし !» [, 相峨は、技術上からみてどうでナかな、 
第ー性能が劣つてゐる。第ニに氣象に對して餘9に 
弱い、 第三に 地上の 取扱が 不便 だ。 今迄®* 故は 皆 
£ 0©因だ |_ 

「 或はそう だら う。 だが モ ー タ ーば 年々 改良され つ 
〇 あ％ v V - バ， ハ嫩 ±* は，1 3? .ことに强カで锉5 



八 四 

モ一タ 1 *: 1 ^して》る。間もなく性能を向上し、 
どんな天氣にも飛べるやぅになると思ひますがね。 
地上の 取扱 ひだって 耍す るに 熟^ bra ® ' c ' 、5^^ 
に飛行船を疑：ことは出來ないと確信しますょ」 
「しかし， 差し 當って 《* # 社は帘窠を中止ナべき 
だと 思 ふ。 經營上 から 見て — J 
r いや、 然し、 國防 と云ふ事を考へ5と、多少の饿 
牲 I っまり私の犧 &* を拂っても軍用飛行船を促進 
すべきが我々 (0 |?毡だと思ふね」 

事茂飛行船5性能は、次第に向上をみせてゎた。 
第一 胧には 一馬 力 二十 六 キログラム もした 重たい 十 
五 原 力の モータ l sr つけ、 辛 じて 二十 一 キロ メ ー ト 
ル© 速力だった。 それが ドィッチ エランド 躭で は、 
一馬 力 三 キロ >■/ ラムの 輕 さとな り。 七十 キロ メ ート 
ルの高速カを出すやぅになったではないか。 



カのぁる飛行船钇希望した。 

i 九 一四 年には、 L 三 號が出 来 上つ た。 これは ニ 
离ニ千 五 百 立方 メー トルの、 六 百 三十 馬力の 强 力な 
モータ ー で、 七十 キロの 速力を 出しぅる の だつ た。 
『これなら、 軍用と して 使へ るぞ』 

『そぅだ、 この間の 試驗飛 行 ぢや三 トンの ボ器 をつ 
んで 三千 メ ー トルまで 上昇した からな J と眾當 局 
も， 飛行船の 性能に ついて 確信を 抱いた。 

然 9、 その 時代、 ブレ リォ 單葉飛 行 機が、 英怫海 
峽三 十五 + 口を、 やつと 橫斷 したば かり、 僅か 二人 
乘の飛行機が、ニ、三時問飛ぶのが關の山だつた頃 
である。 

將來 の ととは 別と して、 今のところ、 锖敕カ や" 
W 續カで は、 飛行機は とうてい 飛行船に 及ばない！ 

これが、 航空 界の定 評で あつた。 しかも ョ ーロツ 



パは、泔土戰爭、バルヵン戰爭と打ちつづく戰火に 

不安と、危機は、ぢりぢりの圃際的に迫りつつある 
の だ。 

大戰 勃發す 

かくて、 ツ H ッぺ リン 飛行船は" 軍用と して 本格 
的に 採用され た。 

フリ 1 ド リツ ヒス ハ 1 フエンの 工場は、 日 ごとに 
船く ^? され、 リ •へ ブトの 音 •ハン マ— の； i びき •か、 

船^っにひびいた。 

ツェッペリン は、 旣に 、七十 七歲の 髙齡に 達して 
ねた 0 

もぅ 今は、^^ U た 道に あつた。 あの 苦し s 金策 
や、反對者との阏爭や、痹故に射4るぞ乂はない。 
ェッケ ナー 溥士 をは じめ、 彼を 信じ、 彼を 饿敬す 
八 七 



よくも、 ここまで 袖へ てきた もの だと 思 ふ。 

シユヮ ベン ランド 猇は翌 年へ かけて， 全く 無事故 
で ニ！ 01五十间の飛行に成功した。 

世人の 槪用 は、 •冉び 硬式 大 飛行船の 上に 戾って き 
た。この好成功に刺 ^ されて、デラーグは、ヴィク 
トリ： ノル ィゼ猇 、ハン ザ 猇 、ザクセン 號の 三隻を 加 
へた。 • 

ザクセン 猇は 、、パ— デンから ゥィンチまで 國際 
的大 飛行を 八 時間で 行って 「飛行船 C 勝利」 を 高ら 
かに^: げた。 

陸軍 當局 も、 この% 功に いたく 動かされた 。シ >1 
ワーべ ン ランド 號に 同型の 陸璀 Z 三 號船が 完成して 
引渡され るし、 海軍で も 長年の 反對 論を 引 込めて、 
N 型よりも 大きい L 一 號 を 註文した。 

L ー號 は、 ニ 萬 立方 メ ートルの界棟を持っもの 



八 六 

で、 試験飛行の とき、 フリ ー ドリ ッヒス •ハ ー フエ 
ンを出發して、へリゴランドの海軍基地を飛しヒへ 
ョハネス ター ルまで， 三十 四時 間の 維 練 飛行に 成功 
した。 

「ニ十四時間飛行の要氺に惱まされたのが、っいこ 
の 間でぁった のに i 」 

こ V 輝かしい 成功に もま だ 滿足 はでき なかっ た。 
1九ニ一年九月、もっと大きぃ1ニ號が出來上っ 
た。 範挪 デ 七メ ー トル、 ニ离七 千 立方 メ ー トガ 、全 
長 百 八十 メ ートルの百丸たもので、百八十馬カのモ 
1 ターを 四塞備 へてゐ た。 そして ゴンドラを 連結す 
る 通路を 船體内 に 設けたり、 特色の ぁる 梢 造を 有し 
てゎたので、 試験飛行のと きに、 水素が 爆發 したり 
v b いろ 困 1 も 伴っ た。 

1かし、海軍では長距離軍用として、もっ士料縝 



みに纪现して、1 « の飛行船を六週肋で完成する« 
に 達した。 

戰ひ の 第一 年、 九. I 五 年 C 大正 四 年) 末 ま 
でには、 次の やぅな _ の 軍用 船が 作られて ft る。 

抓 ^ ッェッぺリン第ニ〇猇から第四十號まで， 
廿隻に 及び、 陸軍 肌 第五 猇船か ら 十一 猇船 まで、 海 
東 第 四號から十ニ號給まで、まるで縻法使ひ0や5 
にあの封尤な飛行船生み出されたのである。 

これは、ただ技術の進步だけ©なし得た士ころで 
あら 5 か。 

否、 ッエ， ペリンの 偉大た 人格の 反映に 外なら な 
レ0ただ »| 家のために、國防のためにのみ、飛行鉛 
の眞價 e 發 # させょぅ と願ふポーデンゼ湖ザの巨人 

t た 

の 精神力が、 C の 著しい 進步 を ® らした ので ある。 



る 部下たち は、 ツエ プぺ リンの 心 、そのままの 心 
して 孜 々ととして 働いて ゐ る。 

しかも、 波は、 この 飛行船を 完成す るまで 金®、 
瓦斯、發動饯、把卿,，球朁の各部門にっいて、ド 
イッの 一流 # 社、 工場、 學 者たち と 協力して きた。 

グイ ムラ ー 、マイ バッハ C > F 發 動機 會社 ベルグの 
アルミ 二 ユ 1 ム# 社、 ノイ ハウゼン •クルップ 等々 
•:… 夥しい 協力者を 持つ てゐ る。 

この 協同、 この 一致、 それ こそ 劃時代的な ^ 明を 
完成# せた ので ある。 そこには 一片の 私心 もない。 
發明 にょつ て 利益を 求めょぅと ナる ので もない。 
r 國家 のた めの 飛行船、 國防 のために 必要な 航空 兵 
カとしての飛行船」だった。 

そこへ、突如として、夏空に湧く霭の峯が、崩れ 
落ちて 擴つた 、九 立と なつて 降りしきる やうに、 セ 



« 

ルビァの 一角、 サラェボで 射ち 放たれた 一 發 の ビス 
トルを齡圖に、 1 九ー四年八月、セルビァとオース 
ト リアは、 つづいて ロシアは、 ィギリスは、 フラン 
スは •ドィツを 中心として 潔々 たる 戰雲が 、舞 ひ 上 
つた® 

軍馬の いななき、 進軍 ラッパ、 砲 軍は きしり 、 C 
£: に| 1 5 «: ゼ艇 «; 、それから五年にゎたる長ぃ人類相 
剌の幕をぁけた0でぁつた。 

戰爭が起ると共に、陸軍飛行船《,直ちに出励し 

た。海軍し三號船《、批紀の空を飛んだ。 

『もつ と 速. S 、 もつ と髙く#る飛行船を作れ |_ 

軍 は、 ツ H *> ベ y ン會肚 を 银 K して 飛行 給の 建造 
S : いそがせた。 

「今こそ祖國のた》に_すべきだ」 

ツェッペリン 工場は、 M te ? 力を ぁげ、 勞® 力を 巧 







これが ッエ， ペリン 飛行船の ィギリス%- 土 空襲の 
最初の吼歡|!つた0それは旣にこの頃、物 3 の缺乏 
に苦しみ始めたドィッがィギリス本土を爆赞して、 
最も 獻歡たる戰 « で海上に孤立する島帝《の住民に 
與へ 、戰の 終結を 预ら そぅとした 手段で ぁつた。 

. 一九 一 四 年に tr ッ h ッぺ リン 飛行船は、 六 堪が 
* 海笨に 、四 堪 が 陸軍に， gss れてゐ たが、* if ギ 
>;■ ス 飛行隊 Q 激砥 で、 格納庫' V# 擊 されたり したの 
で、大切な飛行船を失ふことを恐れて、容易に丫ギ 
リス遠征 /^ 命钟を下さなかつた。 

しかし ?: の 日、 違に 決然 「ィ *キリス本土を対て」 
との命钕ー下’一^^は出動し’ノ —フォ— ”州を襲 
ひ、 ャー マスと キス グス リン 住宅街を 拜 かした ので 
ぁる 0 

初めて、 1 ^ が 心に 刻み こまれた 空中 ^: M の 幽鬼 





第三 篇世界 への 翼 



第 六 章大戰 中の ッ エツ 

ペリン 



□ ンドン空襲 

それは 一九 一五 年 ^ 正 四 年) 0 一 月 十九 日の 夜 

I 

のこと であつ た。 

外出 先き から 十一になる 長男を つれて、 1 ，グレ 
1 ト ■ヤー マス 市の 自宅へ 歸 りをぃ そいで ゐた セイ 
ヤ lis ふ 男は •眞暗 閉の 空に、 

r ご おー ん 、ご お一 ん j 



> W - « T に 唸る 普を きいた。 飛行機に しては、 ちと 
貫が 違 ふやう だ。 空を 仰いでも 何も 見ぇない 0 
「お父さん、 i いよう J 

不氣 味な 音に、 お-びぇ る 小 供を 抱へ る やうに して 
二人 切りの 靜 寂な 衝 W を ^ かれた やうに 走っ た。 

とたん、頭上からー (^ 、また1閃、何桌とも判ら 
ぬ艇犯した音がして、地上に物の碎ける響が耳を臛 

した。 

セィ ャ ー 親子の 船_は 、金屬 的な 物音と いろいろ 
と齡け落ちる破片でーぱいになつた。 

二人は 方向 も關は 十 逃げ走つ た。 

そつ 邊には m « もな く、 生き物は 小犬 一匹 もゐな 
かつた。 かう かう と 崩れ落ちる 锣は 、周 岡が 急激に 
吧說 5: 1 始め"この世の終りかと思つた。セィャー親 
子は 全く 生きた 心 持 もなかつ た。 



飛/ぐ ^ はパラストを折下して、ぐんぐんと商度をと 

つた。 

もぅ 飛行機は 追 ひついて こぬ。 

飛行船は 全速力で 菊 進した。 が、 遙か 彼方、 燈火 
を滅して聞に沈む首都ロン.ドンは、01型 9 ァーム1< 
河の 輝せ は 消すべく もな. s 'o 
r 來たぞ 、いょいょ、！ 一ン ドン だ j 

リナルッ大佐の邾は始めて、ほ £ ろびた0 

r 投氣 i 〒.一! 

大 11 ンドンは、恐啦のどん底だつ.た。臬區、北東 
郊外へは、烙彈ゎ雨と降つ广。胄際 0 戰果は、ゎづ 
かに 七 人を 殺—' 三十 五 人* 傷つけた にす ぎなかった 
が、!： 空 の飛行檄九蜜は空し<地上に舞ひ戾ってし 
4 ひ、 地上は 破 软 i 不安 4、 恐怖 c 中で 呻いた© で 
ある 0 



あ、、ナポレォン以來'外敵をー步も入れたいと 
誇る 大英 帝阈の 辦は、 -7 ェッぺリン飛行船の下に粉 
碎され 、首都 ロンドンは 降る 火の 雨を 浴びね ぱなら 
なかつ た 0 

「どぅだ0俺 0 持論は正しかったらぅ。^^で々 
くては、このやぅな敵阈の心配をつくことは出來ぬ 
の だ。 この 横！ f 力、 C 0 航糙カ ！ だが 俺 Ki だ 不 
滿足だ 。もっ. \;速 く、 もつ 士 高く、 もつ と遠くへ卞 
べる飛行船を瀑队傾らぅ』 

ツェッペリンは、 一旦 廢樓 した ボ一デ ン •セ 紀咐0 
別莊を 出て、 老齡に も 掏らず H 楊へ、 っめ 切っ た。 

次 月 九日の 朝だった。 

r 閣下です か、 こちらは 飛行 船隊 本部です が 』 
けたたま-<電話.-%りひびいた》 
「昨夜ハル市を* |^ 配しました0.4九猇をャ1ィ大 



的な姿は、たへない想惭と不安を與へた0 
第一回の空既 |± 、結果に於て僅か四名ゲ殺し、十 
六 名を！! げたに すぎなかった が， ノーフ オーク 州 一 
帶に起った恐1は非常なものだった。 

っ5-いて東海岸は、^^飛行船來るの不安に脅か 
された のであった が > 天 候は ツェッペリンに 幸せず 
ニ® が して、 新造に 追は れ 、本格的 10 空襲は決 
行され なかっ た。 

しかし、 春が 再び 把 海 K 戾って くろ •と、 銀の 巨鯨 
およ- 
は 泳ぎは じめ た。 

L 九號は R 月 十 タィン サィン 卜 市を 襲つ た。 

「是非 士も VI ン 'トンを 爆！^ したい。 イギリス 人の 心 
臟にメスをっきさしたレ』 

これが、 ツェッペリンの 念願だった。 

新造船は、 5夜を分たナェを念がれた。陸眾飛行 



船 LZ 三 八猇 は、 リナ ルッ 大佐 指揮して 一路 ロンド 
ンへ一 った。 

しかし葙と逆ル-のたみ、 サゥス H ン ドの 上空まで 
きて 1!? 此す外なかった。 . 

「汝 、ィギリス 人ょ、 われらは 旣に來 た ぞ 。又* す 
ぐ やって くるぞ 。お前 等は 殺された S のか、 それ 4 
iii sst したい か、 ドィッ 飛行 a& J i 靑紛 筆で ノ- ト 
に *' きな ぐっ て 投下した。 

リナルッ大佐は淺念でならなかった。 

五月三十1日、晴れた夜空を縫って、ロンドンへ 

ロンドンへ向つた。 

『飛行 镯でナ "、船長 j 

それは 勇ましく 駔 け 上っ てきた 英阈防 空飛 行 ^: 0 
ム 1y ック中 尉だつた。 
r 關ふ攻 、高度を i って 振りは なせ ッ j 



0 公 熵を始 めやぅとして /3 るときだった。初冬の空 
氣を樂 んで 人々 が 街頭に 溢れて ゐ ると き、 不氣 味な 
サ V レンの 唸り、 『空襲！ 空襲！」 

人々は第を亂して地下镦へ潜りこ 4 ぅとするとき 
ょり ?- く、 潆々 たる 煙、 ライ •シ —ユ ーム 座は 眞ニ 
つと なり、 十七 人は 粉々 となつ て慘 死し、 二十 一名 
が 傷き、 ストランド 座では 四 人が 絕 命し 十五 人が 傷 
い た。 

U ン ドン •インの 美しい 古代 硝子 窓は、 無慘に 打 
くだかれ、 ハットン •ガー デンから ファ リントン 路 
へ かけ I 帶に は、 空 魔の 荒 狂った 跡が 淺 ってゐ る。 

, これ ぞブ レイト ハゥ ッ •ト大 マシ イ 大佐ら の I 
一 五 號 、十 I 號 ，十六 拢の大 船隊の 振った 猛威 だっ 
た。 

ロンドンのみでなく、ブロ1クンスパ1ン、ハッ 



トフ イルト 、ソ 1 ンク リフ 、へ イス、 タン ブ リッチ、 

ヴィク レ ーなど の 都市 も、 それぞれ 大 なり 小な りの 
被害を見、吞九十九名の死偈者を出し、ッヱッぺリ 

I * • <6 

ン禍 は、 いょいょず ギリス 國民の 心を 曙く させた。 

しかし、 ロンドン 市の 防空 も 次第に 充 W し、 髙射 
砲 や 探 照 燈が 、しきりと 巨餘を 狙 ひは じめ た。 

一九 一六 年 (大 W 五 年〕 になつ て 一月 三十 一日、 
L 十一、 十三、 十四、 十五、 十六、 十七、 十九、 ニ 
o の 八隻 から 成る 大船 吹が、 fv クボ P- グとブ レ 
トン. オン •トレント 0 雨 市に 猛 11 を 浴 也た のを 姣 
後に、今迄のやぅな空爆を行へなくなつてきた。- 
このと きも ゥット •：！ ゥヴ M 中佐の 一九 號は 、高 
射 砲の 一彈を あびて 船® を 破 規し 、北海に 落下して 
しまつた。 

來合せ た ト 11 丨ル船 に 救助を 求めた が、 

九* 



.佐 指揮し、 多大 0 拟害を與へましたが、し2三十七 
號は 、ベ パ ギ ー 海岸で 英阈 の哨戚 1 g のために « 墜さ 
れま した J と 報 吿だ。 • 
さつと ツェッペリンの 餚は 登つた。 

一事“ 飛行船 も 彼に とって は 免 兒にひ としい。 
r 今にみ ろ" やつつ ける そ』 . 

彼は 工場 に 命じて、 蛊夜兼 1 rn T L l 〇、 ll、i 
ニ、！ 一二の W 隻の 阀 隻の 空中 檻 隊を ととのへ て ロン 
ドン窣 襲を 行は しめた。 

.だが 天候と ィギリス gg 窮が < D < ために •ロンド 
ン に 達した のみであった C フェ f ェル ブット ラァ中 
尉の 指揮した 十二 猇と 、パテ ガゾン 少佐の 十三 號船 
は、 敵 砲火の ため 燒失 してし まった。 
r 俺は ば 古れ ない ぞ ！ j 

ツェてへリンは今；精カを灿倒した。八月十七111、 



遂に L 10、 | 1、 一四 號が tf ンドン に 邮 つて、 ゥ 
エンク大尉の十號船は美事ロンドン市の中心に達し 
了ンィ大佐の十|猇も郊外附近一帶を紹 » , < , し、ロン 
ドンは、 火の 海と 化し、 慘麽 たる 光景を 呈 したので 
ある。 

「この 機を 逃すな J 

と 追 ひぅちに、 九月 七、 八兩 日には" マシ ィガだ 
が 歷戰の 乎 練を 以て、 百 七 卜 一名の 死傷者は 街頭 
に累々と橫たはり、ロンドン市民は船れ落つる家の 
下で、 生きた 心地 もな く、 防空 9 不備を 訴へ 、恐怖 
の 中に蠢 めかし める に 至っ た」 

ッ H ッぺ リン 空貌！ それは ロンドン 市民に とつ 
て 夢魔であった。 

十月 T - 二日の 黄 香 時、* つた 夕 空は まだ そんなに 
浃く ない とろ、 倫敦の ラィ シエー ム座が 「女の j 



逖攻した©でぁる。しかしィギリス側の防空陣も罄 

傭. され、 必死 i 照らす 探 空 ®? の 十字 照射を 5 けて、 
シユ， テ •ランッ 8-0十1猇は、エンフ<ルド阶趣 
で、 防空 飛行 陕の o ビンス 中尉の 飛行機 GB ^ をぅ 
け、 忽ち 巨船は 炎々 と燃ぇ上り，ヵフレィ0野に墜 
落し* ッ H * ベ y ンとして最初に英本土内に ^? ®?: *: 
堪す悲運をぅけた。 

しかも、 それにつ いて、 扭ッエ *ぺリン，4三 = 猇 
は纪迆されたぱかクの處女航空をロンドンの空襲に 
向つたが、地上砲火に射ちまくられ、九月ニ十三日 
東海岸に 不時着して しまつた 。更に 二十 五日は 同じ 
a '/ .H ，ベ o ン L 三 ニ 猇 を、 ビル y -> イ附 近で，^^ 
されて し まった。 

もちろん、 この.間、0ンドンを始め、把把の都市 
は、數度の爆肥をぅけて死傷者を劣.數出してゐるが 



相っぐ飛行船の喪失はさ&きだに、材料不足に惱む 
ドイツに i つて 大きい 痛手 だつ た。 

十月 一日、 初秋の 晴れた空、 屋 M の 數 i で、 擴め 
る靜 かな 夜、 こんなと きは、 きつと ツェッペリンが 
來る と、 ロンドン 市民は 燈を捎 し、 聲 を；！ そめて 戰 
鞔恂々 としてして ゐた。 

果せる かな、 イギリス 人に とつて 恐ろしい 空 嗛 3 EV 
ハイン リツ ヒ •マ， シイ 大佐は、 常の 如く 一路 ロン 
ドンへ向ったが、防备砌九を避け 0 0 ハートフォー 
ド セー ァの上 空を、 左に 右に 迂航 しつつ， i : ttsf に 首 
都へ 迫って 行く。 

しかし、 地上， 〔花火と 探 雇 想 も、 街^ 一 に 目を 放 3 
ない。 

r 出直し だ。 練 起で もない サ ー チラ イト だ '— 

4マ •'シ イ 大佐は、 チ K スハン ト 附近へ 公 赋を投 



r 0& が 小さくて 乘 收容し 切れないから」 

と 見す てて 行つ た。 

W ゥゲ M 中佐ら は 「我等の 紀纪 が 來 £ と沈 み ゆ 
く 船！ S CO J : で、 報 街 瓶を 流し、 そのまま 纪划肥 1 r 
殉職を とげて しまつた。 

f 来には し十五號は、氣货に||桃1嫩が命中し 
て海上に落 1^ し、ブレィスハゥブト大佐以下乘貞は 
捕虜の 憂目を 見た ので ある。 
r ょし、 今に 仇 ビ打つてやるぞ」 

ッエ， ペリンは、 新ら しい 阶が co < ぁる M 行 船の 
達 遣に、 H 場を 獻ぽ した。 

陸海 坑常局 や、 阈民の 間から も、 
r ツェッペリン 飛行船は 何を して ゐるの だ 」 
r 天候と 高射砲には 敵は ない のか』 

占、喪はれた飛行船の堪數を齡へて、ッェ，ぺリ 



ン 飛行船の 無力を 非難す る もの も 現れて きた。 

この AJ ろ、 主に ゴー々 が 代つ て、 f ギリス 
を 空 d しはじめ、 相當の 成果を 收め 0 0 あつたから 
でも あらぅ。 

r 飛行船に 缺黏は ない。 もつ と、 もつ と 作らねば な 
らぬ j 

ツエ， ペリンは" もぅ餘 撕齡 をと り、 健康 も a く 
なか 0 たが、それでも屈しなかつた0 

鬼 船長の 最後 

一丸 M ハ 年 C 大正 五 $ 八月 二十四日、 W? 船 嫩紙 
の マッシィは、 老 伯の 決意に^! し、 再び 決然 ロン 
ドンを iS つた 0 

「大擧して ^ ^ せょ」との命令をぅけ、十六萑から 
成る ^ 飛行船 廉は 、更に 九月 二日 ロンドン こ 向つ C 



埯の權 化 だ J * 

あらゆる惡駡と、呪咀の言葉を老伯に向け始めた。 

中に も、 老伯の 心を 痛ました 穴 傅は 『ッ H ッ ペリ 
ン 柄は不完全で、商射砲に無カな飛行船をして、强 
ひて夺昶 ^ 行はせて、多數2同胞たる靑年¥人を彼 
の 名 嘥心の 犧牲 にして ゐるの だ」 七 云 ふ！！ n 葉だった。 

戰爭已 に 三年、 §： 面 盡く楚 歌、 その上、 阚内の 物 
齐、 食 糚は 窮迫して 阈圾 CO 心 も、 やや 士も すれば 動 
搖しは じめ るの •た。 

今 こそ、 波が 年来の 希 嗅で ある ニ ト隻の 大飛行 船 
隊を、ィ ¥* リスの頭上に送って、痛列^な猛爆辩を加 
へる こと だ。 

そのために、 新造船 L Z W 十八 猇以 下を 建造して 
わる 0 

軍當圮 にも 逸 言した。 



次第に 弱っ て ゆく 健康、 長い間の 苦鬪に 、身心と 
もに瘐れ切ってゐたが、病を柙七てべルリンへ也ぐ 
ために、 フリ— ドリ ツヒス ハ 1 フェンを 出發 した。 
昆送 りの 人々 の 中には、 

r いっに なれば、 英國を 叩き伏せられます か、 大空 
中 艦隊が 出來上 ります か j 

『一 H も 早く ツェッペリンの 威力を 見せて 下さい J 

r 飛行船は 1 して 天候に 無力な のです か』 

と、ツェヴぺリンのロから、安心の出來る返事を 

求めた。 

心持ち 蒼 £3な顏をデせ、&髮はぃょいょ粗になり 
めっきり 、老 <0 «? へを みせた ツ H ， ペリンは、 ただ 
一言 

r 搜く 待て j 

と 叫んだ のみであった。 

九九 



下して 歸 1 の途に ついた。 

が、 このと き、 こつ そり 飛び 上つ た ィギリスの 防 
空搜を i する テンべ スト 中尉は、 探 照 燈の 光りを 
すかして みると、 
r 見ぇる ぞ * 斌 私で ござん なれ j 

と H 船 Q - h 空に 迫つ た。 

ヤヴシ ィ 船長が 「 f 行！ g だッ j と氣の ついた とき 
はもぅ1かつた。 

タ 、タ r 、、 r、r o 

一直線に 巨大な船上を通過しつつ燒夷彈を射ちこ 
んだ。 

と、 焰が 一列に 走る。 支那 提灯の やうに 赤々 と內 
部から 炎上した。 

やがて 船首は 焰を 吐き出した。 火 だ。 ー團の 塊つ 
た 火 だ® 



九 八 

ミドルセックス 州 ホ ッタ ー •バ ー の 野に、 境け た 
だれた 金® 片とな つた。 珑敕の 中で マッシイ 大佐以 
下は 盡く殉 職して しまつた。 
r もつ と、 いい 飛行船が 出來 ぬか j 
『< ¥ リスを、 もつ と 空 典せ ない のか J 
再び 國民の 中から、 + ぅした 非账が 聞え てきた。 
また、 宣傳に 巧みな イギリスは、 ノ ー スタ リフ卿 
をして、 あらゆる 方法で、 ドイツは 人道 の 敵、 平和 
の 仇で あるかの 如く宣 傅せ しめた。 

日く 「ッェッペリン 飛行船は、 軍事施設に 何等の 
捎害 を與へ 得ない」 

日く 「ツェッペリンの 空襲の 犧牲 となつ たのは、 
無辜の 市民で ある。 か弱い 婦女子と 幼兒 のみで ある J 
日く 「ツェッペリン 伯は 人道の 敵 だ」 

日く r ツ h ッペ リンは 文明 人の 許すべからざる 悪 



丨丨ル 位まで 上； S； する やぅに して 顶きた い』 と 進： 一 K 

した。 

「ょし、 君の 希 si 以上の ものを 作らぅ J ッ K ッぺ y 
ンェ場は全機能を免ずして、改迆に改造を加へた® 
大戰末期に作られたし五九號《、仏擯六茁八千五 
百立方メートル-がカが八-白キロをこへゝ四离三千 
キログヲム (0 取歡カを持つやぅに'なり、九逢の發動 
a は 介 計 千 八 百 二十 馬力を 出し、 それ ?; そ、 空中 巨 
船の 名に 恥 ぢぬ ものに なつた ので ある。 

あいじ 

ツェッペリンの 爱兒 とも 云 ふべき、 ツェッペリン 
飛行船は、ー九10年までに砘缓‘た破壊 *- *£ ねて 
根氣 よく 七货を 作った ので あるが、 漸く ^ 運に患ま 
れてき た 一九 •一年には 三佐、 十二 年に 四隻 、十三 
年に七隹と次第に建造能カをぁげてきたのでぁる 
が- 大 Ki 中には、 全能力を 擧げて 建造され た ツエ ケ 



ぺリン飛行船は次のやぅに夥しい數に上つてゐる。 
一九 一四 年 ±5 
I 九 一 五 年 ニ 土 i 
一九 一六 年 ±1 
一九 一七 年 二十 三隻 
一九 一八 年六隻 

C . 八十 隻 tc 上る H 船 建迭 が、 物 资缺乏 に 苦しむ 
四面' ak l /) ド >- ッ國内 で 行は れた享 は、 一に ドィッ 
航空 技術の ® 秀 、ニに！！ 民の 意志の 强固に ょるので 
あるが、また他方、 ]-* 人ッエッぺリンの人格の反映 
でな <て 何で あら 5。 

祖 國に泰 せんと 

ia * i 、 戰 に 赴く ー 

老ひ たる ッ ユッべリン伯 £0 胸中には、若き日の普 



ああ、 動き 出した 汽 準の 車窓に 眺めた フリー ドリ 
，ヒス ハー フェンの 大 格納 斑、 とれが、 彼に とつて 
最後に 眺めた 生涯の 塒だ った。 

大戰 中の 發達 

C C で、 大戰 五ヶ 年に おける ツェッペリン 飛行 1 
©發 達に っいて 簡單に 述べて おこぅ。 

すべて戰爭は、武器の念 « な發達をとげさせるの 
であるが、 ツ ェッぺリン飛行船の私1デもまた著しい 
ものだった。 

I 九 一 五平には 出来た 陸： 4 用 乙冗三八猇から全く 
而 =1を1新し、三琛ニ千立方メートル (0 1;:;船とな6 
船坫は極《の流線耵化し、梭葉だった《晃は十宇型 
0 水平、 乖直の 1 *翼に改められて、空氣抵抗を少く 

し、速カは八卜+ 0 に4违するゃ- »> になった0 



梅軍用.-3ニ〇猇は、もつ士大きく = 萬六千立方メ 
|ト”で、1萬 ^ 千キ0グラムの齡 «? *? を持ち、上 
昇 力 もょ くな つた。 

一九 一六 年中に この 型の LZ が ニ隻、 L 型 四 隻が 
作られた。 けれども、 屡 立齡まされた海上の荒天に 
耐へるため，间年の終9には、し三〇號が、五离五 
千立方メートルの巨大さを持ち.-發勳機 4 ニ百四十 
馬力を 六 塞に 增し たので る。 

かくて 孩敕 力は ニ 萬 九 千 キログラム i なり、 四 千 
メートルの上空へ#られるやぅになつたし，秒速ニ 
十九 メー トル C 高-速力を 出 十 新銳 さ.， v ^ it した。 
1"しかし、 £ れだけで卜分ぢやないです』_ «| ;^ら 
歸った マッシィ 大佐は！ ！-敵の贼^<歡ゃ飛行搜も迆 
步し A したから ね。 續战 力を 全 浮揚 力の 六十 パー セ 
ント位にして、モ|々|0カ 5- 藉.9なくて，〇六千メ 



て、 級獨的 だつ た アメリヵを して、 聯合 軍 側へ 走ら 
せる 結果と なつた 0 である。 

果して，ツヱッぺリンの飛行船空襲は、非人道的 
だつたらぅか、非 *!: 明だつたらぅか。 

戰 爭學說 0 大家' ン a ン .フィシャー將軍で 5 へ、 
「最 なる 攻擊手 段を 以て 敵を 最短 時間に 征服 
するとと 《、 む L ろ 最少の 犧牲* ; * するのみなる點 
からみて、 人間的で ある」 と 云つてゐる。 

しょ せん、 戦 爭は 殺戮 i fr 壊で ある。 然らぱ 、假 
借なき手段を以て、出來る限り速やかに歡ぽするこ 
i は 人道的で ある。 

一九； 六 年-ツェッペリンは 、この 持 1 S - 以て ホ 
ルゥ K ， ヒ首抓に 

「もつ と 飛行船 -^ボートを澤山配備して、 &', *? を 
して 貰は ねばならん、 そぅすれば 今年 中に ィギリス 



，を參 らすこ とが 出來る J と、 申 言した。 

が、 ホル ゥェット-首相は、 あまり 飛 0 の價俯 を 
信じて ゐなか った。 

「しかし、飛行船の1造費は、^^の_に*むので 

ねぇ』 

と、 餘り氣 が 進まぬ や 5 で. あつた。 
r 大髀 、あなたが、 對英也 擊にブ レ ーキをか «- るや 
ぅな もの だ」 

と ツェッペリン 伯 も、 屈して ゐな かつた 。こんな 
事が あって、 二人の 間 は、 拙 5 ものに なった と 云は 
れてゐ る 0 

戰爭が長びき、»內の窮乏が5|壓を加へてくると 
國内 政治に％、 いろ. s ろと 動 搖を 生じた。 一部に 敗 
戰キ義の社會书義の一派が喏蹭し、政治機關は、幾 
多® 影響を ぅけた。 

lo 三 



. I 

佛 id 爭 ss ^ か 蘇って きた。 

いまは、 現役を 退き、 飛行船 事業から も 一 ■旦は 隊 
退して、 靜かな ボ ー デン 湖畔に 「间 顧錄 J の ペンを 
4 つてん 16 をた のしんで ゐたの でぁつ たが* 阈難に 
直 而— ては、 じつ として おれな かつた。 

-1 組 阈は美 しい、 献身に 憤す る 」と立ち上つて、直 
% に 政府の 要路に、 # 面を 差 k したので ぁつた。 

何でもい い， どんた つまらぬ 役目で もい いから、 
もぅ 1庞働かして頂きた5』と、申請した。 
しかー政府で巧この大發明采を老齡の^^を、 

• いかに阈 « と云へ，慟かすに忍ぴなかつた 。 . 

『迓方の功跹は、もぅ十分奉公の迓を擧げられてゐ 
る。 » かに、 £; の阚 0 英雉として御休萊下3ぃ』 
キ-答へたが、伯にしてみる <!: 、それでは1^ «?, 把だ 
0 た C 



一〇 二 

r いや、 私の 飛行船が どんなに 齡 职 i { て ゐ や 5 と" 
それは、 忠勇武 烈なる 陸海 5 ^人 の お 手柄で 十 
私は へ， 何も關 係して ゐる 仕^! «: ないから 全身、 全 
爾を傾 けて ffig に盡 したいと 思 ふので 十ょ J 
と、 飽くまで 努力を 氰つた 。 

そ 仁で彼は、再びッエッぺリンエ場0ために封|! 
4厭は卡孜々として、ボ割をすすめた0 
rc の 戰！ 'は、 勝ち抜かねば ならぬ 
祖國の 安全® ため、 祖 阈の m 瓶 t ために、 戰爭目 
檩を 確立して 遇 逝すべき だ j と說 き、 大 飛行船 艦隊 
tr 以て、 一擧に ィギリスを 粉 碎しや ぅと 欲した。 
r ッ エ * ペリンの や 5 ロは、 まるで 取* だ。 罪 もな 
い市氏を殺し、都市を%復デる文明の敵だ』 C - 
ぅ S つた 非難が、 巧み t 聯合 軍の t « z - h 手に 乘サら 
れて世 咩 屮 に 渦 まき、 «1 澳と同盟阈 (0 ィ -» リアをし 



支へ切れず、最も不幸な，最も滲澹たる結末が、民 
族の 上に ふ 5かかってくるに先ち，|九ー七年三月 
八日、 ペル リンに 於て、 S 人は 容 死した 0 である。 
あたかも この 日、 新ら たに 建造した ばかりの 飛行船 
が* 遒 -bf 飛行を 終へ て、 フ U1 ド リツ ヒス ハ ー フエ 
ンに歸 還し、 格納庫 中に 引き入れる や 否や、 一天 俄 
かに 搔き $ って 嵐が 來襲 した。 

南西烈 af は、 浪 2: 起こし、 風は 吼ぇて ，平和な 
ポ—デ ン湖 上、 山の やぅな 怒濤は 岸邊を 嚙んだ 。砂 
は 潆々 と 吹き あげられて、 天地は まさに、 暗 渙たる 
有樣 とだつた** 

この時刻、《るかべルリン 1 s： 舍 ^ぁって肺炎を 
病んで わた？^ 伯は、 一生の 意志 力 も 情熱 も、 死の 轉 
機には 耐へ られ なかった。 

M 人 逝く ー 



C の 悲報に 接した フリ— ドリ*' ヒス ハ ー フェンの 
ッ t ペリン 飛行船 製作 合资# 社では、 献^ t 上 高 
く 哀悼の 半旗を 撺げた 。 

しかし、 吹き荒れる 耽 風は、 この 旗竿を へし 折つ 
て’半旗をひょゥひょラと晦冥ハ天の彼知へ吹き飛 
ばして しまつた。 

C の 有樣 は、 聯合 軍の^- 齡 なる 非難 や， 國 民の 疑 
惑に 對 して 「暫 ■.、待て ッ J と珥 んだ 魂の 如く、 飛行 
船發達 の將來に對する撖&ともみぇた。 

だが、 こ® 世紀の ft 人す でに なし。 

カィ ぜル 故 伯爵の ために、 悼 問 使を その 客舍 
に 遣は し、 遣 骸を フリ ー ドリ ッ ヒス ハー フェンに 送 
るに 當つて は、 特別 仕 立の 列車を、 簪備 する ため 一 
ヶ聯隊 の 儀： a ^ s: 1 - 特につ けしめ た。 

かく. _獨逸全阑民は、ッェッぺリン伯0 2« ^1 を« 



ツェッペリン 伯 C 胸中には、 若 かりし 日から 培は 
れてきた政治的關心は、 £ の »? になつて1、決して 
ST へなかった C 

この祖阈が臨んでゐる運命の急淵に立つて、ぁ5 
L 日の 熱情は 燃え 上った。 そのために ツェッペリン 
伯ト 、政府とは 屢„ 意見が 鸯 立し、 摩 ^ を 生じた 0 
r 何たる こと だ C 

眞の 愛國 とは 何 だと 思つ てゐ厶 の だ ッ j 

彼はもぅ1度、べルリンへ *? ^て、政府とょく目 
務 し、 大 飛行船 政策を 遂行し やぅと して、 フ リート 
リッ ヒス ハ T フェンを 出發 したので ある。 
r よし、 政府が 飛行船よりも、 ゴータ が やつ 
た ロンドン 爆擊の 奴 果の 方を 重大視す るなら ば それ 
本よ い。 わしの 工場では、 もつ と 大きい、 强カな 壜 
窄鞔 が 出来て ゐるぞ j と北叟 笑む ので あつた 0 



1〇 四 

しかり、 ツェッペリン 伯は、 ひとり 飛行船の みに 
固執して ゐるの ではない 。彼の 股肱の 一人と も 云 ふ 
べき ドルニェ 博士ら にょって、 ベルリン 近くの スタ 

，少ンエ場で、六裹の發動機をっけた大型爆 «? 激0 
建迭に 着手して ゐ るの だっ た。 

不幸に して、 2 のツェ》ぺリン.スタ*ヶン-^ 
擊機 《、 w ンドン 空 典に 使 はれなかった が、 當時世 
界最大 . Q 爆 ^ 嫌だった 。これは ツェッペリンの 廣 い 
容 觐 的 性格の 表は れとみ る こ 4も «" %やぅ。 

巨人の 終焉 

ぁぁ、しかし世紀0巨人ツ*，ぺリンの胸中に抱 
かれてゐた大空中«隊も、大旅客"航空^も、まだ實 
現す るに 至らず、 祖國 ドィツが f の赫々 たる 勝利 
に比べて、 國内に おける 物奇 Q 窮迫と 人、 むの 



0 ンドン限空啦の强化と共に、.空壙部隊の被る拱害 
も 多くな C 、名船 長ズ トレ プ 少 te 以下、 新造 L 
七 0號を始め盡く矢ふ悲運に 3. へ#った。大败中ッ 
エッぺリンのロンドン空雜で與へた拟害は、死者五 
百 五十 七 与 ft 傷者 千* 百 五十八 名、 被害 高 百 五十 
ニ萬七千五百八卜五磅でぁった。しかー攻瞭にけ桢 
神 的に B ン ドン 市民 i - 英阈 民に 與へた 彩 審 tt 著 I 

い もので ぁつたの だ。 けれども， その 次に 來る もの 

そこに待つてゐたのは何でぁらぅか。悲しむべき 
fflg ® 屈服— I 九 一八 年 十一月 十一 日 午前 十一 時 
の 休 戰 喇叭は 誇 かな ドイツ 民族へ C 挽歌であった 多 
E te ッ H ッぺ リン 飛行船の 嗶送一 でも あった。 

破産 か 立直し か 



取 爭の終 熄は 、ツ H ッぺ リン 飛行船の 終焉で ぁっ 
たらぅ か 0 • 

否、 旣に ツェッペリン 伯は 逝いて 再び 見 ゆるに 由 
もない が、 その 偉大なる 心を 心と ナる ェ！> ヶナ ー 博 
士以下は、ッェッぺリン飛行船をして、献沿 »?: に* 
ける使命を完遂せしめたことをここに附記しても 
決して 無駄で なから ぅ。 

「わし0飛行船は、决してそんな船地的なものでは 
たい。 今に 平和が 戾って きたら 必ナ飛 行 船で 交通を 
する 時代が 來 る。 

わしの飛行船はその役目を果ずのぢや』 

と、 晚 1 •の ツ K ッ V ';. ンは. S っも、 部下に 言って 
fc た。 • 
そ©迓志をっいで1九1九年(大正八年〕には、 
早く 4容稹ニ萬立方メートルのか切飛行船ボーデン 



み、盛大な-。_葬列の上空には、亡き伯の遺％たる超 
ツェッペリンが 数隻 堂々 榻隊を ととのへ て 翔つ た。 
葬儀場に 於て、 n ルス マン 取締役は、 

「こ の®; 步妞 M の 秋に 於て、 我々 は最 1 尊敬し 愛慕 
して巴まぬ中心を失つたのは誠に、痛恨に堪へない 
が、伯の亂去こそ，その生前0偉業£我々 |!1 淺丨 * 
我々に完遂せょとの無言の« «? でぁつた。，| 

と 叫び、 數萬の 舞 .'# 者を 感激 させた。 

それ t . 僉社は 、故人の 親友で ぁつた H， ヶナー 博 
士が社 長と なり、 フリ ー ドリ， ヒス ハ 1 フェンの 本 
工場の 外にボ ッタム 、シユ タア ケン、 フランク フル 
ト 、アン、 マ ィンの 三ヶ 所の 工場を 管理し、 餘カを 
ぁげて、飛行船の完成に 0 とめたのでぁる0 

されば、 一九 一八 年の 夏に 竣工した ッ H ， ペリン 
飛行 «& は、 し七十唬は、速カ、百三十メートルとな 



り、 發動櫬 は ニ 千 八十 馬力の 威容を そな へ， その 搽 
積能ヵは、全浮播カ0七十バーセントに達し、四十 
四トンをつみぅる、容穣五萬立方メートルの互船釔 
製作した ので ぁる。 

そして 伯の 死後 •ぁたかも この 巨ん 0 志を 繼ぐ办 
©如く、 數隻の ッ H " •へ ノン船陕は屢立ロンドンを 
空礼して猛咸を振つた。 

それは 全く 新ら しい® 術で、 日の ^ れるこ ろ 五六 
千メ ー トルの * 空を 保つ て 侵入し、 發動機 t 停めて 
夜に入るのを待つてゐる。 

やがて、夜になつて敵飛10の活動が出來ない 〇 
を 見す ませ、 突如 舞 ひ 下つ て 强襲を 浴びせる の だ 0 
この「無音の空1」で 11 ンドンの脤華惮ビヵデリー 
は 一舉に して 死の 巷と 化し、 戒は劇 51 を堪昨 され. K 
多敗の死1を出 5 せた。けれども大钱末明ごろ、 



«ここ に 消 蜮 してし 4ふ外ない0でぁつた。 
『巳むを得ん、一切を放棄する外ないのだ』 

工 ，ヶ ナ—博 は、ぁりし日*爾汝の交りを||んだ 
ツェッペリンの 戤に對 して、 申 if のない 苦痛で、 め 
っきり と 白 髮增 ぇた やぅ だ。 

そこへ ちょぅ ど、 /* メリ 力から 、' li lti- 金の 代りに 
欲しくて ならぬ 大飛行 船を 作つ て 引渡せと 注文して 
きた。 

再び フリ ー ドリ ヶヒ スハ— フェン 工場には、 久し 
ぶりの 鎚の 音、 ハン マ 1©發きが、活潑に闭こぇて 
きた。 

.「 だが 钱念で すな、 折角 作った ものを、 そっく りァ 
，リヵに 吳れて やる のは J 

「いや、 そ うぢ やない J エッケ ナ—の 胸中には、 
全く 別な、 もつ と 大き ，&考へが浮んでゐた。 



「ニ十五年 (〇 |驗と知識を以て、«現しぅる唯ー0 
機# なの だ。 これを 一っ 作ったら、 我々 は 必ず、 未 
來 の 飛行 鉛を 完财 じぅる£ 

と、 遂に 一九二 四 年. に 至って 休戰後 最初 QLZ 百 
二十 六猇を 完成した。 そ. れ 寸純梓0*亦輸送用であ 
り、 十月には エッヶ ナ ー 博士 自ら 搭乘 し、 レ ー マン 
船長 以下と 共に、 大 一 ^ 洋を 六十 六 時間で 押 渡り、 七 
千 八 百 三十 キロ メート ; t を翔砘 して、 十五 日の 朝、 
_|<丨„丨ク市上に現《れるや、全米國民《、狂喜 
して これを 迦へ た。 

が、 もつ と* んだ 0 は H ， ヶナー であっ た。 
r これで 故人の 遺志を つ. s で ゆける ぞ 。今度は ドィ 
ツ©飛行船を作るんだ』.、技献に誤りなかった (: 
4 を證 明し 得た 大飛 行 1C 、 彼は 始 3 て# 心の 笑を も 
らした。 



ゼ ー號を究成して、7リ|トリ5- 1 : ス.ハ 1 7 >{ン 

から、 ペル リンまで 六 百 五 +ロの定期紀空を開始し 
次で 姉妹 船 / ル トス テ ルン 猇 を 製作. yi りか かり、 
平和的交通に ^ り出そぅとした。 

彳 だめ 

r 大 * で */ ッ、何もかも欧目ですぞッ』 

氣遣は れてゐ た ヴェル サ f ユ 乃 講和 钤滴が 調 ば さ 
れて みると" 思つ た 以上 聯 11 ： が ド f ッの 兵力と 經 
濟カ を喷 底 的に 叩きのめそぅ i かかつ てきた。 

米 奂は 「人道 キ義 J の 名に かくれて、 ド V - ッ航® 
力の 一切を 沒收 し、 禁止した ので ある。 

/■ああ、老伯がこの ^? 樣を地下から見て、どんなに 
噗き悲 しんで おられる だら うか J 
『全く だ J H ッケ ーナ 博士は、 啤慨 深く # 兒にも ひ 
としい 飛行船を 引渡す 書類に 目を通して ゐ た。 

暗 (11: $^86の1部として、ボーデンゼー號とノ：^ド 



IO 八 

ステルン 猇は 、伊太利と フランスへ ^? ^ してし まへ 
ば、 もう フリ I ド リツ ヒス ハ ー フェンの 允！^ は、 
がらんと した 空で ある。 

|*ああ、いつの日、こごにまた飛行船を *5? めること 
が 出來 やう j 

と、萬感こもごも至る淋しさと、 «? 傲とに、ェッ 
ヶナ ー博士以下の、^ ^,, は、焓するに餘りがあつた0 
淺る箪 用船は、 聯合璀 に 引渡される 前に#！! して 
しまつた 。全 ド f ツは そのころ、 勒が と、 窮乏との 
m の眞只 中に あつた。 

•大戰 中 あの 赫 々た. る 功績を たてた ツェッペリン 飛 
行 船を、 國 民の 睢もが 志れ やうと して ゐる C 
もう、ツェッぺリン#社は%惠し、分散してしま 
ふ外なかつた〇あ0巨人が、半生を捧げて、入間の. 
達しうる 最大の 苦惱 士戰 つて、 獲ち 得た 文明の 光 D 



私が ドィツ 阈民に 向つ て 呼びかけた 結果、 諸君は、 
K f ツの H 業と 精神を 生かし、 ぅる ことで あらぅ こ 

と ?: !』 

と 呼びかけた。 

誇るツエ伯號 

エッケ ナ丨© 呌びに 、國 民は 立つ た。 
網乏不安のどん底にぁって、尙ほ1片 <0 パンを節 
L 、 一着の 衣を® して 集つ た 「ヒン デン ブ i ゲ . H 
，ヶナー.寄把<11は四百莴，1クをこへた。 

再びエ場は息吹きをとりもどし、1ヶ年妓髙0技 
術 i 、 靖 神を こめて、 Lz 1. ニ 七猇が 完成した。 

C れぞ 「ツェッペリン 怊爵」 猇で ある。 それは、 
全長ニ百三十五メートル、直後 =' 十メートル.、十ニ 
莴五千 立方 メ ー トルの ^船で， °. サンゼルス號ょ5 



もつ と- H.SO 

マィ パッハ 五： 白 五十 馬力 5： 五 昼 据ぇつ け、 面白い 
ことは、 燃 料 はプ & パン •ガスを 使つ たこと だ。 

長跎離を飛ぶとき、ガソリンだ41つてくるにつ 
れ '船 體が輕 くな つて、 釣合 ひが とれな くた る。 そ 
のため大切なガスを放出せねぱならぬことになる。 
そこで 空氣 と同じ比重0プ 〇 パン.ガスを使ふなら 
ば、滅つた丈はタンクに窄氣を人れておけぱ、全ぽ 
の目方に增 * がたいので、長距離飛行に付きもつて 
こい である。 

その上、ゲヲーフ.ツエツべリン號は、始めて作 
られた 「浮べる ホテル J i も 云 ふべき、 空の 大 商船 
なの だ e , 
m 对なゴ ンドラ には、 船長室 や、 換縱 室に つづい 
て、中央の廊下を#んで、ニ十人の旅客を收容す * 



ツ エツぺリンを救へ 

r ぁぁ， 飛行船が 飛んで きた ッ j 
T ッ H ッぺ y V だ、 久しぶ 9だなァ」 

L Z 一 ニ 六 號 (後： メメ y * で、 0 . サン ぜル ス號 i 
gkf . 船 5 が、 ア メリ* へ 飛ぶべく、 •へ ル リン 市上に 現 
れた とき、全市民は局上4云はヤ、悄路と云は太 
一 ぱいの 人出 だつ た。 

『淺へ|だッあれをむざむざァメリヵに引谏すのは」 
誰れの胸にもこの%:想が湧いた。 11 鯨を見送る目 
には 61?: 齡が浮ぶ。ッエッぺリン飛行船は、1ッエッ 
ペリン 個人の 遺 流で あらう か、 一 # 社の 存亡' 2 關す 
る 嘈 業 であらう か。 

い かに 敗戰 後に 闲窮 して ゐや うと、 誇り高い 民 埃 

は、 この 忡紀 の發 明を 昆殺 しにしても いいの だら う 



「ツェッぺリン飛|!船は全ドィツ€ものだ。ドィツ 
民挨の もの だ』 
r ツェッペリンを 救へ j 
ドィツ人の ための 新 飛行船を 作れ j 
大學 生から、 勤 人から、 兵士から 、街頭から、 新 
聞から、 こぅした 叫びが、 次第に 高まつ て 行つ た。 
ェッケ ナー 博士は、 また 自ら 民衆に 呼びかけた。 
もし 今日の ド V - ソ國民 にして、 ツェッペリン 伯の 
遺業を 廢絕 させるなら ば、 それ こそ ド f ツ民 族の 生 
存の 意志と 將來の 確信に 對す る單な る 無知と 貧 21 を 
示す ことになる であらぅ。 

われわれは 光 榮ある 民族で ある ことを 欲し 且つ 生 
き、 そして 將來を 伯ず る ものである。 

然 り、 私は 確く 信卞 る。 






險飛， TX- でぁっ た。 

今度の 飛行は、 各 阀から の！^ 贄者む旅齐にして、 
ほんとぅの 空中 放 行を樂 みつつ、 ゆつ たりと した 客 
室から、地上の大觀をほしい*まにして肥んでゆく 
の だ。 

ゎが阈からも、朝 « 新聞社 0 把野、 @. 日新聞社の 
«1 地兩記者をはじめ、太平洋橫斷のときは瓶5^の草 
鹿 少佐、 藤 古 少佐が 齡那ん で 行った ので ぁる。 

そして、 まだ 何人も 飛ばな かつた シベリアの 
や， 北太平洋 を 飛 •ひ、 世 祝 ~周111憨千五百キ3メー 
トルを 三 段 飛びに して、 たつた 二十 一日 七 時間 三十 
11 i 分で 飛び 切った。 

世界¥廻りの新レコードでもぁつた。 

出發點 ときめた 紐 育の レ 1クハーストから、 ;\ 
月 七日に 出發 して、 五十 五 昨 間 二十 六 分に ドィッへ 



十 塞が ぁる。 

ガラス 張 9の 展 58あは、大サロンで空中の佳要を 
L たためる 二十世紀の 旅人に、 脚下の 風 私^樂 しま 
せる。 

.豪華な阀度、淸楚 &. 便利極まる設備，これが空を 
飛ぶのかと疑はれるほど美窜なものでぁった。 

ユ 7 ヶナ l tfK 士 は、 

r 我々 は 將來 こ0 大空 中 商船 M S : 1 - 作らねば ならぬ。 
そのために、 三年 五 年では 養成で きぬ。 飛 11 ；： 私の 船 
畏を澤 LU ' 作って ぉく 必要が ぁる。 

と 力 說—^ レ 1マン3フレ£ンケ、フオン.シ 9 
1 などの 船長を、 いつも 乘せて 行つ ■た。 

後 H H 5 柏へ 來た i き、 

r お 國® 諺で、 「船頭 多ければ 船 山へ 上る 」とぃ ひま 
十。だから£の商船、ぃっも空 |: 飛ぶです』と冗談 



ニ 11 

を 一 K つて わた。 

3 て、 一九二 八 年 (昭和 三年) 完 1 § L U た。 直ちに 

全國民の輿望を一つて訪米への喝女航空に上った。 

この 飛行は 途中 暴風雨に 遒ひ M ' kt 極めた が、 盛ん 
• Ai J :- へ 
たる かな. 百 十一 時間 五分の 快 翔を つづけて、 フ U 

1 ド y ， t スハ 1 フェンと、- 1 ユ ml ク^-外 レ— ク 

ハー スとの 間， •九 千 六 百キ： 一を 飛び 切 & 旅客 |同は 

大元氣で、世紀の旅行を語るのでぁつた。 

世界一周の 成功 

ッ ェッぺリン伯猇は、1九ニ九年(昭和四年)い 
i v > ょ、 世执 一周に 上る ことと なつた。 

いままで、 航空 捜の 世 祝 一周と 云へ ば、 一九二 三 
年に、 アメリヵ 陸軍の 飛行機 か、 六 ヶ月を 費して 辛 
じて 飛んだ ばか 6でぁる。しかも七れは、 一 O CO H 



郵便物 

货 物 

世界 各地葙 陸 M 數 

.平、 大西 m - 橫斷 = 三0となつてゐる。ドィツと南米 
•ハ— ナン ブ コ M を 往航 七 一時 五 一 分、 歸航八 六 時間 
の平均飛行時間を以て’僅かニ一:爪發を^撕した以 
外は、 一ヶ月 三 航空を 翔 te した。 さて 一方 新造 さ 
れ たヒン デン ブル.々 猇は、世猓1の 111 組でぁり、全 
長 二百 四 十八 メー トル、 令 高 w 十四 メー トル 七 00 
砭 大直 四十 I メ — トルと！ K ふ 巨大 さで、 ガ K 容枝 
«、 ツェッペリン 伯% の 七剌も 多く， ニ +茁 立方 メ 
1トルで、旅客七トン、化物十ニトンをのせ、全浮 
构カは ニ 百 十四 トン K 及んで ゐた。 

スビ ー r は、 一段 と早<、千ニ百屙 *1 のディビル 
エン r ノ 乙0ド六型-:-六氣铕；>彻のものを四麋齡 {5 6 



し、 旅客 室は ツェッペリン 伯胧の 倍 となつ て ニ 十五 
ヶ五 十人乘 りに なつて ゐた。 

昭和 十一 年 三月 fH して 以来、 南米へ、 北米へ i 
圮期 航空に 從事 して、 ® 其 Q 收入 ？百萬刖、郅便 1? 
物五西七十珣圆と云ふ奠大な收乂 5: ぁげて、航，空船 
が定期航孩に、いかに有利でぁるかをあ齡したので 
ある。 « 

不幸， その® 年 私、 北米への 第 I 河 飛行の 際、 滯 
電のために墩疵燒失してしまつて’これにつづく乙 
1 三 0 號 「ツェッペリン 伯 坑ニ號 」も歡起中ばに箔 
ニ次大 戰の勃 發に # ひ、 遂に ツェッペリン 飛行 ) © の 
雄洛は再び大空に仰ぐ由もなくなつた。 

砭 近に おける、 飛行機の 著しい 配 步 、特に 技 載 力 
が 增 加し、 航耥カ が 仲び たので、 飛行船の 唯一の 强 
味としたところを寒はれるに至り、取用としての飛 

Ms 



ニ 七 四 五® 
ニ0ニ1® 

问、 赤道橫 斷 ニ六问。太 



» き、そ £ から、1萬千キロの%:着陸飛行をつづけ 
て 十九 日 浦 へつ いた。 

筑波の 彼方に 沈む^^ を浴びつ、、巨船をいま收 
め やぅ と-る沒ケ浦飛行船庳こそ’ぁのドィツ敗® 
罝に、 日本へ ?|? |!し备利贽格納庫なのだ。 

ツェッペリン 伯の 思 ひ 出のに じむ 船 庳たの だ。 い 
まは y rt ' l として、 わが 宵 民の 湧く がごと き歡迎 5: ぅ 
けつつ、 エッケ ナ ー博士は老ひたる双眸に紀«を浮 
ベて、 

^ ヮ：=こそ、故他阶の志 «: とぐる11:でぁる』 
と感激して語つた。か<て太平洋上の酞をつきロ. 
ザンゼ ル K 吳 陸して 1 一％ 二ユ 1 為つ たので 
ある。 

世 甩ー 岡 後、 ッ H ッぺ y •ン 伯眈 は、 南米への 定期 

航究路 ^^^-^々 ^ ^ ^^ ^ ^ ^ 、商業用として 



航空船 0 持っ强昧を十分に發揮した。 

C の 把 亦に 乘じて 、ツェッペリン # 社では、 更に 
B 大 & 、 LZ 一 ニ九號 rk ツ デン ブルダ」 猇 を 製作 
した。 

ツェッぺリン1ばは、1九=|ニ年末に、數々の大 
飛行を終つて、ー冬を ^ 入れのためにフリードリッ 
ヒス ハ-フェンの 格： S 庳に收 めた が、 ツェ ヴぺ リン 
妗社では次のやぅた.曲 £1 い敕宇を發先して、飛行船 
の 商 * 的 用途に ついて、 故% の 先見の明、 誤ら ざ*' 
しことを證明した。 

竣工 以來 一九 三 ニ 年中 
飛行一:數 ニ 九 o 回 五八 M 
飛行延 ff [> 離 五三 〇、 六 00 打 一八 ◦七 八 0 杆 
同時間 五、 三 六 九 時 一七 六 六 時 二十 分 
旅 ^ 輸送 數 七 四 九 五 人 r 二八 名 



行給は、もはや谏ヵの點からも，行 14 0 迎い點から 
も 無 rn M とな-、 飛行船は、 過去の* 物と なって し 
まつた。 

しかし r 航空 界の敌 速す るまで、 翼の ぁる 飛行機 
が 十分 役に立っ* で， 飛行船に ょって 國 民は 航空© 
m 耍 性を 示し、 國： 2における航空機の_カを示ナこ 
. i は 4 § K だ 」と說いたッエノ’ぺリン伯の釵智は、な 
ほ 生きて ゐ る。 

彼 ほどの 熱情と、 不屈の 精神と、 たへ ざる ^ 力が な 
かったら、 今：！： の ドィッ' 空 笊を W てぁげる 素地は 築 
かれて ゐなか ったに 違 ひない。 彼の 部下だった 技師 
から ドルニエの 如き、 布 名な 飛行機の 設計者 •も 生れ 
て ゐな かづたら う。 

ド -ッ窣軍を育て、築き上げた大きぃ4幹は、 «. 
+ 年 前から、 空を 飛' ふこ i に％ 胳神 を 打ち ?: んで生 



1^ . 一 - 

ニ 六 

涯を苦闘に捧げ盡して*|たッエ，ぺリン伯の功繽に 
外なら な. s < D - e fc £ o 



第一 篇發 明の 天才 

スツツ 力— 

『西部 戰 SfJ 一九 四 〇年 五月 二十 五日 

豫見 は、 フランス 人には 陸の、 S- •ギリス 人には 海 
の、「してドィッ人には I 空の 領域を そわ ぞれ與 

へたので ある ジャン •バゥル、 ベル ギィと フラ 

ンスの 領空を 飛んだ 今：！！ の 午後 ほど、 ジャン •バゥ 
ルの 此の 11 C： 葉に、 辛辣き わ まる ぼ 峨を覺 えた ことは 
なかった。 

この 狩人が、 およそ 百年 以上 も 昔、 ド f ツの没 治 
S 難 時代に 就いて 云つ 存 葉は、 いま 眞进 
として 甦って 來たの である。 わが 空軍は ニ 週 問以 



来 銀 冶 ^ の槌 のた ゆまざる 力を 以 つて 西部 軟秭へ 空 
襲を つづけて ゐ る。 

さあ、 ダン キルク だ。 今し も 先頭の！ g 隊 •か 

怒 _ の 如く 海岸の 此の 都 會へ殺 倒した。 われわれ も 
後れ じと 飛ぶ。 依 1 r 出發 常時の ままの 陣形 だ。 

港から 念いで 海上に 滑り出した 蛸 遂 1 が あった。 
丑堪、六«、先を爭つて通げまどふ弈子が、まるで 
金负 鉢の 中へ 突 込んだ 手に 探いて 右往充 往 する 金魚 
の やぅで ある。 先陣の K ッッ力 ( & 降下 爆 f 拽) が、 
Ai 初の 爆 1 を ゴロ リと 落した。 

この 日 ft 初の 哨 1がさつと立ち腿る。直接海に沿 
つた 船 ® の ある あたりで ある。 眞赤 な哦水 だ。 つづ 
いて ニケ、 埠頭を 掠めて 水に 落ち、 文字 汕り喷 上げ 
一聯そこらを渦と泡に化した。 

更に 一 卵、 これは 荷揭げ の 棧橋を ぅつて、 砂 壊と 
M 九 



® fii SN & 社」 こそ、 i たこの 锰鷲を生み疗てる塒と 
して、 ド <ッ國防の中心な0である〇 
しかし、この大#社が今2!あるまでに《、幾多の 
起伏 變 遒 が あり、 ユン * 1ス£身もまた苦岡 0 生涯 
を、 航空機の 改良 發速に 捽げ つくした ので ある。 

世界の航空機製造者には、天才的な问めきをみせ 
るメ * サ—シ ットや '學究 的な、 クロー ド. ド 
ル- Ml を 始 > t > 、 幾多の 俊才 も少 くない。 けれども 
ユンヵ 1 スの 如く、 事業家と して、 技術 家と して、 
製作者と して、 研究家と して、 八而玲 瑰、 行 xi c 
ろと して 可なら ざるな き 人物は ^ して 多くな . so 
また 彼の 生涯は、 常に ー步 進んで 改 fi i 、 甦 新へ 
の偉大な夢想家でぁると共に、その夢の惊大な實行 
家であった。 

一八 五 九 年 (皇紀 ニ 五一 九 年) であつ た。 



流れ 4 清い ヲィ ン 河に 沿つ て， ヲ >- ットと 呼ぶ 小 

都市が あった。 

小さな 地方 都市ながら、 溁々 とした® 突の 煙は 天 
に 吐き出され、 鐵道の 11 には、 いつも 山 ほど 荷物が 
枝まれ、街ゅく人々の顏にも话氣を呈してゐるので 
あった。 

ラ ィットは 、 H 業 都市と して、 平和な、 溆蒯 と1 
た 姿を みせて 早春の 陽光に 輝 いて ゐた。 

ニ月三日、フーゴー.ユン*1スは、 £ の都市 (0 
一機 業 家の 家庭に 生れた， である。 
r 可愛. si 坊ちゃん だ。 丈ん そぅですな j 
r ハ <、おかげさまで、惡敝つ兒で困りますのょ」 
母鞑《、嬸しそぅに、この偉大なる巨人の幼い日 
を、 慈愛に みちた 目で 眺め、 平和な 家庭が、 フーゴ 
1 の 健全な 發 育を 惠んで 行っ た。 



焰0渦とを格き上げる。1番に集中役下を綮つてゐ 
るの が 直線を 引いた やぅに 美しく 突出して わる 北の 

だしぬけに、パリパリと云ふ|.1雜と共に、シゥレ 
,ヌ水門の笊い閛扉が裂けた士思ふと、潮が搬って 
物 壤 、水 粑 で 貯水池が 奔流して きた。 同時に、 ラ. 
ク アト <. エタ ルゥ ズの ポンプ 裝 K がまる で ^ 氣樓 
の やぅに ひら 5 と 消ぇ去った。 

っづいて十离立方凇以上のガソリンをみた-してぁ 
った 大油棬 から、 メラ メラ ii るで 赤熱し 枪の穗 先 
のゃぅな炎が1條燃ぇ上った ,° , 
ダンキルクは咭 3 のごとき咕10なかに全く掩は 
れ去 つて fc た o 

ドィッ空軍の £1 スッッ-カ(念降下爆艰機}の恐る 

ベ* j 'il l-t 、 パ ウ = 1 ''> 浼：：リぃ ^ リ、 ';- .') . -1 : . » 者4して 



その 快速-^ 傲 欺と を 以て、 イギリス 本土へ 選出し つ 
つ あ- C •楔の^^ に、 つねにむ かれて わる® だ J 

—— これは、 ド 》ッが緒1における花々しい，：1:蘭 
戰科 席抟© 日の 一飛 行 少尉の 手記な ので ある。 

この花形スッッ*£そ、ドイッの誇るユンヵース 
肥 抗 把で あ り，その生み6親フーゴー.ユンヵース 
を. &ま趼り时でやぅとするのだ。 

幼にしてこのネ氣 

今の ® ひの 强 睇、 ユン 力— ス Q 强靼な 13 が どれ だ 
け、 ドイッ e 豚 利を 毋い たで あらぅ か。 

この 猛 K 0 生み 親. フ --ゴ I ユン 力— ス こそ、 
ドイッ 空軍© 建設に 對す る、 鮫 大功 勞者の 一人でな 
くて 何で あらぅ。 

デッソゥ市に -4:* ^ を有する「ユンヵース飛行 © 、 



r うん、 お父さんは お前の ために、 やれる だけ 高い 
學 校へ 上らせて あげやう。 その代り、 しっかり 勉强 
しなく ち やならん ぞ j 
「ハィ、 勉强い たします j 

『その 勉强も だ、 お前 一人が 賢くな つて、 立身し や 
うの 出世し やうとの と 云 ふ 小さな 考へぢ やい かん j 
『 成功す るの ために 學問 する んぢ やないです か、 お 

と う 54 

フー ゴーは 、不審そう に、 父の 言葉に、 問 ひかへ 
した C 

『もちろん、 それ も ある。 しかし- 自辦 一人が 出世 
しても、何もならなぃ。ぉ前の勉强したところにょ 
って、世の中の人々に使利を與へ、この世の中を良 
く し、 お 國 に 役に立つ 學問を せな くち やならん の だ 



『あ ッ 、そうでした ね、 ドィッは、 これから W S 2 が 
心を 合せて* mlp ， パの、 どの g よりも 强い 立派 
な1:;:冰にならなくちやならないんでした。よ<判8 
ました」 

そこで、 バルメ ン市に ある 高等 エ铋畢 校へ 行つ て 
から も > ^ へずお國のために役立つ學問を、しつか 
り 身に つけ やう と、 それの みが、 フ ー ゴ—の 念願に 
あった。 

『要するに これからは、 科 取の 世の中 だよ、 恐らく 
鹿 業 も、 生 沾2 方式 も、 すっかり 變るだ らう、 科 ^ 
の 進 步 によっ て — J 

『換 4 そう 思 ふ、 ■交通 だの、 1 爭だ のが 拽 械の發 迮 
によつて、うん士違つた形をとることも考へられる 
ね J 



『また、 i した®、 坊や J 

—1 ぅん、 だつ て、 この汽窜どぅして動<んか判んな 
5 だもの J 

3| つて貰つたぱかりの機關車をパラパラに1てし 
まつて* 伸びた* セン マィを 投げ出して、 坊やは 今に 
も 泣き出しそぅ だ。 , 
『仕方がな いのね。 惡敝ば かりして _ 』 

フ ー ゴー 坊やは 何ょり 機械い ぢりが 好きだつ た。 
危い、危いと父親が止めても、裏のエ場~入つて 
パタン、バタンと榔布を動かしてゐる紡織機の齡造 
を じつと 眺めて ゐた。 

『お 父樣 、この 機械は、 どうして 動く の J 
『それは ね、 お前が もっと 大きくな つて、 學問 をし 
たら、 だんだん 判って くるよ J 
r そ うぢ や、 馔 大きくな つた 勉强す るよ j 



一 一 三 

フーゴ ーは こうして、 だんだん 機械い ぢりが 長 じ 
て 行つ た。 

人が 訪れて きて、 V ァ を あける と、 玄關の ベ パが 
鳴つ て、 電燈が つく やうに したり、 お 庭の 喷 水を、 
ぐろぐる媪して、ど >: へでも水が飛ぶやうなエ友を 
したり、 一日 お ^ 屋に 、とぢ こもつ てゐ ると 思つ た 
ら 立派な ョットを 造つ てきて、 
r お母様、 これ、 お 庭の 池へ 浮す と 勝手に 動く ょ、 
見て て ごらん j 

と、 夕餐の 仕度に いそがしい 母親を、 無理やりに 
庭へ 引き出したり して 喜んだ。 
r 僕は、 機械の 方で 身を 立てたい と 思 ひます ょ、 お 
0 

國民 乎 校を 出る と、 彼は、 もう 一人前の 靑年 とし 

て、 自分の 行くべき 道を" しつ かり 心に きめて ゐた 



るぜ J 

問 窓の 友 も ロ々 に 彼の 才能を ほめて ゐ る。 

ガス 機關の 改良へ 

「これで—技術士の資格は取れたと …… 』 

T1 へ ン市で 行は れた 地方 廳 31 J 瞼には， 果して 
友人が 保 證した や 5に、1群の成級で合格した。 

C のとき ユンヵ ースはニ十 ^ 戴でぁつた。 

『さてこれから、何を ^ やラか J 

と、 常時 辦呢 しつつ ぁつた 多方面の 機械工業を 調 
ベて み. た。 何が ft 本將夾 #望で ぁらぅ か、 いない か 
なる 工業を さす ことが、 ドイツの 工業界を 發展 
させ、 また 生產を 促進す るで あらう か。 

一まで 故 鄕に歸 つて、 父と 相談して みた。 

5 ■わしは、 別に 綁 & 業を、 お前に 繼い で贳 はなくて 



もい. s /お 前は、 お前の ポ齡 を 仲 ばして ゆく がいい 
だら う j 

と、 父は、 十分に 彼の 獨立 力と、 實 m 力を みとめ 
てゐ たので ある G 

「しかし お前は、 どう 云 ふ 九 面に 目を つけて わるの 
かね 』 

『まだ、 はつき りとは 申せません。 

しかし、 いま 最も 新ら しい 動力 機關 として、 ガス 
エンジンが 出來 つつあります。 どうも 私には、 あれ 
こそ、 今迄 Q 蒸氣機 關に とつて 代るべき 動力では な 
いかと 思 ふので す J 

と、 ペル リン や、 ァ ー ヘンで 度 際 見て きた 印象を 
のべた。 

十九 世 ぃ 末まで、 蒸氣 機關は 、動力 界の 壬埯 t 
しめてゐた。それは眢つて人のカや、馬のカを唯1 
ニ 5 



r そぅだ* 倮等 tt 、 そのために 努力 L や ぅぢ やない 
か』 

r 然 り、 大 •トィ ッの將 來の ためにね J 

乎 生々 活 はげしかった。 

忡のょい、しかも 3? <て元氣で、希蕻に燃ぇてゐ 
る W 牛たち i 共に、 _しい，理論や'权雜な技術がだ 
んだん 判って くる。 

もっ i 髙庞 の學問 をしたい。 —— 彼の 希望は、 幸 
にして 故‘ で 相 當機業 主 i して、 席を なして わた 父 
にょつ て 聞きと どけられた。 

ベルリンへ、 そこには 新興 ドィッの 首府と して、 
新知識と文化との花が晚ぃて ?3 た。カールスルーェ 
市へ、そこで《新らしく勃興しっっぁる拽械ェ作の 
Tr 地 指導が わた。 

'e fr ア I ヘンへ， ここ は H 菜 技術の メッカで ある 0 



ァ ーへンエ科大畢の門をく ^ らなくては、近仏エ 
業を 語る 资格が 無い i 云は れる 较高學府だつた、蛀 
商 權 @龙が集ってゐた。 
r 愉快 だな ァ j 

『こんな ぅれし. S こ とはたい よ。 我々 こそ、 ドィッ 
の将來を荷负ふべき使命を恃つでるんだぞ』 

五月、 綠の木 かげに、 葙い 大昂劣 は、 ビ I ルの 盃 
を あげて、 宵 春と、 新 知識と、 そして 大 ドィッ 帝 國 
の將來 を 祝福した。 

フーゴー •ユン 力 ー スは、 1 版に 惠 まれ、 知識 慾 
に 燃え、 希望と 期待に 胸 ふくらませる ので あつた。 
r v> よいよ*^ 業 だ。 

谠は 、技術 試 驗を ぅけて やる よ、 資格を とらな く 
ち やならん からね j 

『訂 なら 大丈夫 だよ、 ユン 力ース 君、 きつと 合格す 



思 ひます J 

と、 フ If tr 白 分 父に 述べる っ だつ 

た。 • ：. 

『ょから H が、 しつ か 5 した— — て、 や 
つてみ やうと 云 ふなら、 そ emi へ 巡んで見い。概 
は、 出來る 丈け の 車は してやらう』 

t c で、 フ一 .コ ー. ユン * — スは '學生 時代に 氣 
の合つた对1とー緖になり、多少の資本金|めて 
ガス 機關 の 改盘業 b 始める i に ^ 心した。 

『もつ と便利で、航5にしても、機關にしても、經 
濟的* もので なくち や & らん。 

m y に ヱ f 役立ち、 生*^ 使 はれな くち や、 い 
かた 髙 -W た 理 論 も、 立派な%? 明 も、 死んで しま ふ』 
C れがユ ン* 1 スの 持論で あ 5, 自ら 實行 しやう 
とする 听でも あつた。 



行く と こ ろ 皆 可 

フ—ゴ ！ ユン* 1 スが 谘 一に 着手した のは ガス 

發動拽 の！ > f 驗所で あった。 
f ぅんと 立派な ガス • #丨 タ ー を 作っ て、 大 * 也 產 
sr l て やる ぞ o 

今に，； 311 から 町工場まで、 ガス. モ ー タ ー をブン 
ブン M してみ せる』 

と、大きい姑がと自信 5: もつて、まづデ*ソ々市 
に ュン 力ー ス、ガス發励機|=.驗所を設立して、勝命 
に it 事に 沒屈 しはじめた。 

時に 一八 八 九 年 (配が 二十 一年) で 彼が 三十 歲に 
なった ぱ かりで ある。 

『.一 ンヵ ー スつ て #* 若い が、 仲々 見どころの あ 
'*男£ 



の 助力と して ft た 人間に、 大きい ド命を與へた發明 

だつ たと S へる。 

蒸 氣拽關 は、 降 1 、海運、 エ柔 の あらゆる 方 商に 
用ひられ、^^改良が加へられて、ほとんど完全 
に 近づ レて わた。 

だが、 何としても a い 0 

十九世紀末から、人々は、空を飛びたいと希ひ、 
馬琪に代る *? 概ヶ欲してわた。しかし蒸鉍機關は、 
これらの碎便な述動拽關士しては，猙劣於る禺カに 
くらべて、 東す ぎる 機關の 外で 水をわヵし蒸氣を 
№7 らねば モ ー ターは 廻らない。 

もつ と 何 か 代るべき 方！ T ® ち 機關 の、 シリ ンダ 
丨の內 へ、 ガスを つめて、 これを 爆 發さ せれば、 ビ 
ストンが 動いて 廻 k さす ことが 出來 る。 、 

機關 Q 內で 、燃料を 燃やす 動力 內燃機 關であ 



る。 この 新ら しい 動力 機 關の改 R 、 發明に 一心にな 
つて わたのは、 オット ー博士 が ゐた 。ダイ ムラ ー敁 
師が あった。 

四 術 程の •ヵス 機 關を製 作しつつ あつた オット— は 
すでに、 熱 カ學の 立場から、 オット サイクルの 理論 
を發表 して ゐた C 

一方を 閉ぢ た氣 fi s 內で 、ガスを つめこみ、 雁 縮 
し* これを 爆 發さ せ、 動力を 得る。 

そして、 燃え 淺りの ガスを 挑 州す る。 この 吸入" 
彫 縮、 爆 發 、撇此 の 四っの 行程を くり かへ せ ば 、 I 
つの 動力を 連 M 的に 得る と 云 ふので ある。 

この 理論を、 實 &に 移した のは、 ダイ ムラ ー であ 
った。 

『ダイ ムラ ーの發 動機は 成る 程、 劃期的な もの だと 
53 ひます ょ。 だが まだまだ 改良の 餘地が ある やぅに 



fc-i- 

文化生疳が漸く .« まってきた時代のこと、て*ユ 
ンヵ ー スのガ ス 肌呂 と スト ー ブは 、至る ところで 4 f 
評を 溥した 。 

事務所で も、 家庭で も、 別莊 でも、 ュンヵ ース式 
ガス風 ^ レ條へ ユン 力 ース式 スト^- ブ を 抱く こと 
を、 新式 生活の シンボルの やぅに 思った。 

ドィッ だけでは ない。 

フランスに も、 ィギリスに も 輸出され て 行つ た。 
わが國へも、ユンヶル.ストーブとして*多#に® 
入され て、 關東茧 災前の 文化 生活に っ* J もの i 砩が 
ぁった C 

それだけでは ない。 理私用 VO バリカン だの、 錤箱 
作業のドリ”本製作した。 

そして£れら£鹽«製作にょって、ュンカース<& 
社は、 ぐんく 發展 して 行つ た。 



今で《、少壯寶桊家として、ユンヵ|ス0名《高 

まつて行つた。彼は三十六歲の若さでぁるが、が笔 

にも、發明にも，非凡の才を現はしてゐた。 

このころ、ユンヵースには、飛行璣の疼明改どは 
まだ 令く 念頭に なかつ た。 時折り 新 聞に、飛 (7 戌邊 
明の 記 m が、 大きく 出て わるが、 
r 懷も 、いつか こんな 仕 祺 をして みたい. v 思は ぬで 
もなぃが、今は念ゾい』 

と 殆ど 顧みな かつた。 

けれど 4、 ガ 《拽關や、熱 * 計 (0 エ夫は、後に英 
佛眾 を惱 した ユン 力一 K • ユ モ發 14 搜を完成す5紊 
地と なつた には 違 ひない ので ある。 

『ユ ンヵ ース (D 熱 機關 は、 在來に 见 られな ぃ^^か 
施されて fc る.； 一 と 云 ふ嗱を 知つ た •彼の 母校 ァーへ 
ン エ科大系にて«、準述、ユンヵ|スの1作1たダ 
一二 九 



/ 




デ， ソゥ 市は、 エ举都市だけに、彼の名はそトそ 
ぅ<た る大 H 業 家 仲間で、 早く も！^ になった。 
r あの 男の 考案した ガス 發動 機は、 今迄の ものと 違 
って、製造方法が、 ^ 5_だ』 

『今に、 あの ガス ••モ —々1 は 辦與即 手が 無くなる 
，ぞ 。ああ 安く 作り出されち や、 他の ものが やりきれ 
な SJ 

と、 製造 橥者は 、ユン 力 ー スの敏腕に尻ッ尾をま 
いた 。ところが、 ユン力 ース は、 吸入^ l la や、 着火 
裝遛 を改炱 して、 今迄に 見られぬ 輕 貴で、 しかも ^ 
牟な モー ターシ 製作して ゐたの であるが、 ただの 製 
it 業者とは 違つ て 飽くまで も 九 的な 彼は、 
『较少の燃料で、3^の出カを出さねば、ガスモー 
夕 丨は經 濟 的に 使用で きない J 
と考へ た。 



そこで、燃埦熱を正確に贼るために、『夜裝置」 
工夫を こらした。 
r しめた ッ 。これは 役に立つ ぞ j 
出來 上 つた 熱 # 計は、 すばらし く ^ 巧な もので あ 
つた。 

すぐ その 1 計を、 特許 局に 願 出で みる と、 今まで 
にない 設計で ある、 と 認められて、 特 £ を 得た ので 
ある 0 

そとでこの熱釐計を生產して資り出してゐたが、 
『この 熱 貴 計を 利用す ると 色々 な ものが 出來 るぞ 』 
冴えた ユン ヵー K 0 頃の 中では、 次から 次へ と 新 
らしぃエ夫と考案が生れてきた。 

第一に、 新式の ♦ヵス 風 a だつ た。 ^ ニは、 スト ー 
ブだ つた 0 

『これは1、式だ。忡々スマートぢやないか』 



いよ J 

と、そのころ、県老と云へば、所謂嚷牙の塔に立 
てこ もって、 とも すれば、 紙魚 先生の やぅに、 •世 味 
t ぱ 批&してゐる連中に一矢を酬ひた。 
r ユンヵ ースは *? 者 ぢやな い。 あり や 事業* だよ』 

などと、中には彼の名聲を嫉んで、非碓するもの 
も* った 0 

けれども、 ユンヵ ー スは、 
r 學 問も國 家の ための もの だよ』 

と 一言で 笑殺した。 

そしてー而迓社 # に釭ける活勦もやめなかった。 

デゥ ソウ 市の ュンカ ー ス •ガス モ I タ — 硏究 所で 
は、 更に ガス モー 々1 の改 R、 出力の 向上に つとめ 
て ゐた 。それの みで ない、 新に ァ ー へ ン市に 、ュン 
カー K •オイル 研究所を 設けて、 燃れ 料 油 や 潤滑油の 



研究を 始めた。 

かくして、 祺業は 次 筋に 逝んで 行った。 ュン ヵー 
スの ために、 祈 资を申 出る もの も 多くな り、 硏究所 
の€|も次第に販途が仲びて、各_へ資りっける製 
作權の 2 A.t •だけで も、 相 常な 額に 上って 行った。 

ユンヵ|スは、ますま十張リ切つて -^ 業に ^- ^ し 
て、ガス.モーターの外に、通風裝篮や冷却坡 (£ の 
紙ぬ の も Q も 作れて 行っ た。 
r これ 丈け 布 業が 成くな ったら、 も ゥ硏究 所 だけで 
は、 十分に ゆかない ね J 

『そぅですな 〇 ユン 力 ース <¥ 社を設立して、苹業 «: 
引ぅ けた 方が い V です ょ」 
『そぅ云ふ組搬にした方がい1」 

と、 除 力 者 2 間で 相談が まとまり 、ユン* — ス玆 
社が 新に 設立され たので ある。 



ス •モ ー 夕 1 を 取 5 1 せて、 一流の 璆者た ちが 硏究 

した。 

『この 氣化鹤 匙と、 着火 法とは、 從來 Q ガス 機關を 
1 * せしめる もの だ』 

『熱董の利用について《、この方式は最も經濟的な 
もので あらぅ』 

と、 敎授# では、 何れも ユン力 ー ス •モ ー タ ー の 
成績を 認めた。 

そして、 ドィッ 工科 大學 中、 最高 學府 である ァ ー 
へ ン大學 の 打 W 敎授 (プロ フエ ッソ ル) の稱號 を授 
與し たので ある。 

『誠に身に餘る光榮です。捉って、ますます硏究を 
っ \: けたぃと思ひます0』 

ュン カー スは、 授けられた 敎授の ガウンを 身に つ 
け、 授與式 に 答 齚を 述べる のであった。 



50 

しかもァーへンエ科大昂では、更にユンヵースを 
機械 工科の 研究室の 主任教授に 汗 命した ので ある® 
ユン 力一 ス敎授と世間で云はれてわるのはこのた 
めで ある。 飛行機の 發明に 無關係 な ガス モ ー ターの 
a:r 良で 彼は！！： 十く ブロ フェッ ソルの 位を 4 つて ゐたの 
である'" 

學者 としての ユンヵ 1 K 敎授は 、讅座 に 於ても、 
硏究室でも、熱心に、勞作をつ !1: けた。 

幾多の硏究にょつて、貴 31 な論文も啬いたし、そ 
0* 料 も ® 表した。 

『少 壯學 徒ユン 力ース J Q 名は、 教授の 地位を 保つ 
十分な 名 聲を 得て わたので あるが、 彼は いつも 主張 
したのは、 

r いかに 髙尙 な學問 をしても、 それが‘ 社 # 民衆の 
ためになら卡、また國*に贯 «^ せねぱ何の悄値もな 



» い、へな-^の鸾で、これが飛行機として甄達し 
て ゆく だら うか J 

と、漱 *? な、がつしりした饯械を眺めつけてゎる 
拽 には、 その 時 & の 飛行機 は危なくて见てぉれなか 
った。 

けれども 、飛行# では 彼の 不安 と，反對に、こ 0 弱 
弱しレ歡 51 ! のま-で、だん<と成 « してゆく 0 記 
錄も改められゝ飛行機が’空中征服の利器として、 
竹 來 きつと!： びて ゆく でぁらう ことは、 もう 決定的 
となつ た- 

. 『 うむ 飛行 拽は成 る枵 、馬鹿にした もの ぢや ない。 
では、 一つ 改造して やら 5 か J 

と、 彼は 決心す るに 至つ た。 

時に 一九 1 0 年 (明治 阿十三年)の瓚でぁり、 .7 

|ゴ ー . ュ ンカ 1スは、もぅ五十歲に速してゐた0 



でぁる。しかし、尙ほ靑年の记氣の消ぇぅせぬ彼は 

漱雜として、新らしい布業に、突進してゆく0でぁ 

った。 

彼の 考案 

『成る ほど 理笳 としては、 そぅなる かもし れん。 し 
かしだね C 飛行機は、 S： く 作る ことが 何ょり 生 氣 だ 
からね』 

ユン* 1 スの說 く とこ ろに ® 向から 反, したのは 

飛行機 S 製作者たち でぁった。 

そのころ の 原 ルの 餘リ强 くない 飛行機で はやはり 
阳配の方が都合がょいのでぁるり 

しかし、 ユン 力 ー スは、 I: 說をキ 張した。 

『支 柞や眼 線を、 芡 (.0 屮に納めて、 |7.- い双にすれ.ば 
扼祐 は ぅん i 減る 。抵航が減れば迚カを.咐すことが 



•トイ ッ •デ， ソゥ., j ンヵ ース # 社 £ の 名は 

ひろく、世鬼的のものとなり、萁生活とユンヵ1ス 

の特許品とは密接に鈷ばれて行つた。 

- 飛行機に 詹目 

お K の フランスでは、 A イ .ブレ y オが 自ら 單葉 
飛行を製作して、デリー.メール新問社の„^拟に應 
じて、美祺英佛海峽を楛斯に¥§した。 

ときに1九0九年七月ニ十日だつた。ド>-ッでも 
グラー デ ー などが、 しきり 飛行機の 硏究に 努力し 
て ゐ た。 ユンヵ ー スは 、飛行機に つ. S て、 へ， まで 餘 
り 興 知を 抱いて ゐなか つたが、 

|^行機の|:來が、どのやぅに發達するか知れない 
が、 今の やうな 形で . S X の だら うか J . 

±、 ふと 疑問を 抱く やうに なつた。 



そのころ •まだ 幼稚な 初期 時代の 飛行 捜は、 尤抝 
mt 葉 式であった。 細い 木製 s 厲分に 布を 張った 弱々 
しい鸾であったから、どぅしても枚葉に組んで针金 
を蜘蛛の集のやぅに張9廻《さねぱ、荈の强5を保 
てなかった。 

『何 i 弱々 し. $、职始的な形をしてゐるんだらぅ。 
どぅも护白くな^第フ冤がニ重になってゐるゃ 
ぅな生物で飛ぶも 0 «ないぢやないか』 

ユンヵ 1 K •か、 當時 飛行 ^ に興昧 を 持てなかった 
のは、 その 形 臨だった。‘ 

あんな 不ざ まな、 その 5?限りの間に合せのや5な 
楛迆は、どぅも近代科爭の粹と考へられないのだ。 

初めは、だから飛行機に對して冷淡だった。 

『あの 弱々 しい 眾葉だ つて、- 3 :迈らのことだ。まる 
で> パラソルの やぅに 一 ぱい 到 <1 で 張 りわた して、 



ょくない。 今に 必ず祖 國は 戰爭 をせ ねばならた くな 
る だら ぅ。 そのと きこ そ 必ず、 飛行機が 軍用と して 
使 はれる に！! ひない 。そのと きこ そわれ われは、 も 
つと も ^? れた 飛行機を 祖阈 に提呈 すべきが 義務ぢ や 
なぃか』 

と 部下に 督 M した。 

新らしい構造へ、いな、新らしい創造への發足は 
すべて 苦 惱の 道で ある。 

内に あつて は、 まだ 誰も 手に つけて ゐない 翼の 空 

* しんし — 

氣カ呼 的な 研究に 對十る 眞摯な 努力が 必要で ある。 
外に 對 しては、 ユン 力ー スの 所信を 反對 する 學者や 
飛行機 製造 家への 淪爭が ある。 

ユン* 1スは'しかし、屈するところもなく内外 

共に 孤 班 稍 闘した ので ある。 

けれども、 そのころ ドイツの * a ： 空 科學 者は、 ルン 



ブラ ーと 云 ひ、 7 アル ッと云 ひ、 出來る 丈け 薄い 焚 
を使ふことにょつて «?. 紹を少くし、媒葉に作ること 
にょりて、 輕く 製作で きる とキ張してゐた。 

しかも、 @斯の 航空機は、 C の 方式に ょつ て 相 常 
把 ^ を收め て ゐたの であるから、 ユン 力— スの 述べ 
るやぅな、厚つぼたい單葉などに《誰1人、：斗を頻 
けやぅとするものも居なかつ'.。 

「あんな、 厚. S M は、 むしろ 抵抗が 增ぇる ばかり ぢ 
やな. S か J 

r 第一、 あの 驾を金 隄で作るなんて重いことをして 
泥べ る もの かね』 

『大方 ユン 力— スは 、ガス 風吕に 羽植 をつ ける つも 
り だら ぅ』 

蔭 u sr きく ものは、 ユン *1 スの考 案を まるで 素 
人 (0 考へ5した與概|| 0' .や<''に嘲笑したのである。 



出 來る ではない か。 

現在の飛行极は、空氣抵抗のために，無^な馬カを 
ぅんと 消耗して ゐるの だ。 こんな 馬鹿げた ことは な 

•SJ 

4 論じた。 

大 S 3 、 { ■•>: . 氣 S 船 忙 は、 速力の 11 乘に Jt 例す る もの 
である。 だから、 かりに 一本の 支柱に しても、 百キ 
ロの スビ ー トの ときに 五十 キロの 空氣姬 ぽ をぅ けて 
ゐた ならば、 スビ ートが ニ 倍に なれば、 抵抗は 十キ 
ロではなくて、ニ十 3{. キ：1と云ふぉ夥しい數となる0 
だから高速カのものほど、此抗を少くすることが必 
要な の だ。 

そして、 この 抵抗が 增加 すれば、 これに つた 
めの 馬力は、 三 乘に 比搬 して 消费 される ので ある。 
择來の飛行機はもっと概呢稅でなくちゃならん、 



何苗馬ヵもっけて、たったニ人や三人しか.乘れぬや 
うな 事では いけない 。それには どうして 本姬從 の 
少 い、 そしてが 极ヵの 大きい ^. を選ぱねばならぬ。」 
ユン 力一 スはこの持論を自ら扰疗しやうとした。 
r ュン 力ー ス は、 立派な 工業 ^ だら うが、 飛行 拽に 
は素人ぢやないか。そんな支柱も張線もない鸾を作 
るなんか、,锁取極ることだ』 

と航益 # では、 ュン 力— スの理 論を 受 入れ やう t 
せなかった。 

そこで、ユンヵ|スは、ア_へンエ科允!^0風洞 
を 借りう けて、 裒 斷 EIX の 硏究を 始めた。 

それのみでなく、デッソゥ市にぁる元のガス «; 敗 
研究所を 改造して、 航空 硏究所 として こ-で航空拽 
の硏究 に 沒頭 した。 

『 どうも、 昨今の n — 11 ， パの 情況を みると 欣 ザが 



關硏究所の一邡で、試作機に荇手することにした。 

ときに、一九ー四年(大正三年)の春であった。 
それは 全く 新ら しい 設計で ある。 

1 ^ 5 、見るからに强锁なー枚作りの ^ ぃものが》 
ビンと張り出してゐる肝りであつて、支忭もなけれ 
ば、咐錦も張ってゐなぃ。こんな片抟ち式の翼は今 
まで、 どこ ck m w にも 使 はれた ことは なかつ たの 
である。 

果して、 こんな 允 你な設 計の ものが、 空を 飛ぶ で 
あらぅ か 0 

r なるほど、 物理的には、， 片抟ち 梁 (力 V チ レバー) 
と 云 ふ 理論は あるが、 それが 飛行機の やうな、 動 ^ 
な荷赏をぅけるものに利用できると思へなぃ』 

J - か、 る^ が、 S 中に 於て 生ずべき 振？ 
か、咬ゎなどにっ0て、ぃかに安全性を與へるかは 



大きい 問 趿だと 思 ふね』 

ァーへ ン 工科 大學の 物现爷 者 も、 ユンヵ ー スの所 
說を、现論として認め1も、いざ實行に柊すとなる 
と、少からず疑惑を抱くのであった。 

『それは、 要するに 材料の 問題 だと 思 ふ』 ユン ヵー 
スは 答へ た。 r 私は、 在 來の飛 ff 機 製作者の 如く、 
た ^ 姹からんことのみを蜇まないのです。むしろ强 
度に姑赠を近きたい。その點に於て、私はこの飛行 
機を 命 ^ で 製作 L やぅと 巧へ てゐる J 
『なに、 ¥•:$ だって！』 

『そぅ、 私は 敢て M w ' z する が、 令 15 は 木ょりも 輕い 
とね。 何 -^" なら、こ、にある寸法を元にして考ふれ 
ば、成る程木は輕いだらぅ。しかし、飛行機の要求 
する のは 强さだ 。必要な 强さ を、 安心して 計算で き 
るのは、 金 ® である。 木の 如く淹 地 や、 思 度、 氣 ffi 



しかし ユン* — K の考 へは、 菜して 素人 だましの 突 
飛な ものであった らぅ か。 

否、 決して 彼の ^ へは、 极據の な 文人® ではな か 
った。 それが 記 據に 、一九 一 〇 年 二月 一 H 附で r 特 
許飛行 3? 」として、ドィッ板射組のむづかしい雅關 
を 合格して 認 5K されて ゐるの である。 

それは、 ュン 力ース の キ張で あつた： r 笼の 生ずる 
浮拘ヵにとつて、少しの助けにもならぬー切の槨造 
物を悉く黧内に收めてしまった、全絮式飛行機』な 
のであった。 

この やぅな 飛行機は、 もちろん 今日で も m 來てゐ 
ない。 けれども 、現 t の 飛行 捜の 形は、 次第に これ 
に 近づきつ i あるの だ。 

ュンカ ースの先見の明は決|'て，思ひっきでなか 
つた。 必ず 可能と される 性質の ものであった。 



支柱 も 針 ^ もな. s 翼、 ナなは ち、 ヵン チレ パ一翼 
(片持ちの 翼) は、 いま にて は 一般化して ゐる ではな 
ぃか。 . 

拓くは 己れ の 道 

『私の 理論は 正しい と 思 ふ j 

ァーへ ン エ科大 舉内に設けた茛驗室で、風洞货驗 
にょつて、機體の形や翼凼につ-いて、どこまでもユ 
ン * I ス は、 自己の 所信に 向つ て 細密な W 究 を つ，， ， 
けた® である。 

硏究してみれぱみるほど、彼の自 « は動かすべか 
らざる t のとな つてき た。 

r もぅ 大丈 ，夫 だ。 實 際に 飛行 捜と して 作りに か i つ 
てみ やぅ j 

i 決心して、 彼の デ， ソゥ 市に おける 元の ガス 機 



第二 篇 飛行機 王ユン 

カ丨ス 

第一章 大戰 中の ユン 力 

丨ス 

J 1 ?? 成る 

將 来の 飛行機は 金® 化する。 

ュンカースは、この信念を改めなかった。祖1!が 
逋命 を睹 して 大戦 爭をや つて ゐるに つけ、 また 聯合 
阈の {へ >^が嫩數なのを見るにっけて、彼は1日も早 
く、 a 想 2 飛行機を 完成した かつた。 



彼は 助手と デ ッソゥ の 研究所に 立て こもっ て 新 飛 
行 機の # 造を 實驗 しはじめた。 

『ねえ、 ッィン デル 君、 w れは成 功ら しい ぞ J 
ユ X * — スは、 ft も 信 姐す る 助手 エルンスト. ッ 
ィン デル i s 術 q 荷 « 試驗を a ねて おつた が、 0• 
T t y の 紙の やぅな 萌銷板 を 材料 4していょいょ -« 
物の 製作に 荇 手した。 

その上、 こ の 新 飛行機は、 今迄の 飛 b 禊-* j は 全く 
違って ||'.* 齡もなけれぱ、支柱もなく、ビンと張9切 
った 一枚の 軍 葉で、 各部 分を 電氣 鎔接で 結合して ぁ 
った。 

r ユンヵ ース の * 化 飛行機が 飛ぶ そぅだ ぜ 』 

『馬鹿な、 ぁんな 重い ものが 飛ぶ かい j 
と、 人々 は 誰れ もこの 鋼 鐵 製 飛行機が 飛ぶな どと 
考へ てわなかった。 學者 仲間で も、 わざわざ 工場へ 
二-一九 



で强 さに 51 わけ？ し、— ん财な强 さを 
知 5 ぅるから、それ丈けの «-5 时を使へば反つて輕る 
くなる 士考 へて ゐる J 

±党々たるキ：張 5: 述べたのでぁる。しかし、歡ボ 
.. の航轵 毕荠や 、飛行 £ 被 造；： 承は、 ユン * 丨ス の說に 
盡く反 鲋した 。 

® い 翼、 片持ち 突、 全 金 ® 製. I * まりに も' 當 
時 1 ® の 飛行 捜の もっ 11 おから、 懸けは なれた も Q 
でぁった 0 

r 諸君が 何と 云は ぅ i (i はやるょ、 しかし、 全然， r 4 
紙の 立場で 進めて ゆく っも o だ J 
is つ た 0 

^ 迄の托驗や呢宂に賴っては、どぅして4先入觀 
念に 支 K されて、 砰の新らしい改良は出來ないこと 
を 波は 恐れて ゐたの だ。 




れましたが、現花衹用の代表的，復葉钱が平均千ニ百 
卄五瓧 の i であります が' 本 機は それより 少 くて 
千 十瓧に すぎません。 それの みで なく、 スビ ー トは 
ニ十杆 4 早く 坻カは 五十 馬力 少くて すむ ので ありま 



す』 



ンカ|スは、 « を極3て逬當«に說ぃた。 



しかし、 新ら しい ものは、 秀れて a て も、 なか 九 
か锐しまれぬものである。そこに開«者の苦しみで 
あらぅ。 降 秀な 性 能と 判つ て わても、 あまり 新ら し 
すぎる 構造 b ために、 評判は 芳しくな かつた。 

『い くら a くても、 あんな 甲 焱 みない な 飛行機は 好 
かんね J 

「全く だ、 餘程 命の 惜しくない もので なきや 乘れな 
ぃね』 

バィ &ッ ト仲 間で も歡迎 しな かつた。 けれども、 

I W 一 



見に 奶た 人は、 

v> だら ぅ J 
と峨を した。 

ところが J1 型の 出 m J: ったが 大 芷叫 年 十二月、 
伯林 f 外 デ •ベリ ッッ陸 取 飛行場へ 搬ばれ た 0 
『 大丈夫と 思 ふが、 しっかり Ms むぞ 』 

ユン 力— スは 、操 1 席に 近づいて、 コリン クロ ク 
ド 少尉に っげる。 もし 今 口の 飛行 HI に 終っ たら 
ユンヵースの銀生の|業は、こ、で出私を齡かれて 
しま ふの だ。 

1 かも 立 合 S 陸軍 關係の 飛行 ^ や 技師たち は、 こ 
の m 々し. s 鋼销 製の 飛行機は、 走り 一る だけで 飛び 
> . らない ものと、 きめて か X つてゐ る 0 
i 御 心配ありません 。美 寧に やっでみ ませぅ』 



卜し 、證 .一 § 

十プ rr 朝 肌淡い風 |: つんざいて、メルセデス 
百廿七 馬力の エンジンは聪々とうなりを上げた0 

最せこ 

ユン * 1スは、.飛行場0-角に立って、じっ4阳 
を 組んで ^ ルの やうに、 突立って ゐる 0 
見 も 飛行機は 砂 喫を まいて 跔 十米ぱ かり 滑走し 
たと思ふ ^ 、ふゎりと離他した0 
『飛んだ、— んだ 。 i 

ユンヵ|スは、小供のやうに紙把して莴んだ0重 
いと 治 笑され た 金 a 製の 單葉 は、 百 七十 一. 杆の スピ 

lr T - mr-s Kl ^ rx M o i ^ l ^ l^o 

『2 う、 有難う、 大邮 g だった J ユン ヵ丨ス は、 
n リンク 3 ッ‘尉 Q? 捶って ハラ ハ 
ラ とこ ぼした。 

『辨 さん、 と の了1型は、_戴製だか 1-. $ いと云は 



の ^:; |^^の如く木製布張りではなく、第ー鱿と同じ 
全 鋼 霞で あった。 そして 大正 五 年の ドィッ 軍總攻 
蛾に 間に合 ふやぅ 六毫が 五月 中に 完成して 全部 降 屯 
に 辦 M された。 

Irn r - I v * ことには、， 篮で ありながら、 上下の 驾を 
ill 松す る 支柱 も 張 線 もな く、 た 三-枚の 軍葉琛を_ 
琶 上下に 張り出した^ i な 形で あった。？ 從來 
のもののやぅに ^? 孤になる梁ー本もなかった。 

鸾に 働く^^ 張 ハや榜 みの 力は、 すべに 焚を 張 
って ゐる 〇 •一 ミリの 鋼板が 免 持っ た。 云は*、 張子 
の やぅな ものであった。 

數枚の 鋼板を 小骨に よつ て、 鎔接して 作られて あ 
つた。 

r ドイツには 装 1 した 飛行機 •か ある！』 

誤つ て 怫軍陣 地に 不時符 して 南 獲され た その 一 盗 



は、 世界の m 叛とな った o J 四 型 對地攻 擊用 複葉は 
かくして、 航空 技術 Q 勝利と なった が、 ユ N 力 ー ス 
博士には、 胸中 描く 輕 合金 飛行機の 製造が ぁった。 

そのころ ドィッは、 世 取の 大國 を 相手と して、 四 
ITn af 圍の 中で、 しかも 寸土 も 敵に 藜は れる ことなく 
進 擊を っ* >け てゐた 。 

I ■もっと ^ H ぼを、 もっとい i 飛行機を！」 

訛 線から 要求して くる。 

ユン 力ー スエ 場は 目の 廻る やぅな 忙し さだった。 
デッソゥの丁 '1- はダ脱に擴張され、嗨エの數も千名 
を こへ て 行っ た。 ヮルネ ムン デに も 分工場が 設けら 
れた し、 當時 ドィッの ために W 秀な戰 闘 機を 製造し 
つ 、 あつた 和 蘭人 フオ ，力 ー 氏と も 展^'# 見して、 
工場の 共同 把 ^ , などに っいて、 ひたすら 取 部へ 多數. 
の 飛行機を 提供す る ことに 努力した。 

一 S1 



ユンヵ1 スの 決心は 固かった。 

『この塑式を進めてゆかぅ、必す芬が出るときが來 
るに 違 ひない J 

そこで第1に目をっけた 0 は、材&である。銅鐵 
は 非常に 强い e 

だから，飛行搜の必耍な强さにしやぅ士すれば、 
紙 Q やぅに 萌くな って、 工作 上 不 虹 なの だ。 もっ i 
|7- くてエ作上に间利で、その上輕ぃ材料はなぃだら 
.ぅか。 

丁度 COC ろ、 アル £ー|ュム合金の呢 ?£1 が次第に 
發 達しつ i あつた。 デ'* ラル £ ンと 稱され て ゐる輕 
合金が ある。 輕さ |.1 1賢の五分のーにすぎなぃ。そ 
<1 で e て軟鋼士同じ强さがぁる。 

『これ だ、 帏合金 で 飛行機を 作らう。 もつ とょぃ飛 
行 機が 出來る j 



一 四ニ 

ユン 力— スは 直ちに、 新ら しい 1 訊に とり か.， つ 
た。 政 初に 飛んだ 鋼 鐵製の 飛行機は、"^ 1 の ために 
デ，ソゥのエ場內に納ひ £ んでおいたが、後にドィ 
ッが復 興す る や 5 になつ た、 £ ュンへ ンの全 ドィッ 
博物蚶に今でも保存され、訪ふ人々に ^| ^. の目 4: 瞠 
らして ゐ る。 

軍用機 創造 、 

そこへ 新ら しい 註文が あつた。 
『ュンヵース飛行拽エ場《$念對地和 «? 用飛行機を 

建造せょ』との陸軍省からの註文であった。 

0 

彼はこの機僉に自分のキ：張する新機を般 «1 13たか 
っ たが、 軍の 註文 も あって、 それは 船 ^ に 作られた 
ので ある。 

しかし、 他の ァロバ トロ K #, 社 や パン ブラ— 會社 




この 材抖 を使ふことに沒目した。 

まづ鸾 Q 作り方の 根本的な 改良で ぁる。 今迄の 翼 
と 云へ ば、 全幅に 長い 梁が 走り、 これに 多 數の 小骨 
を差しこんでゲつてぁつた。 

「厚い 8 の内測にガソリン.々ンク |: ^ くやぅにし 
たら、_體 |^ を有亂に使へるし火災の危險本少い。 
それには 梁な どは 邪魔になる j と ユ ン 力 ース は、 ま 
づ輕ム ロ 各 C 管を 败本に して 翼 幅の 方に 並べた 。そし 
てこれを三角形のパでプで連結した。 

1 T 今迄の 作り方ょり、 十つと 輕い 、そのと に 鸾の 截 
みや 捩れに ついても この 方がん 夫 だょ J 

彼は計箅通りに實物の完成してゅくのを燮しそぅ 
に眺めた。贺骨も胴挣も同婊にして作られた。そし 
て外褪 ひは、 波 板の* チュラ パ ミ ン扳を ® ると とに し 
た。これで：籽媾造が丈夫になつた。 



C の やぅな 忙しい 間に、！ 1 ンヵ ー スは 、デ <1 ラル 
i ンの硏 究 を 怠らな かつた 。アル £ t 1ムを赋枓 
とする この 新ら しい 合 ^ は、 ツェッペリン エ拋 で 飛 
行 船の 骨格に 用 ひられて fc たけれ ども、 まだ 飛行機 
用士 して 誰も 使つ て ゐな. so 
飛行機 用 として、翼や、胴 93>: などに加《るカ、® 
力 や 張力、 曲げの 力、 扭れの 力な どに ついて、 •チ- 1 
ラル C ン を、 ど 0やぅな形に使へば姣も利用でぁる 
かは、 判つ て ゐなか つ た。 

『木製飛行機 0 ^- 造を、そのま-金闼に © きかへる 
のは 知邋 0ない話だ。輕合金製飛行拽には，そのも 
の獨特のぽ計がぁる答だょ』 - 
r 先生、 ♦チ ュラル f ン の鹽 分に ほされ易ぃこともェ 
夫し なければ なりません ね J 

「ぅんノその通りだ-雔密な材料試驗をしっかりゃ 



一 ra 四 

ら 50 しかし 阙 * は |日も早く我々の妒 *? の完成す 
るのを待つてゐるのだ、ぐづぐづしてゐられない」 
r v > i です i も、 先生、 お 國の ためです。 ® なくて 
も 食はなくて も 頑張り ませぅ j 

7 s -ン デル 助手 i ユン 力 ー スと は、 W 7 究記に 立て 
W もつ た。 

于ユ ラル 5 ン 採用 

デ： フル £ ン I ，チ！！ ラル J ン — c JtL c lv M ^ i .- 
航空科學の », 兒でぁる。輕いァル£-1*1ムの特性 
t 利用して、 これに銅、マンガン、昨素などを小 # 
混ぜて合纪にすると、|平方粍について四十三瓧の 
力で 引 掁る ti に 堪 へぅる 强い电 ®< になる。 

最近ては、もつと强い超.チ1ヲル£ン、超趄デ„ 
ラル £ ンが 出來て ゐ るが、 ユン *1スは、率おして 



ではな 5か、いかにユンヵースの电見の明が正しか 
<> たか v 知れる ではな S か。 

この & «3:. が出來たのは大 1£ >\- 年、ドィッが全戰線 
で 最も 活蹯 した 年で、 フォッ ヵーの 作つ た髙翼 木製 
m 阶 機と、 ユ ンナ .—スの作つた低鸾负蜎製戰閼機と 
が 互 縞を 削つ て 精 銳を爭 つた。 

ある 日の こ とで ある。 アン トニ、 フオッ は、 
ふらりと 訪れて きた。 

r や あ、 ユン 力— スさん 、沖々 御 盛んです な』 

『和 難っ、 しかし フォッ ヵー戰 鬨 機の 性能は す ばら 
し. s ですな。 特に^ T 再 ぅカは ねえ. 

『い やそれ は、 今の所 4 だ 金 ®? 機が 過渡期に あるん 
.ですからな0今にきっとこの形式になりますぞ」 
流石' 專 n* の 見る E« 逢' て ゐた 。かくして、 
ュン力 ー K と、フォッカ一は手 & 握って共に飛行機 



をドィッ陸軍に提供することを約した。 

大戰の》 

大正 七、 八 年、 ユンガ ース D1 型は 多數作 られた 
が、 これにつ. £て^.. 1 ;型が出來た。 

少し 大型の 二人 彩、 百 六 卜 馬力 Q メ外セ デス 發 勐 
機がついてわた。この形は水上機にも作られ、 -/- -| 
ラルミン製のフロートをつけて北海を勇ましく肚け 
り •んだ 。 

今は、ナチ --> 航空阒長として時めくクリスチャン 
ぜン大將は、まだ靑年將校で、この水ト：機に乘つて 
盛んに活蹯してゐる。 

r 謹た こ 

ある 日、 北海 水域を 哨戒して ゐ ると、 英國の 潜水 
艦 1> しいものを發見したので、直ちに爆'55を投下し 
1 H 七 



また防蝕 /|1 01£料も出來た〇 £ の翯《ひ£,チュラ 
ル ~ ン板は 0 -四--リの搏いもので、ケ體に £; つて 
P 3 ニ 5リ_の幅の啦齡にしてぁ〇全<新型.0飛；：！6で 
ぁった。 

ユン* 1 K 博 上は、 自ら 工場に あつて、 夜は 遲 ，.' 
まで|^ ^ に4 6: ともつてゎた。そして彼の股肱と 
傾んだ技師たちも熱心に新迆機の完成をいそいだ。 

かくてで 出 ^ 上つ たのは、 ュン ヵー KJE : 型で あつ 
て 、 a 動 8:«あたりから、操10*?かけて*厍さ四 
,1 =. 0 ク « ムニヴヶル鋼板を張つて裝 ¥1 されてゐた 
ので ある。 

|-どぅもぁの肥抗把では、まだ俺の理想に遠ぃゃぅ 
に . a ふんだ。 飛行機の 主賓は 胴 B の 下につ けるべき 
もの だと 考へる J 

ユン 力— スは、 辦心に 唱へた e 



支 № 0 ない 片持 b cn ^ 、 卽ち ヵン チレ. バー型 の單 
葉をぎ晚の下につけた ^ ^ ぺ今でこモ’飛行线の 
形0定石となつてゐるが、その頃では、 

『低 «? ム だつ て？、 そんなのに 乘つた ら 、まるで 地上 
を見ることも出來ないぢやないか。第1安定も惡い 
だら ぅ」 

と 人々 は 非難した* 

「そぅでは ない C _髏 に 娓 をと りつけ ると、 力の か 
かる 所が 一ヶ所に 集中で きる。 だから、 纪理 的に 强 
さを高めて輕るく作れるのだ。その上瑪|不時竹陸 
しても、地 |61 を打つのは«でぁつて搁雔；_ない。た 
から 齡 形 祀 «• 安全な© だ J 
とヵ說 し、 D 一 型を 製造した。 C れぞ 世界 最初の 
低絜單葉 (0 ー人乘戰閫捜だつたリ 

そして 今の 軍用機 «; 、 全部 この 型式と なつて fc る 



前線には 五 十 人の & 省 者が fc たが、 國内 四— 八 ヶ 
所で ■命に なつて、 乘貝を 養成して 报耗を補はねゴ 
ならぬ。 

大 鞔 の 絕頂だ つた 大正 六 年には、 英佛 合せて 二百 
三十九中隊、これに ^: してドィッはニ&八卜 /\- 中隊 
を 有して 便 勢で あつたが、 この 年の 終り ころになる 
と、 聯合 s の 三千 八 S - 著-の% mw lc 對して 、一一 千 三 
百 盗を 有 十る にす ぎな くな り、 資材の 紈乏. は、 次第 
に 戰糨 でも W 迫され 勝ちとな つた。 

『作 るんだ、 作 るんだ』 

ユンヵースは必死となつて軍用搜の碴造に全りを 

注いだ。 

ニ 千 三 G 名の 職 r •を 擁する 大工 場から、 三百 十五 
^ の金语製 ¥ 用搜が前線へ送られたのでぁる。 
r A : きい 飛行機な 作る ことが 犴心だ 0 ® 肌を ニ 三 ト 



ンも つんで、 パリ も 口 シドン も衡纪 職に してし まふ 
ことが、 戰爭を 勝利に 導く 唯の 方法 だ j 

ユン力 ー スの胸 中には、 巨人 機の 姿を 描いた 。同 
じ金場製飛行艇0設„計者ク：1丨ド.ドル-1博士も 
これと同じ考へを抱いて、垃だなッエッぺリン.シ 
ユ ** ヶン 機の {元 成を S そ. S でた。 

しかし、.ァメリヵ0新な參戰は、戰：^ 4- |帱させ 
てし まった。 

「アメリヵは 正義 i 自由を 表符 梅に して、， トでッ を 
屈 眼 させ やぅと して ゐる 。我々 は數 と -® とに 於て、 
もぅ 力は 及ばない J 

ロ.日と ^ 亩な戰報 '/^ 薄はり、阈内は物资い缺乏 
士思 ^， の ^ 安から動摇が ^ くなるばかりでぁる。 

ユン * 丨スは、それでも血走つた目に、橄；ルれた 
ヵラーのま、、早朝から丁：場へやつてくブ， *; 



て美事广擊沈した。 

ところが、 ユンヵ ー ス水 J 1 機を ^ ii ' して 英國の 
誇る シ ト 飛行艇* か 後 仇に やってきた。 鋪 Mi な 水 
上 g 同志の 起 和 ^ となれば、 火力の 勝った 俄 行 艇に 
黔 目が ある。 

『ょし、 下から やつつ ける ぞ』 

クリスチャン ゼンは いきなり 低空、 舞 下りて、 荒 
浪 を 物ともせず 按私びてしまった0英闽俄行艇は 11 
ひっめたとはかりに勇んで、その上空へやってきた 
が、 大きな 紙 體の釤 なって クリ V ’ チ トン ゼン 少尉 
のユン ヵース 禊を 射 轚 できぬ。 

『今 だぞこ 

下からは、 パ ッ 、パ ッとぎ M 機 關銃を ふりむけて 
飛行艇の土戶ッ腹に猛射を浴びせ、とぅとぅ 11 大な 
飛行艇を fti してし 4 つた。 



1 H A . 

この 奇襲は、 ド'"- ッ海軍 飛行* •かその 後 お 手の も 
のにして、 散々 丫 ギリ スの飛行艇を惱ました。 

これ も、 ユン ヵー 《 機が 頑丈で、 高浪 >c t たへ 
て着水で*.たからである。 

さて、戰爭は次第に漱愴を極めてきた。西邡 « 線 
は、 膠着 狀態 に陷 つてし まつた し' 國 1 ： の 物 赉は次 
SSK 缺之 してきた。 

勝たねば ならぬ。 どぅ あつても。 

そ 0 ために 哦 線へ 逸るべき 飛行機は、 日に 夜を つ 
いで® 造 a れた 。何しろ 激しい 戦場の ことで あるか 
ら、 «月第.線の飛行搜の三 #1 七分は破队し、搭乘 
者は ニ 割 五分の 消耗 韦で 死傷して ゆく。， - 

開戰當 時、 毎月 三十 七 基の 飛行機を 作る ^ ゎし か 
なかつたものが、大正六、七年頃に《月淹千*を £ 
へた。 



のま、 地圖 乃上から姿を滑すのではないかとさと思 
はれた。 

「エ 場では 騷いで ゐます o 軍の 註文が なくなって か 
ら 、全く 仕事を して ゐませ んんか らね J 
『え、 賃金は 渡して ある だら ぅね J 
r 今週までは、 どぅにか 渡しました が —— ^ 
iH s : 抛すな J 

ユンヵースは、支配人に云った。 
r 俺 «3 私时を全部投出十。そして制は贫はなくても 
い、 か. r si H に货 M I : や るんだ j 
『だって、 仕苹 もない のに ——J 
『ぃゃ、俺はさぅ思はん0今のド<ッ《なるぽ、絕 
望し切ってゐる0しかし、光榮ぁるゲル -» ン族の祖 
國は決してこんな寨で倒れなぃぞ、*0っと今に復洛 
する。 いや、 今に 戰爭 よりも、 もつ i 澤山の 飛行機 



が 必要と なる 時代が 來 る。 

ユン * 丨 スは、先頭に立つ.て彼の换同者たちを嫌 
勖した。こ0ま-航空丁-業を荒疲さサる忍びなかつ 
たの だ。 

時には、 ユン 力ー スは此の不安と混1を忘れた人 
の やうに 硏究宅 にと ぢ C もつ て、 新搜の 設計を つ！- 
ける 日 も あつた。 時には エ埸へ出てきて、職エたち 
に ドィッの ^ 來£偷 してき か ナ芾も あつた。 

沈 衰 と不抿とのドン底にゐる硿濟罘の人々に說い 
て娌り、大戰中の同志に浞叽して、、 1£ 八年四111:、 
デ，ソゥ市に「株式钤社ュンヵース飛行搜製1所」 

を 新設した ので ある。 

『• 55 今ごろ、 飛行 磯を 作つ て どう ナるの だ、 哉 爭 
はもう 十んで ゐるぢ やな いか.！ 

『 食物に も！ ^缺 く i きに、 飛行 S でも あるまい j 



『何 -# も考、ないで、諸霉 |1 仕|をしてくれ。たと 
へ！ k p どぅな つても、 ドィッは このま、 倒れて し 
全は ぬの だ ぞ i 
と辑叫 した。 

第二 章 平和の 空へ 

敗戰の 後に 

平和は やつて きた。 

五 年間 鍅と 血との 嵐が 吹き まくつた 馱洲の 天地に 
も 平和の 光が さし そめた。 

だが、 それは ドずッ にと つては、 最も 恋 嵌な 形で 
最も H な 鞭と なつて やつて きたの だ。 



一寸の 土地 も、 敵の 手に 委さた い五年關の戟爭の 
末、 震糧 の缺乏 と國 民の 思想 的 混 亂から 、國の 内側 
で 崩れは じめ た。 

兵士ゆ光榮ある賴氣1泥土に投げこんで、咮旗の 
もとへ 走る 淺間 しさで あつた。 

大正七肀|1:月丨1日、休戰と共に、聯合軍侧は 
ド f ッを撕 び 立てない やぅに、 打ちのめ そっと か、 
った。 

國内の 汲 亂は 紀度に達し、ヵィゼ八は綮窿してォ 
ラングに 逃れた 。共和 黨の 臨時政府が 出來 たが、 マ 
丨クは 落 落し 銀行は 破產 し、 社 會組 織は 胤 壊した。 

民衆は l a '; と、 失業と、 飢餓と にみ ちて、 險惡な 
日が 铥日っ 7 く。 陰 滲な 曇り 方の もとで、 ^ 動が 起 
り、配ぼの日夜が連絨するのだ。 

誰れ i 明日に 希 蛰は 持てなかった し、 ドィッは こ 



株卞？ 一身. げ席 '" は值役逋は交ゃ立って’ユノヵー 
ス *^ 11 < ,: 0 いか1:も平者の茳遠 ^ -を嘲宪するやぅ 
に —— o 

だが、. -:ンか一スは明快ロ答へた。 

「南»の .- { ;1 れることは尤もである。しかし、飛行 
機は戰爭をナるだけの能ぢやない。今に見铪へ、勝 
つた wh ffl - にしても、 有り 餘る 飛行 拽と 、飛行士を 
どぅ极ふかについて苦勞十る«らぅ。そして航空輪 
送が 始 .< るに 違 ひない J 
--! そんな 飛行機は 今 作れる だら ぅか J 
『作れる ょ、 旣に烫 の 腹案に ある 0 だ。 それは 經濟 
的で、 t 全な もので たくち やならん、 それが 出来た 
ら、 アメリカ や 日本は 喜んで 買 ふだら う、， 出の 道 
も 開ける。 これが *ト< ッの航 空 H 業を 救 ふ 唯一の 浅 
された 道 だ 4 信ずる J 



ユン* 1 ス は «!: き來り’說き ± り用心に反對 ^ を 
說伏せ た。 かくして ユ • ノヵー ス飛け ^ 製作所が生れ 
た。そして、こ、から生れたのは、世 ». 棱初の金 ® 
埒 政 客 搜 ド 卜® である。 

_ ' -は ?: 0卩1三型につ5て§!く耳を藉した * へ。 

輝く F | 三 型 

休鞔當時の »? 亂を他こして，ユンセースが心血を 
そ、いで、技術的にもエ * 的にも未知の領域に對し 
て硏究 •_■: 怠らな かつた 成果は この F 三 型で ある。 

弋 正 八 年 S 初期 ！^製作されたこ 0 全金 1) 製 0 單哉 
動機 (']' 旅客機こそ、後の氏間|空の始蛆鳥である。 
なぜならば、 後年、 發 «1 機 s 性能が 數倍 し、 Mf /t 
知識 i 技術と が 抜荠 機の 改良を 菰ら したが (昭和 十 
年頃まで) この 飛行機への 信賴 性は 衰へな かつた。 



あるた め 丈夫 この 上な し、 雨 や 考に曝 して 野外に 故 
り 出して おいても 傷まない。 熱帶の 直射 下に おいて 
も 木製の やぅに 狂 ひは こない。 
r おい 聞いた か、 八 人を のせて 六 千 七 百 五十 メート 
ルの 上昇 記 錄を作 ったそぅ だ』 

E ! 三 ^ が 生 e ■て匇 々世 敗に 大きい 二 ユース を 提 
供した。 こ Q 飛行 璣こそ 世 ^ の 航空機に 革命を 與へ 
たもの だと 云は れ 、常時 まだ 勃興 期に 入って ゐなか 
つた アメリヵでは、 こ Q 新 鐵醆に 裔 目した。 

「讥裉 の窗 はい ま アメリヵに 集つ てゐる 。アメリカ 
は 阈が 咴くて大都侍が散许し、自動車エ龙が盜んで 
あり、 人々 の 生活 程度が 高い。 アメリカ こそ、 航空 
機の 毛 展すべ き 恐るべき 阈だ J 

ユン 力 ー スは 、とくに 見拔 いて ゐた 。しかし 今は 
一 J び やうと する ドイツの H « を 救 ふには、 アメリカ 



の 甯を賴 る 外ない。 大正 十 年 アメリヵの ジ "•ン •ラ 

<わ いけん 

1 セン # 社の 支配人と # 見した とき 
「アメリ々でこそ、この旅客機がぅんと活蹯出來る 
- V 思 ふ。 ょろしい * り ませ ラ』 と卽 座に ^ ぅけて、 
十二 臺の F 一 三 型を 资 却した。 當時 、興りつ > あつ 
た アメリヵの 郅 ® 飛行に、 何 かょい 機體 を氺め つ X 
あつたので 、蛾 務局長 パゥル ソン 氏は、 わざわざ ド 
<ッへ迄やつてきて、デ，ソゥ市にユン*1.スを訪 
ねた a 

1"平和用0飛行機には、泌密はありませんょ、必耍 
となれば、 私の 方から 技師 fc 送つ て、 あなたの 阈で 
製作す る 指導を やつて あげ まぜぅ』 
『そぅ傾へれぽ結構ですな』 

F -三型の製造灌は、かくしてジ-ン.ラーセン 
會社 へ資ら れ 、翌年に なつて 同社では、 アメ 自 



だ， A ら、 弋 正 八 年に、 この F ! 三 型が 現れた こと 
は、 ドイツ 自 «5* ょりも、 南北 アメリカの 航空 界に大 
きい獻 M を與 へた。 スキ ス 、エリア、 R 本へ 澤山 
輸出され て、 國々 からは ドイツ 航空 工業の 勝利と レ 
て 袭望の 目で、 敗 淺 の ドイツを 眺めた。 

英佛で さへ、 軍用機の 拂下げ に、 間に合せの 覆 ひ 
を つげて 旅客を 邋んで ゐた 時代に、 朶ゼな 皮張りの 
高級 自動 寧と 變らぬ 五 人 乘の坐 客室 や、 强靱 なォー 
ル •メタ パの H U * 、いかにも 近代 調であった。 

『聯合國では、いょいょ我國の航空エ遙を根こそぎ 
,滅 さ 十 考へ らしい の だ。 しかし、 軍用機の 製造を 
禁止され たと 云つ て、 ^ 面 的に 悲黻 しなくても い、 
よ、’ i 佐. ® は 別 だからね J 

ュン スは 、どんな ^ 迫に も、 制限に も 屈しな 
かった。出來上った卩ー三型は、甲蟲のゃぅな太ぃ 



郎 ts ; に 中細に なつた ^ い ヵン チ レバ ー の低雙 をつ け 
た 見る から 仏 W な もので、 菜 幅 十七 メ ー トル 七 五、 
全長 九 メー トル 五 〇 、客 ぎは廣い窓、大きい靡、そ 

れに祀 配りの ァ ー ムテ エァが 二つと" ソファが 一つ 
煙草 ものめ るし" ^ がは 靜かで 話 も 出来る。 
f m c ね、 僅か 百 八十 馬 ^ のべ • ュ ム •ヴ - E . 發動機 
で 六 人を のせる の だからね J 

F 一 三 型を ^ めた ァメリヵの 技術者は 舌を まいて 
獻齡 レた0^1重がートンニ七七でぁるのに、全備重 
贵は ニ トン 三 00 、だから、 殆ど- M 重に ひとしい « 
載 ft を 持つ わけで ぁる。 膂通の 飛行機なら、®^ の 
三分の 一 か、 良くて 二分の 一位し か 旅客 や 燃料を つ 
めない のに、 これは また 何と 云ふ歡 的な 飛行機で 
あら ラ o 

觀 ぃ 飛行機が 出來 たもの だ。 しかも 全へ 逢 製で 



值疴にぁへぐ慘馆たる姿 ^ ぁつた。 

決して# ^ 1 な 道で なかつ た。 

鐵 韻 の 日 

大粮收北後0、米英を中心とした #? 合阈0ド<ッ 
に 對する 態度は 峻烈と 苛酷 そのもので ぁつた 。 . 

休 ® 13 咿 、ドィッ は 保有して ゐた 五千三な臺の飛 
行拽は、聯合國の委及の手で全部 « 收された。建造 
中の も 0はー切破垅 4: 1 命¥られた。 
r 全く ひどいです ょ、 何から 何 •、で そつく り押收 で 
す。 小さな 151 から プロペラまで 封印して 運び出す 
んでナ からね j 

r ドイツから、 一 苺の 飛行機 も淺 して おかな s 魂 瞻 
だ。 已むを 得ん、 收け たのが 弱 身 だ ，5 

ュンカースは、その廣大なェ場にぁりしは幾十、 



幾.， 3 の荒鷲 0 愛 « を密迮した 00 に、 ^ は找物顇に珊 
の枣まで、せ、リ出す聯合3娄及にょつて、何もか 
も 運び出されて、 屋同然 の ガラン 洞と なつて し 4 
った。 , 
それだけならまだ货拽も出來る。ガリ、ガリ、ガ 
|ブガラ、鋸と植の音がエ場の-角から博いてくる。 
だが、 それは 勇まし S 建造 S 音で は な く、 無 慘 * T 
無秩序な 破# のちでぁった。 

『あ V 、 R ; 型 もと oi う….； -J 
ユン * — スは、沈 ^ 7 に « を安らして、聞くにたへ 
ないやうに耳を猫ふた。 

『»士、淺 $' , ..,-す *. ァ、ぁの双 ^ 動澳弋咽 « も、と 
うとう： ！：の目を 51 ずに壞されてし * ふ (0 ですなァ (_ 
ッィンデルは、身を璩はせてロ怙しがつた。 

■-| どんな把迪も、虎の ?1 « 中まで及ばない3。ま * 



饺 の リベ チ丨® 動機を とりつけた J L >\- ^ を 作り始 
めた C 

丨ス チン ソ N (H 本へ 來た女 流 飛行 雀の兄) ぺ 
ル 々ゥド 兩 氏、 ニ h / J < 咔問 卜 九分 一 r i - 六 秒の 世界 滯 
空 記 錄を作 る。 

-全備茧骨三千六百封氓で：璐艽千呎に上り、 
十孔分間で六千 .|{. .白呎へ上#し、薛卜哩の速パ.を出 
L 、 尚 ^ ^ 中 般大 の畎阽 を 出した。 

—— 百 八 卜 馬力 付 六 人乘で 一 街 ニ 千 岡. 白 吠の グロ 

» ん一 : U 

ス.ゲエネティゲル(チ：1ル.ァルプス山系)を橫 

斷十。 

-伊人利政府キ催阅戈機狡技のご|等は、ュン 
力 ー ス機ニ 二 梨が 占めた。 

- 大正 hg : 年 ソゲ 工ずト 人シュ 6 ット煉 長 以下 
の シベリア 横 斷飛行 隊のュ ンカ 1 K 機は モスクワ、 



北京閟を最，初に飛ぶ0 

等、 等' ニ ユ ー ス •フラ ャシ ユは 、めまぐるしく 
^•三犁 .0 畋利をつげた。 

々讴ト一:ャガ が！： へも購 人され、 陡¥では安滿航 

0:本航哜糨送硏究所が：.崁を使用して大阪別府間の 
旅 {外輪 ^ に 好评 を !-# して ゐる C 

それの みで なく、 南米の コ U ンビァ C 航空'* げ杜 ス 
力ゾ 々を はじめ、 北 鈥 でも、， 聯でも K Mil 型は ひ 
ろく赏用され、至るところで好評を陴して行つた。 
上れらは晰迫と野認との梓株にぁへぐド<ッ |^ 空エ 
粱に* 脈の 血路を つけて ゐた ので ぁる。 

辛して、亡び去ろぅと十る航空技術を喰ひ 11-- めて 
ゐた ので 九る。 だから、 F 十三 型の 好評が、 海 ルで 
どの位 高く 狎 m されて ゐや ぅと も、 ド f ッは 敗戰 0 



三型は *!?. §から除外されることが出來た。 

『ヒし、 ではい よいよ 大切 機に とゥか 、らう』 ユン 

t 乂 は これ 免— て、 _蓋 九 トン、 二百 四 
十 馬力 發齧 E 基付® 大 製#® 着手した。 
3> を ぐんぐん 抄 つて ゎ專 。もう 桐® は 完成し 
まし£。裳もあと、張るばかりになりました』 

ッィン デ i fe * 師 は、 うれし さゥ に、 ュン*; スの 
室へ 入つ てきて 報吿 した。 が 博士© W は 暗 力つ た 
r どうした© で 十、 先生！』 ... - 
『ぃやたつた今'通牒を受とつたのだ、愁ロ阔委旦 
から あ® 大型機は f mf さるべ t ® だ 美 ふの だ」 
—1 え ッ 、杏 認で すつ て J 

『そう、. i すか、 外闻 へ® つち まふ か、 二つの 一つ 
だ』 

先生、 それでは この 工場を M 鎖す る も 同じ 



ことです よ』 

負けぬ 氣のッ 丫ンデ ;!- も、 慘酷 すぎる 聯合 ^ の 要 
求に！^ の淚 にくれ た。 

殘 る 百 二十 人 

曾つ ては 五 千の 職工を 擁した 大 航空 エ气 必死の 
離 業 喰 止め にも拘らず、 航空 工業の 見込みがない と 
身勝手に きめて、 暇を 辦ひに勞務課へくる職エが日 
に 十 人と 下らない 0 

『もぅ 百 二十 人し か 技つ て ゐませ ん 。それ 兄 浮 龙 た 
つて ゐま すよ』 

エ垛には、撕裳の行はれない日が 0 ゾく。職エた 
ちは 2 ^ に 販られ て、 日一日と 減つ て ゆく。 

一 r 職工を 散らすな。 とくに 熟練工 だけは、 どぅ あつ 
て も 手放すな 』 ユンヵ ー ス は 他日の 復興した 暁を 考 
一 五 九 



し-，，、 



ユン 力— スは毅 然として 餌 を あげた。 もぅ そこに 
は、絶蛩も不安もなかった。淺された商龙拽への道 
を逸んで、ドず>航空エ龙の亡びるのを守0戌く決 
心と 所え た。 

けれども、 どぅ 見ても、 そのころ の ド 》ッ 航空 私 
は何1つ芳ぱしい褽はなかつた。 ^ 脉にも有り餘る 
ほど俄行1^.淺つて，2て、あ文 */ どを受けられそぅ 
もなぃ。その上ド--ッは1政治に，0經托にも半身个 
隨比な つて ゐる 。苛酷な •ゥヱ i サィ > 一條 杓に ょれば 
ドィッ！：. セは、 a； 質的 '- 銷阑の 狀況に あつた。 國内 
- Q 經濟 市場は ^ く 亡び 去つ て ゐ る。 

その上 ’ -A: 正 十 I 年になる と、聯合阈側のぽ視鋈 
fl は、 遂に ド f ツが夺 軍を 保有して はならない 外、 
六十 (| 7以下の小哩飛行機の製造を论ぃて、仓虬的 



K 大® 飛行 拽はそ れが 平和 用であって も. 製造 t 禁 
がされた。 

がん じがら みの 饿 鏆であ3。 
r ユン* — ス の胀客 機なる 孓のは 奴る 疑 《しい作 « 
を持って » る。拽關銃と谢师 4: つめば、すぐ軍用璣 
になる で if ないか』 

と、說 * 始めたのである。勿論これ |1 技術的に見 
て 適 也で fc かった が、 いろ si の 政治的 .® 味から、 
論じられた。 - 

しかし® 合阈測 にも 具眼の 上が あって、 佛に フ？ 
ンス空 相 i して 有名 *: ち 腕 家で あつた パ— ラフ、 H 
f ナック 氏は、 

『商業 航空を 同時に 隱れた m 車 航空と して 作り m す 
ことは 不 1 '能で ある。 軍祺航 空と 民間 航空とは その 
特質は 全く 異つ てゐ る』 と 判決を 下—'、 やつと F 一 



にあつ た。 何もかも 戰勝國 たる 聯合 國の許 可た しに 
は 製作 も 飛行 も 出来ない。 

ところが、 ドィッを 枨度に 押へ つけたた めに、 反 
對に 不馋を 感じて ゐ るの； r 英佛で ある。 航空路な 
ども、 ド V - ッを 避ける ために 大迁 回を せねば ならな 
い し ドィッの 製作 敁 '^ を取入れること4出來ない。 
『兑 ろ、 人を 呪へ ば 穴 ニつ だ。 今にき つ 士 この 制限 
も』 除か i るに 違 ひな. S 。 その 時に なつてから ぢや 
手 a れにな る J 

ユン 力 ースの 先 兄 明は、 そ© 暁と そ、 航空 輸送 
の 時代が 來る c i を 信じた。 

大正十1年六月、デッソゥル大風洞を建築し、エ 
場 0 說備 S : 堉 加した。 

『 W 際に 使つ てみ た 結果 U 、 とんな 事で ts 、 から 
硏究郜 へ 通知して くれ 給へ、 それによ つて 設計を 考 



へ 直す。 材料 も 試験 十る ょ J 

ユン 力ース は、 陣頭に 立って、 材料 試驗 、金® 科 
取、 空 氣り學 の 硏究に は、 彼 自ら 作業服 ー牧 で： 地 日 
も 家へ 歸ら 十评驗 をっ ^ けた。 

これは 後で 述べる. が、 ユ ンヵ ースは 製 飛行機 
を 消化す るた めに 設立した、 航空 輸送 部と 緊密に 速 
結した。 

大 1 H 十！ 年には F ; 三 型 だけで も 二十 五分 を氈傲 
し、 翌年には 六十 臺と なつて ゐ る。 

そして 大正 十 I 年には 旅客 千 名と 竹 物丨五 トンを 
運んだ のが、 十二 年には 八 千 名に 增 加し、 六十 五ト 
ンの ft 物に激 增した 。 

J 今に、 必十航 空 工業の 黃 t 時代が 來 るょ、 來たら 
ば、 その 中心た から、 今の 苦境た けを 切 シぬけ 幻は 
ぁとは 大丈夫 だ』 



へると、こ、で人的资溫を失ひたくなかつた。 

is つて 飛行 搜の仕 市は ない。 龙務 は衰叱 する 計 
りだ 。彼 《、 後 つた S - I - 十 名の 技 鮮 19 と、 勞找 者を 
散らさぬ ために、 已むな く 小さな •股 H 桊を とり 入 
れる ことにした。 

1"どんな仕 -11 でもい、、とにかくエ場を生かしてお 
きたい J 

鐵製箄 笥 、スヶ ート靴 、食卓 道具、 スト ー ゲ 、自 
動 車®、 トラ， ク …… そんな ものが 飛行 gfx 場で 作 
られた 。 

I 時の蔣 塊を どぅにか 切り 拔け るた めだ。 たが そ 
つ 間に、 この やうな 仕事を つ ^ けつ ゝ金 » 、 特に 輕 
合金の仕事に經驗を持っ職ェを赉成してぉくことが 
k 把た。 

延人 M で 四千 人の 職工を 使つ た C とになるが、 £ 



れら e 職工は 臨時 M で、 次から 次へ 變つて 行く。 し 
かしその姿を眺めつ-ユンヵースは、 

『あいつら は、 俺の 褎だ 。今に ド ィプが 復活ず ると 
き、 あの 叫千人を常餚として、飛^:機を作る £ とが 
出来る の だ i 

士想ひ 描いた。 

そのぅちに 早 や ニ 年は すぎた。 頭を 下げた 上を 土 
足で 踏みに ぢつて 、靑 痰を ひつ かけられた やぅな 屈 
辱 椒5ない「否認」《、大正十-年になつて、やつ 
i 「制限」0|:字に置きかへられた。 

戰勝阈 の 舞 高々 と、 ドィッに 對 しては、 髙馬ゎ 飛 
行搜の製作や、多數の飛行搜の保有を制1されたの 
であるが、ー切を杏認された佗しいニ年間ょりは少 
し . S -。 

しかし、あらゆる作業は«しぃ統制委总龠の監視 



マ ゲデプ *ゲエ (1': 嘰械製作所でも>餘り仕事が芳し 
くな S 時だった 4 . p ' - ffi . : んで ユン * 丨スの ffi 禅 下に 馳 
せ 加は り、こ、にユンヵース飛行機、發 » 機、マゲ. 
デブ ルク T . 作 f «0三舞*:1铈妹羚杜--して、しつか 
り 地 步を固 6 て 行っ /-: 。、 

まづ 1 ー切四氣甫水冷七卜. 31 '. 馬りが出來ての 1 驗 
.^ ^ 、しニ唧火冷ぺ氣第ニ百六丨 ^ 黾リが’出來上 
った。 - 
弋正卜叫年衣には’ィ-くも-一五唧ニ打八十馬ゎが 
出来て、鼕坩と、辨$:消费の少い 1« でメロセデスや 
.へ、*1ム、ヴェの好敵乎として航空取に大きく姿を 
現は して* 一た© である。 

遂に 大型機へ 

大正十ニ年、忭って況をのんで、聯合阑 «: 员0手 



や見妒 した 大型 枨 木 璣 0姿も (? び現はす日が來た。 
『眞 |0 發明片と云ふものは、た>自；？ (0 考へを 3 表 
して 特許 t とれば、 それで 滿 足して ゐる もの ぢやな 
い。 自分が 率先して 陣頭に 立 つんだょ J 
ユン * 1 スは 、部下に 說 S てきかせ た。 

『十ると、 -»!; 噗家を * ねるわけですね』 

『い や、 營利を 追及す るの が 目的 ぢやな い。 神 系 的 
に把 ^ -^ 、エ業上の硏究#衆をやつてぁらゅる連果 
を發 昆するのだりそして繼繽的な製作ゝ帘驗を行つ 
て、乳 ^? 業者 ^. 、消費業者の要求を注意深く考へる 

けつ * ( ふ 

の だね。 そのぅち 、 ft も 望ましい 結合を 送り m す こ 

とだ』 

『そぅ 十る と あくま で 自^' の發 明を忠 W に 作り出 
してゆくわけにけきませんね』 
r それでい V の •た。 自分の 發明 に、 こだわつ てゐる 
! 六 三 



i ユンガ ープ- は、 自ら 菜 葉 服に 身を 位んで、 百 ニ 
十名の職：丄と贪鲎で共に滸り、休暇には彼等と談笑 
，した。 

その 1 161 ッィン デ” 技師 U 下' 技 衡者 1:- 集めて、 
r ドィッ 航空 界が 健咴 1: とり 戾すの も、 もゥ間 もな 
いこと 士思 ふ、 それにつ いて 私は、 第一の 仕事と し 
て、 航空機の 統一と 云 ふ 填を 諸君に 骨折つ て贳 ひた 
い の だ j 

『つまり、 15 趵機 と、 機 ^ を I R してやらぅ とする 

のです &』 

『^■が、 勿論、 メルセデスに し 、ベ、 H ム： ゥユ 
にしろ、' トイ ツは立 派,^ 動機は ある。 しかし、 ュ 
ン 力— ス « ハ 輸叫が 、近 明の 如く 多くな り、 また 航 
空 輪 保 部の 方 も 盛んになる i だね、 この 際、 本所自 
らが、獨特のュンンンを製作すべきでぁらぅと信じ 



る J 

i, 賛成です な」 

ユン 力ー Ktt 、 前に 4述べたやぅに石油發励機0 
改 & から费足した人でぁる。むしろエンジンの方が 
お 手 ot の だ。 

技術者«わるし、ユンヵース©黙心さ«人々を毡 
ひ 立たせる に 十分で ぁつた。 

ュン * 1 K i : 6 拽製作所の一部の發動捜エ場は今 
まで、十塑のニ氣芾發動機をがってゐたのでぁるが 
«;*,• 空 發 動 搜を 作る ために* ユ ン 力 ー ス猙 觔 掙製作 所 
を獨 立 させた。 

rc (D 際 だ、 .つ 君 s 方で、 エンジン 製作に 協力し 
てみ る 勇 氣はな いかね』 

<1ンヵ|ス«舊友が經歡してゐるャグデブ ;1 グエ 
作 機械 製作所へ やって g て、 時勢に ついて 說いた 。 



ユンヵースはぼ駁して。彼はドずッ特許三-〇六 
一九 唬1厲眾葉三三七 ?1 ーニ號波狀余礤溲の焚、三 
C 九 六 四-ベ site 管 狀構成 1 合の 翼 組、 四 ニ： 六 〇 -7; 號 
空 ^ 啁の一 W 合の 四つの 利 双を ひつ さげ、 大型 飛行 
岈 における 金 秘§有利、多姑生砟に於て組立の場合 
の 努力、 經費の 輕減を 主張 L て 下らな かつた。 
r ユン力 ー ス漱士 の 云 ふこと も 一理 ある。 彼は 明治 
四十四年にグ>ィダーの特許をとり、大正七竿に、 
零 に阆接 江 ^ さす ^ に 成功 L てゐ る。 しかし、 大型 
w rr ,J c; 唧( 九 トン) ト ー ブル 大飛行 四十 
ニトンーも要するに紙の上の設牝で飛入でゐないぢ 
やない か』 

士冷笑 を 以て a ゆる ものが あつた。 

『今に出 ^ 上るのシ待ってくれ』 

ュンカースはもはゃ辯駁する時間も惜しぃほど大 



颂機 G !. 四 型の 製作に 熱中した。 

大正ト：三ヤになって、 0 ニ四型は、紀貌を表は 
した。 P 體の 下にっ いた 低 ^ 、粟 上に とりっけられ 
た ニっ の® 動 馊、翼内に收められたガソリン.タ ^ 
ク|これは、最初試作さゎた、 (; 三 ^ を 改. U した 
ものであって、私巾ニ十八米 71* 〇、.：：：觅三トン八 0 
0 、 精 戟楗 M トン ニ吞 、今 備 重量六トンの [! 人機で 
あり、 十 人の 咴客 をのせ る も ハで あ •った。 

しかもこ： 0 1ー四型は、ド.三甩に劣らぬ喊略を 
嫌げ たので ある。 

G ニ R 型 pm 現は、 歐洲の 航空路の 花形と なった 
かの 觀が あった。 工場 €營嘍 部は、 てんて こ 舞 ひの 
冇樣で註文を受けてゐた *0 
『こいつは f 快 だ。 アルプスの 商 山を こへ るォ ース 
トリ ァ航穴 」钤社 と 地中海を 飛ぶ ^ 太 利の トランス‘ 
一六 五 



士發明讦にたる±、技術齐の偏#になるのだ。若し 
松 要 とぁらば、败く€::分で » 作業者4市場の兩方に 
備 へる こ i もい、 ぢやな いか』 

ユン ■»; — Ktt 、 ぁくまで 航空 搜が 、交通 機 關の新 
らしい核尤として發蜒してゆくことに對し、飛行 
拽、 臂、 錢動 « 、プロぺラ0-切を报供し、ー !<5 自 
分の作つた飛行拽を利用して航空餘送を旺盛にしや 
ぅ - U 企てる。 

ところで、 ユンヵ ー ス FM ニ 型の赫 々たる 成功に 
對して、阡評はまだ十分に_成の意を表してゐなか 
つた。 

『合金 ^ 製 飛行機は 成る ほど 繫牢だ らぅが、 原 價：. 
高いことに辟問を持つね』 

と 云 ふ 設計者 も « つた。 &者の 中には、 低 菜 式 
を 何となく ^ , 嫌 ひする もの もゐ た。 



中に も、 ユンヵ 1 K の唱 へて ゐる飛 行 機の 大型 化 
について、 技術者は 深く 懷疑 的であった。 

それは、 不幸な ニ 乘三啭 の 法則が 存佑 して ゐたか 
ら である。 

寸法が 倍になる と 面 镇 は ニ乘に 比例して 增 える。 
そのと き、 この 飛行機の 重さは、 元の 三乘に 比例し 
て增 えて ゆく i 云 ふっで ある。 だから 今、 とても 成 
繾の 良い 飛行機が あつて、 これを 二倍の 大きさに す 
ると、 ^ や 胴の 商 磧はニ 乘で增 える のに、 重 貴は 三 
乘にな るから、 ある 大きさまで ゆく と 重 # が 制 眼 點 
に 達し、 飛べな くな つてし まふと 云 ふ 論で あつた。 
『それは 尤た話 だ。 しかし、 それは 原形 ふ 同じ 材料 
を使 /,, 場合の話だらぅ0教がを膂にし、波梅にナれ 
ば 必卡 しも 三乘で 增えな い0 例へ ば、 小 咽 ® の 椅子 
や、 窓 や錤が 、何も 二倍の 寸法に ならない からね j 



; ヶ の 新が 錄を 作っ た。 

それがしかも、た ^ レコ一ド破りのレコード飛 ^- 
ではなかった。 

『ユ ンヵー KG ニ 四 型の 輝かしい 記 錄を みると、 何 
れ も一ト x 71?. i L T ンの 有効 稍 載 * を 以て、 二百 
十杆の 駕くぺき高速ヵ 5: 出し、千杆以上の 1?!7; 離を飛 
んで fo る 。 £ れは、 « ; 用上同機の件能が秀逸でぁる 
c lil るに 十分 だ』 と專門 s 雜誌 は、 盛ん i 
き 立てた。 

それ0みぢやなぃ。もっと驚くべき大飛行が〇ニ 

四 型で 行 はれた し 

昭和元 ¥ 七月、べ ;1 ト.クナゥス竹士ー行は、べ 
ル リン、 北京 間の t 空 開拓に、 飛び出した ので 
ある。 

ュンカ 一ス 博士は、 クナウス 博士-た VS に 新造の 



エ 機を 提供し、 

『シユナべル君、君の篇なら間違《ぁるまいが、 
どぅかこの新航空路の開拓を連成して、無*に歸つ 
て C ら #1 る日の速かなることを待つてわる |_ と郫1 
に 齡职 した。 

『全力を 患して やり ませぅ。 途中で 修理 や、 發動機 
枝替へを許さぬこの全航路に對して、ユン*丨ス0 
ニ 阀型に乘つてゅける 0 は全く安心です |_ と答へ、 
二十 四 =の 夜、*!! 栈樣の 空を ついて 飛';^ した。 

まんぢ りと，？ せ 十一 * を 明かした 博士は、 ニ 機 無 
« ヶ丨- 1 ヒスべ ^ ヒ到® と知つて、モスクヮに » る 
友に、 今日中に * くと 確信を 以て 打電した。 果せる 
かなニ十五 « の夜はモスクヮ «: 飛びこへて、ゥヲル 
时紀 まで 仲して ゐた。史に毎日電報は健全なニ機の 
進みをホし、.四日半で早くもィルクークに到沿し、 

I 六 七， . 






ァト リァ チ f *# 社と から.. へんに 註文が 來てゐ る 
ぞ J 

『それや 主 ^ さん、こ '0 問りト刀コの1|肌地方とス 
H —デン (0 軍_からの .|?; 文によく似てゐますね」 
『ぅん、何しろ令秘製で戏#の1 »?- 4: , 受けないから 
なァ J 、 

. * くわ. i L t 

今まで ユンヵ ー ス鈐 社は、 いろいろの 形式を 大 
小 各種の 飛行 搜を作 ってき たが、 G ニ 四耶 に 至って 
遂に 大型 旅客機へ C 第一歩を 踏み出す こ とが 出来た 
と 云つても よいの だ。 

昭和 ニ 年、 この 年は 枞界の 航空# は、 ユン力 ース 
G ニ R 型に よつ て 彩られた と 云っても よい。 
r この G ニ 四 型 ^ そ 僕の 畢生の 仕事で ある 被 M < 挪大 
型 機の 基礎なん だ。 この 構造を その ま、 大きく し、 
强喝 力に すれば 百人乘 飛行機 も 遠から； f , ち 鮮^ >る と 



I 六 六 

思 ふ。 だから、 一 っ 腕に よりを かけて、 世 银を ァ， 
と 云は せて くれ 給へ j ユン ヵース tc 士は 、いまし ニ 
トンの荷物をつみ、溉々たるユンヶルスニ三0馬カ 
三基の爆音をひ ^ かせてゝまさに離ぼしやぅとする 
レ ーデル 試驗飛 行 士の側 に 步み よっ て、 カ弥 ，く、 言 
った。 

『大丈夫です、 先生、 きっと 大レ n 丨ドを 作ります 
よ』 と、 弦を 放れた 矢の 如く、 千メー トルまで 八 分 
でかけ上り、百卅七杆の髙速カを出して ^ バ七時ま 
で 飛びっ た。 

三日 おいて、 ホルン f 行士が 代って、 |トン«み 
で、 百 四十 杆 0 速力を 以て 十四 時間 飛んだ C 
それから間もなく、ユンヵース-^批'3主任飛行士 
チ ンメ ルマン iy ステ ッ * 兩氏は 交々 飛んで、 次 か 
ら次 へ士 •レコ ー ドを 改めて ゆき 遂に I ヶ年に 、二十 






% 和へ っ 5 たのは 八 M 衣、 それから 九月 末に ニ 萬 杆 
を 注 後 翔破して 伯 林へ 歸 つてき た とき、眞先*-に出 
迎 へたユ ン力 ース « 士 は、 

『ょく 蹄って きたね。 何 處4異 狀はな かった か j i 
長® から. 歸った 愛： 迎へる やぅに 色褪せた 翼を 撫 
でながら、技娜のゥィンテルフエルド氏に尋ねる。 
『中分なしでした。シべリァ|2曠野に吹ざらしで蹬 
いて あつても、 ビク ともし i せんでした 』と极 へれ 
ば. ンユナ ペル 飛行士 t 、 

『全く® 内を 飛 •ふやぅ に 安樂な飛行でした。弈室 3!! 
の飛行機なればこそ -01 すょ』と廣美£聲をぁげる。 

ュン* 1 KG ニ 四 型、 その 赫 々たる 成功. は！ 6 士 の 
自信を さらに 高めた。 その 經驗 と、 すぐれた 特長 i 
は 博士を 勇 氣つ けた。 

昭和ニ年、更に大型の0三一型^*成したのだ。 



合 ^ 1- 六.白馬幻《三グの發 « ^ や、低駕全金诏製、 
突し く 至れり 盡せリ の 客 a などす ベて、 G ニ 四 型 か 
ら出&のほまれを昆せてゐる。 

翼5三卜米、全長十じ米、|五トン餘りに對し 
て、 1 ms ft; は 三 トン 三に 及ぶ。 かくて、 十 年 前の 夢 
.だつ た 九 トン® 容機 は、 遂に、 ft 現し やぅと して 
ft る。 

とりわけ、 ぎ長五米七五〇、巾ニ米、高さー米八 
五の 廣い ゆつ たりした 十二 人乘の 客室 0 豪華 さ、 皮 
張 sra 人铒 けの！ 宇が 三つ、 折りた V み 式の 机、 通 
風 採光の 苦心、 まことに弋沏® 客 機と して、 綠初の 
，計でぁった。 

果せる かな、 G 三； 沏 は、 欧洲 南米の 航空 輸送# 
社から 註文が 1 k した。 チン メルマン 飛行士は 相 か 
はら卡巧妙な腕を振つて同機のために南酞-周や- 

M ハ 九 . 



機は かくして 生れた。 ^ i 井に 大きい ハ， チが 切り y 
らかれ 、そこからは ^ さ ニ 千 五 百 トンの 大水 乃 發電 
機を細かく制蒙してーっ-っ積みこまれた。 

一一 ユ ギニァ Q ブ = 山地 Q ジ ャング < の 天 高く、 
tt 物拽は 飛び交って、 砂 余 鑛區へ 次から 次へ 物邊や 
馊 械が邋 ばれた のでぁった。 

かくして、空のトラックは、世界の果に、航空文 
免を 以て、 近代 調を 彩り、 唯一の 運輸 機關 でぁる 
ことを 示した。 

W 三 三 塑は、 G 三 一 型を ルし、 小型に した ものと 

恳 へばょ い o I 卟 十七 米 七 百、 全長 十 米 五 しか 

1 昼； トン ニ 〇〇 に 對 して、 一 トン ニ 三 〇 の 荷物 
をのせられ、 ュンケ 刀 ス L ^l 發動機 一つで、 百 九十 
杆 の 高速 力を 出した のを みても、 いかに 勝 秀な 飛行 
機で あるかは 知れる。 



一 T 僕の 作った ^ 仿 W のうちで W 三 三 型は 最も 自信の 
ある » 骼《つたょ*あ0.躭機《、現代のアラビア 
ン ナィトな の だ J 

とユン 力 ー スは 、いつも 云つ てゐた 。まことに、 
w lrllll 型の ー猇機 I それは大正十五年に完成した 
ユン ヾー ス第七 百 九十 四號懺 、ドィッの 國籟で D 九 

ニ J 猇 •ノル ドクレアと 命名され てゐた 0 

1 T / J V ' つを 一つ、 うんと 使つ てみ や うぢ やない か』 
r 而白 いです ね、 我々 で、 いろいろの 飛行を 計 艱し 
てやつてみませう、ねえ ;1 1ズ£と、シユネべル 
飛行士は博ゎの提案に同意した。 
『陝も一役奸ふょ』リス.ティ，、しヱッッァードの 
兩飛行士も、同座してゐたが、出來たばかりの銀® 
黑胴 のシパ ドク レ：， 號を惚 れ惚れ と 眺めた。 
r まあ 一 っ ^ 1 ， の 腕に おまかせす る。 本社 飛行 部の 



ァル ブス I 周に 活躍した 。かくて、 ユン* — スが、 
その初：念は、遂に的現ナる日が來た"彼《、 £ の 
小成に 決して 安 じな かつた。 

いょいょ飛行機の改良と、性紀の向 -1: 定もつて、 
祖國への献身につとめやぅと決意を固くしたのであ 
った。 

> ^ 

第三 章 建設への 道 

シル；*. クレ |ァ 號の誇 y 

ne 行 機は、 どこまで も寊用 性が なくち やならん、 
僕 tt > ,行<機が大きな.枰物 5: 地上海上機诚に代って 
輸送す る 時代が 必ず 來る と信じてゐる」 



一七 〇 

ユン力 ー スは ある 日エ業タラブに於て、こぅ話し 

加け た。 

『それや 界の 飛行 捜に 對ヤる 過信 だょ。 旅客 や 郵便 
は、航空輪送の對照になるがね、 1? 物のやぅな窩張 
った ものは やはり 地上を 行った 方が 得 だょ 』 

と 大抵の 技術者は 反亂 した。 
f -い や、 そ ぅぢ やな 5 。そり や 3 K W 阐での 事 だ。 近 
頃 採 余 錶 業を 始めた 二ユ. ¥>ーァ.タプロの砂金蓝だ 
ね 話に きく ふ-、 僅か 四£ ト fr - ばか o の 山奥 だが、 途中 
道はないし、蠻人の來明があるし、途中三千米の高 
山と ジャングルが あつて、 I 週間 も か i るそぅ だ。 
そこなど、飛行搜で .»? べぱい、と思ふが£ 

ユンヵースの响中には、紫煙をくゆらしながら0 
雜談に、すばらしい思 0- つきが浮んだ。 
その夜から新らしい設計が绐った。识三三期货物 



み、 デ， ソゥ、 テへ ラン 間 g ; 千杆 を、 二十 七 時間に 
飛ぶ i 

コレラ 流行の 中心地 ブシ ー ル、 バン タ ー アバ スに 
飛び 锊師及 注射器に ょつ て猖獗 を 極める 悪疫 防止に 
つとめる I 

昭和 三年 シルド クレア 號パ ルシア 锇道 建, ^ ^ 地 
を 空中 1 :该 し、 途中 三千 米の エル スプー ヵ山 1- こへ 
C マダンに 達する コ一ス を 飛ぶ。 

「おい、 この； ユ ー スの どれが お 氣に召 した かい J 
『どれ も、 これ も、 v パシヤに おける 千 五 百 時間の 
飛行 中の 手記 だけで も、 J 册やニ 冊の 現代 アラビア 
V •ナ f トが 書ける ね J 
『 もつ と 大き. S ニ ュ ースを敎へザぅか』 

ュン力 ース の搴務 所へ 行って おれば、 航空 裉の動 
きが 判る と 云 ふので、 新聞記者は、 いつも 人れ袢 り 



立ち かは り、 押し かけて くる。 

「ぁ，、 博 上、 何 か 新ら しい お 話は J 
『ぅん、 大分 倚 3 んお描 ひで 熱心 だな。 別に 新ら し 
い話はないょ、供のと £ ろは*どれもこれも古くて 
力ビが 生えと る。 その 古いと ころから、 & らしい 仕 
布が 生れ るんで ね J 

.•こり や而 白いです な。 時に、 大西洋 逆 横 斯 は、 い 
ょ. S ょ：^ 行し ます か J 

r そのつ もり だ。 昨年 出 ® した ニ亳 とも 引 瓦して し 
まつて 8 ?念， たつた がな』 

■-1 どぅかして我«の手で^%をつけたいでナね』 
りンド •ハー ダが、 紐 育から 巴 里の 飛行に 成功して 
以來、大西洋橫斷は、飛行# (0 最も苹やかな話題で 
ぁつた。 

誰れ が 最初に 逆 nlK を 開拓す る だら ぅか— - 



棟銳を十ぐつて、面0い飛行をやつてくれ給へ』 
r 承知し ました j 若い 鳥 < は異 门斯 歡に答 へた。 
七月十厂ゝシれトクレァ號水ト-機ヮルネムンギに 
飛び 本年度 水上！ rg •能 辦技に ：等賞を糠得す。まづ 
第！ の 1 M 報が 人った。 

恐 •昭和 ニ 年 r 月、 スエ— デン •デ ッソゥ 間 船！^ 
十六 時間の 新記録を 作る。 三月 シュネべ ル 氏 五 H 瓲 
を つみ 十六 時間滯 空す。 更に 十二， 卜 I 分滯空 
.し 一 千 七 百籽を 飛ぶ。 

月、水上_に改裝して十四時閗：千七百籽を飛 
ぶ。 さぁ 靡 務所 では 飛行士と 一 贫め。 
r 上 v> 、 餘り括 躍し すぎるな よ、 新聞社からの 電話 
の 1 接で 大變 なの だ J 

「だつ て、 もう 少し彷 動 せぬ と大將 の 期 ^. に 背く か 
らね J 



一七 二 

『次の 計聲は 何 だ J 
『躍を みてくれ、 f 6 it 吼 いだら う j 
『何 だい、 そり や tTod dem schadiing -- だつ て、 
害 蟲を殺 せつて、 何を やる んだい 』 
r 機 賭の，- 一に 大きい 础素劑 を 入れる々 ンク がめ つて 
^ 、森林や田畑り害蟲にふりまくのさゝ ^: 打幾のお 
百姓さん だょ』 

『そいつは、 ほんとうの 實用 的な f£ L "g だね 』 

『うん、 だから、 しつ かりやる ょ』 
との濟蟲瞬除飛行は北长やゾ聯で’後に贳用化さ 
れてゐ るが、 ユンか 1 -/. VV 三 三 型の* 系獻 した 開拓 的 
飛行に ft ふところが 多い。 

八月、 リス テッ ッ 、エ ， ァ ー ド兩氏 J 1. 十二， 時 部 ニ 

十三 分を 飛ぶ I 

南べ ル ：> ァ の コレラ流げにつ_注射器十 « 本をつ 



な 械’い 天 ^ tt 始め C . です。 ユン # — ス W 三 三 型で 
なかつたら、亂 4: 5 へし折られて » たと思ひますょ』 
i ヶ— ル- 1? 尉が 述懷 した。 

それ のみでな 5。 ブ r メン號 の© 妹 機、 ォィロ 
ハ號 は' その 辦 フン ネフ エル ト男 、リンド ネル 飛 
行. T、 レン ゲリ， ヒ 航空 士 e 索 組みで 日本へ やつて 
きた。 日本から太平洋を奶 »? 十る計*だつたが、時 
节 p iii? れた 00 で、 » はォィ 0 丨バ扰 & 帝阈飛行協 # 
へ寄附して歸阈した。問もなく男は念病で逝去した 
が、！^ の ォ て'- バ號 は、 日本に ぁつて 相當還 
し、 4 た 同型の 船： kH 米 號 《、 本 間 海軍 中佐、 馬場 
英一郞 飛行士、 井上 知義通 信士が ^ 乘 して' 太平洋 
に m# した ま k 行方不明と なつた。 
成らなかったが、その »1:? ^ はぃたく阑 5; の心を打 
つたので ある。 



空を 結べ 

ユン ガ丨ス 博士は、 そ QH 場から 生れる# 秀な钱 
體に把概龙抱ぃてゎたり海外の市場にぉけるユンヵ 
丨.、眾葉の好評と献级にも行信を诗てた。だが、ー 
¢3 利 衆 者 f ば それです む。 波に とつて は、 組® で 
#> る 0 

『徹‘ ！§的に 1»? 献したド<ッは、その贿民地を失つて 
しまつた。 しかー、 1和て|、商業的發眹 <0 た !6 に、 
迅速な交通網を把握十ることが、この窮乏から救ふ 
唯！の|3ではないだらぅか：1」 

と考へ た。 セた エ場の捽營についても、 
f 自社の 85 品 を、骰 も 公正に 批树 し、 研究して 改良 
寸るために、自ら和%^となつてみなければならな 
い』 とも考 へた。 



忤界中の眸《、墘空北大两汴に注5れてゐた。ァメ 
り 力から 缺洲 への コース 回 If ® 影 fT で、 追風に 惠ま 
.れ るが、 逆 nl スは 、たへ ざる 逆風と、 ラブ ラ-ド 几 
0氷©濃霧の危險がぁる。フラン -'!. »*::飛行家ナン 
ぜッセ 大 柃&はじめ、敝名の大攒な挑秒荠は 45 く行 
方 不明と なつて わる。 

『北大西洋の 逆 横* は 飛行家 Qms ? だ 』と恐 )#| られ 

■t c た。 

昭和 三年 四月、 ド f ッの詩 ん飛行 家 ノ一一 ネフ エ =； 
.ト 男は、 ユンヵ ー ス 博士 と協議の末评三三型.フレ| 
‘メン號を以てこの壯舉に乘り出した。 < 

霧の ® 士 i 云 はれる 名 パ fav トの ヘルマン •ケ 
1-}<^、ァィルラン*ト人のフィ*モリス紀{办 ± 1 - が 

乘り こみ、荒天をっき難齡 5: -!1!; ね、*に « 空を突破 
1て、北米の1角ラブラ.トルのグリンク|島1孤歡 



一七 H 

した。 目的地の-一 ユーョ ークに は連 しなかった が、 
三千百杆を翔破して死 '/.) .試練 |€ 克った。 

『今^:は、妙援搜に乘ってフユネフエルト5::1行が 
紐 育へ 來る X だ.， 

お 祭騒ぎの 十 V な ァメリヵの 市 一 <は潮 の やぅに 紐 
育 市有 空港へ 押ょ せた。 

大型 フ Tolr 旅客® が 飛んで くる。 そこは 祈 枘滯 
米中のユンヵース博士が朵ってゐた。嵴蛉のやぅに 
出迎へ飛行戡が飛び_父ふ。 

『見ぇた， J 

r 來たこ 

熥空の 三 勇士は 逋や かな 姿を 遂に 二 ユー X 丨タに 
現はしたのだ。眞先き |- 馳けつけたユンヵース溥士 
は、 喜悦に あふれて 、しっ かと 三 勇士に^? し 气 
r どぅにか 逆 横 斷の ー浼乘 りを やりました ょ、 あん 



つくし ませぅ J 

と潔ょく申出に ^ じたので、ユンヵース航空輪送 
部では、* づ十 五本 Q 航空路を^^ した。 

!"航空 © 运は、队い3:内だけで滿 /11 してゐて15なら 
ぬ。 近隣 3 :の航空-&社とブールを結べ、互に船”れ 
を やつて 大衆の 便利を 岡るべき だ』 とユン ヵース の 
主張す る述 り、 十 ^. 航空路は 、ドィッ 剛 阶 のキ； 要 都 
市 だけでなく、’ 北歐 、バルト 沿 痒 諸_ と 協 走して 航 
空路を 仲 ぱ して 行つ た。 

開設當時は十一兹の飛行機で、三萬五千籽の^^ 
路を有 して ゐた にす ぎな かつた が、 三年 後の 大正 十 
四年には百五十菡が耖航し、ニ百十四离五千籽を飛 
ぶ やうに なった。 旅客のと きは 二十 倍 に獻航 して 四 
萬人を迅び、百 31 : 十トンの货.郵便を遝んだ。 
r 同じ 乘る なら、 ユン 力 ー ス の k rTt 機は 乘心 地が よ 



いよ 。フランス 製のは やかましくて ガン リン 如くて 
いけない』 

1 T ユンヵ ー ス饯は 安ぎ だよ、 不時でして も、 脚が 壤 
れ 、主 S 地面，. 當つて 潢れて も、 客室まで% «! せ 
ぬからなぁ、ぁれが商翼式なら、ぎ室"が眞先につぶ 
される』 

一 C たび 

空0放になれた人々は、ユンヵース钱をほめた〇 
r 成 紐は 頗るい 1ですよ、嫩 ±" 」 

ザクセンべ ル 』氏は、輸送邮の#計 ?? $: 示しなが 
ら說 明して ゐ る。 

!"6?たち 0 努カを秦激してゐるよ。ととろで « はも 
ぅ 一步逆 めて 君たち の 努力を 牿 学 るの だが ね。 今 
の 資本金 五 ー白筠 マ ークを 倍にし やぅと & ふ」 

「そり や 少し 早計す ぎ やしません か 」 
f いや、 本社 だけで や るん じ やない よ、 北は スガ ^ 



ド f ツの政 ^ も次第に秩序をとり炅しっ-^ぁった 
丨 、宵 平に 對 して航窣機の趣味と此育を铒へる獨逸 
航空 聯盟 も 生れ、 时關 汽船# 社な どの 投资に ょっ て 
ヱ ー ロ.” ド ^ '! it が 出来て、 ドィツ ^ 内から 隣接 
阑 へ 二十 三本の 航空路を 設けて ゐた。 

- , ひっ t 

『 HI 口. ロィドが ぁるか、 まだ 航空路の 必要 も ぁ 
るー 、本社の 飛行 拽を ,#0 用して 生產を «1ナる 2: と 
も 必要 だと 思 ふょ J . 

r モの點 は 全く 同感 だ。 事獒の 方は 我々 で 引ぅ けて 

やつて みやぅ』 

とユン 力 ー ス 0 親友た る' コダ 一ト •ザクセンべ ル 
ヒ氏と ゴット フリ ー ト •ヵウ > ン 氏は 進んで ユンヵ 
1 スの提 唱に乘 り 出した。 

かくて 大正 十一 年、 ュンカ ース 飛行機 令 社に 航空 
餘 送 嫌が 設けられた。 



I 七 六 

K : 三 型、 5ニ型、评ヨ三 ® と嫩秀な ® . 

品が C 場から 生れる と 共 1C 、 C れの一 5 付は、 航空路 
に 使用 3 れた。 

『エーロ.3<ドとは競爭ナべきぢやないね0むし 
>0 協力して ゆかねば ならない J ! ユン * — ス : i 、 K tc 
刺-^ 的な 较# を 成め た。 ユン *1 ス输这 部の 紙！ 

エー 3 . 口 {ド -/5 經營者を驚かして、これは手强い 
狡爭相手が現れたと .& «せたが、*ゥ -< ン氏は、遨 
?- く HIB . afr 本社を 訪れた。 
r -fe ff ひに 一埘^^一办社の澍利を云令してわる狄 
ぢやな いと 思 ふので す。 社長 (ユ ンヵ — K ) 《、 «: 
方の 方 とょく協カして航空路も '* « せぬやラ、 0]? ぞ 
を共通にしたいと仰 ;? るのです』 

と眞 意を つたへ た。 

「 ょく 判りました。 協同して ド f ッ航各 把の ために 



て 株券を まき とげて 乘つ 取りを やつた の だ J 
r 1 77 ニ鳥をねらた商資人以との艇齡だ』 

など i 非難す る もの も ぁつた。 > v« つの 世に もたへ 
ぬ 狭 *: な 嫉視 者 流の 獻齡 でぁる。 

『航空琪業は‘個 -^- たる感情に蛇がてはやれない。 
何を犧牲にしても阈家の體面を向とさせるために、 
全カをぁげて、ょい飛行機の祖船、ょいサービスの 

提供、 安全 i 高速の 度 現 C れが # «? なの だ』 

ユン* IK は、 左 私の 人々 に、 決して 非難 者には 
反駁す るな と 命じた。 それょりも、 もつ と歐 洲ユ -I 
オンをょくすることが肝要だつた。 

ベル リン、 0 ソ—* マ パ メルに 修理工 揚が 設け 

られ た。 主 纪都市の飛行場に紐立ェ場士揀備機を配 
. L た o 

ュンカース航空路は、ど £ で飛行拽が破概しゃぅ 



4 不時着し やぅと、 ナぐ殽 寄 Q - U C ろから 代りの 機 
が 飛んで きて 旅客に 1 S 惑を かけな かった。 

大正 十二 年、 ユン 力— スは 、ソ聯 に ®? い 光 。 『C 
の國は、1切が立て直しの第1步だ。そして斯 ±" が 
廣くて ，資 I が ある。 飛行機の 發達に はもっ てこ . S 
の國で すょ J 

と 政府 要路の 人々 占# 見し 技術の^^ を 約した。 
モス コー郊 外 フ ィリに H 場が 設けられ '多数の 技 
術 者が 敎 肓と組立に入りとんだりロシァの把抗ぎは 
いま獨立の域に達して.2るが、それでも初めに瘰陶 
t ぅけた ユン 力ー ス 0 名 殘を め、 稱造や 形態の 
どこかに、ユンヵースを#髴とするものがある0 

ユン力 ース 博士は たへ ず 海外へ 紙 行して、 ユン力 
丨ス 機の 販路を 求め、 航空路を 開いて 行った。 

大正 十三 年、 ユ ンヵー K # 社© 手で 通 ばれた 航空 

It Jt 、 



♦チナビァから、南ふ 1*: へかけて澤山の航空會社が 
あるね。 a * 給へ、 この 通 5 だ』 
ifkfc 示した。 

そこに ゆ、 is 一次 大戦 後、 at 威 裏— にょつ て 
作られた小 85 «1 ^! が、各备弱な航空#社を細々と 
輕 齡して C るので あった。 

デン T ク國 0ダン スタ 航空 M 社を 始め、 ド ィク 
阈内にも、短い航空路 4: 經營してゎる小會社が澤山 
あった。 

『これら Q 小" & 社は 資本金 菜 足して、 い、 飛' ィ植 
が K へ 十、 從 つて舊 (0< 評判 もょ くない。 だから’ 
これら Q # 社へ、 = マ s i ,. 1 恨で 貸 輿す るの 

だ i 

『それで？』 

『そして ！^ i S 券 S けと つて 管理 



描を こちらに & つの だ。 どう だら う』 

『奕な 計. すね、 M 洲ユ- 一 オンと でも 云 ふべき 

で I L 
r c 、 名 3 、それにし やう。 * ゥマン 君と 共に 交涉 

に!^ つて くれた まへ j 

大正十五年末になつて、 *7, に歐洲ュ-ーォンは成文 
した。ー千萬マークの大资本でニ十社を斜合して、 
世界一の 航空 ®® ' i M !: を 作り k げて しまつた 。勿論 力 
ゥマン、 ザ クン •ヘル ヒ兩 氏の 努力に 負 ふところ tt 多 
c が、 ユン 力一 スの哪 紙な 計® が 中心で あつた。 

航空 雲は 强ヵ氛 中 政策 にょ？® み 完成し ラ 
ることを磐した6がュンヵ1の思想は、數年後 
ドィッ 政府が ルて •ハ 船 ■する 意 f - 與へ 
たので ある 0 

—1 ユン 力 'スは紹い5^。自社1行機を押しつけ 




この ころ、 イギリスでは、 航空 輸送# 社を ^? 於し 
て_家抓憤の獨占 # 社にまとめ上げてゐた0ドイッ 
の航 {益 送 も、 Hln * a イドと、 ユン 力 1 ス の 對 
立に ょって、 成 紐 も擧 つて ゐるが 、 政策と して 
は傅弱性を一へっ-ぁる。 

企業集中は必然の運如でぁる。交通将では大正十 
R 年 秋、 こ、 に兩 # 社の 統合を 行 ふ ^ :;^ を 始めた 0 
エ ー ロ •ロイドと ユンヵ ー スから は、 槪仿に つい 
て數 名の 交紈娄 总が何间も政府姿ぬと命見した0 
航 穴- •輸送# 業は 決して 利.^ して 成り立っ もので 
はない。 兩社 と本戰後疲弊の眞只中から、 ^" ^の犧 
牲を拂 つて、 どうにか CHW のつ くと ころまで 漕ぎつ 
けて きたの だから、 おい それと、 すぐが^^ 統合に 憋 
じうる ものでは ない 0 

褀業の 促進に S 立と 競爭 とが 必要で あると する 



論者 もゐ た。 兩社の 利害の 衝突す ると ころも 少くな 
かった。 

Li し 

『諸氏の 申される ところは 何れも 一理が あ f 思 ひ 
ます』 今迄默 々として ゐたユ ンヵ ー ス t ^ dr * は、 靜か 
に 立ち上った。 『また 此 府側の 云 ひ 分 も 尤もで ある 0 
しかし こ、 で 政府 委 it にも、 兩 #;- 祀が委員 にも 私は 
その 一人と して 巾 上げたい ことがあります 〇 聯合 幽 
の 抓 M は S 消滅して ミぃ 今日、 我々 は， これを 
自らの 力で 打破る 努を il " M <' が 持っ ために、 今は 個 
人を すて i 國 家に 合流 ナベき だ i 思 ひます j i 、 大 
局から 阈策へ e M l lr 說ぃた 0 
f 還 某 下に 合一: される q ぢや なく、 缓 品が 

しやぅ で a なぃか j との 叫びは、％ 校 暗 礎に のり* 

>■ - ■> *: ふ 

げてゐ 先 統合 ^ 題 も スラ スラと 解決した 〇 ニ 十五 百 

揮 T ク G 資本を、 & が W 2 分、 f I 丑 分 



«?1 科 (£< 3离人に逮した0それ《世界中の航空旅客の 
一二 分 Q 一 ii s? つて； 8 るの だつ た。 

ルフト •ハン ザ 

r 丸ヶ條 約が ^ 正 ぃ にたつ たが、 これ ぢゃ むしろ— 
だょ J 

ヴェルサィュ の蜃條約の鐵銳に甘じる制限の五 
少年が す 客 大正- i-g： 年 六 月、 ^ 齡 機に ついての 苛 
f 九ヶ條 c 制® が 改められ ると 喜んだ の も 束の 
ST m SI ，、 む kl 前ょり、 11 f ぅ 
ける やぅな もので あつた。 
i 合一: は 恐 いんだよ、 あれ 丈け'^ し、 制限して 
も ドイツ Q rv ¥ -^ は 立ち直つ てきた からね』 

全くだ。艰用拽 .5: ^ 止すれば民間搜が出來る。 1* 
叫 機の% 彭 S : 1 制限 すれば エリア、 日本 ス T 



デン— 移す。 馬 2 S し P ラィ ダ- 
が發 連す る。 どんな 法的 制限 禁 ゼも、 勃々 たる トィ 
lemi へ 1 を、 押へ 切れ f ? なかつ た 
の ^ 

『速力を 西八十抒に、私紙 ^ 5: 3 六百罡なつたのは 
と 良 4 つたが 上— 度 S 千 米 を 前 S ま、 だ。 
USM い 飛行を ヒ と、 こ 5 飛行 卜 も 中 

にわる o . 

ユン ヵ丨ス にと つて、 飛行 傲經 の 輸出入、 製 逆 
數 f ついて、 赖合 №1 — 保 3A， •歌 可が いる 
ことにた つたのは、 何と 云 つても 打 ^. だつ た。 

rmtk が、 M 安 5 SX1 ? 唆 ひし ば 

つて 我慢し やぅ。 いつか 必ず こ e 接！ 分の 力で 

破 K-E が來 やぅ. 一— すま 十 5 の蕃と 装读 

の ^ 81 に全カを注いだ。 



たへ やぅと 泠兑に やつて きて ゐ \陳士は、〇三八 
型の 模型を 手に しながら、 

『いや、まだ筠の理想的とは云へぬ、だが本馋は、 
出來るだけ航空カ學的に特性をつかむやぅ、絮_ 1® 
を 選び、 抵抗を 最少に ナる 目的から、 發動 g や 其 ^ 
を 翼 内に 納めた。 

質内に通貴物を巧みに献列じたこと、、忖料を適 
切に 選んだ Q で、 ajQ 言な 姿 QMri : •く 出來 

て、 精 載 貴の 大きい のが、 まあ 特長 だら ぅね j 
r 出來上 りの 大きさは、 どの 似 ！ j す j 
r 翼 巾は 四十 四 米、 全長 二十 三 米、 まづ^^ g ぢや 
最大のものだらぅな、中央翼と云ふか眞中のところ 
は 厚さ ニ 米 以上 あつて、 ガラス張りの 齡をつ け、 こ 
の內に客^っがぁる。 

ュンケ ルス 六 百 馬力 四綦 は、 歡： ^ にあって 、長い 



軸でプロぺラを趣はすやぅにしてあるのだ』 

『並 さは？ j 

rca が 十三 トン、 普通のと きは 七 トンの 棟 荷を 許 
ナが"砹大の場合十1トンをつみ、全備重貴ニ十四 
トンまで 大丈夫 だ。 それで まづ百 八十籽 以上の 速力 
は 出せる』 

r すると、 飛行士 や 機 關士が 七 人、 先 猫 於 ニ 名、 鄄 
便物ニトンと云ふ娜射ですな』 

|-そぅ、まぁ、出來た上で見てくれ|£へ』 

昭和 四年十：月、デッッゥ飛行場の上空に、 «-* 犯 
この 11| 人機は飛んだ、機上のユンヵ1ス博士は、機 
首の 航空 室から、 翼 内の 客室へ 人 り、 廊 下を 步いて 
後 ® の 客％ へ 行った。 

1" £ れだ、これ£そ私の夢想だつたのだ』 
下^:はキラ-^と突しい初冬の陽をぁびて、 ^ ® 



を 民間 gs ぅけて、. こ" に ルフト. ハン. サは 成立 

した。 

ルフトハンザは 年 一年、 P 仲 ばして 行つ て 『天 
卞 Qtf 5』 と® はれる や, に 一 っ 5 收 
較闽 たる ドィツは、 民 問航— 於て は、 勝 S の英 

fl いだ。 ひミ 

『さ *. 供は 元の 工場へ 歸ら ぅ、 t 飛行機を ルフ 
.ト •ハ .; \ザに姬船ヤること « カウマン君、君はサ 
クセン パ ル ヒ君と 協力—' て、# 社の！ && たのみ ま 
すぞ 、フィ N デル 君， レ、 1— へ t 』 

と ユン *- K は、 古 輿 デ， ソウの 設計 室に 腹心の 
部下を 集めて、 新銳拽 への 裕想 をい そいだ。 

まづ世 3 ^ 一 の爲機一ース型が生れた。 
1、飛行機は 11 大化するほど有利でぁる。 

1、 _ 外に 何もない i 飛び ゆく 鸾 



一八 ニ 

この 一一つ ®. 理 i は ユ5 i が 飛行機に 指を— 
て以 逸夢に も 忘れぬ® でぁつ 允。 F 一三 から G 
三へ、奴三三へ、次第に經驗と獄齡を 3: ねて行つ 

思へ ば 明 莴士 一一 年に® 第一 五八 七 八 八 號を以 
て 「飛び ゆく 1 ® J s a' m? を ぅちたて、 から 二十 年の 
忠奶は 流れた。 

同じ a' 卸に進 む クロ 丨ド 、ドル ユエ 博士は すで ビ 
巨人 艇 ドぶ ス Q il -M にと りか、 つて わた。 

ザ ッッゥ Q5S、 そ ©齧と、 手腕と ヱ 1 
總 f を ぁげて、—— ミで ねる。 見 上 
げる 1き 51 組立 1 れ、 «1 勒| の やぅ 
な M §sr が 作られて ゐるの だ。 
r いょいょ、 先生 2, 理恕飛行機が出來ま1丨 
— 今 ョ も 朝 t、. 新聞 1 は、 新飛§€ボ をつ' 



面白い のは、 同 機が 始めて 贺 ^| レ たのが 昭和 六 年 
— ガブレンッ刃は昭和十四年に、このぎ挪で日本 
訪 间を やつて ゐ るし、 ノル ゥェィ 戰線を 始め， H 蘭 戰 
線で、落下傘部隊の ^? 斯を奏したのはこの知五ニ 
型 だつ た。 

t 7 -7 X ^ 0 - 

『 JU 五 ニ 型は 恐ろしい 飛行機 だ。 宂の VV 三 三 型と 
較べる と 馬力が ニ * I 倍に 私 W された にすぎないが、 
搭載 量は 三 •二倍と なり、 桐 體の搭 載 容積は 四 • L 
依 •に 满大 されて ゐる J 
とそめ 特長を ^ れた 0 

との知五ニ型*になって、；ンカ|スは齡龄のニ 
® 鸾を とりつけた。 

裳の 後椽 全長に わたつ て、 狹く 長い 可動 ■滕間 
をぁけて少し下位にと々っけてぁる0普孤の飛行機 



の 補助 繁を下げ ^ の作用をするものであるが、ニ現 
鸾は、別々の揚カを出して、うんと、 ^ ^-? 九 «: < 增十 
の だ。 

飛行機の 速力が 段々 早くなる と、 どうして 1 »T 歡 
Q 速力 も 早く、 廣ぃ^ i ^ - e 5 ない と、 危險を _ しや 
すぃ。 

ところが、 この 二重 契は、 大きく、 ffif い 飛行機を 
樂 々と 低速 力で 空中に 支へ うる。 だから 狹い 飛行場 
に安全に界陸することも矿齡なのだ。これは、今唆 
の 戰揚で も 十分鞔 W ぎれ た。 

ルフトハンザでは、れ五ニ型を费どして航空 
路に 盛んに 使用した のみでな く、 尚 盛んに 製造して 
ゐた a 

r ァメリヵ 製の ダグラスの やうな！ l i ! M ? ta r が 使用され 
て ゐる のに、 あんな 濟式の ものを、 いつまでも 作つ 
一八 五 



森と皇|物が |«1 15 してゎる。その上を大き| 

葉の ^； が 移りつ、 ナ ぎて ゆく . 0 ふ 
m には ドィ ッ赍 錄 記 猇 D ニ 〇〇〇 號と大 く 記入 さ 
れてゐ る。 勝利 咏— . ^ ±» の 胸中には 禁ずる ことの 

出來ぬ 喜悦が 浮いて きた。 

G 三 八 削は、 _五 月、 始めて •ヘルリンの 上空を 
飛んで、 ぁりし H 、 ッ ペリン 伯が その 飛行ぬ て 
伯林 入りを した 日 8 ^ 狂ビ市民は再び祁き”1ト 
ィッ 航空 工業の M 歌を あげた。 

この 03三八期は、更にもぅー备作られ、日本でも 
特許を 53 つて九ニ式 3&., ^|して數焱作られたととが 
ぁる。今では构式に碭するが、大戰轨にの前 % まで 
、ルフト. ハン ザ lit 1 く 翔び 舞つ た。 

1 八 型で S に 驚異を® へた ユン カ丨 スエ 場で 
一一' 今 SA§.f 稱する V 型' -i 人乘 f イト プ 



レ' ンが 生れた。 これは 僅か 八十 馬力で ^ 巾 十 米 
G 三 八塑の 側へ ゆく と、 幼稚 囡兒が 男女 H の橫に 立 
つた やぅな も Q だ。 しかし、 A 五 0 型は、 輕飛 S 
として £3 nr ド t 片っ端から 破？ 行っ た。 ■ 

日本で も 富當氏 H 袭豐十 H 間の 特命 

飛行で妒んだり、太平洋橫斷に乘り出したりして 
おなじみが 1 ^ い。 

A 五 0型が出涞て刖もなく、今度は .^ |1. ニ塑中 

1 が" 出％ た。 

これ こそ、 眞 の箝的な齋だった。旅客機に飞 
« 物搜にもなる。丈夫で、述航费の少い拓全て 
使 ひやす. s km % でぁつ た。 

『ルフト.；；； vV 含 社は s 4' i ^ J *' る 飛行機 备 
た。知五11型|、航空輸用の政も理想的| 
4 ぁ， <?』と、顆のガブレンッ重役は激賞した。 



「*ゥ マン 界、 C の 際 I 大英斷 Sr 要 十る 4 思 ふね J 
「 H 場を 閉餓 する か、 換業 短縮で もやる か __ j 
r 5 や j ユン* 1 スはカ 強く 言つ た。 『飛行機 と發 
動機は 1 日も仕事を北めちやいけない』 

役に とつて、 それは 生氤で ぁつた。 

彼《、そ (0 足で友人3*へパト.ボッシユ 5- 訪ね有 
名 &電饯エ 業 王は、 ユン ヵ—ス の 苦境を 快く ffl 談に 
乘つて 、ユン 力- -ス機關製作所の；切を引とつてく 
れ た。 

r ユ ンヵースつて與は』ボッシユは後で 1? つた。『専 
業 « としち や 素人 だょ。 この 不況の ど- 0 g lc わても 
驚かなぃんだからな。%.儲けの下チな骷で、ドィッ 
一の 男 だ 。學 兼 で 理想家 だな 』 と。 

『この素人が、素人なる强味で、玄人が結々倒れる 
を乘 りこして しまつた。 そして 飛行機 製作と 發 



觔 機 エ篥 を 日分の手に纪しておいたのだ。 

勿論 そ £ ra ( r > 苦心、 辛抱 强 さは、 彼 一流の ねば S 
が 物を 言った ので ぁる。 果せる かな、 翌年、 ドィツ 
は ヴェルサィユ の锇锁 を 自ら 斷ち 切つ た 0 

ヒット， プ ー は、 班 備 再建 g 燔彈宜 w sr 世界中に 叩 
きっけた。 VI リン*々 空 相 《立って、空堪说惠に4 
りか i った = 

っ* . 

遂に その 日は 來たの でぁる。 ユン* —スの 工場は 
再び 辟 氣を とり戾 した。 

1 ■ユン 力ー スは •ト f ツ航空 界再建 の 恩人 だ J 
r ユンヵース飛行機は再建空眾の1?.カ士なったぞ』 

ES . やうな# 謝が 彼の 一身に 集った。 ある 席上、 
旣に 老垅に 入った ュン カー ス《、 學徙 らしい 謀 嚴さ 
で、 ^ l - Q 熱狂に 芥へた 後、 

『私 tt -しかし把邁する。 



ぺ 七 



てゐる Q は ドイッ Q 技術者に 紀 がない® だね』 
『今頃4竺型なんで、遲い重い飛行機は仕货が 
ない ぢや ないか』 

外 漂技術者が銳 ^ にきて、+年前の飛行機を舊 

1^ 1汉然と作つてゎるデッソゥエ場を見て嘲つた。 

ところ が齡利 が 始まっ てみ ると、^ ■五 ニ 型は 
すぐ軍隊檢送機に變った。落下傘部隊を下ろした。 
北海 た 1 1 ルゥ h <萚 作— や 
った ドィッ GS 的 ie 齡告 i 型の i 力が 
按へて ゐた からでぁった。 

素人の 强味 

ユン « 1 スが 、手廣 く 飛行機、 秘 « lf 機、 ガス 機關 
G 製作 描を 提 つて、 為 張した し、 就業 & 
^ 舫 大敗 中の® ^まで 增えて きたし、 油の 乘 りか 



かつた 昭和 六 年、! ^ として、 ドィッ |濟界 には 
有名な 51 . «|? 恐慌」がまき起つた。 

ヒットラ_政權の確立後邮柯の.|切を立直し、阙 
防！： 家 震へ、 ひたむき S 進 Sr けて ゎたが、 

尙 ほ、 赤色 敗戰 is 孤 緩 V 底流 に ひそんで ゐた 
米英 式 Q 自由 1 & 思想 § 摔が* つた。 

やがて、 大 ドィッ として 飛蹯 すべき 準備と して ぁ 
らゅ .る 部門に： 大献？ 必 S 迫つ てゎた。 それは 
褀雜な世界©金融機褙に敏感に ^ 湃し、ド<ッの金 
str _當時 の 了 ク激张 の R を 思は す ゃぅな 
大 恐慌が—® つた。 は、 不況 の どん底に ぁ 
つた。 

市場©大'阪亂、株式の暴落 — 自殺、 破產， 饴贞 
5? 0 ぐ^-財は、事業界 4: 、まつ暗なものに11しま 
つた 0 



つ-ぁつ ち 

『今こそ、祖闕へ献身の秋だ。训界1の空軍をドィ 
ッの 翼と して 輿へ ねばならない の だ J 
技師を 督勵 した。 自ら 陣頭に 立つ た。 高速 
力へ、 高速 力へ 丨 

世界の 航空機は た ^ スビ ードを超疋してゐる。ァ 
メリヵはその箔一步をすでに阶み出してゐるではな 
ぃ か。 

『競银機を作つて、レ11丨ドを破るだけならァメ=1 
» 風の やり方 もょ から 5。紙 矿な 飛行場を 生む だけ 
なら、フ_フンス式に試作機を作つてもい\0しかし 
ドイツは 少し 違 ふ』 

ュン *1 ス は、ッィンギル、ガステルシュタ 5> ト 

以下 #; 師たち と 協議した。 

rvtt の 飛行機を、 迅速に 作り うる やうな h s iK 似 1 



を，ゲ|リング空相の方奸に合はせる£とだ0そ_> 

て優秀た飛行機を出來る丈け短い%邮に出來る丈け 

深山作ることだ』と、大方針が示された。 

H 場は、 最新式の 流れ作業に ょって、 次から 次へ 
作業が す i め られる やぅに なった。 翼龃於 にも 极型 
を 作る ブレスに も、 獨特の 苦心が 拂はれ た。 

長年ユンヵース機はおなじみの波狀金塌釵は亂1 
されて、 空氣抵 ^ のない 平滑 板に 改められた。 

昭和 七 年、 ユンヵ ー ス六 0 型が MI W が 出來 た。 三 
百籽を C へる 高速 輪 送 拽で ぁる。 っ！ H い て 昭和 九 年 
I 六 〇梨が出てきた、更にその年の末如部八六型が 
谢 はれた。 

C れには 、ユン 力— ス tc 士が 半生を かけて 苦心 完 
成した ユ ーモ五型ディゼル機_4っいて & た。 

新 機が 出來る ごと に、 世界の レ nl ドは 破られて 
一八 九 



この •加 鄕は ^- して 私の も Q ではない。 私は ーヶの 
技術 # であり、 纪 瓜荠として働いてきたにすぎない卜 
今：！！ の やぅた 惊大な 带業 10 兄成は、全く關係龙全 
W の紹辦 的な 力に ょる ものである 0 

私はた ^ すべてのものを一つの標準の下に柒め、 
1つの名稱の下に經^し、製作したにすぎない0ユ 
ンヵ ー スと云 ふ" ね た ^ このためで あつて、 その 
辦 11 は、 ドィッ 阈民 諸衬の ものな ので ある！』 

と 咐んだ 0 

帘贳 彼は、 七十 歲の 亂 赖 を 物ともせず、 靑い 作業 
衣を つけて、 波^^ 器 Q 前に 立ち 3 上衣を 狞て 
製 岡 摩の 齡杧居 た。 或は アメリカに 飛んで、 自ら 操 
縱槔を捏り、爽部ァジァに‘機關士として働き、デッ 
ヴ v r 場の 一室で ザ餘 をと り、 伯林 资業所 で 顧客と 
ii いた 0 



- 八 八 

どの ^ ^、丧フーゴ1*ユンヵースの姿でぁつた 
の だ" • 

F 熱心な 仕褀 は、 もし N 民の 力と 意志と に 紡び つけ 
られな かつたならば、 それの みで 眞の 生命を 發展さ 
せる ものでは ない。 

熱心な ^: ^的勞作は、社待の意志と共にぁる場合 
にのみ又阈家のカにょつて後按される場合にのみ鉍 
の歡漱 を 確保し ぅるので ぁる』 

k ットヲ ーは、ユンヵース誕纪七十囬の宴席で言 

った 0 

『卽 ち、 フ IV 丨 •ユン 力 ー ス博士 とそ、 その 資格 
をぅ くべき 啦 一人の 人で ぁる J と 結んで 雷の 如き 拍 
手が、 漱ゼ 0 上に 落ち か i つ た。 

ド N - ッ再び 立つ！ 

睞茧は枨東に、南米に、北阿に《つぼつ播き起り 




gQ Hflf tts な腦 中から 生れて 來る S だ。 

『先生にこの大勝利をお見せしたかった』 
ツィンデルはいつも、そぅ；！|该する0ユンヵ1 
スの！ ！ したのは、 ドィツ 空軍 再建の 翌年、 則ち 昭和 
十 年でぁった。 

ユ ン力 ースは、空斑苒建のころから發動機にっい 
て、老後を棒げ切って、努カをっゾけてゐた。もと 
もと ユン 力一 スは 、私 Si 畑から 出た 人でぁった。 

『今のガソリン機關は、動カ機關として最も商級な 
Mi ? な もの だ。 しかし まだ 缺點 は线 されて ゐ る』 
ガス テ：； シユ タット 發動機 部長 4 相談した。 

『ビストンが四冋齡ぃて一囬しか爆發作用をせぬの 
はどう も 合理的 ぢや ない』 

一 T しかし 博士、 ニ衝程 式には、 もつ と缺點 が ありま 
すぜ』 



『それ1へ君、普通の發勐懺をニ街程にしやぅとする 
からだ。 I 本の 氣铕 内に 阐押 しの ピストンを はめて 
兩方 から 動く やぅに したら い V ぢやな いか J 
r ぁツ 、それに 氣が つきませんでした な j 

こんな# 話を して、 兩押し ニ 術 程の 重油 機關を 試 
作した のは、 前 大戰の 終った 數 年後だった。 それ 切 
り 飛行機の 事業に 追 はれ、 また 膂 通の ♦力 ソリン 發動 
機 L 五 五、 L 八 L 八 八 型な どの 製作に 追 はれて ゐた 
ので、ディゼル機關は、迓き忘れられた形だった。 

しかし、 G 三 八 型が 出來 て、 八 茛馬ヵのし八八型 
ガソリ \ モ ー タ ー を裝 S したと き、 
r 何もかも、 1 r 夫の 飛行機 だ。 

發 ffilf 機は、 ディ ゼル 機關に したいな ァ j とふと 思 
ひ 浮べた。 

凝り性の 博士は、 ガス テル シユ タット 技師と マ ー 
一丸 一 



« く。昭和十三年、21八を更に^^した九〇项 
四 發 li 人 機が 完成した。 

「大デ ッツゥ J 號と 命名され、 叫十人の兵总が武裝 
して% り、 三百 五十 秆の 快速 力で ニ 千 キロを 飛び、 
英怫に ± つては！ gk の 種が また 推え た。 

大 戰勃發 

二十 年 の 歪へ た 平和は 遂に 崩れた。 

昭. fn 十 3 L 年 九月 一日、 ドィツ 國軍 « »' 崩を 5 つ て 
ポ ー ランドへ 齡擊を 始めた。 空には ユン力 ー ス八七 

细へ 八七翌 1 降下 ^ 一 ^ が SQ 如く® ひか、 

つた。 . 

艽西《の爆彈を抱く念降下爆银機ゅ、北1を獵場 
として >-ギリス海軍の仪齡を震ひ上らせた。ボーラ 

v- u is ra -c- m^ Mi L^ -c Li o fe ^f sr w c -t # 



- 九 〇 

海をこへノルゥェイへ邮つたドイツ軍にば、ユン々 
- ス l r , _ が W 躍した。 

つ ^ いて英本土-へ、.ユンヵース八六细爆解機が連 
日の 如く齡 衡 L - ! た o 籣戰 線には r ノ力 ー ス K ニ 型 
から、 落下傘部隊が 鲥 ひ 下りた o * ハル ヵンへ、- 地中 
海へ、 ソ梆 へ、 その a 擊戢 i 强襲は 次から 次へ 展開 
されて、 欧洲に おける ドイツの 偉 * — 世界新 株 序 
へ s 步み はつ r けられて ねる、 

ユン 力- ス一 <セ 型スツ ツヵの ^ 力は、 ナポレオン 
以 來 GMg r 變 してし まった。 っ^' いて 双 
發 客 降下 _ 機が 現れ、 ドイツ 空軍の 威力を# 城 
なく 免 撣して わる。 

CA らの 歡銳把 は、 デ*' ツゥに 本社を おく 大ユン 
力 ー スエ 場の 所產で あり、 今は 旣に 亡き E 人、 ユン 
力 ー K の * 6 ;* , - をつ ぐ 商 弟 エルンスト •ツイ •✓デル ■技 



病床の 嫩士 からは 反って、 

「硏究 |: つ5-けょ、努カ 5: 怠るな」± *? _してきヒ0 

E 星 遂に 堕 0 

今日 も H 5# は 慌 しく 明けた。 • 
大戰前夜の、不安な、物々しぃ、今にも；^飢 1«" に 
火が っき f 螽 * った。 全 ドィッの 
航空 H # 界は 、整 秋 1 i した i CD 機械で ぁるかの 如 
く、 戰に備 へる 飛行 搀 、叢 捜 Q 震を いそぎっ、 

ぁった a 

ユン ヵ丨 ス發動 钱 I I 部には、 f に劍付 鐵 
砲で 入 n を 固めて、 特定 q マ _夕を »; にっけたもの 
3外 には、 |步も入るこ|許さぬぱかりか觀に 
近づく こ •へ 見張？ 21 3 £? i が あつた。 
中からは？ 士、 HJVfNi * が 41 いてく 



る。 全く 新式— S が 作られつ‘ るの か、 1 ■ »; 
に强 馬力 QT*- が 出 ^ て* る Q か、 何人も 少數 
の關係 者を 除いては 知る 人は ' 

けれ f ' ® 防 定め—らしンがでぁること 
は布货だ 國防©ととは、 * '任のぁる人にまかせ匚 
おけ ぱい、® 11 人と して 、 この齡っ 密 工場の 
# をす f Q もなかつ た。 で觀备测をして流 
言を 飛ばす ci«、 ^f w 國民 i して 恥 だから、 何處 
で 何が 行 はれて ゐ やぅと、 人々 は I 言 も それに *' 1 れ 
なかつ た。 各々 Q 人 i は、.！ 一;々 Q eik ^ l, ぁる。 皆は 
與へら れた 自分の 仕 靡 だけを 全力で やって ゐれ f ( 
いのだった 0 

しかし、 W 接. Jo 祕密 ェ 姐に* つて、 議 として 
新發動拽を亂粑してゐる技師ゃ、技ェたちは、夜4 



裳 4、けじめなくその恕船"心を碎いてゐた 

一九 三 









デル靶授を相手にして、烀く硏究室にとぢ ?: もつて 
姿を みせなかった。 

昭和 三年 秋ユン 力— ス •ユ —モ pq sa 發動 機完 %丨 
里湘發 動機は ガソリン i 違っ て電氣 系統がない ので 
火災の 危險は ない。 燃料の 洧费 は少 、い。高晰縮にた 
へる。 

ディ ゼル 機關 付ユン 力 ー ス 旅客機、 デッツ ゥ 、ヶ 
ルン 間 飛行に 成功す __ 9 C の ニ ユース は、 誰かに 
航空 技術 界を 驚かした。 

最初の ユーモ 四 iltt 五 百廿馬 力だった が、 改 A & 
加へて七百ニ十馬ヵまで出せるやぅになった。 
r L かし、 ガソリン 機 關に 較べる ias ね j 

4 反 數ナる 人 も 少<な かつた。 
r 重い、 そ. れは 確か だ。 しかし、 發動機 が 少々 重く 
て％、矜料の粑费がぅんと少けれ.ば*長距離を飛ぶ 



il 

旅客機では、. 結 周、 »動镄ブテス1料0目方で《、 
デイ ゼル 機關の 方が 有利 ぢやな いか j 

« 士は 立說 して 下ら *: かった •ルフトハンザでは 
G 三 八 型の 發動機 をユ ーモ型 に 改めた。 G ニ 四 型 旅 
客 機に とりつけて 伯林と アムステルダム 問と 航空路 
に 就航 させた。 W 際の 證明は デイ ゼル 機關の 勝利を 
刻々 i 示して きた。 

更に、 ユン力 ー ス •ユ ーモ五 型 八 百 馬力が 完成し 
た0もぅデ<ぜル機關の成功は確贲となってーきた。 
この ころ、 巨人 ユンヵ ー スは sf 石 病を 患っ た。！： 資 
的 偉人の ために 替術 ドイッの 设大級 の 國手 tt r £ ユ 
ンへン市立病院の一室で巨人のために於術 &^ 施した 
のでぁるが、既に老||七十六に達してゐること1て 
珣後は «■ かば かしく ゆかなかった。 

ユ ンヵ IKH 場は 深い ® ひに 閉ぢら れてゐ たが、 



の辨料項射式發動機が完成して、ロンドン空雜に哝 
力を！ §{ »•» して わるので あるが、 あ、 博士は、 この 完 
成を見卡して逝った。 

あの 華々 しかった 七十冋 の 生誕 記念日に、 苦境を 
乘 り 切って ユン力 ースエ提のが興に、靑年の熱意を 
みせた挪 ±" は、昭和十年ニ月三日、大木の倒れるご 
とく 忽焉 して 長逝した ので ある。 

靜かな ガゥ ティン ダの 森に 近い 別 莊に '中年 前 .; 
爷術か後を養ってゎた：^老髀のこととてゝ病勢は 
次第に 寒って、 危鴆と 傅 へら- れ た。 

k V トラ— 總栊 、ダー リング 疼 相、 タリス チャン 
ぜン竹軍 一 r f ッを 觔かす 11 ;頭甩から '/3 見舞ひは 
降 瑣 i してつ！- いた。 

S 色 深き ンへン 郊外、 空飛ぶ ュン *1 ス 锲 も 
<, H ばかりは 爆.! UV 低めた。 あ i M 星 頌つー 



遺骸は痕ちに航空禅を以て-ミュンへン市外ヮ 
パト 策 地に 葬られた。 

その 日、 淺 春の 空は ^ 5勝 ちで、 數十 碁の ユンヵ 
—ス 機は、. 且丸な ^ 九の型を先頭にして、®^^ 
ボンを ®. きつ、、 亡き人の 頭から 生わた* 國の晃 は 
かく も 健 かょ と斗りに、纪悼飛行をつ1ける。 

折 柄阈務 多忙の ため 國外に あつだ ヒット ラ-練 抗 
は、 L ン へ ン市 & 空 關係の 最高 官エ ー ベルト 大將 
を似理として、萬前に花瓚を捧げる。ツィンデル技 
師以 下败千 名の 弟子は、 涙と 共に、 讀み あげられる 
悼 辭に 首を 垂れた。 

やがて 航空 エ業聯盟を代表して、鄭珉な悼辭が讓 
まれた C 

『フ ー ゴ！ ユン力 1 K 敕見 Q 長逝は' わが 國 に お 
ける 换 大の網 切 救で あり、 卓越した 硏究家 であり、 
一九 五 



主任技師は、そ、くさと數通の報吿密を飽に入れ 
ると、 irp あけて 外出して ゆく、 彼の 行く手は、 伯 
林挪外 ガゥ ティングで ある。 

そこには、 今靜 かに 蟛 51 病を 根 養して わる 世紀の 
E 1 W フ 1 ゴ！ ユン 力 1 ス の 病床が あるの だ。 

七十 七歲 Qmg を、 交 Q 如美氣 S で 工場に 

見せて ゐたユ ンヵ ースは、前の年の 5.- から何となし 
十 ぐれな かった 健康を、 f 忙の ために 無理を したの 
办 、藏に 病床の 人と なって しまった。 

それでも 腹心の 部下で ある 髙弟た ちを 枕頭に 呼ん 
で、 病苦と® ひつ、 工場の 指揮を とつて ゐ る。 

『 MP 、 御 氣分你 いかでです か』 

J 抱へ ほどの 御 類を 手に して、 ガス ラル. シュカ 
，トは 入って きた。 

「 te は 大丈夫 だよ。 それよりも 發動 機の 方は どう だ』 



一九 四 

『 お §で若々進んでゐます。今日の試運 ^ の辟果を 
船 街に 上りました。 これが* 為 リの出 具合で、® 轉數 
も 申 分ありません J 

「そぅか、今度の試みは劃期邮なものだ。早く完成 
して くれ 給へ J 

病禾の薄士は1々指揮した。今作られつ、あるの 
は、從來ガソリン發動機が故陣を起す最大原晚とさ 
れてゐ た 氣化器 —— ガソリンと 空 氣を浪 合する 部分 
—— を S 止す る こと だつ た。 

その代りに、 ディ ゼ”機 關の 特長で ある 燃料を 高 
K ポンプで ®: 接氣芾 內へ徹 射す るので ある。 これ さ 
へ ^ ^ たら、 髙 々庇の 空中 戰に氣 化 器が 纯つた り、 
逆 方から 火災を 起す こと もな くな り、 燃料の 消費 も 
少く なる。 

かくて、 ユンヵ ー ス •ユ ー モニ 1 〇塑、 ニー 一 型* 



しない s 家 ; a '- 識 に ょっての み 働き 拔いた 人生 觀の勝 
利に 外なら ない。 

* キー ぜン大學か-ぃ名釋竹取ドクトルと云ふ一見し 
て 畑 逮ひ e 稱猇& 贳つ てゐ るの も、 ょく考 へる と 決 
して 不適任では ない の だ。 . 

ヶーテ ン 工業 大乎- ァーへ ン 工科 大 中 は、 紀释評 
謎 MK 推し、 リリエ ン <4 —ル航空眹待の名铎牌は、 
眞光 きに 彼に 與 へられ、 生前から 死後へ、 凡そ ドィ 
ッの航 空 界 と、 エ業界《、ぁらゅる.表歡 «? と贫狀 
を ユン 力— スの碟 前に 搾げ た。 

また劣忙な彼は、寸暇を見て《、その黄い經驗と 
技術とを :.«: :1き淺すゃ0にっとめたので、前大戰の起 
る前年に平く4「大沏發動搜製作に關する賊如 1 |3! 
驗」 を發表し、大戰後「1^:勒飛行拽の忽及胴 93 ェ 
n -- J 「我が十五叩問の經驗」「ゼ艇製飛行機の製作上 



における 特殊 作業 J -1' 燃料喷射作用について」など 
龙大な專門龙書を淺してゐる。 

フ ーゴー •ユン 力 ー ス 。それは 一 ドィッの 偉人で 
は办い。忡界人類に箕を與へた恩人であり、不世出 

の 天才で ある。 

發明者にして萁行者、理||,にして汶踐*」企橥 
宋に して 者。 一切の 仕菲を 一人で 引う け、 しか 
も 完成した ものと そ、 この ュンカ ースで あつた。 



一九 七 



最も 有 能なる製作者を亡った0である。けれどもユ 
ンヵ ースの名はド<ッの飛行機と、齋勐機があらん 
限り、 («: 界的 4 に 作って 永久に 忘れられな いで あ 
らう』 と。 

しか 5、大いにしかり、今トィツを守る ^ ポユン 
*1 スの! である。 ユン 力ー スは 死んだ が， その 

淺 した 「ユン - R 丨ス册 行 捜、 發 動® 製作 株式 ^ 社」 は 
賦 1 !と航{分蘇の中心となってゐる。 

ハィンリッヒ. n ， ペンべ ルゲ璁 sfec. 、 i ユレン 常 
務 Il -iff にょっ て され、 飛行機 0 方 H H パンスト， 
ツィン デル 技師* か、 發 » 機は ガス テ <シ ュ * '/ ト技 
¢1 が 时沉ど なつて： 史 に、.史 に 新ら しい 飛行機と 發勦 
捜を生みっ-ぁる。 

&って、全銷鐵製；猇機が生れて>レ？思ひ出の 
デツソ ゥには中央1-;5|がぁるが、，就*者は數洱と览 



へられ、 价-界 i 揿の 大エ橥 の而 目を 把捉して ゐ る* 

逝し き ユ X 力 1 K は 一生を 實踐に つとめてき た。 
決して^^ Q 塔に と 1 た學究 ではない。 けれ 
ども>航空技術にっいては、どの學者も追從するこ 
との 出來ぬ 妒 对な货驗と-珂淪とを完成してゐるの 
でぁる。 £ ュ ンへン 工業 大學は 、それ 故、 彼に 名# 
工業 ドクトルの 稱號 ぅを 與へた 。 

ユンヵースの業3?«、また遂に國«觀念に終始し 
た。 齡 1 ： や 個人的 名# 慾 tt 彼の 腦中に 存在して ゎな 
かった。 工業 —— 航空エ業の%立にょって、國采 (0 
谈盛に.贯 獻 L やぅ とする 技術 報國 3理想が *| いて » 
る。それは高 |4 阈防阈«へ《ーっの理 .^ でぁり、哲 
爭 でぁった。 

布業家として素人のお说が下手士-云はれながら、 
忍. 耐を以 って ギ队 5: , 克服したのも彼が、资利を追及 



第一 篇大戰 の 男 士 

第一章 軍人への m 立ち 

ヒ>トラーは、正式の場合を除いて、街を視察し 
て 廻ったり、 命 合へ 出る ときは、 飾り 氣一っ ない 紺 
の朁廣をきて、子供の瓸を撫でたり、ごく氣輕るに 
民衆の友でぁる風貌を见せる。 

C れに 引き かへ て、 ダ ー リングは、 いつも 空 取 大- 
將の 派手な 制服に、 がっし®. した 體格を (2 み、 苦み 
走った精カ的な -# 貌に、 ^ 俘な氣宇を职 |||1 に漂はせ 
K 5 胸 一 ぱいに 動* を きらびやかに 飾 y 立てる。 

C 0 二人は 對照 として まこ とに 面白く、 體格的 に 



も性格的にも、可也りの距離が*るやぅだ。 

しかも ヒット ラ ーとグ 1 リングは、 互に 相 許し、 
相 信じ、 万 •に 大 •ト イツを 抒負 つて 立つ 氣槪に みちて 
ゐるの だ。 

今次の 微敗大 戦が 始つて 、一九 三 九 年 九月 一日、 
いよいよ 大 ドイツの 國遝を 賭して、 ポ ー ランドに 進 
盤を 始める に 當 つて、 ヒット ラー は、 阈泠議 會の演 
壇上から、 ドイツ 國民躕 起の 秋で ある ことを 獅子吼 
し *\ 自ら三取を率ひてポーランド戰線に赴くことを 
述べた。 

そして 『萬 一、 余の 身に 窜あ らば、 阈 民よ 憂 ふる 
なかれ" ゲー リングが ゐる J と 叫んだ。 

いま、世 #^ を動かすニつの大きいカ I 一つは、 
朿條 總理の 指導す る 日本で あり、 一つは、 ヒット ラ 
丨の統率するドイッである。 



く抒の 側を 離れて # てられる ことにな つた。 

若い 母親は、 可愛い、 坊やを 放して、 夫の 許へ ^ 

つ 〇 

るのは 身を 切られる ほど 辛 かつた が、 しかし 坊やの 
健谦を思ふと、氣溫の稳やかな南獨逸の故^におい 
て おく 方が 安心と 僅かに 慰めっ V 、 夫の 仟地へ 歸っ 
て 行った。 

かくて、へルマン坊やは、父母の膝下を離れて芮 
てられた が、 父母に 代って 從兄 夫宠 は、 わが 子の や 
ぅ if 薇し み、 健康と、 鎂け とに 細かく 注意しながら 
育てた。 

ヘルマン も、 ょくな ついて パ 少しも ルし がらずに 
元氣 一杯で、 一 過 ひ、 立ち、 やがては 走り 廻る やうに 
なつた。 

年月の 立つ のは 早い もの 、 n セ や 三つの 誕生を 迎へ 
たが、 



『坊や、 お父さん お母さんが M ってく るぞ J 
『小 父ち やん は、 もう 坊やと 遊ばない の J 
r ハ、、、。 逖んで やる ぞ 。しかし、 お 父ち やスや 
お 母ち やん が戾 ってき たら、 もっと 坊やを 大艰に し 
て くれる ぜ 41 

ある 日從兄 は、 ハ V - チから 來た乎 紙を 見なが ら、 

へ ルマンに 話しかけた。 

片言 まぢ りに、 へ ルマンは、 初めて 見る も 同樣の 
父母の ことを 聞く のだった 0 

『 うん、 坊やの お父さんは 渖いん だ ぞ 。若い とき 戰 
爭に 行つ て フランスを 散々 や ッ つけて、 こんな 大き 
い勳牽 を 貰った んだ』 

『う ■ — い、 なァ j 

『坊や 大きくな ったら、 何になる の だい 』 

r 坊や も お 父ち やん みたい に 戰爭 に ゆく。 大將に な 



と G ヒ* •トラ-に、 かくまで 槪 Mf . され 5 ゲ—ニ 
•ク 空軍！^ は、 生つ 梓® ナチ スつ 千、 前 大戦 i 士 

そして ド.，- ッ空 男靈料で*り、數离のド ,'< ッ荒 
览 Q 读愛菅 一身に 集め 七 t 「時 ^ f 」 な 

3 である 0 

ドィツを + つと繫 |方 へ 下る と、. ハ 1 rz S 

拂ふ iQ 小— I セン ハィムが ぁる。 

「可愛い、坊ちやんだ；*氣そぅ&_をしてわるね』 

!-ぇぇ、お齡さまで >で も、 この 子を 手放して 

逋い ところへ 行く のは" 辛 いんです わ』 

若ぃ母は、丸々と艇つた坊やを膝の上で、ぁや；^ 

q 夫 V て 1は、 « 2使の «- い1を帶びて 
西 印度！^ is ハイチ 鳥に ゐ るの だ。 . ? 

太古— のま、 に、 傅說と 夢を つ" む 孤 岛 ハイチ 



を 露— 物は 美しい が、 何分に も 風土の 違つ た 
この 鳥では、 文明 的 な觀 も 乏しい ので、 彼女は 
邮虧がために、はるばると、南ドィッの 11 1ゼン' 
ィムへ 歸？ e た Q でぁる。 

長い 船旅 あ れ に、 案じて ゐ たお f 、 やすやす 
とすんでニ八九三年(¥^廿八年〕の一月主8 

元氣| ン坊 ヘルマン. ゲ iv ダは、 希 f 祝福 
f けて、 この 世に 生を 亨 けたので ぁつた。 

忘ち もす くす くと、 元— 育つ て 行つ た？ ぁ 
るが、氣候の激しい_へこの生後*だ日运い坊 
やを つれて 行く ことは、 ぁまりに 腎險 だつ た 
f ハィチ Q 愤 呢 も、 そぅ 長い も® ぢやぁ i い 。い 
づれ本 5? 詰めに* る だら ぅから、 それまで ^ やの 

齡讯 & 引ぅけて.ぁげやぅ』 

と、 管 Q す-めに ょつ V 、 へ ニン 坊やは、 股 



1地方0ぺルディンシ'|タ<ン (〇 片出含の家へ！族 
を まとめて 引 描げ た。 

『5- •なァ 、今度の おぅちは 』 

へ ルマンは、 見 わたす かぎり ® 々 として* 靜寂な 
E 野の 景色 1 C ® 異の啦 1 みはった。 

ゆつ たりと した大 真！の懷で、育てられる少年の 
1 :び仲ぴした心は、なだらかに起伏する丘を野种％ 
と 見なした。 

^ い田舍の邸宅にっきも (0 の、古5齡や、高い；？ 
M s - 眺めながら、 

『 や ぁ、 お 被 だ。 お 城 だ』 

士無性にょろこんだ。早速近所の小供たちを集め 

て兵隊ごっこを始めた。 

1 の やうに、 野 傾を 跳ね® り、 小犬の やうに 芝生 
% ころげて走り、3んさん4、ふ5そ-<ぐ太陽の下 



で、 ヘルマンの 龅氓は ' 一倍 丈夬に 鍛へ られた 。 
『どぅもへ ルマン 君は、 ょく 勉强 もす るが、 亂签で 
W る J と、國民承校 0 先生が、士づ手古ナつた。 

しかし、 學業の 成績は、 十 ば 拔け てょ かつた ので 
亂拎をしても畢生仲間の琮敬を：身に集めてゐた。 

~| * い、グロスグ- 11 ヴクナ一山へ ^3 らないか.1 
ある日、遊び忡間を誘ひはじめた。 

『あの 一离 ニ千呎 からなる 山へ かい J 
『ぅん、それも、人の登る 3 1 スぢや面内くな |-« か 
ら 、北西 側から 登つ てみ や 5 ぜ』 

義 &と、友人を誘つて*この危險極まる登山をや 
つた。千古の » を截<ホッへル.タゥエパン山脈の 
簸高吁0ざして、ナィ7狀につつ立つ氷の « 根をょ 
ぢ 、崧に ロ ーブ を かけて、 步 | 步 と山3 ■へ 進んだ。 
そして美书山頂をきはめてゝさて降りるのがゝま 



りたい fe r J 

と 一 兀氣ー ES ふの だつ た • 

礙 みちて、 ia . ヘルリン® めと な？ W S ? ぶ 

に 商つ た QIV、 a'f m? K、 ラ— かきくれな 
が ^ 、 しつ か り抱きしめたのてぁつヤ 
、乂 、ィン リッ ヒ •* ケ 1 リンクは 
『ハィチと 云 t ころは、^ s いと 1 
と、 k 呢の 風物を 話して やつた •かフ マンは 一 
向 ぅれしがらない。 

『それょり、 お 父ち X 、 ®? 争® 話を して』 

とせ がむ el つた。 ti , 

ハイン リツ ヒ が、 若 かつた ころ、 步兵將 校と して 
1 S 加し、 si に f しい 手柄を たて 
た^ r M - i をして やる とへ ルマンは、 目 S かせ、 



二 o 四 

? そば？、 辕に？ ばれる？— 

『この 子つ たら、 まぁ、 戰爭 好きね』 
il が 千は、 そ e 方が 元— てょ』 ，ミ 
父 S は、 ヘル ニが 早く も 軍人と して— 

さ た gli m 4 やして ねる？、 頼もしく 思 ひ、 この 子 
sf 、 繁 に 一心にな つて？" 行つ た。 

健やかな 靑春 

『坊や、 今度 Q お 家 SV そ.！ < t . 

ヘルマン，. f リング S 歲 のとき、 -3£ 1 
话を やめて、 咕 がへ 歸る ことと* つた。 

ペル—、 1* るが、 ^? 化の 中心の 

華やか—、 少年 Q 1 W 心を 1 に、 そわし 

くない。 . 

ゲ 1 リン J の 昔からの ® Jr — る エフ ランヶ 



『デ— リング i 云 ふ 奴は 何 i 辛抱 强い男 だら ぅ J と 
流石 0敎官も舌を棬いて感心した。 

つ ^* いて、士宵承抆に入ると、ますます彼の才能 
は 冴ぇて きて、* Jvに：：十くも第l _. 帝國の大臣たるぺ 
き 彼の 將來 性が、 芳しく も 芽を 出して きたの だ。 
『ヘル > ン .ゲー リング、 共 方の 把 群なる 成績に 對 
し’皇布赏狀を ^ 賜せらる』 

デ 兔式 S 朝は、 光榮に 吼. S た 0 
かくて、 ダ— リングの 軍人生活は ひらけ はじめ、 
革/、 たる 姑 一の 難關は 突破し、 次の 四 年間は、 ゥィ 
ルへ ■ル ム皇 の 指揮す る 第 百 十一 一 步兵 部隊 付を 命 
ぜられ た 0 

それは フランス 阈境に 面 した ア JI サス 州' 1ュ ル ハ 
ゥゼン 市に 駐屯す る ものであった。 
r ねえ、 ブルノ .口 エル， エル 少尉、 どうやら 世界 



の ® きは ® 白くな りそぅ だ ぞ j 
彼は、同期在の中でも1友のロエルッエルと、希 
嗜 にみ ちた * 途に っいて 語 C 合った。 
『全くだ。今平(一九一四^=^正 = 年)は何か事 
が ありそぅ だぞ 。，年の 伊 土 戰爭以 來どぅ も、 バル 
力 ンが 不穏 だからね j 

r ー戰爭 あると い V がな ァ 、平和っ V きでは 腕を M 
ふこと が 出來な いからね』 

ゲー リングは、 鬱勃た る 功名心に 燃えて 日夜 軍務 
に 服して ゐた 0 

大戰 勃發！ 

菜せ るかな。 

南缺サ ラエ ボに 、缚 きわたっ た； 發の銃 聲は 忽ち 
にして 一九 一四 年 七月、 卅界大 戰の幕 を ば 切って 絡 

二 〇 七 



た でぁる。 

f ヘルマン、 M に氣 をつ けろ 1』 V 
友、 が 叫んだ とき— かった。 ^ 身は 了 ?? f 
し 1 離れて、 1M 下し fop 
時 1 、 Mi へ f 投じて、" 1 プに f 

!ll\f 三ン| 

m す— かつた。 

『而內 かつた な ァ 、登 U は』 

『gg ょ。 ぉ前と 山？— ると* こちらの 命が 
縮 も、 ヘル： ®,. £さ£ れて 物が 言へ 

fe 知つ 一」。 

こ Q If 十五 歲だ つた。 
『 lit 、 —i 交官 

には 性が ^ はねし ^ 



ニ 〇 六 

ヘルマンは、 小 供のと きからの ^ 勤の 軍人 志願を 

打 ぁけて みた。 . 

『ょから ' しつ かりやれ』 F 
と 父 も、 若い ころは 軍人生活 t した 人で 理解* 

单 5。 rlQ で、 1 トランク— とめて、 

力 ， < K ユ 丨 Q プ I ャ王立 へ 入 乎した。 

1 f |、言 || ! '1 

軍規と 調練が やか* しく、 むし S 酷と ょ、 
i ど、 何 S も 5 1#、 また 命令 だつ た。 

戰場往 f 軍人が、 非常 kf 、 少しの— も 

與へ 十， ニル々式 £< £|つた。|もとネ 
蠢' b 中で、 ぶつ 1 け® 1 |パ、 ® れ 
I が、 1 な ii ほど 

厳しい—』 へ、 上級 11 f して f 
改はれ る やぅに なつた。 



. V - 1 リンゲたち は、 ムール ハゥゼンへ 進んだ が、 若 
い 平生 時代に 山登り や ハ f キン. V に 勝手 知つ た 道を 

-tp ^ f 

突破し > ソ-ス ハ f ム® 町へ 入 v ? と、 六十 名 除り の 
フランス 兵が 守備して ゐ た。 
r 構 はん、 突破し ろ j 

偌か七名の斥候と共に、献|1士打つつかつて行つ 
た。これをドィッの大部隊の先躲と1 88? したフラン 
ス m 騎兵は、 箅を亂 .して 逃走して しまつた。 

銜 4 敵將 パゥル- ポ—の 陣 8 :1 で 隈なく、 姬齡し 
て ®; iw つてき た。 フラン K re; 配 苑の大 部隊は、 更 
に勢 £ ^ 5かへしてきて、ム|=:ハゥゼンの年9^^ 
つ士 め、 こ- に 獨佛兩 軍は glM な 攻防 戰を 演じた が 
V— リングの 偵， が 役立ち、 ドィッ 軍は、 濟々 と骰 

. JB 5 

果を收 める ことが 出來 た。 

則戰 僅か 三 週間 目、 箪斯が ，から、 



『へパ，ン.キ1リン.ン少尉 

そ— e 念 爲 により 我が 軍 sf 勝利 に導 

き 得た る 功 勞に關 し、 鐵十卞 功二 級 組容 授く J 
と 喑 がましい 叙勳の 光 榮に浴 した a 
『どうやら 武運が 開けて きた ぞ J 
と ダ ー リングの 功名心は、 いよいよ W えさ かるの 
であつ たが、 問 もな く、 ロレ ーン州 バヵラの 野に噼 
境 ® が 始まらう とするとき だつ た。 

『 i ぃ』 

足の 關節 が、 ひどく うづく。 ® れない 齡 の 濕氣 
と不健康さは、遂にギーリンゲの身賴を蝕んだので 
ある。 

『敵 g にやら れる なら まだし， ¢5、 亂 聯 •リユ マチなん 
か 患 ふのは 羧 f だな ァ j 

と齒ぎ しりを して 口惜しが つたが、 g s 11 は 彼を フ 
110 九 



した" 

フランスにとつては、四十年の長恨の地、アルサ 
ス •ロ ー レン ニ 州で ある。 潮の 如く フランス S は 
アル サス 州に 纪 入した 0 

ドィツは緊念動具を命じ、步兵少尉へルヤン.ゲ 

1リングは、直ちに紀線へ進軍した。 

彼の 祖國は 今や 運命の 道を 選み、 赛こ ろは 遂に 振 
られた 0 

平和で、 燃 &する西ドィツの都市と農村はー切を 
锻牲 として S 怖-長い© SQ 中に 普 f れ た。 ド 
ィツの 飢 k は盡く 敵國で ぁった。 ヴオス ゲか らヴィ 
スツ ラまで、 パル チックから アドリア チック 海まで 
盡く ドず ツの 1 として 立ち上つ た。 

この 眞只 中に、 ) ft 國の國 難に、 若き へ パ マン •ゲ 
1リング少尉は献概と飛び込んで行って、ニ十ー歲 



ニ0 八 

の 若い 血を 潢かせつ、進軍をつ父けた。 
r 秋までに は W 旋し てく るょ』 

の 勢 ひで、 バリへ、 パリへ と 突進す る ドィッ 
軍は、 ss なし 日を 待つ と 彼 も 人々 も 信じて 
ゐ た 0 

だが、 マルヌ 河 呼で、 フランスは 必死の 防® を 固 
めた 。ゲ ー リングの 脱 船して ゐた 部隊は、 八月 八日 
ム 1ルハウゼンで、强カなフランス龍騎兵の反喂を 
ぅけ、こ、に 3^ 戰を展開した 

ゲ 1 リングは、 さきの 陸相 ョ ジアス •フォン :， 1 

.リンゲン S 軍 を卞 なる 坑七 ■运 して ゐ たが、 
八月 九日、 特別 島 車 m 察 S し I ばれて、'^ 
に 出かけた、 

この 自 轉車隊 は、 不私 s 勇士 e 粒 A りで 後に 殊勑 
窜をぅけたケゼヤン軍|などがゐた。日の出と共に 



んて、女々しい病氣に忠つて、跷た切りなんて、情 
けなくて 椹らん J 

ゲー リングは、 親友 q 勇ましい、 飛行 M ii ^ Q 肩 袞 
を ^ ましそぅ に 眺めた。 

脚を ¥ く繃帶をして、躂てゐるゲーリングを、 

^ の ^ そぅに 、 U ェルッェ ルは 眺めて^ nA が、 

r 心 g す '* なょ、 溪は 、戰拗 で 1 舰 にで もやら れた 
g かと 案じて ゐ たの だ、 何 だ、 そんな 病氣 なら 擇は 
ない ょ』 i itr めた。 

「しかし、もぅ八日にもなる。いつ^|,へ戾れると 
とかと、 线 4 でなら ない j 

『よし、 安心し ろ、 足 S ^- @ K * 1 , 位、 氣 に する ことが 
ある もの. か、 淇 と 一所に 前線へ ゆ くんだ 〇 溴の 飛, 1 ft 
搜 Q 偵察 者になる ん だ。 

そうだ. ao 君 SQ ために、 毛布で くるんで ゆ こ 



う、 それなら 阶ぇな いだら う j 
『そり やい 、考へだ0しかし、_の手練きが出來 
るか しら j 

IK 醫 と 隊長に 膨願い てみ た® • 

『馬鹿 ッ 、そんな 事が 許せる か ッ j 
と 怒鳴られて しまつた。 

しヵしへルマン.ゲーリング0 ^ 1: 1 は固かつた〇 
前線へ 出られるなら 處罰 された つてい io 數 日 後、 

口 H ル ッエル 少尉が、 前線へ 飛 出す ときには、 蛇 紹 
席に ゲー リングが ^ 0 りこんで ゐた 0 
『 自 が で 自分の 轉科 命令を 出した やうな もの だ 〇 "永 
れた奴 だ』 

と當 時！ 人で も 勇敢な 將士を 要求して ゐた 笊當局 
は敢て そ.^ 以 上 彼の 行動を とがめ やうと もせな か 
つた。 

ニニ 



ラィブル グ — i 院へ纪 S 命じた。 

この フラィ ブルダの 町には i ブルノ. ロ エル 

こ ル：^ が、 飛行機 摄の練 1 して* たの だ . 0 
ブルノ は、 製 パ しぃ 5 線へ— られ t ひた 
t fe * p 練つ てゎたの だ。. . 

そ Q 小さな S 野 の 一室には、 ゲ 1 い レグ 
が、 S に 若ぃ 身 f 也んで、 時折り— 線 か 
ら 、速. WQt に ひこて くる 船？ W 4 けて ゐ 
たので ある 0 
il M だ。— だ。 

I がぎ t ミん て—— て！ 
|&緊 1、 1 81 機 S 

M t lc c な . SJ 

とじ 想れ 切つ てわた。 i 
V *、 また 飛行機が 飛んで* る。 せめて、 飛行機 



1 ニ 〇 

乘り にで もな つて わたら、 少 々足が 惡 くても 戰爭ば 
ゆけ るんだ がな ァ』 

と' me 上に S 反側しながら： ヶ ー ング 
はぎ S を 魂 じる のであった。 

運命の 轉期 

ある 日の こと、 邮 ぇ 惱むゲ i ングの 枕許へ ひ 
よつ くり ブ リノ •ロ H ルッ ユル少 紀 が 訪れて きた 
『や あ、 H か？. よく 來て くれたね』 

I -ぅん、 つい ニ一ニ1、君がこ、に人つたことび 
いてね。 すぐ 見舞 ひに 來た かつた が、 飛行機の 馨 
が 忙しくて ね』 

r ど v •た、 少し.’ へる やぅに なつた かい」 

『大丈夫、 もぅす ぐ紀 線へ ゅく よ』 

「い‘ ァ、 t 駄目 ^ —® リゥ マチスな 



と 勇猛な 朽士 も 彼の 朵 raf 3 に 探いた。 一九 一 五 年 
e 春になる と、 空中 ® 術 《いょいょ迆步し、ょり快 
速で、ょり上#カの强い飛行搜が出來て、偵袼機は 
_ 無線電 {3 機をつけてモールス記號で地上と連絡する 
や 5 になつ た。 

r こいつは 仲々 骨 だ。 しかし！^ えなく ち やならん j 
i ゲーリ ング は、 忙しい 眾務の 隙を 割いて 一心に 
キーを 叩き •間もなく 一廉の 通信 士の 資格を 獲得し 
て、 早速 機から 味方 0 砲兵 陣地と 聯辂 した。 
f 待て、 待て、 一發 も當つ て やしない。 廣の 指示す 
る 通 9 狀飱せ い J 

彼は 機上から 砲 兵隊を 指揮した。 そして、' 止 確な 
命中 彈を 得させた 0 である。 そのころ 皇太子妃が 飛 
行染へ夫»の陣中見舞にこられたが、折から^ ^: し 
た フラン v -馊 から、 保 彈を投 下した。 



物* い ，地锻 き と共に爆煙が曳太チ妃の阇阐に立上 
つた。 

『ぁっ、沒こ 

隊の將士は、色を失なつたが、がーリング《、 

「 ォ ず、 a ェルッェ ル 君、 すぐ 飛 出せ ッ』 

と、 # 機の 始動を 命ず k ? とヒラ リ と ^ ^. !^ K 飛 上 
5、 新式 モーゼ ル举： | に 二十 五 發 入りの 彈莢 をつ け 
たのを抱へて、フランス機を追つかけた。 

上！ &ヵ 4: 利用して、フランスの爆^^のト；空に出 
る と、 

『構 ふ もの か、 苑 ぎ め ！ j . 

ッヱ ルを 促して 敵機の 眞只 中へ 飛び 人り、 
姐 歡を 加へ た。 しかし、 ビス トル 位では いかに « 式 
飛行機で も 射齡 せない。 . 
『殘念ながら取り逃したょ’モーゼパ齡^りもつと 



かくてて リング Q 空中 sit # は 始まつ た。 二人は 

へやつ てきた 。 t には 运 からた 到 益した ばかりの 
新造镄ァゲィァチック舶葉機がぁつた。 
『これはお前等ニ人の讯暴ものに貸してやるんぢや 
<* いぞ j と、 把 繫 りの ゼィグ ラ I 飛行 七が 笑つ た 
が、 ゲ丨 リンゲは、 空中 戰や 、激嫩 投下 や、 空中 寫 
眞な ど ^ 1 と 違つ た 新ら しい 技術を 熱心に 摩んだ。 

かくて ゲ 1 リングは ニ 九 一四 年 十月、 皇太子の 
以日齡 する スチネ f 地 區 の第ニ十 :^ *|> _附を命ぜら4 
た。 皇太子は、 飛行機と 云 ふ 新ら しい 武器に 興味を 
抱き、自ら游五旅糊紀乾齡を指禅してゎたが。.ロュ 
ルツ ェルル尉の期待に反してゲーリンゲは，別に路し 
そうな 瓶 もせなかった。 

f 自分は 口 エルツェ ル 少尉の 偵察 著 だから、 彼と 行 



一二 ニ 

動を どこまでも 共に したい』 • 

2J 

と 巾 立てた。 そして 彼は、 值察 席に 乘り 、前線を 
こへ て德 し、 HS じ、 地上 部 f ビ ス ト パで 
射擊 し、 ぬ眞耧 をして、 ヴ I ' ル ダン S 間 E を隨な 
く ■した。 

ギー リンゲの 1 な 偵察は、 司 令 部の 资料に 

しんぐん 

な 成果を 收め た。 あるときは、 ド f ッの巡 軍を 印ん 
でかた フランス 重砲兵陕の位澄を货兑し、火箭耷以 
て地上部隊と 5$1 1 給して敵火砲を沈默させた。 
皇太子は、袼五旅團俄行隊铒令の资格で檢閱にこ 

ら I 、 口 エル ッ H ルと* 今^ ~~ リンクのニ人 5: !1^ 31し 

手 づか ら鐵 十字 功一 級を 授けられた。 

『て リンゲつ s tt , 大 S 不敵な 奴 だ。 11 つ 
十のに鮮私を乘り出して"頭％下にして撮して<るそ 
ぅだ J 



戾っ た。 V — リ V V, の 器用 さと： ^_と《>短い敎育 
で、. 人前の 飛行家に なって しまったので ぁる。 
『ょかったな 7" 、これから愣士1所にやらぅぜ』親 
友の ロ エル* H ルが 雒れ ょり 喜んで くれた。 新に 編 
成された涪五戰岡中陕の|及として、昔なじみの '/- 
ルサス州ロガャーの第ニ十六野戰飛行煉長をしてゐ 
るロエパヴエルの配下に加つた。 

『今度の フォッ 力 ー鞔 E ta rt、 赛いぞ 。機 關銃 4 發 
動 捜の 軸が 齒で聯 動して ゐて 、プ ：：ぺラの間から弹 
丸が 出 るんだ。 これなら フランスの f 行復 を、 5 く 
らで もやつつ けられる ぞ j 

『そうだつて ね。 換は V ルケ 大尉の やうな、 f fts s: 
，立てたい 士思 ふよ J 

ゲ ーリンゲは希筑に燃ぇて語った。かくして彼の 
空中戦 士生活 が 始 .一?。 



£|| ^ 線《そのころから、長ぃ長い奶职配を网 * 
させて •戰 2 は. s つ 果てる i もな く a えた。 

一九 一六 年、 秋から、 ソンムに 彼我の 大 M g がく 
りかへされ、空中鞔も毎日ひっきりなしに行ぱれ互 
に 制 空權の獲得を冃ざじて、激 !, い !!: 斷がくりかへ 
された。 

十！ 月の 晚 秋の 肌 * い 風が 血 呢 い 戦場に 吹き、 空 
は 盂が切れ切れに飛ぷ荒谅たる朝、いっ4のやぅに 
ィギリスの 大沏 ® 咿機 が、 哦 場の 空に 涔 を 現. はして 
きた 0 

『地 >. 部隊を肥ってやって來やがるんだ。何とかし 
て やっつ けたい もの だ j 

ゲ— リングは、 R 頃 念じて ゐた 船阳を見っけて飛 
出す と、 旣 に 役 诹を柊 って、 敵 拽は迹 足早く 去って 
L まふ 0 

1ニ芄 



强 S 於 ^ を ^ まなく ちゃな らん』 

『何 とか 工夫が あるかね』 

—1 ぅん、 步兵 Q 輕阳 Biu ' l & s : , 飛行機に 取りつ けて みゃ 

ぅ』 5 i 

ダ ーリン ダは、 自ら 考案して、 輕 機を 偵察 席に と 
りつけ て剛峨 Q JC 、 シャン パ il ュ地 fis Q 戰 岡に 力 
a つた。 これは 獨逸 E m slt 8 が、 機 關統を 空中 戰に片 
ひた 最初で、 戰 f 赛機 Q —を促迆し た。 その 
ころ ド V- ッが封 に 使つ てゎた ルン ブラ- •タゥ. へ、 

ア ロ*、 トロ ス、 アヴア チック、 エルフ アグ ー などは 

m ^" で 馬力 も 聯合 h q ょり 三十 馬力 も 少な かつた。 

まろが M もな く、 上 S の 强いア .コ 1齡¥、 
新アヴ S チックが% れ 、これに 機關統 をつ ける やう 
になる と、 紙 歡 の 上手な ゲ i ング は、 サンカン' メ 
ン地方ゃカンバ”地方の上空を荒らし絶った 



ニー 四 

そして ドィツ ii rtf では、 新に フオツ 力 I 新式 飛行 

f i し、 1 1% £ されぷ 及んで 、 T 
リングは、 もぅいつ まで も侦察 者と して 我慢で きな 
くな つた。 

『後から M ひを つけて、 •ハツ •ハツと、 やつつ ける と 
敵の 者％ ガ ツク” 倒れて、 やがて 飛行機が 火を 
吐いて 落ちて ゆく、- —— ^ 滅 ぃだ なァ 。僕 も 操縦を ^ 
はたくちやならん0そして戰闘機に漱りたい 1,- 

補 

第二 章 功名と 失意 • 

/ 

戰鬪 飛行家と なる 

皮は、上宵に一乙ふて、フラィブルグの飛行果校へ 




8!% しは じ ft た。 

前 も、 後 も、 敵機 ばか 5、 しかも 空中 戰闘 5 絕對 
有利な 後方 上位を、 二十 機が 占めて ゐるの だ。 

ブス、 ブス ッと機 の P II や-策、 にも 彈丸が : ft いて 

ゆく。 

絕时絕命*ゲーリングは、舵をとつて蛇行しつ- 
何とかして 敵の m 囡か ら脫 しやぅ とした。 
r r ッ 、やられた ッ J 

右_を、九太棒でなぐられたやぅに、ぢしん4、 
痺れる。次で右臀部に：發。シートは、いつの問に 
か、 べつ i りと 血が 滲んで， 0る〇思ひ切つて下舵を 
士つて 急速に 降下して 行つ た。 

出血が * しいので、 今にも 氣 t 失^, そぅだ。！ 刻 
も 早<矜 陸し やう ±、苦痛をこらへながら、ニ百メ 
丨トル 邊まで 下りる と、 



『ぁ ッ 、敵 Q 戰線 だッ J 

盛んに地上から小銃を射ってくる。偈いた敵機を 
fe って か、 飛行機の 周阐 に， パ ッパッ と彌 丸妒 ' fe っ 
てく るの だった。 

r 何とかして 味方の 陣地へ、 Ms っきた V« J 
と、 兩軍の % :壤.2間0、無人境 5: すれナれに通 
りこし、友軍の塹 * に辛じて人った五百メートル邊 
0 dmo はげし い 土地へ 車輪 fc . っけた。 

そこは、 A い 寺院の 裏 « 蒐地で、寺の堵楓には、 
大きく 赤十字の マ ークを 記入した 野戰病 院に使 って 
ゐるの だった。 

- ニ = 度バゥンドしたと思ふと、機 9§ « ,«—て、 

デ ー リングは その ま- 氣を失 ，つてし まつた。 

. » . » 

馳 けっけ た 兵士たち は、々 破した 機拥の 下數 1: な 
つて ゐるデ ーリングを引出し、折ょく野戰病院から 



いつも 手を 空し Y して M つてく るの だ。 

•-1. いつそ’ をへ 上つ て 出て くるのを 待 伏せして やら 

ラ』 

\1 文ルッエ外と申し纪せて、三機編隊を以てこ 
の日は、毕くから上空を餐戒しつ、逝弍1てゐた 
『ぶ ' 7C ぞ fl 

口 エルッエルの方を見て手を振つた。彼も_足そ 
ぅに 肯い てみ せる。 

さつと、 機首を 下 i •て、 敵大耶 «|? 齡 へ、 突 込んで 

lj o * o * 、 タ 、タ * ダ 1 リンクは 手近な 一 

櫟 を 目 ざして _を浴びせると、しきりに腦戰し 
てゐた_% 3 射手が、.ハ$と仆れた。 

5 " \ め 2 】 ッ 、もう I 太刀』 

と今度は_上方から、パラ<と保びせると、中 
央の 挑 ?:^ か、 だら り と半身を機體外に仲ぱしてしま 
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ぶ？ 

つ ^ 、 と 見る うちに、 中央 邊から 、ガソリン 力 ^ 汁 
一 て、 赤い 火が a えたと 思 ふうちに 機首は がく 94 
下つ て ^ {^してゆく。 

『 とうとう、 やつつ けた ぞ ー』 
と电上に歉知して熟え上る敵機を認めゃうと機首 
を下げた淦端、彼 0 身邊に、-ンユツシユツと弭大が 
似时い.てきた0 
T 敵 だ ッ J 

_ f むくと 、穿 中から.、 ィギリスの 了".— 
ォた ^ 知 & ソ ^- ビ—ス ^ 闘機がニ十機ばかり 彼を 
3がけて起進してくる .0 

『ゥェルッェルは』 

と振りむくと、彼も大期機を求めて遙か彼方の空 

で 掀献中 だ。 • 
r こいつは いけない 』 と スロット ル & 全開に して 上 



r ベ ー ブリン ゲンと 云 ふところを した搜 したが、 自 
分の地岡にないから、前線へ行く』と、人を喰つた 
手紙を 飛行隊の 司令部へ 出し ておいて、 ロ ェルッェ 
ルのと ころへ 飛んで 行つ た。 

『ょく 來た 。しつ かりやれ ょ 』 

『ぅん、 やる ぞ』 

£ f : l ! 、 vt H ルヴェルと 共に 飛び m した。 
前方のフヲンス戰線の方をみると、小さな « い點 
贴が空に浮んでゐる。敵機だッ、見る兑るぅちに飱 
機の姿が、大きく九つてきた。互に蟛勢な位镫をと 
ら ぅと 旋队 5: 1 つ：>|けてゐると、*+|リング。上空 :/1. 
百メートル邊に、ニ殇のフランプ-機が突 ;<!| 鸮ひか\ 
つてき た。 

r 氣 を つけろ、 後上 方 だ i 
T1 エル ッ H 71 が.‘ 苽 たが、 氣のっ か fc かった ゲ 



丨リン、ガは、1心に前方の敵搜を狙った。 

ゲ| リンゲは、 夢中に なって 下方の 敵に « 射 £ i'tf 
ぴせてゐたが、その.身邊に、上方からフランスのニ 
機が、 猛然と 射 裉を 集中して きた。 

s ッ 』 

ロ エル ッ . H ;L rt 、 機首を フランス 搜 に 向つ て 救援 
に飛び出して行った。 

,+ 1 リングが： 捩 射# すの i、 a K パ， ッ工 ルが、 
*々丨リンゲを_った敵機&斃す0と一緖だった。 

全く 危い ところで あつた o W 陸— てみ ると デー リ 
ングの 機擗に : |1'. 卜發 A & 彈が貫 いて ゐ た。 

『有雜ぅ、お蔭で命枪ひをしたょ』と敕友の手 5: と 
つて 栊謝 した。 

悲運の 隊長 

二 一 九 



やつて きた 軍替 は、 し— 
『これは大變だ。とても雜しからぅ、この出血て 

は ー J 

と鴂いて、病院へ收稃した。 
r こ、 は研, だ。 飛行機は ど ラな つた」 氣が つくと 
ゲー リングは、 いきなり 聞いた。 

『氣が つい-たか、 ^ かに、 靜か に』 眾锊は 手で 制し 
ながら、 

『君は *+ ‘も人事不雀だつたんだょ。何しろ、臀 
部の 馊 二十 s センチからの-^ きい 傷ぃだ からね』 
|^撕で痛かつたですょ』 

『よく あの 觅傷で M つてき たと 思 ふよ、 飛行機 だつ 
て六十發も船挪を被ってゐたからね !-. 

『そうです か、 何しろ 1 i 酿に 射つ てきた ですから、 
し 分し； 有 どの位 すれば 又較 場へ 出られます かね』 
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軍醫 は、 T リングの 和ぎ 驚ぃた •卜、 i づ 何ょ 
り療冶につとめるじとだと、彼を駄めた 力くて レ 
ヶ晶に卜たる長ぃ病院生活の後やっとザ全治した。 

1かし、’^藏の重かった爲め、锻く彼を靜養させ 
やっと' 軍司令部から マ ブリン ゲン 繁 備陕 付を 
W じた。 

r 何？ 挽 備踩 !•]• だって、 し自 M はま だ そんなに 赛へ 
てゐな い ぞ』 

と 孤 配っ てみ たが、 命令と ぁれば 仕方がない。 何 
とかして もぅ 一度 前線に 立ちたい。 

ゲー リングが 病 浣にゐ る M ドに、 第二 十六 軍團の 部 
隊長に なって わた ロ ェルッェ^ '大尉に 問 ひ 合は せて 
みた。 

『關 はんから、 やつて こい』 

と、 いつもながら の 愉快な 返專だ 0 




赫た るべ ルタ、 インメルマン 以來 、武勳 も 高い ? - -の 
中 KS 功 箝 は 六 f R 四十 1:榉を臀樓してゐるが、リヒ 
トフ ォヘン の戰 死は、 同時に ドイツ w S HT M 的 終 ：： T 
への 第一歩で も ぁった。 

代って 中隊 S 指揮を-^ ったのは、 ラインハルト 大 
尉でぁった が、 僅か 一ヶ月で S 故の ために 同大 尉 も 
戰残 してし まつた。 

新ら しい 飛行機を 受 i って 試験飛行 中、 袖 肋 S の 
拽作桿 が 折れて 千メー トルから 眞逆様 に 墜落して し 
まった の だ。 

£. の とき、旣に十八機の敵機を幣墜し、较高動章 

プール •ル •メリットを 授けられて ゐたん ー リング 
は、 この 武勅輝 く リヒト フォへ ン戰 鬪陕 CO 指揮 宵に 
ttw a れた C 

r >? f 墜败や 戰埸の 1 心驗 から 云へ ば、 他に 人 ある。 し 



かし、この勇猛無此の中隊を ^| 率して、捨 # ; 2突擊 
をな し 5るも》は、ゲ|リ.\グを蹬いて外にない』 
帘司备部の意嚮はこのやぅに1決したのでぁる。 
『何 i 云 ふ 光榮 だ。 大 yt トフォ ヘンの 後を 次いで 
指 ^ に 常るな んて 、夢 Q やぅ だ』 
『君ならこそやれるんだょ、しつかりやつてくれ給 
へ 』親友 ^ エルッエルも祝意を表してくれた。 

しかし、 八月になる と、 •ト f ッ軍の 前線は 日 ごと 
に增强 される 敵堪 のために. 魇 立 破られ、 空には、 一 
日 一 =と、聯合坩の飛行機が |1? 倒阶に增ぇてゅく。 

ダ一リングの 撤下は 、セれ と 反 對に今 日も咋 日 も 
戰死者のみ燴ぇる0だ。 

『今 日の 戦闘で、 敵 七 機を 撃 k -> ました。 しかし 我 
方の 十拽 は 未だ 蹄つ てま ゐ りません 』 
r 昨日 k 着した 新ら しい 採縱士 K どぅ だつ たか。 ゲ_ 

• T 三- 



d 九 一七 ？の ^-- に ^ ると、ノ，一リング0终隊はフ 
ランゲ ii へ、 {ブ ” 東方 ィス ハムへ と诊動 
して行つた。 

及 い戰爭 のた 6こ、ドィッ ^ ^_の物資は次0‘に ^ 
乏して きて、 へ rsu 潜水艦 S 無 制 破 填 i 
空で |1 、新に「齡_馊隊」が編成されて激戰地を轉 
轉として__?を酷しく加へてきた？ぁる。 

中に も、 マン フレット、 フォン ノ u fc トフ ォへ X 
の 率 ゆる 戰 闕 機隊 は、 到る ところに 聯合 柄の 飛行機 
を 射 落して かふを 襄か したので ぁった 

けれども、 四面 煎 I の 中に ぁつて、 アメリカの 參 
戰以來 、ド'- ツ K - Q t " 撒は 日に H に 加は つてき た。 

一 _3ー 7 \ ^ 1 . 31 '. 2 ^、ドィッは、ぃょぃょ國述を賭した 
一大 ^; 辦に出ることとなって、ゲーリン'クとロェ” 
ッニルの中隊は、眾祠令部と協カのため、一時ケン 



ニニ 〇 

メ B 地 興まで、 後退 駐在 1 命ぜられた。 

そこから 更に、 全 ism を 期して、 無人 地艰 
へ 進が を 開始した 0 

けれども、旣にド<ッは、辦资も人货も疲勞と躬 
乏の Mr あり、 フランス とても 同じ 狀況 にあつ て、 
戰場は まことに f 馉を極 めた ので ある。 

しかも この ^ 屯、 四月 二十‘ 日の ことだった。 
『おい ッ 、リヒト フォへ ン男が 殉職され たぞ k 
『え ッ 、ほんと か』 

『今、 词令部 t 歌 k が あったょ、'- ギリスの) ブラ 
ゥン -^ f m ^ lc やられた と 云 ふの だ- 
『そぅかな ァ 、リヒト フォヘ ン ほどの 勇者で もね え 
八十 姿からの 船 邮 を 持っ 輿士 だっ て やはり 空中 戰で 
® れるん だな ァ 』 

^ エルッエル士ギ1リンゲは、|^-にくれた0赫 



ゲ — y ングは 、糨食 すら 今 《缺乏し、 »2 れ料も彈藥 
も 殆ど 使 ひぎした。 - , 
『どゥだ。君の隊は (_ 

ロ ヱ パ ッエル 大尉が やつて きた。 

1 T どうもこう もない 。死ぬ まで やる つもり だ J 
『うん、 ところで、 嫌た 嗱が 立つ てゐ るのを 聞いた 
か J 

『社 $• 義が 何だか、# 把には 判らん が、 國 内が 動 
m して ゐ るとの 取 だ。 しかし 自分は 皇帝 陛下に 忠誠 
を 盡す ことょり 外に 知らん』 

ゲー リンゲは、 武人と して、 飽くまで 戰ふ 決心 だ 
っ た。 

休 戰！ 

けれども 允 撕は 決した。 キ ー ル 軍港の 水兵たち は 



赤淑 b ひるが へし、 V ル リンには 撿動が 起つ た。 力 
ィゼ ルは、 职槪 1 こへ て オランダ に ^ 哦し た。、 

^ ^-■ ^、櫛合埘に休戰を申出た。 

『いや、そんな -* は夢でぁってく.れ』 

4 願った が、 遂に 戰線へ も 指令が 薄 违 3 れた。 
『十一月 十一 H 、 午前 五 時、 休 戰條約 に 調印を 終っ 
た0午前十一時を以て私敵私爲を中正すべし」 
時に-一九 一八 年 (大正 七 年) 十一月 だっ た。 かく 
てが%なる平和がドィッの上に訪れて名た。 

ゲーリングは、ひ悲_痛に *3 を硬ぱらせながら淺る部 
下を «5 めて、祖國の收北を吿げねぱならなかった。 

ffl 辱の コンビ エ 丨- 一ユの 森に 休戰條 k が 成立した 
の だ。 

「リ h トフ ォ ヘン 中隊は、 全 機を まとめ ダル ムス タ 
サトに 獻齡 し、 アメリヵ 委 A の 來着を まち" その 處 



1 リングは 紀 ||«5 報齿 $: 聞きながら編滅長に尋ねた。 
「新ら し v > i 士 《 半數朱 研 還でぁります 1 
ゲ— リングの 胸中は、 苦惱に みちた。 RK 日に 減 
って ゆく m 能な 戰士 、それを 袖 ふのは 大い そぎで 敎 
Tr された 未 經驗 者ぱか 9、 どぅして これで 制空 檷を 
保って ゆけ やぅ か。 

f 部 陕長 殿に 申 上げます。 ^* ^陳長から六拽を修理 
し、 1 1 ; 機 を代換する必耍がぁると申してきておりま 
す o 阶 紀 1 :に 御陬ひ 出來な いでぁります か』 

部陕 の機材は、連日の激戰に妒拟、说傷するも £0 
•か 多くな ったが、 阈 内の 物資の 缺乏 i 勞慟苕 の 動 搖 
i で 補充 tt 容易に つかない。 
「空中贩&に堪へぅるのは何機淺ってゐるか』 
r ハツ、 十一臺 であり ま 十 』 

僅か 十一 機で tt 、 いかな 勇猛な ゲー リンゲ もな ナ 



術は な S 。 

しかし、 尙ほ淺 る！ ^霞をとりまとめて、自6褊陕 
を率ひて化動じて行った。 

虹尬^日に日に « くなってゅく0 

氬 

聯合坩の飛行機は、门に餘るほど增してきたが、 
ゲー リングは 尙ほ孤 k 帟 _ した。 

一莰、 ニ姦 一 -6- 日は また% った。 

•しかし、 ニ綦 ，一一; 基、 ゲー リングの 擊嗒數 も 增ぇ 
て 行った。 

グーリンゲの『古松は並弋抵ではなかったが、っ <0 
り來 る缺 fi 、 困憊の さ 中に あつて、 十月は すぎて 
ゆく 0 

グ lyv ダの il ： は、 二十 ニ菡に 達した が、 十一 
月*矿國《遂に崩壊した。 

『自分は 軍人 だから 政治の ci は 判らん J 



0 けろ」 

光 榮ある リヒト フォ ヘン 中陕の マ I ク を 描. s た フ 
オッ *— 機は、 ^ は 紅 迮の 馅に包 i れて灰 燼とな つ 
て ゆく 0 

そして悲壯極まる ^:: &式をヤつた。 

『今は が 器の 戰は 終った。 . 

そして 新ら しく 自由と、 主 ^ と、 道徳 i の戰が 祖 
國に錁 せられた 。その a はいかに 闲雜で あらぅ と' 
い かに 暗黑で あらぅ と、 问志ょ、找々は敢然4行く 
©だ。 

併し乍ら、* aa 我々 に 光明を 與へ る。 我々 は祖 
阈の眞 度を 誇り、 我々 の 忠誠. V 信じ、 前途を 確信し 
て、柑進|ゃぅ、必ず我々の « ずる時は來るに違ひ 
ない！」 

士 訣別の 言葉を 以て、 愛する 郁 下 i 別れた。 



流通す る 飛行家 

武動輝 く ニ 十 I 一 機 擊 i の 飛行 大尉 ，1 名栉ぁるリ 
k トフ ォへン 中陕最 後の 隊長 I しかし、 今 i なっ 
てはゲーリ.\グにとって、それ《1切空であった。 

蛆网 ドィッは 、この 時から 苦 思と、 闲想の 時代に 
入った ので ある。 

外からは、米英の賁#飽くなき毒牙が平卯の美六 
にかくれ て、 ゲ K ル サイ ユに苛 酷 極 りない_ 和條約 
を 强ひ た。 一切の！ 4 備をと り上 げ 、特に 飛行船、 飛 
行 機に 關する ものは、 小さな プ 13 ぺラ1本、訊器1 
ヶまで 押 收し てし まった。 

その上、 班 用搜 を 保っ ことは 1 切 まかり-なら ぬ。 
飛行 £* 發動機 の製迮を禁止してしまった。 

雄 隊は 解散せられ* 檻 船は 沒收さ れ 、丸裸、 丸腰 



分を佩ぐべし』 

と® 辱 極る 指 制が 届けられた。 

ダ|リンゲは、立ち -£ って、 ^ 下に呼ぴかけた。 
r 諸 対ょ、 何たる 茁か 、諸 ® は 四年に 1|: って英佛と 
戰った。1;年に：=;って喂堕に加ふるに哄滅をもって 
L た。 

然るに、 我々 G 記 檢に ょれば' 長く 中立でぁった 
アメリヵが、 收 れんと 十る ド f ッの g 乏に乘 4 L て、 
來って 我々 を 滅亡の 淵へ 叩き こんで、 己れ の ^ を 肥 
やさんと して ゐる 。我々 は、 諸君 も、 斷じ てと れに 
從ふ わけはない の だ ！ J 

ゲ ーリンゲにとって、彼の至上の指揮者はもぅド 

f ツ國に ない ので ある。 今は、 オランダに 亡命して 

N 

わる 〇 

誰れ の 命令 も 受ける 必要は ない。 



ニニ 四 

r マンハィムに欺||した飛行部隊《、飛行埸に待ち 
ぅけて. e た 共 鹿 m 兵士に よっ て 武奘 解除され た j 
との 噂が 立った。 

『よし、 友軍を 救へ ッ 』 

ゲ 一リン.クは、部下を -1| 率して、今は阈内の敵& 
相手に、 同胞 相 喰む の悲 刺の 眞 P K へ 飛び こんで 1? 
った。. 、 

しかし、ダルムスタッドに齐陸すると、政府の圣 
a は、 機© を柙收 してし まつた。 

史に アッシ ヤ フユン ブル ゲに X TT くと、 こ、 で V 1 
リングは、その若き生涯0ぅちで、敁も悲 «1? *5?® 
に 直面せ ねばならな かった。 

殘る部 下の 武装を 解き、 赤化した 勞農兵 -.1: 隊 の 組 
槛した 「反 把」 の 手に 委ね* ければ *. らな かった。 
r 諸君よ、 脅 機を 聯合 埘に ?|? 饺してはなら*、火 *- 



空エ業は绒亡してゐる。 

彼は 單なる I 失 跫兵士 にすぎないの だ。 
r ® く祖國 から 逃れて、 戚坎を 待たっし 
とゲ ー リングは 、北欧 ス KI デ \に谀 つた。 
折から、 K エ ーデンで《「瑞典商業抗空路會社」 
が、 熟練な、 空路— 拓の m 來る飛 行 土を 求めて fc た 
ので、 ダ ー リンゲ 《、 とりあへ ず そこに a ', 職した 〇 
そして ストックホルムへ 飛び、 山々 や澳 谷を 縫つ 
て 飛んだ。 危險な 地方の 空 も、 變りや すい 天候 も、 
西部 戰粮で 場數を 踏んできたゲーリングにとっては 
物の 數で はなかった。 

しかし、今は脚下に砲煙も見十、身近く飛.ふ耐 « 
もな sg - 和の 空 «: 、 何とな <1 足りな かった® 
その上、故鄕ぺルリンの授亂を芩にナるにっけ、 
思ひは帆國の上に馳せ、愒心0流浪飛行采ギーリン 



にして、 « り出された5だ。その上贿民地は奪はれ 
ffil w は 削られ、 更に 千 f 一平 位 了クと 云ふ 一生 
かふても 支拂ひ 切れ SSP 强 制された。 

それと itt に、 阐2.孟、 ソヴニ イト 0 指 
令を ぅけて' 蠢 S 化し、 赤^^ は 相つ いで 起 
つた。 

_ 者は靜 * ふれた。 S インフレ 1 -; に 
災ひされて、物坩は天井知らずに髙くたつて矶娥と 
窮乏が： K 民 1 ，底に た-* き 込んだ。 

社 食 民主主義 政府 G — に、 赤化 思想は 國 内には 

びこつた。 十二月 ベルリンの フイ ル ハ丨モ ，ク .ホ 

丄 .で！！ かれた 錯將 校大含 は，* だ 制服を 着用 
した ま、 の极似 ，が 集って ゐたが 、脱 政府の W 務大臣 
-1 ハ T が 立？、 新 政府 H 令に 服するゃ う 
に 1 訛を 始めた。 



『止め 总軍』 1 ^ へ 飛 上っ た 若い W 校が あった。 
ブロ シャ正 規兵の 大尉 虹 裝 に プ ー ル. ル •メ U ツト 
till 敕 fc * 輝かして— 

r 樹合國 と戰 って 一寸 s 土地 も ^ ひ茫 かった 祖國 
g 敗北は SS 袋。—® •"イツの 铁榮を 見る 
まで、この制眼は脫がぬぞ』 

と 怒鳴っ た。. 

C の！! 松 L そ： ヶ ー リングであった 。けれども 社 
會は、ますます嵴く、^|は日ごとに梢し、そこ、 

こ、 に弟 命が 起 9、 祖國 ドイツ a 、 全く 崩 思 湖し 

っ-あった。 

この 大きい 社 會の變 化 Ql ^ に— れ て、 た S 飛 
行機 (0 _以外何も知らぬ！宵年將校を誰れが拾ひ 
上げて くれやぅ。 

今の ドイツに 飛行家な どは ^ 用の 長物だった。 航 





r 



3%-- - 

a 



招かれる 4 、に、ゲ1リングは、 11 >'クルスタ1> 
•トの粢壯な部：81の苒となって、暖い <>:2 物 -<1: 鈦みなが 
r, 、 ふと 思 ひ 爪すのは少年時代のことだった。 

へ， は 滅亡に 瀕する 脅す る祖 W を 思 ふとき、 ギー y 
ン ゲ tt C 3平印な、家庭的な ^ 圍氣がたまら&く、 
懷しいものでぁった。 

その席上には、フォ\,ローゼン伯の術問のフォ 
ン •プレ ッ 々 1ぺルヒ大尉や、ゲィャー媲も加って 
和 氣ぁい ぁいたる ものでぁった。 

V 1リ ンゲはいかなる敵も恐れぬ男怍的な啦一,、 
rt い 聛室 s 人々 に 投げて ゐた が、 ふ と、そ £ に：人 
の突しい、しとやかな女性の姿をみとめると、灼け 
っ< や ゥに、 視,をじっ士この女性にそ、いだ。 

その 人 こそ、 力 1 リン •フ 4ン.ヵンッ4フ嘴で 



笫ニ篇 雌伏の 十 年 

第一章 苦悶す る 民族 

北欧 飛行 生活 

スエ ーデ ンの 有名な 探檢家 エリック •フォン •口 
1 ゼン W 跑は 、旣に ゲラン •チ トコの 探檢を 以て 
に 知られて ゐたが 、たまたま：^ Ml 年の 冬、 
スト， クホ ルムに 滯 祀中念 用が 出來て ロック ルス タ 
ッドの自分の城へ戾さねばならたかったが、吹*| -> の 
ために は 不通と なり、 肖 動 卓は 勿論む けない 0 
、航空 # 壯さんだね。腕のぃ、飛 11 士を.人秘ひた 



いんだがね。ロ，クルスタッドへ歸りたいので』 
r さあ、 そいつは、 少々 S 險飛行 ですな、 ぇぇと、 
待つ て 下さ い ょ、 あ、 ゐ ます、 ゐ ます。 ドィッ人で 
十が ね、 早速 手配を しませぅ 』 と ^ 空 # 社で ぶ、 ゲ 
1 リングに、 口 ー ゼン% の乘機 換縱を 命じた。 

口ー •セン 伯は、 餘り 新式で もない 飛行機と 芯い 投 
縱士に 、少し 1 っかしく 思った が、 ゲ ー リングの 經 
歷を 聞く と、 すつ かり ?私心して、飛卞出した。 

天候は歡|心に惡るく、吹雲と烈風はユンジンの背 
きを も 打ち消す ばかり、 しかし ゲ ー リングは、 巧み 
に惡氣 流を 乘り切 つて、 殆ど 肖 目 飛行を っ y けなが 
ら、 U ックパ スタ ッド 城に 程近い パ IV ン湖の 水つ 
た表而へ巧みに荇陸した。 . 

『まぁ、休んでゅきたまい、一つ釕の功名話でも聞 
きたいね J 





の聲を 胸中に あげた。 

彼女も、このたくましい戰闘飛行家を見たとき默 
つて 畏敬に みちながら、 この 人 こそと 思 ひ 定めた。 

しかも、 初めて 扣見た 二人は、 ずっと 前からの 知 
り 合 ひで ある ごとく 感じた。 

それから 一座は 暖い晚 餐の 卓に ついた。 ゲー リン、 
グは 、胆藏 なく、 祖 _の運命に對する«懣をぶちま 
けた。 

rr •んた 琪は 、ドィッ 國 民の 屈辱 だ』 とゲ ー リング 






の藥⑴トンと卓子を叩ぃた。 



■1 ゼ： S 伯は、 立って ドイツ 



ぶ 2 4 し 9 

ク.葡菊酒を 



注ぎながら、 



『まあ、 長い 目で 見る こと だ。 きつと、 元通り# 敬 
された ドイツが 立 上る 時が くるよ J 



と 慰めた。 



奇 しき 緣 

ガーリン媿《、スユーデン <0 名門で粗父《ストッ 
クホルム王立科畢大璆の齡撒で元素の發見者でぁつ 
た。'八八八年十月ニ十1日に生れ、長ずるに及ん 
で利读と尤把を以て上流の社交界に謳はれた 

少女 時代の 力 ly ンは 、锌樂 に 商い 索 芬 を 持ち、 
航狀な 父母の 敎 育をぅけつ"*も仲び柯びと竹つん。 

そして、 ドィッ の傅純と献ぽに少女らしいぁこが 
れを触いてゐた。そのころ世界《、夢と芡とにつ、 
まれた平和气抒り商&思光りにみちぁふれた 
a た。 

彼女は、 HF 4 挺に 於て 紹介 3 れて 、社交界に 入る i 
この 花 (^ ゃラな少女^内ぃ氣购的な舞^^ ^ の花 ^- 
として、外文贫ゃ献仍だちの ,|« -33 2的となった。 



長 姉 U , -* ウレ ン ドルフ 你挪 と結婚し、コー女ハ 3 
リィ » 、劳い齡檢家エリック.フォン \1 1ゼン们捋 
と ■した。 

ヵリン もまた、 齡纪 »?. (!1 1 ' 出入してわるぅち、や |1 
り-名£3^んである 3? い中2ルス-フォン-ヵン 
，オ ー ヴと結 婚した のでぁった。 

しかし 世界 大 ©の動亂ち世の中の柊り變りは、 
彼女の結婚生活の宰福をも破壊して1まった。*リ 
ンは了 ィ G 許に 身'^ 寄せて、 靜 かに、 败 れたト 
ィッの 悲 慘 な姿を、同情の限を以て眺めてゐたので 
ぁった。 

ぞの苡い’高贵なヵーリンの姿をじつと眺めたへ 

ルマンは* 

r あッ 、この 婦人 こそ』 

と 彼が 5年抱5て » た现想の女性 5: 見出した歡桌 



に 結ばれねば ならぶ い。 

力 ー リンは、 潔く カン ツォフと 離她 した 。そし 
てド »< ツへ趟むいた0 

C の 道 《、拽の道であり紀女の道であった。{ユ 
ンへン で 結婚式が 擧げ &れ た。 
,ギーリングの毋と姉妹や兄弟が，同志犮人と共に 
立 合 ひ、 カリンの 姉 ファン-一 ィは 、わざ^^ スエ ー 
デンから やつて きた 0 

さ、 やかで あるが、 こ X に ドィツ 再建への 健康な 
I 家が 形作られた。 幸福な 新婚生活は バィ リッシュ 
ッ K ルの 附近から 始まった。 

けれども、 今や 祖國は 、蒞. s * t 綠を 、いつ あで も 
密 月の 樂しさ に 浸らせて おくには、 餘りに も沮亂 し 
粉 糾 してゐ た。 



匕ツトラ 丨. y 知る 

1 九 ニ 一年— そこには、 社 备 主 ^ 思想が 横行し 
て+ ゐた。 • 

『读は犴心の和,する時代を戰爭でナごしてきた' 
こんな琪では將来が心細い』 
i ギ I リングは、 £1 ンへン 市の 犬 誓べ 通 ひは じ 
16 た。 

r 私 も お 乎 傅し* すわ j 

ヵリンは、 夫の 勉强が 早く 進む やぅ 經濟乎 や 歴史 
のノ|トを^^して »« ました0糖カ的な.ヶ1リング 
は、貪るやぅにして部塚い本を片っ端加ら ^ 破して 
行った。民族 (0 興亡の跡が彼の魂を搖った。 

『货 方、 个夜ナ の國 民大# が ぁるんで すって i 
ぁる n ヵリンは、 窓 下 0 i ュンへ ンの大 通 sv sr 、 

一一 115 



そして1ぜンは^^の^ユ1をとって、胡 

M と 得意 し i ぅ 
I - スエ 丨 f SIS 魂 e 音は、 ドィッ人の 感情に 近 

いですな』 

てリングは1を定った。？だ、ゲ1リ 
ング は、 ヵリン si に 彼 s 魂を _さ| れるも 
のが ぁった の だ。 

し かし、 Vi ン グ eM は、 ぁ— 董で 

b った 0 

1 Q — ' こふ 怒 走し っか— ろ 
し！^ され v ねる 人を、 置と 犟 ® ド ィッに 移 十 

こと は 孤び な S こ とです ょ』 けっぃ 
とゲ- リングは、 激 S な 思慕を 制しながら 決 想 

を雜っ to • 

『でも、 私 5 方の vf ついて、 どん Is し 



ぅる 人 だ— を 4 く 知つ ており ます， ゎ 一 
と 彼女は 答へ た。 ゲ 1リングが、いかに祖阐| 

し、 ドず ッ& g して ゅく ために、 どれ 丈け 1 
争に f 投げ こまねば— ぬか— つて ゎた。 

ゲ 1 ニグ は、 へた。 一旦 ド 4 に歸つ 
て 母に r をした 。そして ス tt における ヵリン 
がいかに 自分の 將來 のために、 ^ 1 でぁるか 
について 何日 美へ &い た。 ヘルマン •て リング 
と1|、小|男女1,|か^。 

神が 彼女に 對 して、 人物 の 深さと 大き I 判斷し 
理解す る黯 い與 へて ると した。 

そしてて リ N グが ドィッ 网民 の髂 を、 生涯の 
•任務- VI て 自分の 黯に負 ひ、 そのために f 道を 
も 突 1 んで ゅく ため' 影が* 1 」 幻の 
f なり、 蒙の 源— ると したら、 この 一-人 i 



1 ' !; 



J 



求めて やまぬ 國民® 指導者で ある。 そう 考へる i » 
もう 矢％ 栀も堪 らない 。 

r 私が ゲ ーリングで十。貴方のため、ナチス亂の1 
ii i して お 力 添へ がしたい 』 . 

.士申 m た。 英維 、苑跑 を 知る。 一目み て、 ヒット 
ラ 1は、 ゲ 1 リング こそ 我が ^ 腕 と賴 みゥる W ふ ^ 
信 した。 

『有難う、 讶界の やうな 勇士が 加盟して 頂ければ、 
私 も滿足 だ j 

i 二人は、 たつた 一度， s 僉見で魂と魂とを結ぴ 
つけたので あ 0 光。 

一九二 ニ 年 十月 十二 日、 この 日 こそ ナチ ス^! にと 
つて、 & も記念すべき日、ヒットラーとゲ1リング 
が、 男の みの 知る% 激を以 て 相 知つ た 日で ある。 
r ドィツの 》迖 |1 靑年の 力に 俟つの だ。 ゲー リング 




n 々に •トイ ッ影 を高唱 して 通る 示 遭 動の 一 f 
がら、 夫に 言 ひかけ た。 *.!< 

ナチ ス丨そ - Q ころの 國— ,5 s 勢力は— 微 
微たる ものだった。 

っい 数日 前、 ヲイ ン地 方に 賊^' る 聯合 軍の i 
極り ない 通 度に した ドイッ 愛®？ 戴© 败 名は 
聯合 軍に^ i して W 起した。 と— が、 腰の 弱い、 
いや 米英には、 何一っ 頭 Q 上らない 政 S 、 ドイッ 
民族 Q 心 Qf びに 反對 して、 S 者® 一味 — i 
捕してしまつた。 

『何たる W だ。 政府 0 贿拔 け』 

和 Q 血を® へ！』 f 
ナ 5 m は、 荒 色の シ ヤツを 身に つけて 敗 府反對 

の 一大 示威？! 動を 始めた。 

r ナチ 《 e 統率者 8 V トラ 1 は どん 1 だら う』 



1 ' t 

T リングは、^^ に雜 つ て$の1に并&傾 
けた o w rt 餘 9 商くない。 けれども a 博 さ 力 全身— 丨 

あふれ Q も Qef な アドルフ. I i 

は、 片 手を 商く 差 上げて 絶叫した。 

すばらしい S 。 何とも 云へ 益り' しかス 』 
卵 Q 危き にある ド f ッを救 ふ 道を 叫 ひ、 说 族'^®* 

を 說いた 。 .く 
S 々は 不合理 極 t ヴ ニサ 1 條你 の— から. 
一日 も 早く！^ ねぱ —5。 し t そ G 、 諸 f 
g 民 SAf 黯に ょる 外ない® だ T 』 と 溢る、 
熱情と、— に、 f かけ •た— たち 癌つ 允 ご 
とくで あつた。 

『この人こそ信賴すべき指導背だレ 
ゲ丨 リングは^% の 浪 說 からすつ かり ヒ ，トラ 丨 
に、 む醉 してし まつた 。彼 こそ、 わが 心の 友で ある。 



の^' から 救 ふべ* j だ』 

十一月 九日は、 肽戰滿 . IL 周年に 當 る。 今ぞ 、ヒヴ 
トラ— の ナチ ス铖は、 « 大た決ぽをなナべき日に際 
會した の だ。 

£< ンへン の 町々 は、 ナチ K の 本據 として ハ 1 デ 
X . クロ ィ+ッ 「鈎 十字」 の 旗で 埋められ 葸&の シャ 
プに身 &固めた人々が慌しく本部に出入する。 

その 前日、 *+1リングは、多忙な齡を、ヵリン0 
部屋へ戾つてきた。 -* リンは、このころ龃氓を拱じ 
て、 じつと 病床に あつたの. だ。 

『*リン、俟たちの仕堪は澤此ぁるんだょ、だから 
今夜も迴くたるが、心吧しなぃでくれ』 
r え、、 私、 安心して ゐ令ナ わ、 じつ i ff て ゐなく 
ち や /-!; - いないに しても、 a は. s つも、 ナチス の 1 A 



です も 0 J 

と 賭 氣 に 答へ た。 

.ゲーリンゲは病宠をいたはリ乍ら、滅 ^ へ馳けっ 
ける。 翌九 日、ナチス_陂は步武觉々士進行十る 
Q だっ た。. 

ヒ ， ト Ifr — は、 ビ k ル ゲルブ 口 <«配祀エ立って 

『今《、政府は崩1レ、阔民共和阈が布齿さ.れたの 
だ 1J 

ci に 一大 ク 1 デ* 1 が 斷 m された ので ある。 ヒ 
タト ラ— の^ £5には、決意の眉を狠つたへスとデ| 
リングが突立ってゐた。彼等の前の也おにぁった政 
W E の フォン •力 1 ル や フォン ロッソ— ゲの鄉 fc l は 
さつと 花 ざめ た。 首相 クニ ル リンクは、 忽ち 谈捕さ 
れ 、ル— テ； V トル フは頰 色を 失つ て廊 T に 立ちつ く 
5 七 



竹。议行カに宵み、阈 * のために犧牲と，なることを 
f ない 1 辟たち Q 力が ほしい ® s < t 
『全く だ。 いま ドィツの 靑年 は™ 的を 失つ i 問し 
てゐる0皮等に、ド^-ツか «' の々方を 5: 巩へる.、き 

だね J 

『左様、 それで® 齡 ( SA ) I 織して、 ナチ ス 
黯 S 中心に したいと 考 へて* る。®、 この 突— 
の組織を抓ぅけてくれないか』 

1 に餘 ii M ぎつ くして この 大任を 

お！^ けし やぅ，" 

『紐む ぞ』 f 

ヒツ トラ— は、 早く も て”ンゲの旺跑な行動プ 

と、 i # t 袋 踐カを 見 拔い てゐた 。この 人 こそ、 靑 
年 突 擊陕を W てるに ®: も ふさわし い 男と 見込んだ の 
である。 



二 ••一 【六 • 

兜 SS I 

一丸 1 = 年、 ナチ ス f 、 S に 1 踅の 
n に、 これ U そ、 我々 S 父兄が— に 流した 血の 神 
1 ^1 ひぅる もの.— じ、 追々 と 味 方に なる ものが 
增えて きた 0 

そこ へ、. バエ ルン 州と 街 S との™ に ひどい 
繼 を 生じた。 

ロッソ _&¥、 パ i < SIS 林 S 

に 封し 1 .毒 k が、 sl&f W 取 
I を® した e で、 •ハ i ニ 州 S — はこれ 
に反對 して 赤 氣， 兆しが 見えた。 

同時に ザクセン 州に が ひるが へり、 チ r 
vn - k §^, $lil 
州の間に闘爭が目にみえて激化した。 



M 大な體 格の 荷 色 シャツの 領袖が 地に 倒れた。 次 
で ヒット ラ ー と 腕を 組ん 一で ゐた I 人 も バタリと 地に 
がした。 

r み ーリ ングが やられた ッ』 

「ニ a イブ ネル •リ ヒター が やられた ， j 

忽ち 街は 大泥釓 に 陷った 0 

群衆は 雪崩を 打って くづれ はじめ、 子供は ^ ® さ 
れ、悲嗚、怒號、彈丸 (0 / - 咆り、 一 ^ や ドイッ人が 
ドイツ人の 血を 要求した の だ。 

形勢は 一轉 した。 

政府 阈防 軍の、 國民の 心に 對ナる 裏！！ り、 倒れた 
同志 ゲ ーリングを助け起して、フォン.ァッ”奶|| 
の 病院へ 搏ぎ こむ ナチ K 黨と 、それを かこむ 群衆の 
同情に、 街は もう 名 狀すべ からざる 混 亂に陷 つてし 
まつた。 丨 



ヒット ラーは 身を 以て 免れた。 が、 新に 權カを 
楝った フォン •力 ール《、今や警官と呢ぼ1を動か 
して、ヒ，トラ|とゲーリングの捕縛を命じた0 

死の 脱出 

病める カリンは、 释師の 止める の も 押して 夫の 病 
床に かけつけた。 

r まあ、 ひど. $ 慯— ひどい 51 血 ！ j 
しかし彼女は氣丈夫に夫 <0 界蓰につとめた。そ (0 
とき、同志の1人が慌しく |£*- け込んだ0 
『すぐ ゲ — y ン グを 市外へ 隱さ ねばならぬ 澈捕の 危 
險が沿つてゐます』 

と、今は苦痛にゥめくゲ1=-ングを痛々しそぅに 

眺め、また嗽きこむ病後のカリィを氣の孬さぅに見 

ながら、同志の人々《、バダ+マ齡が上から毛皮外 



L て ゐ る。 

會場 を壓 して®*® る 大衆® 歡 ( t - 維れ の ロヵら 
I く s ’ され はじめた。 「諸 si たる ドィツ 國」 
(ドィツ チ 1 ランド、 ユ-パ 1 ア プレス〕 の® 歌に 

^■ i 5 tt m ,1 き 立っ ばかりでぁった。 

この ナチ KiQ ク 1 デ- タ 1 は、 八 分 通り 成功と 
f た o li / 世 器ぐ この 一一 T ス—た 

へた。 is 

ぁくれば 九 1=、空は :<«; 苦しい鈴色につ、まれてゐ 
るが、！^ 一からの雪に甶く化桩されたミユンへンの 

町は、 物 tsMii 政醫防 M が 町々 を 固めは 

じめ た。 'ゆ 

咋衣の ク ー デ 1ターにっ !1: ぃて、町々の群衆は 

ハイルを 叫％、 ナ ^ K 歡 4- し 言と 戶 外に 

出て立ってゐた。 



ナチ K 1、 政！ re ? と、 塁 的 興— 浴 

びつ、、 ォデ ォン_ へと さし か、 る。 

モこ には 管-機 ■を備 へた 國防 軍® 兵 七たち が 
密集し し、 昊 l¥s 車が 二つで* 動 
き出せるやぅに民衆を威赠してゐた 
『ドィッ黯の解放は今だぞ」 

『ヒット ラ— だ ッ』 

「ゲ ー リングが ゐるッ j 

群衆は、 もぅ 夢中に なつて^' を 高く 差 上げて ハ 
•，.ルを 咐んだ 0 

行费デ ィナ 1 管 Q 角に 現れ、 配 先頭に vt 

ラ1©姿がみぇ'そ©ぼにルーデンドルフと、ゲ1 
リンゲが 並んで A た。 . 

このと き、 タ 、タ 、タ ：：•• 機關銃 のー齊射鱗が始 
つ tc L ai フニ-. ニ N ハ-レ 1 Q 角 だ。 



の でぁった。 

ヒ， トラ— は レ， ヒ河畔 の ラン V、 ベ. ル v 要 寒 ド幽 
閉され 、ルドルフ.. へ K やゥ M I バ—ら Q 阳於 も 

同 じ 捕 はれの 身だった。 

しかし 若い ゲ ーリングの肉體のカと、掩まぬ精神 
力は、 さしもの ^ 傷も次第に繫いてきたので、こ 
“國にナチス運励を祕ぇつけやぅとしたが、政府 
りング 逮捕の 目が 光り、 こ i も 射 姐が 地では な 
かった e 

しかも、 兇 彈を浴 びた 肉 體的削 痍は まだす っかり 
鮭 ^ をと り樊 さなかつ たので、 

m k 

rf タリアへ 行こう、 そして こ Qlt、 もヴ 少し勉 
强 L てみたい J 

ダ ーリングは、カリンビ伴；ってロ1マ、栘った。 
佗しい 亡命生活では あつたが、 優しい カリンの 慰め 



と、 燃 ゆる やぅな 不屈の 意志を 以て、 僅かに 將來ヘ 
の 光明を っないだ： 

そこで、 ゲ I '; ンゲ は、 * リアの，， アッシ ズムを 

研究し、 政治 歡 .配の 硏究に 日を 送って ゐた C 

このころ、ヒットラーは、今はちりぢりになつて 
ゐる けれども、 心から 心へ と强ら れてゐ る P 船の 意 
志の 力を 信じて、 暗い 一 顏の窓 の 蔭で 「和 ^^ f j 
を 書き 银 つ てゐた C 

ゲ丨 リングは、 ィタリアに おける ムヴ ソリー ニの 

活動の成功と、新秩序を見て、祖國における>_ンフ 

レーシ a ンと 飢敝 .Q 苦惱を | 日 も 早く 救 ふ 日を^; ^ 

I たので ある。 

•* 




奋と、毛布にてくるんだ節死のゲーリングを搀ぎ出 

した。 

ヵリンは、歧|?品だけを手提筢に大いそぎでつめ 
こみ、 同志の 携へた 僞造 旅券を 持つ て' 動 搖す る. U 
動 単は 一路 國境へ 走る。 

ナチ ス m の ク ーデター此私1步前のいたましい破 
■綻 ょ、 しかし それ もやが て 偉大な ドィツ S 建への 鞞 
の道だつたのだ。 

茁慯の身を%める盡と、僅かな同志に 1« られてォ 
1 スト リアに 逃れた ゲ ー リングは、 

* 『ヒ ットラ一は謝捕された』 

「ナチス黨は解體 5 れるだらぅ』 

と 不吉な 報吿 を、 灼けつ くや-っな 苦 4 |を以て閜か 
ねばならな かつた。 

仝く、 ヒ， ，トラ ー の 愛阈運 勘の 將來は 暗 擔たる t 



ねぱならん」 

r そぅ、 1 ；： ってい らっしゃ. S、 でも 私 听、この身雅 
では お srm 來ない のが！! しいです けれども j 
ヵリン €心臟病《長い苦患と無理が|*って、また 
ぶり 返して きたの だ。 

彼女 |.!' 夫の將來七祖11と ?> ££1、病氣4 » 闲をも 
苦にしな かつた。 

た一^ゲ一リングが爪發してしまふ-^ー乂へるカ 
5: 失つ たやぅ に、 ぐつ たり と病床に倒れてしまはね 
ばなら *: かっ 1 y o 

■ヶ— リングは、 冉び i --t. v :ンへ , 17 つて、 1: ット 
ラ __ .J # つた。 阚内は 到る ic ろに rt ® 士愛阈 心と 
が 大きく 呼 ' 'ft? して ゐる のを 感じ * - 
ft L< i 年 がすぎ た。 

»> «k '/l *^ u "” v H /l- ¥!、VI=-Nyi^ i£ L i 



r ,i*v 

なつて 戰， ..ご とを 約 屯し、 ナチ：' 迪動は次第に冏情 
者が 增ぇて 行っ た。 

その平もくれて新らしい春がきたとき<い< ^ か 
fiK l - M , をと り 戾 し /-- 力 リンは、 士 ぅ士ぅ 夫の も とへ戾 
つで くる ci が 出が た。 

私 しい 政治 巡 励に 疲ゎ たゲー リングに っては、 
たと へ 手狹い ァバ ー トのー 室であって も、 其し い炱 
取し かなくても、 信じ 愛する ヵリン と共に 住みぅる 
ことは、 大きい 歡び であり、 力の 戾 ともなつ た。 

AJ (r> - t rc 力ら ナチス の 岡 ^' 方針は ヒットラーの & 
案に ょつ てー變 された の •である。 

『もぅ クーデ ター 一本 伧の俺 接： : 1; 動 ぢや駄 目 だ C . 合 
法的に 議泠主 義でや らね ばなら ない -- 
『その 通り、 民衆の K •解 も 逝んで きた。. AJ の 五 ^ の 
選舉にー渐鬪だぞし 

:: w =i 



奶 ニ 章 ナチス の 勝利 

議席撻 得 

"■ぉ前 Q S ? 《へ ゅきたい。 ぁすこで、 ゅつ くり 叫を 

待ちたいのだょ』 

7そぅですね、私だつて、でも、この阶そつ士ラン 
, 1 へレゾへ ^- つこ、ヒ，トラ 1 さんとも ^ ひました 
於、 ド V - ゾを 通過す る ことは 出 ^ ^^ ん 如 のね』 
ゲーリンゲと、ヵリンは、今は遠く隔てられたス 
ェ ー ノンの 空を & めて 保 慮した が、 一. 九 ニ hT にな 
つ VJ 、 やつと ストヅクホルムまで行くことが州來た。 
もうこ、 では 落人の やうに 隱れ M ら なくても 逛の知 
人ら >、大っびらにれったり話丨矜ったりする事が 



ニ 四 ニ 

媒 た。 

『とりあへ十、俺の働きロを搜さなくちやならない 

ょ』 

とゲ ーリングは八方に與走したが、まだ航空 -11 業 
の靈 して ゐな い こ QS - 抑め S なかなか 見つか 
らな かつた。 

そのぅちに、 ド f ッ阑民 の自覺 と 寒り ゆく ナチ ス 
好 # の 把 齡に對して、さしも政 « は、抗十ることが 
出来な くな つてき た。 . 

ー九ニ六年秋、たぅたぅ待.り構へてゐた特赦令が 
激紀 された。 

『 ヵリン！ 喜んで くれ。 ヒット ラ ー は 釋 孤された 
ぞ、僕の歡%纪も取消されたぞ』 

『まあ、とぅとぅ如^の勝つ日がきましたのね 1 』 
f ぅん、 俟は すぐ ドィツへ 行く、 ヒ ，トラ* ^舍は 



ぁくゎば、 一-- ^;ニ ' : |- ド-ッ《、打ナ-っ！-く混亂 
i 玢 抖と、 聯合！： の嘢迫 のために、 龙に R 5 S - ン- 
.レーンョンは破綠して恐るべ .\. :金襁恐汲が起ジた0 
規行は相っいで飼れ、 :11 業は私落し、ドでッの經 
濟け 破產に 瀨した り 

『い*こそ、ド>-ソを私本から立こ直すべき钬だ』 

A ' — y ンゲ CO 活躍 抿は抟 に 目 さまし かつた。 七月 
の嫌迓擧は、 *: をぁけてみるとゼ阶利たつた。 

, 議席の 過半 m tt ナチ 7， 黨 にょつ て 占められ、： J ， 
トー _フーは政治金旮令描として伯林に留まり、黨を指 
神して ゐた 。遂に + ナスは、 ドイツ # go ^r. tt£ l : fi 
ふて . a つ 日を 驵 へたの だ。 

カリンの 死 

ドィ '7 阚民《窮龙は杨に達してゐた。 



rc れ を見 給へ、 な Ai ^ o 寒ぢ やない か j 
> 1 リングは、 播牲 -<!: なつた同志 \- 、此死せぬた 
めに ビス トル 自役を とげた人々 (0 名 » を机の上て‘棚 
げた。 

『まぁ朽い飛行竹抆の妒もぁるぢやぁりませんか』 

J. ぅん、 庚は ナぐ 電報を 方々 へ 打つ たょ 「漱年 に 行 
動す るな、 きつ I - 助ける j i ね。 阑民 Sr 冉び繫 滎 に 
導く こ i は、 我々 ナ デ ス r レ- K fr :£ だょ j 

語る へ =マンの阵は、愛 « の至情に燃ぇ聞き入る 
ヵリンの面は和.3に閃ぃた。 

だが、彼女5心臟は钊々に？|りっ- * つた。その 
年の # ' 恐ろしい 齡作が 起つ て、： £?ど 死んだ や っに 
.失神して しまつた 0 • 

へ = '? ンは 、忙し，. 身® に 拘らず 、彼女の 健康を 

深い愛情で#® し、」 ハ IP 下旬、.. ノユ レジ ァ 0 ァ "ト 
11 四 五 



Y 丨 リングは 、ヒット ラ丨 の ^ 針共嗚して議 
席 獲得の ために、 _ に 、文 害に、 必死の &闘を つ 
づけた 0 

1九ニ八年 :1!*. 月ニ十日 \* 

こ Q 日 S*li 愛は、 ナチ スに とつて、 關テ原 だつ 
た 0S 社 食 主義 派— づ けられた ナチ ス 揉に、 ヒ 
r ラ—、 へ、 十六 3 席を 得た の 
である 0 \ 

「キノ フへ ルマン トゥ センス」 プナタ, 方 ン 

* リンは 母に W m2 して 萬び をつ たへ た。 

ダー リングは、 ます しく ^ つたが、 暇 さへ 
.見出せぱ、病む * の撕にあつて魁め斯4すこ|怠 

ら 鳥た。 , 4 

『パ ー デン 街に 1 軒* を a つけたよ、 そこへ 移ら 

,、 ■お前の 好きな ^ 具 も T3 ふこと にした よ』 



一一 四 四 

この 新ら しい 家は ナチ ス黨 活動の 中心 亡*‘ つた。 

ヒ ，ト ヲ丨 や、 ヘスは たへ ず 訪れて きて、 深— で 
相战ゃ相齡せに時のすぐる？忘れ、墨の特來に 
が！ 光を 高めて 行つ た。 

ヵリン も、 い そい そと、 自分 でげ •理 t したり、 绳 

端 Qfl ? をした Q でぁる。 

ナチ ス 運動は日に日に敗挪を極め、民衆はヒ，ト 
ラ丨 eMil られ、 less じて、 ぐん 
ぐん 勢力を 仲 ばして きた。 

一九 三 〇年九月の 3-? ^ には、电にナチ.ス黨レー舉 

に自七 名の 養 H 會へ管 ことが 出来て、* T リ 

ン グは亂 概ヒッ トラ 1 の 代理を つとめた。 

ヵリンは日に日に氧つてくる心脇病と爾ひつ、 
同志， Q 世 f し 二 i ンゲ た— B の 仕度* し 
そ Q 病 ： f ■意！ § の 中で* 服して 行つ た。 



率 -C •ドレスデンに 入る と、 そこには ヒッ ラ ー も 
迎へに きてゐ て、 同志は、 休暇の 樂しい 一夕を 過し 
た =* ヒット ラ ー の 姿を みつけた 町の胙 梁は、 ^ 嫩を - 
以て ハ <ルを « 叫し 1: ゐる0 

カリンは、 フアン-一 ーに そつと 囁. s た。 

『私たちが ヒット ラ ー の 中に 持つ てゐる もの、 全 ド 
f ソが見拔いたとき、.始めて 11 丫ッのための新らし 
い 時代が 來る でせ ぅ . 

かくして、ニ週間にわたる樂しい紀庁-'終ると、 

•< 丨 リングが 再び 沏士 として 祖 N .0 ため ハ 激しい t 
活に處 つた。 

ファン ュイ が、 スト， クホル ムに « って母のひ藏贫 
に 附き 切つ て ゐたが 、九月 二十 一日 (一九 三 一年) 

フ オック 男 夫人は 安らかに 愛する 娘！； は l« r をう けつ 
つ この 世を 去つ た。 



この 報が カリンの 手許に H いたと き、 波 k の悲咦 
は、 « び彼欠の肉體をさいなんだ。へルマン.ゲー 
リンゲは、 ^ 師と共に、必死となつて彼女のゼ“を 

つと 

引きとめるととに 5? めたのであつた。 

また 彼女の 健康は、 心細い もので あつたが、 ヒン 
デンブル大統領は、，トラーを招き ^ 要ビ1任務を 
與へや ぅとして ゐる 。ゲ ー リングは 直 r に 出發せ ね 

ばなら ぬ 0 

病みつ かれた カリンは、 

一 •行つ < いらつ しやい。 大挪な こ とは、 義榜で すか 
ら __ ，.と、 彼女は 至高な # を 以て 答へ た。 • 
一九 三 一年 (昭和 六 年) 十一月 十六 日、 カリンは 
安らかに病朱に樓つてゐた。 

? 今夜 は #?; 骑の •-ハ合がょろしぅ厶い全十の’へルマ 
ンの偉 大な 任務の ために、 を.して弘に挪切なへルマ 
:: 四 七 



;ィ, ^ >;';<, へ述ムて行って败週叫友靜と1备 

獲. V ' V I )- た。 

力” ン c li '; rkt .:i W 总 かな 1 に* るぅ ち ル' しづ 
つれち 直して きた。 

そしてこの冬以來、病床に乙る母このとを心瓜し 
て 「私を 寺つ て ゐる あらゆる 敦 辦 を 果 しぅる ほど、 
この取の終リにはょくなるつもりです」と手紙に普 
き 送った" 

やがて六月ハ和既のことであつた。 

ットラ 1 は、 あ Qg はしい 抱， 日に 失つ た自 
勒ポの代りを、やつとポ見しぅる身分になつたから 
ifm ってて リ y ダ— に 新式 S メルセデス® 1 
車を 贈つ てきた。 

7 ドルフは、何と云ふ纪胳.に富んだ方でせ5。き 
つと 私たち の淨 を して 下 4 て わます わ』 



lira 六 

と、？ N ti .- T - r r や— だ。 ちょ 5 ど ダ i 
ンゲ は、 ニ 押-間はかり |+1 赋を得たので、新らしぃ自 
1 で • *=. ン c 長 姉フ rif をぎ 待して、 山 嵌 
& 方に 樂 1」い旅行をする和淡をした。 

1 、何 こ ぎ齡 でせ ラ。 八月の 山は どん* に 突し 

、 \ » 

ぃで ij $ o 

ヵリンは、 i タ 見る やぅな 眸でそ の 旅行に 悚 U た 

甩へば断漱の彼女が、苦患多き生涯を飾る跤後の樂 

しみだった の だ。 

『それまでに協祕だい齡齡ピ手箬を片づけてし圭ふ 
からね J 

•命 1 リンゲは、 1-^ じい休暇前をすごして、八月ニ 
、十六 日、 V 1リンゲは、挪らしいメルセデス軍のハ 
ンド ”を概り、ヵリンは淡灰色のマン"に小さた野 
卞嗜を被つて、い乇いそと彼 :0 « に席をしめた 

ノ 





榮に導くは、-にか-'つて、今：！：議总諸 ±: の貞仟に 

あるぞ 』 

ヒットラーは大_にも、政府弾劾の聚念動减を持 
'出して 漱把を 問 ふた。 

成杏！饮に+チスの運命、祖阈の運命はこの瞬 
時に ある o 

『阈家 革新には 斷 あるの み ！ J 

さつと 起立した 。片一^が 高く 上つ た。 ハイル •ヒ 
，トラ ーの聲 は髙 まる。 

あくれば 一九 三 三年】 月 二十日。 この 日 こそ、 近 
世 史 上 に、 ドィッの 阈 を 遂に J 得な かつた 民 埃 
の 强味を 艿 き淺 した 重要な 日で ある。 

ヒット ラー は、 首相の 印綬を 帶び て、 ナチ ス政 a ? 
は 遂に 確立した。 

大統領た る舊元 帥 ヒンデ ンブ乂 クの 下に、 笛 伍長 
11E *f 



>- «ために > « りをいたし 4- せぅ」 

り ''. 1るころ、.彼女は靜かに、安らかに，十七日の 
友 明けの 來る少 し 前、 永久に 開かぬ 眸 fcm ぢ た ので 
ぁった® 

ぁ、、 ftf E と 信愛の 限りを 以 C 、 偉大な 夫と、 
組！； の 運命を 信じて 彼女 は、 嗽 榮のド 丫ッを見るこ 
となく して！ 9つたので #. る" 

遂に政棰を握る 

V 

悲報に ょつ てゲ ー リンゲが 馳 けつけ たと き、 ヵリ 
ンは花ゃ燎明ゃ祈©に 11 められて、ェーデ”ゥァ< 
ス略拜 堂の 中に ゐた。 

誕生日に當る十ー月ニ十ー日"彼女"魂は”ゲェ 
敎妗で 靜かに 1 が ^ まわた c d 萬の 敵に も 毅然と 



.ニ 四，、 

して 敢闘の ^ #^ を 失は ぬみ ー リンゲが、 今や 悄然た 
る. 人の 男性と して 愛 * の 锩訛に 跪いた C 

が、 一步、 秕阳に |&1 する1き.ゲーリングの魂は 
歡览 とーて 諸 惡を戰 ひ 倒す ベ ◊立ち上る。 

ひ C ^ 

國會は 開かれた。 . 

i r は ir 。 • 

7 ふ | T へ。 

ゥ H ”せ>.ユの鄉鎖 5: ^111ら切るカを養へー』 

と。. i . a ? は 熱狂して 漂# tf 拍手を 送っ た® 
.九 三 ニ 年 八月、 ド ィヴ 阈會 は遂 に 人望と 輿論に 
抗しか ねて、. •ッ トラ ーは 議長に 選ばれた。 

曾つ ては、 ポ虻 を 以て 政府を 鹈さ ぅとして 自ら 縛 
L J 6- についた その 人は、 今や 法の ぼ 纗下 にあって 鑲 
長 席に 坐つ たので ある" 

「坊乏と闲苦のドィッ國民を救ひ、幾萬の子孫を繁 



の出身祆を特に嚴格に訓練して、尙ほぺルリン舡内 ^. •體に合胙 ^ 殿するに至つた。 

外に 根 强く淺 る 共産 キ：義 者を 根 こそぎ に檢喂 したの ，.. ット ラーは 、世界の 大勢を、 舔か に；^ S した。 





であ 3。 

吏 にこの ぐ'-， ケ啉隊 を 次第に 改組し こ、 七月に 
は间 凍 鉍察中 隙 il て、 ナ产 ソ . ド f ツゾ 一: 家 警袼 



そこには勝利の後、航空の發展にゎを梭めてゐな 
い英佛 の 强大な 翼が ド- -ッに 威 峤を 加へ てゐ るし 
妍興：ンン％す »*. 、符々として赤衞空取の贸 4 : ^ へ 
てゐろ。 1 る 1 :ド*-ッはどぅだ 0 
阔家 は * 弊し、 聯合 阙の監 視 は嚴しく、钪空の决 
興は 絕嗖で は ないかと さへ 見られる。 

『しかし』 

ギー リン. >.は、.遙かロエンの 1£ から晋もなく飛ぶ 
グ-プ f シ， ‘ yj ある ことを ^ つて ゐ る。 ナチ ス 少年が 
模切 飛行機の 製們に 熱中して ゐる ことを も兑た 。 
『若ぃ阔民の洫液には、科璆的な乃 5:. _んでん # 。 
絕嚷 する ことは ない？ 

K f ツ航 空は 必十再 建し うる ことを 確 指した。 



ニ K 1 



ゲ— リングは 'この 新 i^ji ie 無托所 和 : i なり、*,- 
ここ 生れ 出づる ドイツの 换も多忙な年を处へたので 
t - 0 ip 
四月に 言 v ンゲ は、 プヲ ミ 州 首相® 

內相 -> &つた。 

『 カイゼル は、 ドイツの m 來 «'■ 海上に ぁりと 言った 
ね’しかし獻はドイツ-い將來は航空にぁりと云ふ。 
君. 一っ この 修めな ド イツの航空をず痤してくれな 
いか』 

しい、， v れ こそ 模っ i せられた S 大の 仕事 だ 
- » 

よ。 やつて みる ぞ i 

ヒヴトラーと、相許す_中には、¥くも世界肮空 
の 夢が k く 結ばれた。 

孔弓の若葉が#:るころ、 -<.' 丨リングは' .>- 飢空大臣 



1 ..: :/% 0 

にぽ5|された.。 

杌空省を洵興して、戰後漱 ». じ去った空軍‘ 1: 芎锃 
する C とこ そ、 ft も 牛^ •劣 ある 仕事で あり、 デー リ 
ン ゲの念 願であった n , 

たと へ、 それが いかに 闲 $ り、 聯合阐 の 目が 
光っ て わ やっと も •必ずやり 拔か ねばなら ^ 仕 ^ な 
の だ。 

十月になる と、 ^: 尉ゲ 1 U ング は、 一 跳して、 新 
ナチ 、 K . •ト f ッ e ft iM : 大 5 佐 ぜられ た。 

ブ 〇 シ ャ批肌 どしての ゲ ー リングは、 まづ 第一の 
着手と して、 ヮィ ッヶ SC 察 M S : 編成に 力、 った 
時に 剛一 r 月 一王 一一 日 だっ た。 

この&が隊は、那漱撕、常備餐察煉三ヶ、自動自 
轉隊ー 、通信 隊二 、特殊 車輔隊 ニを 以て 組 ^ し、 
将交. ： ハ 5 、 |,^於 -|{. / 丨餘^;:ょり成り、盡くナチス黨 



第三 篇 空軍 再建へ 

第一章 航空 大臣 ゲー リング 

すべては 空へ 

鹼洲大 戦 Q 終った i き， 五. ヶ年に わたっ て 一 萬 七 
千名の烏 \ を蛆國の&秘に棒げた赫々たる戰段に拘 
& ず、！ 1内 からの 崩 域-のた めに* ドィッ 初' 私は 全ぐ 
潰滅し 去つ た。 

聯合¥は、！萬§:千蠆の飛试&とニ萬七千瘙の發 
動機その他飛行船、格納庫の一切を破谢じたが、し 
かしながら、 リヒト フ .すへ ンやべ ル ゲの精 神 «っ 遂 ■に 



m 段し 得な. かつた。 .一 
敗 戰 M ' ト f -y. t 襲 ふ 無力」 」無傻 *1 が中にぁって、 
この情神《尙ほ生き续つて>>丨リングの盘志は、 
.い i 再建 空， 軍へ 向って 遇 逝す るの だ。 

しかし '* 悲しい かな、 ナ 产ス政樁璲得の日、國防 
軍の 持って， e た m 式 飛行 一! は 俺 か 十二 3：- でぁった* 
ルフト. >1 ンザの抿容機は、しきりに1洲£空に 
快 翔した が、 それさへ 「空の逑轉手」として蔑± 
れてゐ た。 

ゲラ丫 ダ一の 父、 ダ ォル ギ I m . 士な ど 、 r f ッ の 
空を憂ふる人々が、航空國防を叫んでも、長ぃ間政 
府の無カは、どぅする £ とも出來なかった。 
『しかし，航空カを再建せねぱならない 4-. 

ゲ —V ング は 決心した。 

『これ 11 並々ならぬ努カだょ、全く無から有を產み 



こ、 に r リングの 紀漱が 撕 な、 ^ 屈 不撓の 魂が 
ボり觔かされたのでぁる。 



1 



友 




4%. ^ 

l p 



觀¥レ た。 

盹飛 行_の镟技や競爭が盛んに行はれた。長ぃ閒 
W 内で 飛行機 达 :|1> 3を想 011 されてゐた間、技1,,3低下 
i 絕滅 .て 避けて、 ド = -1 v -旮 社は ィタリアに、 ユン 



カース ^ 社は ； 



- に 或は オランダ、 日本、， テン マ 



1クに赴いて\飛行機£設計製作の向上に腌を練っ 
てゐた抜術 «- たちは、辩々士引上げて、ドィッ.、戾 
つて そた 0 

大塑新 式の 旅 杏 機が 製造され た。 工場は いつでも 
眾用機を々攝生浼しぅるやゥに祕かに設備 7;' 進めら 
れた。 

發動锼 ：丄場も、哦髋 :1: >8 も、ここに組織化さゎた 
ので ある 0 ( 

必要が起つたら、商業搜は、すぐ垠用に $»1 羝1ぅ 
る やぅな ^ 到た ^ 備も逝 めら れ る。 



!!r すのに 等しい からね J 

税友の a H ルッ エルが 訪ねて きて、 その，* 4- 練 
った。 

『勿淪.セの *< 僧はしてねるょ。だがナチス逋動 <0 長 
い 間の 苦勞を 思へ ば やれぬ ことは ない と 信じる ょ』 
『そり やそう だ C 君の f 屈の 精神と、 どんな 陣码 4 
乘り こす© 氣で、 i 分 やつて ゆける だら う』 

ロ エルッエパ ^ ^ ! ました。しかし、ゲーリングと 
I て It 、 腕 あ 配 興 こそ、 波の 政治的 生命を /: -6 する 
一大 試金石な の だ。 もし これに ^ 敗した ち、 再び 彼 
は 立つ ことが 出來な くなら う。 

いや、 ド f ッ民挨 の ^ 嗜は更 に弋 きくな り、 闲憊 
，は 增す だら. 00 

ま， C、 條約。 許して ゐる範 W. 徐 々に 茛乃’ 整へ 
ねば /1. らぬ。ゲ！リングは、将來のドずッを朁負っ 



ニ 五 S 

て 立つべき 舟 小 ノ年に 呼びかけた リ 

そ 0 ， 

すべてを 擧げて 空へ！ 

小 1^ 民に《模咽飛行機を氕へた。靑年たちにはグ 
ラ 丫 ダ ー の 把 齡 ど 與へ た。， £ も それ 《犟なる飛 « 
搜乃關 心 や 興味 だ 抒で はない) 

技 '* と共に精神を、リヒトフオへン以來ハ规抗を 
靑少年&心に復活させるのでぁる。 

激しい 訓練、 嚴重な 敎 '# 、 -かも明朗な空を飛ぷ 
* 0;. 、私 1 i して、 冉建 をいそぐドィッ阂のナナ九 
11 # i 七 扪饺つ て、 

丨ド でッ《肮空カを再ぴ持卜-ン.8ムナる信念が墘ぇ 
はった。 

.+ :ト.ハンザの航空输该は、日1日4航爷路を 
W' ばー、 ^^尤がぁ.りゅる天 ^ 下に，飛 « ゆ 4: 找縱 
する抜術>-;£得して'欧洲6.齡空路は、べルリ：..に 



この 日を、 永久に 記念して、 今- M ぼ ドイツ 空軍 記 
念 日 4 して ゐる 




ドィツの 削痍 癒えたり 。ヒット ラー は、 11 ;月十 四 
R 、 世界に 向っ て 爆彈宜 言を 投げっ けたので ある。 
『我等は 屈辱と 不名# の鐵 鎖た る. ゥ * ルナ ィユ g 抓 
を 破棄す る C 我々 は 新ら しき 翼を 再建す るの だ J と 
空审再 建を 宣し た。 

偷安の夢を貪る丫ギリス、フランスの驚ぼは大し 
たもので あった 0 

だが、 今や ド f ツ空箪 はこ X に 後 活した 0 
『思へ ば、 狀取大 戟の 光輝 ある 歴史と、 薄 統を 誇る 
•トでツ空車はこ、に復活した。ドィツの誇る不滅の 
英雄 リヒト フオ ヘンの 揞 神は、 同 戰隊 最後の 指揮者 
たるへ パ マン •ゲー リングの 强固 なる 意志に ょって 
十五¥の祖國窮乏の間、あらゆる艱難ょり守り通1」 
れ 、苦心 慘 佑た る ニ 年間の 激歉の 努力に ょって、 今 
11:この詻儀を見たことは、國民と共に余の最も欣快 
M 五 七 



兵器，於撕の保有を禁止されてゐるので、 «5 めて 
祕密の ぅちに、 阚防帘 隊 とに ょつ て、 航空 武 
力が ^ , へられて わた。 

ゲー リング 《、ニ年間、寝茛 4: 忘れてそ©带 «^ に 
つとめた ので ある。 

ナチス紀馑癯得以來、ニヶ年にわたるゲーリング 
の、 空軍 再建の 努力は、 遂に 實 を結ぶことが近づい 
てわる0 ~ 

デ #:; の人々は、ドィッが敗鞔十年にして國カを怏 
復 し、 航 六-輸这の發展ぶりについて驚嘆した。 

「さ 十が rf. ッの 科嘹的 國民だ 。ユン 力ー K や、 •ト 
ル-ーエーの如き有名な飛行搂製汴者がゐて、どの阈 
にも *? らぬ い、 飛行 搜を 製造して ゐ る』 

と、 その レコー. ト 飛行 や、 花々 しい 航空路を 見て 

+ ん しん ) 

感心した C である。 



しかし、 その 底に かくれて わ る 空箄 再建の 姿まで 
何 入も《 各し 得なかった。 

空軍 再建 宣言 

時は午。 

睫ち 做れ る英佛 が、 省 大な 空軍を 有しながら、 问 
3|かに心の緩みをみせ、そ0進步が瘌く釋没となっ 
てきた 一九 1 _. 五 年の 春に なって、 遂に 養 ひ 來った 度 
ヵをみせるドが來た。 

•九 三 五 年 (昭和 十 年) 三月 I 日 —— *?| らしく 4 
設 =れた窣軍の糖1は、堂々たる_»をっらねて、 
Is 客 十る 阈 5 f の 頭上に 現れた。 

國民は 歡呼 し、 十五 年間、. 振りの 武力 さへ 持た 
なかったド-ッが、遂 |- 持っことの出來た新らし，い 
哦カに、感激0淚を以てふり盹いだ。 



チユ少將、啸給邡問長：-ストリ.\グ大佐、兵良部 
長 シラ >-ム少將、中央邮问長ヴィ，エンドフル中將 
ふ f 多 士濟々 たる 陣荠を 整備した。 

そして早くも、航空帘陶三ヶを炎|(べルリン) 
西你 (ブラゥ：\シユヮィヒ)南部0<ンへン)東 
プ W シャ (ケ|ニヒスべルグ)に配し、ケッセルリ 
ング 、ノエ 刀 - r f 、 シュ •へ ルレ ミ大 將 を 司令官と し 
その他に||和航空隊をキ|ルに配し、こ-に空眾再 
建の陣容はをく成つたのでぁる。 

ゲ丨 U \ ゲは、 

11 ■再興 ド <ッ -¥? 笊は、わが时志、わが先軋でぁる前 

々 * '.0 啤後特 t 「專恍と-桢神に ^: き戒かねばなら 

,-,-1,を铒.、、その部隊に今け 11- キ. || 大な空：啦の 

•; ぶ 

瑪 士の名 を 冠す ると とに よつ て、 靑年 の ® 氣を 鼓舞 



しや ◊と ーた o 

まづ 一 九 11 一 五 年、 三月、 空軍の 第一 戰闘隊 をリ t 
トフオ ヘン 中隊と 命名—、 營庭 には、 ありし日の 弋 
空の尜鬼と嘔はれたリ卜-トフオぺンの噯礫フオゲヵ 
|三葉を曳出し、その前に脅つて 1111 阈への忠诚ハ意 

を丧は した C 

，余は、 リ卜 トフ ォへ ン中娥 •か、 竦き 茂 绣遂 tx の 墒 
神 と功消ハ-中に、水速に雄飛亡んことを榷信す0もの 
である.：と臨 ^ のヒツトラー總統は祝辭をのべた0 
一ヶ月 後には、 ベ ルケ 中 歎と ィン メル， ン中欢 於 

制れ た 0 

『これで、どぅにか形丈けは空芾は出來たが、數の 

上からー.4っても'質カら.马っても’まだまだ英脚に 

見劣りがする』 

がーリングは、空軍技術本邡畏ゥーデッ > 少將を 



ニ五九 • 



と十るところである。付扣を朗してドィッ ^ 車は、 
陸海 取と 並んで、 ド f づ阑阽 軍 第三 ^ 中に 獨 立した 
' 軍た る ものである J 

とヒットラーは、ダー一ンゲ航空大臣に感謝を表 
した n 

っ>い\:匕：^ム日、總統 ^ にょって、空軍 ^ 高司 
令育廳たる航空省が設立された。 

ゲ 丨=-ングは、こ《斩逸氣銳の特別行政 4- 、桄1# 
十るために"世の背僚丰 ^ をー切排した。 

『この 新ら しい 仕事は、 货力あ る 人々 にょつ てな さ 
るべき だ i 

と、 前大戰 生 淺りの 勇 t や、 航空 技 ^ の 威を 招 

ヒ ^ 協が卜求めた 。 ♦ 

『諸芯の阈家的奉仕にょって、この大」任を果したい 
み , a ふの だ。 若い 人で 4、身がのないも0でも、有 



ニ 五八 

能で « 行乃に富んだものを、どしどし登用して腕を 
振は せて くれ 給へ』 

と 梨 破りの 訓辭 を與ヘ た。 

I ■找は 献身的に 航空の 發達 に つとめ ませぅ。 それに 
は_で、ぁなたの決斷カと、指導カが最もカ强い中 
心とかるのです」 

と人々は答へた？ 

かくして、 航空 ^ 臣货空 1 ft 練 司令官と してのへ ル 

げんす ゐ . r t 

y ン .ゲ —リ N V 國{; « 兀帥® ti lt ボ ー テ \ • シ 
ャッ1;ハ观^!航空度 -^ と & 5、-—ルヒ大將が航空次宫 
として ® * ^.' 一 5 に當 つた。 

空軍參蹀長シユトゥムプフ中將、空軍兵器長官リ 
1 デ = 少 竹、空5&趑監キール中將が中心となり’民 
間 航空：！？ e{H ヲ f シユ畏 竹 が、 空 屯 技術 本部 a に ゥ 
ッデ ，ト少 柃 (大戰中の纪士)空軍行政踩長にボガ 



琪 域が i 納した 部隊と ホルスト. ヴエッ セル 中隊の 

名を 冠した と 同様、 偉. k * なる 軍人の 義饬龊 念、 犧牲 

の 情： 一: を、 新進 氣銳 の空軍にったへんとしたのでぁ 

/ 

0 た。 

陣容は 整 ふ 

新 空軍は、 ゲ ー リングの 橈まない 努力に ょって、 
一路 建設の 道を迪 りっ ごけた。 

,丨リンゲが、勳家 .^ きで、派手な軍服を身にっ 
けて ゐる ので、 いろいろの ゴシップが ある 9 - 
ひどいのになると、ある日ゼーリングが，とあるホ 
チ パ に估汨すると'ポ1ィがー恭しく伺ひをたてた。 
「閣下、 お 寢卷に は、 どの 動 京を おつけ 申し ませう 
か i と* 

.勿論、これ《作り話に十ぎなぃ。しズし、ゲ 



—リングは、いつでも铽丈な廣い胸ーぱいに、 © 幸 
を 飾りた て、 コパル ト色の 裏の 廣 . s «- tc 、 i ^ « y 
ボンのついた絞をかけ，漆黑0長靴をぅがち、规爽 
たるいで 立ちで 穿 21 する。 

ゲーリ.\ゲ.《、果して伊速 «? のやぅに派芦好みな. 
0 だら ぅか 0 

「空¥には、'陸海車のやぅ。歷史がない。靑乍たち 
は、 やはり 光榮 の ® 史 を 有 十る 車縱に 人りたがる の 
だ。そこで、空增に魅ハを持たせるためには、.特 8|1 
の服装をさせて、衆目を集め众けれぱならぬ .1_ . 

との抟論から、とくに空取の制服《派争やかに泎 
つたので あると 云 ふ。 

だから* ゲ ー リング 聯隊と 俗に 呼ばれて ゐる阈 家 
1 ?が陂は、—九三五年た月十：日、空¥の，下に 0! 
屘され、ゥエーパー空軍 # ^ 長の檢閱をぅけると、 



招ハてぼ議し气ゥ—デットもまた大戰货時の古猛 
专 C あり， ドィツの 苦 患 ^ H 々各 K を 放浪して あら 
ゆる 努慘 を！ t * てきた 人で ある。 

!-それ《、致し方がないょ。 

墦 哦搜の 方は、 * 客 機の 硏究 をっ ぐ吁て ? 3 たから 
十ぐに呢职できるが、戰闘機は、卜五年間、全く無 
一文だった 人 だから ft J 

r しかし、 - V シ h -パ復葉では少し筘式すぎはしま 
いか』 

「いや、 >+— リ i ゲ君 '安心した まへ、 供の. 方で、 

メ ，サ一 シュミットと ハィンケルの 各 工場に 試作を 
命じてゐる。今に ^ »^ がァッと驚くものが州來ト.る 

ぞ J 

r よろしく 賴む よ。 そして、 すぐ 最的 生產に 入りう 
ろ やう 準備して くれ 給へ よ』 
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it 日の 湾 友に 戾つ て、 胸襟を 開いて 語り合つ た 大戰 
時代の 爵友は 、こ、 に 互に その 技術と、 政治を 信じ 
合った。 

r それにしても V ゲ ーリンゲ君、弋敏1產に第ーに 
莽目す るのは 參つ たょ。 玄人 だな j 
「そり や 君と 共に 戰場で 镅へた 人 だからね 』 

と！! しげに 笑つ た。 

かくして、ドィッの航空技1は、航空エ業は、操 
縱技 術は、 十五 年間、 堪へ に堪 へ、 抑へ に 抑へ た 力 
を、 こ、 ぞと發 揮して、 奔流の 決する 如く 蹓進 をつ 

づけた。 

一九 三 六 年になる と續々 として 新 銳機が 生れた。 
四月ニ十11:總統ヒ，トラーの誕生日を祝つて、キッ 
フホ f ザ 在鄕車 人團か ら 、新銳 爆 擊隊が 良 納さ れ， 
ヒンデンブ ;1- グ中隊と4|名された。これは前年、 ^ 




ある 日 




メ 

£9 



廣 い ホ ール に マ， ト M 敷きつ めら れ 、そこへは、 
白ぃ柔道资を荇闱した脊の低ぃ日本人が數名坐ゃて 



ヒット ラ ー 以下ず ら りと 並んで、 日本の みの 持つ 
特技 「柔術」 の 妙技に 固 唾を 吞 んでゐ るの だった。 
r 成る ほど、 大した もの だ j 
L 9 トラ— 士へス は、 次々 に 演じ 出される 演技の 
j つ： つに 泥 嘆の 聲を 放って. ゐた が、 ゲ 1 リンゲの 
咐は灼きっ<ゃぅに、投げの手を、じっと見っめて 



朽 越しに、 キた腰 車に か、 つて、 あは や 没げ 出さ 
れたと思った 1: ‘に：^本の柔術の選手は、彈かれた 
やぅに、 ヒ ラリと 立つ の だ。 

物噢い勢で、叩きつけ广れたと思つたのに姹るく 



蚁. '^ 本邡の防備、 ^ 地次艰への防 » の新仟垮を授け 
られた ,呢にも、内地襟章と腕袖に綠の部涞名京を 
づけ させた 0 

そ £ へ、新らしい空中鞔敁： ;|- .生み出 3 .5:た。そ ,<; 

は、-.. ゥ Kf ト W * 1 邦で®! P した 落下傘部隊で ぁる。 

-V — リング tt，>J の 新ら しい 戰技 こそ、 必ず 將來 
街 m 2 ” れる べき だ と打 破した。 けれども、 ソ聯 の大 
揭リ ^ 1フにぉけん茁下伞部滅の敵地占領の莨演 
V 見た 列 國。 £ fe 戰 武贫 は’ 

じ づ * U 

『演習だらい、が、實際役に立っかね』 

『フワ リ^-と 漂つ て ゐ ると ころ •を、 ポンポン やら 
れたら 全滅 だね- 

『济. 、 こんな 危險 極る 挺進隊の 兵士を 澤 III 持ちう 
る だら. うか， 

と 半信半疑 だつ た。 
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デ ーリン ダは、 ひそかに 考へた 。 

『ド て '7 询年ならば必ずやりぅる。それには说礎の 
訓練が 問題 だ J 

穴し 軍 參謀長 ソエ ーバ ー 中將 と、 祕かに 落下傘 兵の 
菸哝 について 協議を とげた ので あるが、 淺之な こと 
1- はへ * 九 三」 ハ 年 ゥ * 丨バ ー中將 ば、 飛行機 啪枚で 
逝去して しまつた。 

『あ、 悱 しい 人を 失つ た。 空 帘迖設 の途 h < なくて 
はならぬ人だつたのに。自 ^: は中將の倦きない努カ 
配 阆 な 茂 志に どんた に勵 まされて ゐ たこと か丨 ，』 
と聲を あげて 慟哭し、 第二 五五戰 鬪搜中 深を、 ゥ 
H —： l 部 谈と命 名して、 その 偉功を 傯んだ 。 

そし r -、 落下傘部隊の 訓紗に は、 故將笊 の 意志を 
ついで、肥重な祕密のぅちに準備が着々進められて 
ゐた ので ある C 



航空 界の M 私と して、 ドィッの ゲー リンゲと 並び 
/^ された フ .ランスの 航空 大 茧は、航空エ業 .0 阈有化 
f 企て、 多数の 新型® の 試作 主義を とる ことに 全力， 
を 注いで ゐ 々 のを、 ゲー リングは、 靜かに 觖察 して 

ゐ た。 

『フランス 人の 天才 的な 技 和は 尊敬して い、 ょ 、 I 
かし、 いかに© 秀な ものが 出來て も、 數の少 い 試作 
® が あつても 使 ひものになる まい。 それに あの 漾な 
阔 .^] の左翼政黨が政爭の属に供してゐるやラぢや、 

が /' 

とても 駄目 だ』 / 

と、 彼は、 往年の 强敵ノ ランスの 空軍が 今や 恐る 
るに 足らずと 1 :: 破した。 

むしろ、ァメリカのゃってゐる大最生產にじっと 
觖察の 目を 向けた C ドルニエ や ハイン タルの 技師た 



ちをアメリヵへ这らサた** , 
r アメリヵの 强弋な H .-1 ハ、： 傭した 谶械 £ 作、ぁ 
れをもつとドィッ風にしご移し植ぇるのだ』 

と、 •ヶー リングは、 飛行 礫 製 it 業を 督勖 し、 規格 
の統ミ付料の瓦換性なとの細ぃ點まで流任波は飛 
行 ^ 出身 だけ ぁつて、 念 所を ついた 指導を ゃつた。 

製造 H 裾を、 空 典から 守る ために 分散して、 巧み 
に森林などにょつて僞裝し、エ場内を健康に、明6 
く 1て、どのエ場に人つ.ても、勵、人々は、蛾業の 
ためと云ふめで /1 く、_家へ奉仕してゐ 6 觀念で生 
き 生き- VI きぅる やぅに した。 

工場 内では、 流水 作業と 稱す K ;" 定時 斯に 一作 業 
づ、順々に行はれて行つて、 ^ 埋的な勞锄ヵ儿ょつ 
て、多數の飛行拽が、數列になつで、次第に組立て 
られ完 成されて ゆく 方法が 徠甩 されは じめ た。 

六 五 



體 を 泳せ て、 マットの 上に 橫は る。 
r うー む』 

ゲー リンクは、 日本人の みの 持つ 素 ばらしい 技紀 
の、 柔軟な、 し、 も手强 さに 解つ てし まつた。 

次の 日から、 日本の 柔術 采は 、軍隊に 留まつ て、 
少し. つ i 手 ぼ どきを 始めた ぐ 

「ゲーリングの新らしもの好&にも程がある0柔術 
まで 宛 七に 敎へ るのは、 ち i 奇 を 好む や うぢ やな J 
などと 嗡を する將 帘連も わた。 

が、 ゲー リンゲは、 友邦の 持つ ^ 道のう ちから 何 
を學は んと したので あらう か。 

數 牢 後、 落下傘 ^ 校が 設立され たと き、 天‘ から 
吊した ハラ シゥト の 縛帶を 外して 飛 下りる 練 ^ が 行 
はれた® 

.マットを しきつめた 宋の 上 で、 縳んで は 起き、 起 
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きて 走る の だ。 

この 士き 、どんなに 投げ出されても、 體を 傷け な 
いや ラに せねば ならぬ。 それは あの 日に、 闩本 类 術 
ょり 乎び 得た のであった。 

そして、 此 界ん戰 が 始っ て、 白 蘭戰 線に 落下傘 部 
隊の障 大な 成功を 收めた ので あった。 

空 東の 勇士たち は、 傳統に 生き、 組 國の爯 興に 献 
身を抨ひ、#少年たちは、ナチス航空©に人って、 
鼬 長 クリスチャン ゼン 大將 の、 赫々 たる 武勳を ©敬 
.L て、 二日 も 早く 成長して、 祖國 のために 役立っ も 
のとなら ぅとした。 

ドィッの 國 ■力は、 經濟 方面 も、 餺 力の 方面に も、 

こ れが zb 年 前の 戰敗阈 かと 思 はれる ほど 隆々 と て 
湧き上っ てきた ので ある。 

ゲーリングは、戋た、ドィッの »1^ 空エ業にカを泮い 



叫んで 睞 起した。 

ドン •フラン コ將 軍は、 四蒽 の 帘 5: 率 ひて、 進出 
した。 

革命軍の 勢力 破竹の 如く、 僅か 八十 塞の 飛行機. な 
がら 健氣に 活躍して、 ょく 政府 眾を 1 .迫した。 
しかし フラン コ將 軍の 指導 ^ 神は、 ナチ K •ドィ 

今之3め 1> 

ツ 、ファ， シヨ. ィタリァに 共鳴して、 
『フランコを助けょ、 スぺ V ンを救 へ J 
の 叫びが 高まった。 

十 チス 空軍の 勇 上は、 今 こそ 實踐に 腕を 試す 好 ^ 
# と、 ^ び 勇んで 袭贫笊 を 編成した o 丫 々リ T も 同 
じく 救援に 立ち、 ドイツから、 ュンカ ース八 八 型 急 
降 T 爆 擊 機と、 メ ツサ ーンュ •ミット 一 〇 九 型 戰鬪機 
が 多數ス ベイン* ^ 命眾に 配せられ た。 

If - 政府 軍を、 同じ 人民戰 線 派の フランス、 ソヴ 



エィトは、共に進んで棟助に乘ゎ出し、イギリスも 
また 飛行機 や 飛行 土を 公然と 送り こんだ。 

ゲ I リンゲは、 

「こ C 啉變 C そ、 名は スペィン 办亂であるが、嗔度 
は逛怫 ソ聯 との 力 合せで ある。 同時に わが 戰岡 機、 

と 出征の 勇士を 激勵 した。 V 

彼等 義勇兵の 一 團は 「コンド：， 部隊」 七、 命名 さ 
れ、革命軍を肋けて至るところに”聯のィー十.れ、 
十六 型、 フランスの 二 ユポ ーガ 機を 叩き伏せた。 

戰況は 、日一日と フラ \コ眾 に 有利と なり、 遂に 
マドリッドの 政 ® 班 木 據を位 園す るに 至った。 

ス ぺデン 内 亂の第 ニ 年 目、 ドィツは ^ 洲の 現狀を 
打破し、 新 秩序の！^ に 乘 り 出した。 

ヒット ラ ー は、 敢然 起つ てオ ー スト リアのへ 併合を 
11 六 七 • 



|-多数の粑街陡を持つこと、多數の飛行七 4: 養-^' 
るァ|とょり外にはドずツの空を守る3はない (0 だ.，- 

ギ IV ングは紀叫し '^ 

かくして、ドィッ空箪は、全く陣荇を整へ、英佛 
はこの 鱗 啦 的な ドし ッ の再建ぶ りに fl - '- i ! を 感じは じ 
16 た。 

第 四 章 他界 大戰へ 

n A ドル 部隊 

^ t w / さし モロ ヴ コの夏 —— 何となく 慌 しい 欧洲の 
天地は •ウ H ル サイ ュの 歪める 平和に よ 0 て 辛 じて 保 
た a た 卜 五 年の 平和 《'再び至るところに煙硝の « 
る. P ひに 充ち そめた。 



i : 六 六 

伏人利©エチオビァ遠征、べ>リン、3丨'-梢軸 
の 繫結 、これに 對する 濟秩序 t 喘ぎ 保たぅ- V する 英 
怫の 勢力、 そこに 《當 然 、いつか 扣衔屯 せねば なら 
ぬ 遝命が近づいてゐたのでぁる。 

果せる かな モ « "コの1灼に哦火はぱっ士燃ぇ上 
った。 . 

時に昭和十1年七月十 = 日、スぺィン王黨派ヵ..ル 
ヴォ r r ロが 撒歡され、つ ^ いて共產*代議士ァス 
ティリォが射殺されたので、こ、に王っ黨と共痄洙と 
の對立 は ^ 氣似丄て、1! |^ の人民戰線派の政府は、 
阔.： 歌 派々 軍隊- は 日に日に 對立 Sr 激化して きた。 

そして 同 十七 日、 遂に モロ ャコの メリ ラ 港に あつ 
た エリ テラ 中佐は、 ^ 命を {•且 言し、 バルセロナ、 •コ 
ルゴス、サンセバスチン、マラガに駐屯する ¥ 隊は 
『スぺィンを淨化せょ.、民族を左翼ょり救へ！』と 



は |&1 # ||と定めら7，た日の栩の僅かな時彻には、ぁ 
らゆる 方而の 人々 がつ めかけて ゐ る。 

『開 下は 寊に多 Itt の やうです な J 
『何しろ、 令 日の 阔際惝 勢では 大 へんです 1。私は 
もう. ニ 週間 もこ うやつ て來 てゐま すが、 どうも 御 面 

•♦ くゎぃ % 

會 の璣旮 がな いんです』 
f いや 私 も 今日で 五 回目です よ』 

jtl rj rf 

などと 話して ゐ ると、 受付のと ころで、 何 かくど 
くど談じこんでゐる田舍ものらしい老爺がゐる。 
r 駄 n だよ、 爺さん、 そんな ^ を 云つ たつて j 
人々 は 退裔 なま、 に、 何 旗 かと 耳-そば だてる。 
• r そんな 無情な こ士 5 : 言は つし やらないで、 ちよつ 
ら、 ヘルマンに そう 云つ て お 兄；；； よ、 わしなら 伶 ふ 
1 ^ だよ』 

r lic nr 、 駄 31、見給へぁんなに蹋山0也澉な方々で 



も 閣下に 御 目に か、 るた めに 何日 も 無駄足 £ ふんで 
待って おられ るんだ。 閣下は 非常に ^' 多忙な の だ J 
と 受付 子は 苦笑しながら 、デ ー リングに .向 會を水 
める見すぼらしぃ老爺を眺めた。人々も、.何帘かと 
その 周 阉に 集っ てきた。 

受付で け 駄目と 思っ たの か、 純朴な 田舍 もの 丸 出 
しの" かの 老爺は、 紳士たち を 捕へ てく どく どと * I 
り辦 めた。 

『何て こつた。 わしを 會は さない つて 云 ふんだ ょ、 
この お 私人 様は』 
r どぅしたんだ ね、 爺さん j 
一人が 而白 半分に 尋ねた C 

『聞いてくらっせい、わしはゲーリングと約束がぁ 
るんだょ。へ ;1. マンが怪我をして捕へられそぅにな 
つて 逃げて ゐ たころ、 わつ しは、 へ ルマンの 奥さん， 
ニ 六 九 
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食して. スデー デン 地方 k 復 M させた。 時に 一-^- 八 :o 外交 ^ 腕に ょる ものであるが、 ヒ了 -> 1 も、 そ 
年、つ ^ いて“年後には户エッ：-ロ：一ャを保護 の 回 配 錄に こぅ 寄いて ゐる 0 

—— わが友、>19ングの鐵の意志 |: 以て建說さ 
れた， 大 e 空眾が、無ゴの职-カを示してくれたとと 
が、 この 外交 成功の 基礎だった-— と。 

偉なる かな。 ド f ッ空軍 。 

また ヒット ラ ー が、 11 八 年 二月、 ドイツ 最初 
の空軍ポ順にゲ一リンゾを任じたのも宜なるかなで 
ある 0 

I 朝 波 蘭を 擎滅 



スぺ ず ン内亂 を n 火と して、 歎 洲の危 機は ます ま 
す 奶起 してきた 0 

戰ひの 前夜の 息づ まる 緊張が 日 ごとに つで いた。、 
，トラ— ゲ ー り .V グ は、 3! の 廻る ほビ 多忙で あり、 杭 空 萏へ 




箱と し、 無血 占領を 完成した のは、 一に ヒ 



そして、 今、 自 •動 車の ステップに 片足を かけた 空 
卞元帥の正服いかめしいぐーリンゲの觀まで1氣に 
|1 けつけると、你近の人々が ||- めるょり£丨く、 
『ヘルマン、 ヘルマン、 淹く なった な ァ J 
士湏聲 で 飛びっ いてきた。 

ベ/は 時め く 航空 大 M 、 空眾總 ポ对仍ヴ名を呼び捨 
てに して 飛びつ いた 薄汚い 老爺に、 ダ ーリン ダは、 
非常な 燦きに 打たれた が、 

『わ 1、 は、 力 1, ル J 

r へ パ マン、 ^ へて ゐて くれた か、 mk して ぅれし 
ぃ ぞ ， 

この奇異な命見は、罟並ぶ人々を駑かすに4-分だ 

つた。 

ゲーリングは、優しく老爺に接_を與へながら、 

『 ^ 前も财身 «? 何ょりだ。今楔はとても 1'& 丨、て、 



ゆっくり 話で きぬの が 殘念 だが J と 側の 武 {：! 一を 呼び 
,手 ^ く 1} 情を話すと、十分老爺ヵールを、いたはつ 
て手厚くもてなして歸らせるやぅに命じた。 

やがて ゲ ーリングを乘せた自動車，ト門 5: 出て角を 
曲るまで兑送つてゐたヵーパは、 

r あ、： a しい、 瘩しい 。あの 立派な 出世な さつた 姿 
を みると、 わつ しやもぅ 死んでも い、 だ j と淚に く 
れてゐ た。 

人 問へ ルマン. ゲ ー リンゲの 片鱗を みせて 走せ 
去った 空軍の 巨 特 c 行く 乎 や いづこ、 航空 本部に 到 
畚 すると、 たぐち に 全 ¥ハ 励 A -5T 下命した C ユ ンヵ 
丨ス急 降下 ^ -^ 機は、 この 時す でに、 全 锼五两 九十 
禊、 腹一杯の 爆彈を 抱いて、 出動の 命 ^ 待っ てわた 
の だ。 

前線/! あくれば 1 i: 史的な 啗が くる。 

:一 七 一 
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に賴まズて、盆物を搜したり、毛布を買ってキ】たり 
し， もんだ ょ C そのと きへ A マン は、 僕が 出世して 
无 P をと つたら お前の 欲しい ものは 何でもして やる 
と 云つ ただ』 

r する 气何かい、お前さんは、閣下に何か貰ひた 
いの かね』 

すると老爺は'はげしく首を扳つた。 
r ぅんい や、 そ ぅぢ やねぇ、 わつ しは⑴ 舍に 引つ 込 
んでゐて何も世間のことは知んねぇ、飛行機の大將 
にゲーリンゲつて撺い人がゐると聞いとつたが、ま 
さかへパマンつたぁ、思つて.なかつただょ。この間 
绀：® て、 そ. Q ゲ ー リングつ て 大將が 、 へ it マン だつ 
て ^ を 聞いた だよ。 わつ ー〕 は、 路 しくて、 情し くて 
，•目 # つて お 祝 ひを 言 やい、 んだ よ卩 
i - めくまで、 朴訥な 田 舍人 らしく、 大き -.位 みを 



示しながら、 

『ほれ、 こんなに 野菜の お 土產を 持つ てきた だょ』 
とほ- i むの だつ た。 

このとき、べメが鳴りひ ^ いた。 

受： I の 役人は、 、 

『冉さん、折角乍ら ^ 丨リング閣下は、只今ょり外 
出せられ ます。 本 日の商伶はこれで終了といたしま 
す』 

と歡した。 

みれば、 中庭には 立派な 自動車が 停り、 綺羅を 飾 
つた 武官が 立ち並んで ゐる 。人々 はまた 改めてと 立 
上つたとき、窓ごしにこの光最を見ぅけた老爺は、 
『あ ッ 、へ ル-、 ンだ 、へ ル.、 ンだ』 と大聲 で わめき 
乍ら、垛いて企める役人の手をふり切つて、階段を 
かけ 下りた。 



ダンチッ，ヒ廻廊問題をめぐつて、ポーランド進 
擊は 開始 a れた 。一九 三 九 年 九月 一日の 拂曉 、スッ 
ッャ機は飛び上る。 

ゲー リングの 猇令ー 下、 全 空軍は ボ ー ランドの 各 
飛行場へ 殺到して、 地上に あつた 三 ^ 餘の ボーラ ン 
ド 空軍は 一 _ で嚷娀 された。 

地上¥はこれに呼應して、怒濤の如く阈境をこへ 
て 進ん した。 

英國の 援助を 空 賴み にして ゐたポ ー ランドは 一日 
にして全空帘を失ひ、ー週間で地上眾,滅され、 
十日にーて全阈土を失つた。肽1は始めて；ト-ッ空 
軍の 實カを 知 9、 そして 第二次 世 味 大戰の 幕は 切つ 
て 落された。 

• 9 

世界 大戰へ 



ポ ーランドを緒戰に哦滅したドィッは、/0、に宿 
敵 < ギリスの 本土を 狙. つて、 荒 紫 0 翼は、 i づ北海 
に！： びた。 

ゲ I りング が 過去 廿五 年、 ド fv w 年に 叩き こみ 
銀へ あげてき た 祖國 に殉 卡る大楮神は遺诚なく發揮 
3 れた。 

北海や英崎海峽に機批を轉じたドィソ空軍は、. ^ 
る とこ ろに 英 as 豳 船を 擊沈 し、 主力！ J 隊 を 遠く 北 
方の港に逼塞せしめるに至らしめた。蓰送船團は次 
から 次へ i ド f ッの紀 鹫の 好餌 士して 滑え た。 _ 

中にもドィッ疼軍が、世界の耳目を驚かサ、空帘 

» 

の 威力を 遺憾な く漱揮 させた のは、 ノル ゥエ N- 作戰 
の電擊的進出であらぅ。 

『制海礴なしに渡洋遠征することは軍隊の3歡であ 
る J と 曾 >.、片 へは、 古今を 通じて 常識と なつて ゐた 



マ 




i 軍車 批評家は 筆を 投げて 感嘆した が、 その 方寸 
は、 V — リングの 胸中に、 疒でに長く *1 «* れつ1あ 
つた ものである 。そして* 

『 ハイル •ヒット ラ丨 J 

を叫んで死に幽みぅる氣年を 一片のパラシゥト 
に 身を 托して 敵陣に 降りぅる 寿 平を、 こ ゝ十 ii 年、 

ニ -7-年の問に、親友クリスチャンピン弋將士 |^ ^1 じ 
て何蔥とたく秀成してきた其の底ゎが物を言つたの 
である o 

そこには、 リヒト フォ ヘンの 靖神 、ベ ルヶの 眞 餡 
が、 脈々 とーて 波打ち、 •卜ず リ靑年 の 身の 内に 甦生 
してゐ たの だ。 

ノパ .V エ V - 占領と 共に 一九 四 〇年五月.矛を «' : じ 
て、岡北 [1-: 戰が始った。 

マ •チノ •ラ f ンに 心醉 し、 ニ 年 問 これ さへ あわ ば 



cr > であるが、 英阈 / J 々 iM rc くらべ r 僅. ル 五分の 一 
( D «¥ 勹しか 持た S ドィッが、. s # tr . L - c # «? sr ISIJ 
嗯し、起か洋上の/ガゥエィに大軍を输这したので 
是 らぅ か 0 

m .{- か？ 

そんな 事は + 可能 だ I これは 灼い觐 念の 琿带通 
0 見方で ある。 空軍の 力 さへ あれば 行 ひぅる —— こ 
れがゲ ーリン ダ i 、 彼の 右腕 とたのむ£ルヒ上級大 
將 i cl fifl で 秘かに 組立 てられた 新ら しい 戰爭 理念で 
あつた。 

X ッサ ーシュ ミット 一 〇九 戦闘機と 、ユン ヵース 
八八念降下极维機の大群が、英國艦隊 (0 頭上に舞ひ 
下つ て 大打擊 を 與へ 、ノル.* エィ！！ 岸に 居た たまら 
なくした。 

『それッ、ゲだッ』 

ュ ン . 丨ス JU J )'. ニ 型、 」1.九 0 型、 コンド <1 & 



ニ 七 四 

客 機 € 大榻隊 が、 五十、 百、 二百 と天日を蓝ふ大群 
をなして出發じた。 

妒兵の 空中 輸送 だ。 

$ 下伞邡 隊は勇 猛 果敢に 敵地へ 1 ^-して飛行場を 

トん B ぅ # 

十六名の落下傘部隊が、何千名の/ル*エ-軍を 
相手 i して 全滅す る キで戰つて、昧方の步兵へ 1||? 荞 
まで 持ち こたへ た 美談 も ある。 

空中步 兵が 到 ^ すれば、 あ itt ド f ッ の 思 ふ 儘で 
ある。 ノル* エィ か 英眾は完全*に迫ひ拂 |1 れてし 
まつた 0 

『空¥のカで海坩カを制 ]1? しぅる』士云ふ戰術上の 
新ら しい 境地を 開いた® である。 

『£ パ t 大將 の作戰は、世界戟史を書き枰へた4© 
である j . . 、 



ので ある。 

沸き立つ 戦線。 ■ 

ドィッ 空軍の 偉大な 鞔果。 

その 年 七月、 ヒット ラー は、 多忙な V 1 リングを 
招いて 怒 淡した。 

そして、々 獨逸 I 兀 帥の 稱私 を與 、、唯. 人の 大鐡 
卜 字 觔章の 》 用 者と. tr つた。 
r 次は、 U ンドン だ j 

そ4八月から、3ンドン大穴--覬が始つた。钻日、 
裢 H 、数 •白 搜の 大編采 が 立ち 代り、 人れ： St つて 口 ン 
ドンを钱つた。 

f .午リスの敗 £1 は日々濃¥となつて行つたころ、 
三度び眾を轉じたド>-ツ《、バパヵン作戢に乘り出 
した C 

こ、 でも >- ギリス 辑はダ ンケル ク 〔 -/ ii * J を 冉びし 



て 完全に 收 退した が、 その 直後 クレタ島の 攻略は、 
實 にゲー リンゲの 獨斷で 、空 ^ のみに ょって 私於 に 
占領す る 揮 功を 奏した ので あつた。 

史に is : ® は して、 一九 四 一年 ノ聯 を 討っ に 至 
った" 叢 開始 後 二十日 間 ^ . 戰線は ぐつ i 東に 張 
り 出し モス々 _ V へ 、モスク ヮ へ .七迆出をつ.、けた。 

意外に 7 聯の抵 札が 頑强 だった® と、 冬が 來て、 
戰線は尚定しモスクヮは^也叫！年中に陷落しなか 
つたが、 数を！？ るブ嚇 ^ 車を裝滅十るこ士既にー萬 
を こへ 产。 

> .-大來亞 戰 爭が、遂く東の方、挪邦のヵにょっ 
て 起され、 英 1の||^は ^ ヤ ^ 印 « 洋から-掃され 
っ-あるとき、 赛來 り獨 ソ戰線 、對英 作 戰に 、デ— 
リンダの胸巾必十ぐ：爷帘を以て必奶の甿犯がめ 
る ^ .: 〇=* 



安全と 何 ほさめ やへ ぬ 偷安の 恭 を ^: つて わた 英 佛_ 

寒の 一角が もろ ノ も、 ® れ落ち たのに ^ ^ としたし 
ベル ギー、 1フンゲへ吃到した汸下傘部深は瞬く 
Rfl ifc 飛行場を 於 W じ、 ^ 梁を 確保し、 つ •"いて 俊 人 
し てく る 空中 餘逛の 步兵浓 や、 機咁邾 裟の進 帘を容 
易なら しめた。 

リエ1<ュ要塞の、谮彈にも破リ得ぬぺトンの上 
に、！： もな く 舞 ひ 下りた 空中 列車の 一®、 ニ,. 大 
型ゲラ f ダ ーから 飛 出丨た 兵士は、 手摺 彈を 、火 馅 
喷射 機を 持つ て、 トー チヵの 裏 剛に迫 つた。 

十六名のド一ッ板射 «: は、1.千れの要宠兵を降伏 
さ ^:' た。 

桃 科の 梓を 染め'」 構築され た マ *广ノ.ラ<ンは、 
科平の粹 > -魂のカ七を持っド<ッ兵のために、ぁへ 



なく ^ ぇた 0 

ラン. ダ、 ベル •ギ 1 /D 要衝は 次 か r 次へ と占據さ 

れ た。 

il い 間' 人 トをた のみすぎ、 輝 •論の 遊戯に すご ーて 
きたフランス空窜は、その昔、世界の飛行機王國と 
漏は れた 、货ぇ もど こへ やら、 瞬く ぅちに 精 銳な ドィ 
ッ空窜 ,0 . 女 # の攻喂 をぅ けて M 減して しまつた。 

制 ^ f » 下に、 フラン ダ ー スの 野に 慘馆 たる 包 阐峨 
滅戰が 展開され た。 

巴 5 1； 陷落！ 

ベ' ギ丨髂丨 

•ゲン ヶ ;!. ク ';| 揚の英 滅帘 #铽さ る。 

ド -ッ戡甲部陕れ敗を完全制蝌す。こ0年 (〇 ? « 

つ等 

フラッシュ •ラ'*- ト のやぅに、 ^ きいー1ュ一スが次 
から 欠へ 地球上の 人々 に、 ド 丫ッの 勝利を つたへ た 



海峽を押して飛ぶユーヵ1ス八八型のガラス窓を域 ても、飛行機だけで纪^-る0は少し難しい士思ふ 
してみ れば 、精 1¥ の氣 宇、 e | 間 y 溢 ふる、 V — y ブ ょ J • 

ダが、 しっか とハンドルを提ってゐるのだ。 と參謀 本部 あたりで も、 彼の ^ M 奔放な 作戰に 疑 
『ドィッの飛行±の中で、最も巧みな忠#なる操縱 ひを 辦った o しかし 彼は- 

士 J と、 國民が 愛 稱を 捧げた 士 き. ヶ ー ゲリン グは、 r v > や、 必卞 %如 しぅる ょ、 もし 失 收 したら ¥ | 段 
r 有難ぅ- わしは その 呼ぴ 方が 广 等 氣に 入つ たょ』 として 降 兵を 使 ふこと にして 齡ひたい」 

と、 空車 皰 司令官、 航空 大臣、 大獨逸 i 兀； 一國防 伶 と 飽くまで、 斯がの 作戰 を 支持した。 

^ 々長などの|55 # ょりも、この飛行 :1: と呼ぱれる方 かねて、 デ ーリングの * !»£ をぅけて販 |^?- の飛行機 
yl ! 彼.- 占ってはぅれしかったのだ。 工場で 作られて ゐた大 咽 阳 7'' ラず ダー を祕 かに 

♦• ‘，••ド イ '* y ». H •.， ナ ル參 •ムツ M * T イン . r * " V ルタ • I ' ナン*フ y —ゲ.>.ウ ：ルデム • ?, ， 

と 常へ、 叫んで， Q る 彼！ あらゆろ辛怜を嘗めっくし クレ々ぬの^^^、守備の芨雄は、ドィッ快速艇 
て、 大ド 丫ッ空 軍を 再建し わ-彼にとって『航空』は の 也||と、落下傘邡隊とに備へてゐたハであるが， 

屯 ぎで あり r 空』 は 故 鄕で あった の だ。 突と して夜半、音もなく空を滑っ.て你'陸じた大 .^ グ 
かの クレ 々島 攻略-常って、 • ラィ ダ ーは、 一 裂、 ニ荔 、五瘙 、十綦 ，'陸； ^ として 
「そり やゲ ー リング 君、 いかに 空 雉を® 視した とし 鳥 内れ 丸. に 荞陸 した。 

ニ七九 



1抑は：丨ナ|彻の英雄でぁる , と抨した 西洋の 
歡 ^3の矜 # シ1ぺングヲーの人物||*;果して當つ 
てゐるでぁらぅか。 

ー谁の風3阽へルマン.ゲーリンゲ！年齒未だ 
四 hk 竣 。 '/'， -浇 り.， 彼の 强味は 、 与ト-穴,ボの一飛行 
士 i して の& ;| , , し以來、生捽の航空畑 |: 开つた|^ 
が、 彼 「 W 行 力- V ,1t- S5: 力 t 支へ るて-- V • 

それ故に 若い 飛行士、 機關士 の 氣： C ： ちとび つたり 
ナる 。ド f -y 々空軍 は、 この 人の ために-. 思 ひ 込ん 
で ゐ る の だ。 

ド >- ッ 爷取は、ゲーリンゲを队张とするー圈とな 
つて 呼吸—、 生存して わるの だ。 

ケ— リンク 片 1; 

對英空趿をたてっ 5: けに行 0 て. « た九月の朝-占 



據 した 北佛 ノルマン •チ ー 餐 行 基地へ 現 S たゲ ーリ 
ンゲ .は、. 

r 我等は 偷敦を わが ナチ スの 芡 下に 征服すべき であ 
る。灌：白の商射，1が砲門 4: 開.かぅと、何千 0 2赞飛 
行機が飛ぴ出してこやぅと、わが鍋€驾《冴ぇに汙 
ぇ、わが懺銃は火を吐いて拽等，>頭上に；；1;彈を浴び 
せる であら ぅ。いざ進發せょ、今日この1化は、自 
分が 率 ひる J 
i 獅子吼した 0 

『ハ f ル •ヒット ラ丨』 

『われらの ゲー リング J 

若い 飛行 將株は 、 »? 狂して 答へ た。 航空 大臣 空軍 
槌 同 令 官 自ら 椟縱捍 を 握つ て、 空襲 部隊の ぜ頭に * 
つた。 

どぅして意氣の擧らざるを得やぅ。 « 々ドトヴア 




部長 グレ ゴア •シユ トラ ツサの 策動を 完封して ナチ 
ス一黨 を 泰山の 安き にお かしめ たのは、 攻にゲーリ 
ング CO 功名で ある。 

その 頃、， M トラ ッサは、 國家 社 # 主 勤 在 鄕填人 
羚 の 首領 -U して 大きい 勢力を 持つ てゐた ので、 ヒ， 
トラ！ も 彼を 厚く 遇して ゐた ので あつた 0 

ヒ ，トラ 1 は、 スタ— リンの TP から、 紀 ifc 
擁み 、資本家： 安 ^ する のでなくて は、 當 161 のドィ 
ッ經枬 の 立值 しは 出來 ぬと 云 ふ考 へを M いて ゐ た。 
r ヒット ラー は、 資本家の 走狗 だよ、 兄さん j 

シユトラツむの屯オツト丨.シユトラヴセは、パ 

リ / \ 0 /.: ^< 5 : 進戴であるだけ » 息が荒い〇 
、性し から* ん話 だよ、 國家 f 命と 云つ て. も、 資本 阀 
と握 ?- しちや、キ義の堕：洛だよ、族は自分の新閜で 
叩いて やった よ i 




rii!J 

パラシゥト邡垛のやぅにれ降後、敗紙に時間を要. 
する のでな く、 大型. ダ ヲでゲーから飛州した部锬が 
見る見る クし々 岛要 塞の 甚 に 迫った の だ。 

っぐい \、夜が明ける士、機 !9 の破拟も考へず、 

大 & •輸送機が 次から 次へ 士哲 陸を 强 行した。 瞬く ぅ 
ちに 令 岛はド f ッ 兵に 坪め られ 、英軍 は 又 L て も ^ 
敗を 喫した ので ある。 この 報を 爻と るまで、 まんじ 
り もせ 中、 司令 雒の大 きい 机の 前に 坐っ てゐた V 
1 リンクは、 始めて 竞斯と 笑つ た。 

「ょくやっ たぞ 、さすが 靑 年たち だ』 と 心から この 
新作 戰を遂 £ した •ト f ッ靑肀 に 棟 •謝した ので ある n 

A -' l リングの ヒット ラ ー に 於け る關 係は、 で タリ 
アにお ける ムッソ リ—- 一 i 、 故 パパ ボ空相 との 關係 
に似て ゐるが 、それよりも、 もつ と 緊密で ー心同體 



二 /\ 〇 

士云つてもょい0 

一九 四 一年、 昨日の 友は 今日は 敵と して、 ソゲ K 
>- トと鞔 場に 相 見える に 至つ たと き、 ヒット ラ ー は 
この 戰線に 自ら 出征して 指揮を とる にあた つて、 
『余の 身 體に萬 一の こと あら ば、 ゲー リンゲに 一 切 
を娄ゎ ょ J ; 

と ^ つて、戰場に赴いたと_へられる。 

思へ ば、 一 九 二三 年 h 1 月-^ B CD ミュンヘン： 揆 
に 於て 徂喂 されて、 重傷 の 身を 愛 #. 力 リンの 心 づく 
しにょ つて ォース 々リ ャ に 逃れ、 人目を 憚る 亡命 暮 
しの 間に も、 捕れの 身の ヒット ラ ー を 信じ、 ヵリン 

めん <わい 

は人目をさけて墘5卜，トラ1に [51 # し、夫の意中 
をつ たへ た。 V 
そ. の後，旣に述べた如く合现的闘爭時代に人って 
か，：も + チスの基礎未だ固からざる £ ろ、全网組概 



者 も、 家庭に あつて は、 ょき 夫で あり、 一人の 愛す 
る娘のょき父である。それのみでなく、辦§5妻ヵ 
リンの 貞找を 追慕して、 スエ ーデン の 故 鄕に 眠る 亡 
き愛窭の遺骸を、彼女が屐後まで愛したドィッに移 

す こと とした。 

そして、べルリンから遠く北方、シ，ルフハィト 
の 森林 そこ は 昔 プ VI シァ 王侯が 狩般地 とした 幽 
玄な、牧歌風な森につ-まれ、夢見 ';. やぅな «1 ,邮 
た湖があり.、その畔りに每へろ丘の上に、ヵ9ン. 

ホ ー ルを 建て 乂亡龙 の 記念 C 欺！ した* = 

純 ド S - ッ阗建物で-邋の屋拫にカ强ぃ木の乾を璲 
«して您にっ1まれた北歐風の簡索な部：9は、げに 
深 ||| » 雪 ^ を愛したカリンの最浼の安息所にふさゎ 




戰ひに 疲れ +、 阈策に倦まぬ精カ的なへルマン. 



ダ— リングが、 そのい かめし い ¢1 驳を脫 い で、 靜か 
にヵリンの蔑所に額づくとき、この英雄の半生を彩 
る 思 ひ 出が、 彼の ^ 廣い 胸中に 浮み 出る であらぅ •0 
默 想と 沈思 — こ -K 彼の^ C ® 化 w れ ¢1 ぬし、 
更に明日の世#新民序に對す.ろ何物 4: 4 «! れ卡、信 
ずる ±こ -* を敢行ナる1大勇猛心を湧き上らすので. 
ある 0 



- V 彼の 卿^: する 「ナチ オ ナル •ゾ チ, リス テン」 

を 姑した。 

「ぅ ーん 、相 當辛 竦な 批評を 加へ てゐ るね J 
とい V 加減に あしらつ てゐた 。彼は ヒ ，トラ ーの 
\ を 卜 分 感じて ゐた ので ある。 

しかし、魔が恙すと云ふのか、政檑に焦《したシ 
ユト ラヴ； < は、弟の言ひ次苐に動かされるやぅにな 
つて、 

t <-¢ 1 * 

「よし、 この 機會に ヒヶ トラ ー に 代つ て やらぅ j と 
シユ ラィヘル 將眾と 結んで 聯合 C 閣 運® を 始めた の 
である。 

この有様を_め.たのはゲーリングでぁる。 

「 いかん、 これは ナチ ス運動 の 恐る ベ.* ^-内 |1 だ 0- 兩 
頭 政治が 出来て は、 rf ッ 再興は 難しい j 
と、 去就に 迷 ふ 日和見 的な 黨 fl を 叱咜 して、 遂に 



逆に シユト ラッセ 一派を 孤立 さした 。かくて 分裂 騷 
ぎを 未 1 ^ に 防ぎ、 ナチ スの危 機を 救つ たので ある。 

かくして ゲ ー リングの ナチス における U 置は 確‘ 立 
し、 ヒット ラー とは、 何 布 も 相 許す 間柄と なつた の 
である。 

ダ ー リングが、 この 辛慘ナ V 嘗め、 勞苦 をつ ^ けて 
ゐるときゝ彼て内助しゝ彼を勵ましたヵリンが’不 
幸に も、 ナチ ス政權 確立に 先ち 病死した ことは、 勇 
猛鬼をも拌-ぐゲーリン.グにとつては、傷心の極みだ 
った。 

その後 長く 獨身で 、專 d 國事に 奔走し、 空眾 再建 
の陣だ てに 努力して ゐた が、 いょいょ 空軍 再建。 宣 
言が ® 令され た 數週 後-！ ^娇 したので ある。 

それはドィッ劇禮の名沱士謳はれた女優エミィ、 

ゾンネマンであつて世界の英雄、欧洲制覇の衮の车 




獨逸 f らの 巨人 
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